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消防団・防災資機材庫 1/3

1/6部分詳細図－３(OS-3)

Ａ－３９

Ｒ　８．　５．２９令和８年度　湖西市消防防災センター第２期建設工事（建築工事）

外
　

部

消
防

団
車

庫

消防団車庫

外　部

[-250X90X9X13

（鉄骨工事）

□-100X100X3.2

（鉄骨工事）

スチール 1.6t 

サイドシール

□-100X100X3.2

（鉄骨工事）

□-100X100X3.2

（鉄骨工事）

C-100X50X20X2.3

（鉄骨工事）

吊りアングルは平ボルトと共締めして溶接

□-100X100X3.2

（鉄骨工事）

平ボルト

[-250X90X9X13

（鉄骨工事）

スチール 1.6t 

サイドシール

スチール 2.0t

▽1FL

X　6

X　6

1
9
0

1
4
0

1
0
0

D W

W

25

35

1
4
4

5

50

30 20

5

5
0

4
4

1
6

1
0

1
8

6

5
0

5
0

170

4
5
0

620

4
0
0
 
以

上

100

1
2
5

1
5
5
0

S
 
 
C
 
1
7
2
5

2
0

3
0

5
0

H

140

5

55

6

49

15 16 18

5050 505050 50

7
4

D
 
 
H

1
0

150

2
5
0

1
2
5

116

105

3
0

1
8
1
.
8





図面名称検　図 図面番号

備

　年　　月　　日 縮　尺

考

ＴＥＬ：０５３－４３９－０３３３（代）

ＦＡＸ：

E-mail:

０５３－４３９－７５００

白柳一級建築設計事務所

式株

社会

事務所登録　第3620号    一級建築士登録　第278915号　設備設計一級建築士交付　第2724号　清水　基史

〒433-8119 浜松市中央区高丘北四丁目6番35号

 info＠sarct.jp

A1

A3

消防団・防災資機材庫 1/5　1/10

1/10　1/20部分詳細図－６(雑)

Ａ－４２

Ｒ　８．　５．２９令和８年度　湖西市消防防災センター第２期建設工事（建築工事）

外壁：誘発目地・打継目地 外壁～腰壁取合い　 屋根～パラペット取合い　

屋根水下～外壁取合い　１階間仕切り壁断面図　

S=1/5 S=1/5 S=1/10

S=1/10 S=1/10

防災資機材庫 消防団資機材庫

 誘発目地(20×10 MS-2)

打継目地(20×10 MS-2)

ｽﾍﾟｰｻ

 外壁：透湿防水ｼｰﾄ

　　　 窯業系ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞt=16

専用ﾋﾞｽ

通気金具(15mm)

ｼｰﾘﾝｸﾞ MS-2

外部巾木取合：ｶﾗｰGL鋼板 

　　　　　　　　　厚0.6

上弦材軒先見切面戸

吊子

断熱金具

ﾀｲﾄﾌﾚ-ﾑ

軒樋：塩ﾋﾞ角型前高 W=200

ﾄﾞﾚｲﾝ：自在ﾄﾞﾚｲﾝ VP100用

落口　自在ﾄﾞﾚﾝ (φ100)

竪樋　(VP100)

 外壁：透湿防水ｼｰﾄ

　　　 窯業系ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞt=16

断熱材：ｸﾞﾗｽｳｰﾙt=50　（24㎏品）

水抜穴　φ8

上弦材軒先包み

1-D13

D10@200

笠木：ｱﾙﾐ笠木　200形　電解着色

捨て笠木

内側壁：角波ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞ 塗装GL鋼板 厚0.5

透湿防水ｼｰﾄ

上弦材ｹﾗﾊﾞ取合水切

断熱ﾎﾞﾙﾄ

Bﾀｲﾄﾌﾚ-ﾑ

@1000以内

Bﾀｲﾄﾌﾚ-ﾑ受け　@1000以内

C-100X50X20X3.2

天端ｼｰﾘﾝｸﾞ MS-2

軒樋取合い水切り

ﾗﾝﾅｰ

LGS25下地

内壁石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=12.5　素地

土台胴縁：□-100×100×2.3

防水ﾓﾙﾀﾙ充填

ｼｰﾘﾝｸﾞ MS-2

下弦材軒先水切

壁：LGS100

石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=12.5　素地

床：ｺﾝｸﾘｰﾄ直均し

　　ｹｲ酸塩系表面強化剤塗布

　　

鉄骨止水ﾌﾟﾚｰﾄ　周囲ｼｰﾘﾝｸﾞ MS-2

天端ｼｰﾘﾝｸﾞ MS-2

二重水切り：ﾌｯ素GL鋼板t0.5水切り

ｼｰﾄｽﾀｯﾄ ＠250

水下面戸

大庇:はぜ式折板 吊工法

塗装GL鋼板 厚0.6 H90

庇軒樋:耐酸被覆鋼板 W300×H200

落口　自在ﾄﾞﾚﾝ (φ100)

庇竪樋:VP100 ｼﾘｺﾝ系DP塗

窯業系ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞt=16

 外壁：透湿防水ｼｰﾄ

 断熱材：ｸﾞﾗｽｳｰﾙt=50　（24㎏品）

　　　　　

※誘発目地の場合(2面接着)

※打継ぎ目地の場合(3面接着)

鉄部(外部):亜鉛メッキ処理

下弦材軒先見切面戸
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消防防災訓練塔

仕上表

Ａ－４３

Ｒ　８．　５．２９令和８年度　湖西市消防防災センター第２期建設工事（建築工事）

1-FUCクリアー：日本ペイント 水性高耐候性4フッ化フッ素樹脂クリアー塗装同等品

壁、天井、床、建具、収納等の仕上材はＦ☆☆☆☆を使用する。

撥水材：日本ペイント ニッペアクアシール同等品

アクリルウレタン樹脂防塵防滑塗装：住友ゴム工業 U-10N同等品(ベースコート2回塗り)

特殊樹脂型枠：住理工商事 石乱積みシビル300同等品

土に接する屋内の床板下にはﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｼｰﾄt=0.15(重ね巾150)を前面に敷き込む

床コンクリート直均しの打増しは特記のない限り15mmとする

壁コンクリート打放部分は特記のない限り内部20mm、外部20mmとする

地中水槽のコンクリート打継部分には止水板(水膨張性)を打ち込む

外部に面する建具廻りは防水モルタルを充填する

使用するステンレスは、特記のなき限り全てSUS304とする

コンクリート化粧打放し部について、施工後十分な意匠上の結果が得られない場合(ｼﾞｬﾝｶ、ｺｰﾙﾄﾞｼﾞｮｲﾝﾄ等)は補修を行なう

緊急脱出降下面はH=7,000とし着地点の床レベルを均一とする

内部出隅(柱、壁、梁)はC20で面取りとする

ケイ酸塩系表面強化剤塗布：住友ゴム グリップガードA同等品

土間・スラブ伸縮目地：既製品 W=25×80 塩ﾋﾞｶﾊﾞｰ付＠3000以内とする。

土間・スラブ誘発目地：5×15目地材充填(土間用PU-2)＠3000以内とする。

塗膜防水：大関化学B-1工法同等品

塗膜防水：大関化学C-1工法同等品

開口部

窓・ドア：アルミ製 電解着色品

バルコニー

傾斜訓練施設

傾斜訓練施設 柱型

外　壁

パラペット内側壁

笠　木

既製品アルミ庇W3670×D1500 (アルフィン AD-1同等品)

既製品アルミ庇W2100×D1500 (アルフィン AD-1同等品)

傾斜訓練施設 傾斜壁

緊急脱出降下面塗装：鉄骨下地 フレキシブルボードt=16.5 2-ASE

２階屋　根

パーライトモルタルt=30 アスファルトルーフィング 瓦葺き J形

点検用階段

点検用通路

地下ピット

止水材：水膨張性止水材

地下ﾋﾟｯﾄ取水口：防水型マンホールφ600　タラップ：SUS304 丸棒400×φ22HL

樋

バルコニー

屋根

屋　根(瓦屋根)

屋根(瓦屋根)

ドレイン：自在ドレイン

竪樋：ステンレス製SUS304HL φ114×2.0

訓練斜面A：塗装合板型枠コンクリート打放し 素地

巾　木 壁床 天　　井

下　地 仕　上 仕　上 下　地 仕　上 下　地 仕　上

階 ＣＨ室　　名 ＦＬ 備　　　考 備品・別途廻　縁

内部仕上表（消防防災訓練塔）

0～+70

１

階

0～+70

+70

階

２

訓練スペース +70

0～+70

３

階

共

通

階段室

0～+70

±0

±0

コンクリート

コンクリート

コンクリート

コンクリート

コンクリート

コンクリート

コンクリート

コンクリート

コンクリート

塗装合板型枠コンクリート打放し 撥水材塗布

塗装合板型枠コンクリート打放し 撥水材塗布

塗装合板型枠コンクリート打放し 撥水材塗布

塗装合板型枠コンクリート打放し 撥水材塗布

コンクリート

コンクリート

コンクリート

コンクリート

鉄骨下地 鉄骨下地

鉄骨下地

塗装合板型枠コンクリート打放し 撥水材塗布

塗装合板型枠コンクリート打放し 撥水材塗布

塗装合板型枠コンクリート打放し 撥水材塗布

塗装合板型枠コンクリート打放し 撥水材塗布

デッキ裏表し 亜鉛メッキ

コンクリート コンクリート コンクリート塗装合板型枠コンクリート打放し 塗装合板型枠コンクリート打放し 

コンクリート コンクリート コンクリート 塗装合板型枠コンクリート打放し 撥水材塗布

保護コンクリートt=80  ケイ酸系表面強化剤塗布

ステンレス縞鋼板t=6 φ15穴あき加工 @500

ステンレス縞鋼板t=6 φ15穴あき加工 @500

外構 外構図(外構リスト参照)

訓練斜面B：特殊樹脂型枠コンクリート打放し 素地

土間下地盤改良

詳細図参照消防訓練機器

外部巾木

軒　天

コンクリート打放し　1-FUCクリアー 誘発目地(目地棒使用)＠1,500程度

鉄部見え掛り

ウレタン塗膜防水(X-2)

庇

落下防止庇

既製品庇

塗装合板型枠コンクリート打放し 撥水材塗布

塗膜防水立上げ　H300

塗膜防水立上げ　H300

塗膜防水立上げ　H300

塗膜防水立上げ　H300

火災研修室(暗室)

放水訓練室(暗室)(放水室)

訓練スペース

廊下(放水室)

区画訓練室(暗室)(放水室)

降下訓練室(放水室)

鉄骨下地 窯業系ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞ t=16(平成12年建設省告示第1356号)

保護コンクリートt=80～150 ケイ酸系表面強化剤塗布

保護コンクリートt=80～150 ケイ酸系表面強化剤塗布

塗膜防水立上げ　H300

立上り：塗膜防水立上げ

コンクリート直均し 保護コンクリートt=150　

ケイ酸系表面強化剤塗布

保護コンクリートt=80～150 ケイ酸系表面強化剤塗布

平場：コンクリート金ゴテ アクリル系防塵塗装 ウレタン樹脂防滑性

立上り：コンクリート金ゴテ アクリル系防塵塗装 ウレタン樹脂防滑性

平場：コンクリート直均し アスファルト防水(B-1) 保護コンクリートt=80 ケイ酸塩系表面強化剤塗布　伸縮目地＠3,000程度(目地材充填)

伸縮目地＠3,000程度(目地材充填)

伸縮目地＠3,000程度(目地材充填)

特　記　事　項

段鼻 ｽﾃﾝﾚｽ製ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟW40 ﾋﾞﾆﾙﾀｲﾔ付・ﾙｰﾌﾄﾞﾚｲﾝ 鋳鉄製100φ用

ドレイン：鋳鉄製ドレイン

竪樋：ステンレス製SUS304HL φ114×2.0

600角ステンレス製避難ハッチ 梯子付(9段)

既製品：スチール製螺旋階段(山陽建工 AR型同等品)

亜鉛メッキ処理

鉄部：ＤＰ塗(詳細図参照)

セメント安定処理　セメント系固化剤80kg／m3　GL-800mm

平場：コンクリート直均し 塗膜防水(C-1同等品) 保護コンクリートt=80 ケイ酸系表面強化剤塗布 誘発目地＠3,000程度

壁：合板型枠打放し 塗膜防水(B-1同等品)

打継外部：塗膜防水(B-1同等品) 幅300程度

コンクリート直均し 塗膜防水(C-1同等品)

コンクリート直均し 塗膜防水(C-1同等品)

コンクリート直均し 塗膜防水(C-1同等品)

立上り：砂付きルーフィング露出仕上

砂付きルーフィング露出仕上

ドレイン：鋳鉄製横引ドレイン

飾り桝：ステンレス製既製品

竪樋：ステンレス製SUS304HL φ114×2.0

屋根：コンクリート金ゴテ ウレタン系塗膜防水(X-2)

塗装合板型枠コンクリート打放し 1-FUCクリアー

見付：塗装合板型枠コンクリート打放し 1-FUCクリアー

合板型枠コンクリート打放し　下地調整材(C-1) 1-FUCクリアー 水切り目地15×10 軒天目地15×10

軒天：合板型枠コンクリート打放し　下地調整材(C-1) 1-FUCクリアー 

シャッター：重量シャッター　DP塗装・軽量シャッター カラー鋼板

保護コンクリートt=80～150 ケイ酸系表面強化剤塗布

コンクリート直均し 塗膜防水(C-1同等品)

コンクリート直均し 塗膜防水(C-1同等品)

コンクリート直均し コンクリートガラ敷き

（解体工事で発生したガラを流用）

床点検口 鋳鉄製φ600防水型 歩行用・集水桝・SUS製ﾀﾗｯﾌﾟ

集水桝

600φ・900φﾕﾆﾎｰﾙ・600角・1000角ﾎﾞｯｸｽｶﾙﾊﾞｰﾄ

訓練用側溝

ｺﾝｸﾘｰﾄｶﾞﾗ

SUS製ﾀﾗｯﾌﾟ･900角天井開口 SUS蓋付･700φ・1000φﾊﾞｲｺﾝ台付管 

集水桝・排水溝 W=150・訓練機器

SUS製ﾀﾗｯﾌﾟ・900角床開口 SUS蓋付・600角床開口

集水桝・排水溝 W=150・訓練機器・アルミ製点検口600×600

Y字ｲﾝｻｰﾄM16

排水溝 W=150・手摺D・Y字ｲﾝｻｰﾄM16

ｱﾙﾐ製EXP.J

中量ﾎﾞﾙﾄﾚｽﾗｯｸ

名　称 名　称仕　　上 仕　　上

外部仕上表（消防防災訓練塔）
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消防防災資機材塔

仕上表

Ａ－４４

Ｒ　８．　５．２９令和８年度　湖西市消防防災センター第２期建設工事（建築工事）

1-FUCクリアー：日本ペイント 水性高耐候性4フッ化フッ素樹脂クリアー塗装同等品

ケイ酸塩系表面強化剤塗布：住友ゴム グリップガードA同等品

壁、天井、床、建具、収納等の仕上材はＦ☆☆☆☆を使用する。

撥水材：日本ペイント ニッペアクアシール同等品

アクリルウレタン樹脂防塵防滑塗装：住友ゴム工業 U-10N同等品(ベースコート2回塗り)

特殊樹脂型枠：住理工商事 石乱積みシビル300同等品

土に接する屋内の床板下にはﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｼｰﾄt=0.15(重ね巾150)を前面に敷き込む

床コンクリート直均しの打増しは特記のない限り15mmとする

壁コンクリート打放部分は特記のない限り内部20mm、外部20mmとする

地中水槽のコンクリート打継部分には止水板(水膨張性)を打ち込む

外部に面する建具廻りは防水モルタルを充填する

使用するステンレスは、特記のなき限り全てSUS304とする

コンクリート化粧打放し部について、施工後十分な意匠上の結果が得られない場合(ｼﾞｬﾝｶ、ｺｰﾙﾄﾞｼﾞｮｲﾝﾄ等)は補修を行なう

緊急脱出降下面はH=7,000とし着地点の床レベルを均一とする

内部出隅(柱、壁、梁)はC20で面取りとする

土間・スラブ伸縮目地：既製品 W=25×80 塩ﾋﾞｶﾊﾞｰ付＠3000以内とする。

土間・スラブ誘発目地：5×15目地材充填(土間用PU-2)＠3000以内とする。

塗膜防水：大関化学パラテックスC-1工法同等品

塗膜防水：大関化学パラテックスB-1工法同等品

屋　根

外　壁

立上り：砂付きルーフィング露出仕上

塗装合板型枠コンクリート打放し 1-FUCクリアー

パラペット内側壁

笠　木 ウレタン塗膜防水(X-2)

ウレタン塗膜防水(X-2)

外部巾木

開口部

窓・ドア：アルミ製 電解着色品

引揚救助訓練用壁塗装：鉄骨下地 フレキシブルボードt=16.5 2-ASE

巾　木 壁床 天　　井

下　地 仕　上 仕　上 下　地 仕　上 下　地 仕　上

階 ＣＨ室　　名 ＦＬ 備　　　考 備品・別途廻　縁

0～+70

内部仕上表（消防防災資機材塔）

資機材庫

資機材庫

引揚訓練室

階

階

３

階

１

２

共

通

階段室 ±0

±0

±0

コンクリート コンクリート コンクリート塗装合板型枠コンクリート打放し 

コンクリート コンクリート コンクリート塗装合板型枠コンクリート打放し 塗装合板型枠コンクリート打放し 

コンクリート コンクリート コンクリート塗装合板型枠コンクリート打放し 塗装合板型枠コンクリート打放し 

コンクリート コンクリート コンクリート塗装合板型枠コンクリート打放し 撥水材塗布 塗装合板型枠コンクリート打放し 撥水材塗布

飾り桝：ステンレス製既製品

ドレイン：鋳鉄製横引ドレイン

竪樋：ステンレス製SUS304HL φ114×2.0樋

点検用階段

点検用通路

既製品：スチール製螺旋階(詳細図参照)

外構 外構図(外構リスト参照)

詳細図参照消防訓練機器

犬走り

砕石：クラッシャーラン 厚100

土間下地盤改良

塗装合板型枠コンクリート打放し 

塗膜防水立上げ　H300保護コンクリートt=80～150 ケイ酸系表面強化剤塗布

コンクリート直均し 保護コンクリートt=0～150

ケイ酸系表面強化剤塗布

コンクリート打放し　1-FUCクリアー 誘発目地＠1,500程度(目地材充填)

コンクリート金ゴテ仕上 誘発目地＠3,000程度(目地材充填)

平場：コンクリート直均し アスファルト防水(B-1) 保護コンクリートt=80 ケイ酸塩系表面強化剤塗布　伸縮目地＠3,000程度(目地材充填)

コンクリート直均し ケイ酸系表面強化剤塗布

誘発目地＠3,000程度(目地材充填)

コンクリート直均し 保護コンクリートt=80

ケイ酸系表面強化剤塗布

伸縮目地＠3,000程度(目地材充填)

伸縮目地＠3,000程度(目地材充填)

特　記　事　項

鉄部：ＤＰ塗(詳細図参照)

セメント安定処理　セメント系固化剤80kg／m3　GL-800mm

コンクリート直均し 塗膜防水(パラテックスC-1同等品)

シャッター：重量シャッター DP塗装

中量ﾎﾞﾙﾄﾚｽﾗｯｸ・訓練用機器・Y字ｲﾝｻｰﾄM16

中量ﾎﾞﾙﾄﾚｽﾗｯｸ・ﾊﾞｰﾗｯｸ

鋳鉄製横引ﾄﾞﾚｲﾝφ100・排水溝 W=150・手摺A

訓練機器・Y字ｲﾝｻｰﾄM16

段鼻 ｽﾃﾝﾚｽ製ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟW40 ﾋﾞﾆﾙﾀｲﾔ付・手摺D・手摺E

Y字ｲﾝｻｰﾄM16

名　称 名　称仕　　上 仕　　上

外部仕上表（消防防災資機材塔）
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E-mail:
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 info＠sarct.jp

A1

A3

1/100

1/200

消防防災訓練塔・消防防災資機材塔

平面図

Ａ－４５

Ｒ　８．　５．２９令和８年度　湖西市消防防災センター第２期建設工事（建築工事）

UP DN UP DN

UP DN UP DN

直通階段に至る歩行距離

24.0m

A

A

B B

A

A

B B

A

C

B

D

A

A

D

C

B

B

D

B

A

A

B

A

A

C

B

D

B

D

C

D

B

C
C

A

N

人通口φ600

通水口φ150

通水口φ150

通気口φ100

通気口φ100

消防防災訓練塔　地下ピット　1/100

▲
東

外
壁

面
揃

え
る

▲
東

外
壁

面
揃

え
る

資機材庫

点検用階段

有効幅：750mm

点検用通路

3

.

8

0

m

3

.

6

5

m

EXP.J

消防防災訓練塔　２階平面図　1/100 消防防災訓練塔　３階平面図　1/100

消防防災資機材塔　３階平面図　1/100消防防災資機材塔　２階平面図　1/100

EXP.J

訓練スペース

検索通路

廊下

訓練スペース

庇

火災研修室

(暗室)

放水訓練室

(暗室)

区画訓練室

(暗室)

降下訓練室

消防防災資機材塔　１階平面図　1/100

資機材庫
引揚訓練室

▲
東

外
壁

面
揃

え
る

高塀

φ1500ペイント

庇

上部庇

高塀(県大会位置)

消防防災訓練塔　１階平面図　1/100

空中障害 H-175×175×7.5×11 DP塗り

空中障害

H-175×175×7.5×11 DP塗り

EXP.J

室外機基礎

1000×500×200

EXP.J

訓練用

ﾊﾞﾙｺﾆｰ

X2bX1b

Y2b

Y1b

X1b

X2a

X2b
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壁芯
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X1a

△

壁芯
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▽壁芯
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▽壁芯

▽壁芯

21

△

柱芯
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壁芯

X1a

X1a X2a X2b

△

壁芯

Y2a

▽壁芯

▽壁芯

Y1a Y1a

Y2a

Y1b

Y2b

▽壁芯

▽壁芯

▽壁芯

▽壁芯

△壁芯

A

C

▽壁芯

▽柱芯

△柱芯

△

壁芯

21

△

柱芯

△

壁芯

3

柱芯

△△

柱芯

3

B

▽柱芯
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A1

A3

1/100
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消防防災訓練塔・消防防災資機材塔

屋根伏図

Ａ－４６

Ｒ　８．　５．２９令和８年度　湖西市消防防災センター第２期建設工事（建築工事）

A

A

B B

A

C

B

C

B

D

D

支点オ

(D-24)

支点オ

(D-24)

支点オ

(D-24)

支点オ

(D-24)

支点オ

(D-24)

支点エ

(D-23)

支点オ

(D-24)

支点オ

(D-24)

支点オ

(D-24)

車両引揚訓練用ﾛｰﾌﾟ保護金物(D-25)

ロープ支持金物

(D-27)

N

▲
東

外
壁

面
揃

え
る

消防防災資機材塔　屋根伏図　1/100

飾り桝：ステンレス製既製品

ドレイン：鋳鉄製横引ドレイン

立上り：砂付きルーフィング露出仕上

伸縮目地：既製品 W= 25×80 塩ビカバー付

　　　　　＠3000以内

消防防災訓練塔　屋根伏図　1/100

平場：コンクリート直均し アスファルト防水(B-1) 

　　　保護コンクリートt=80 ケイ酸塩系表面強化剤塗布　

平場：コンクリート直均し アスファルト防水(B-1) 

　　　保護コンクリートt=80 ケイ酸塩系表面強化剤塗布　

屋根：パーライトモルタルt=30 アスファルトルーフィング

　　　瓦葺き J形

立上り：砂付きルーフィング露出仕上

笠木：ウレタン塗膜防水(X-2)

ドレイン：鋳鉄製横引ドレイン

伸縮目地：既製品 W= 25×80 塩ビカバー付

　　　　　＠3000以内

空中障害 

H-150×150×7×10 DP塗り

柱天端：塗装合板型枠ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し 1－FUCｸﾘｱｰ

ワイヤーポケット W=600 H=100

△

壁芯

X1a X2a X2b
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壁芯
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Y2b
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消防防災訓練塔・消防防災資機材塔

立面図

Ａ－４７

Ｒ　８．　５．２９令和８年度　湖西市消防防災センター第２期建設工事（建築工事）

支点ア

(D-20)

支点ア

(D-20)

支点ア

(D-20)

支点ア

(D-20)

支点ア

(D-20)

支点ア

(D-20)

支点ア

(D-20)

支点ア

(D-20)

支点ア

(D-20)

支点ア

(D-20)

支点イ

(D-21)

引揚救助訓練用壁(D-9)

支点ア

(D-20)

ｶﾞｰﾄﾞﾚｰﾙ(D-26)

L=2,000 H=900

降下板(D-13)

支点ア

(D-20)

訓練梯子(D-14)

ﾜｲﾔｰ用ｱﾝｶｰ

(D-5)

ﾜｲﾔｰ用ｱﾝｶｰ

(D-5)

ロープ支持金物

(D-27)

ロープ支持金物

(D-27)

ロープ支持金物

(D-27)

支点ウ×2

(D-22)

支点ウ×4

(D-22)

支点ウ×2

(D-22)

ロープ保護手摺

(D-28)

支点ア 壁面

 FL+700(D-20)

支点ア 壁面

 FL+700(D-20)

支点ア FL+1800

(D-20)

支点ア FL+700

(D-20)

支点ア

(D-20)

支点ア 壁面

FL+700(D-20)

支点ア

FL+500(D-20)

支点ア

FL+1000(D-20)

支点ア

FL+500(D-20)

支点ア

FL+1000(D-20)

支点ア

(D-20)

支点ウ×3

(D-22)

支点ウ×4

(D-22)

支点ウ×2

(D-22)

支点ウ×2

(D-22)

支点ウ×2

(D-22)

支点ア

(D-20)

支点ア

(D-20)

支点ウ×2

(D-22)

支点ウ×2

(D-22)

支点ウ×1

(D-22)

▲

▲

▲

▲
▲

▲
▲

▲

▲
▲

▲
▲

▲

消防防災資機材塔　北立面図　1/100 消防防災資機材塔　東立面図　1/100 消防防災資機材塔　南立面図　1/100 消防防災資機材塔　西立面図　1/100

▲

▲
▲

▲

▲
▲

▲

▲

▲

▲

▲
▲

▲

▲
▲

消防防災訓練塔　北立面図　1/100 消防防災訓練塔　東立面図　1/100 消防防災訓練塔　南立面図　1/100 消防防災訓練塔　西立面図　1/100傾斜訓練施設　西立面図　1/100

笠木：コンクリート金ゴテ 

竪樋：ステンレス製SUS304HL φ114×2.0

手摺C

手摺B

SUSタラップ　

W=400 D=400

SUSタラップ　

W=400 D=400

外壁：塗装合板型枠コンクリート打放し

　　　1-FUCクリアー

飾り桝：ステンレス製既製品

外壁：塗装合板型枠コンクリート打放し

　　　1-FUCクリアー

訓練斜面A：塗装合板型枠コンクリート打放し 素地

訓練斜面B：特殊樹脂型枠コンクリート打放し 素地

ﾛｰﾌﾟﾌﾞﾘｯｼﾞ訓練用

ﾛｰﾌﾟ支持金物

手摺A

笠木：コンクリート金ゴテ 

ウレタン系塗膜防水(X-2)

笠木：コンクリート金ゴテ 

ウレタン系塗膜防水(X-2)

目地：化粧シーリング 20×10(MS-2)

手摺A手摺A

目地：化粧シーリング 20×10(MS-2)

笠木：コンクリート金ゴテ 

ウレタン系塗膜防水(X-2)

目地：化粧シーリング 20×10(MS-2)

飾り桝：ステンレス製既製品

外壁：塗装合板型枠コンクリート打放し

　　　1-FUCクリアー

アルミ庇既製品W=2100 D=1500

(ｱﾙﾌｨﾝ AD-1 同等)
目地：化粧シーリング 20×10(MS-2)

訓練用ﾛｰﾌﾟ保護金物

900角床開口

蓋付

笠木：コンクリート金ゴテ 

ウレタン系塗膜防水(X-2)

ワイヤーポケット W=300 H=100

900角床開口

蓋付

目地：化粧シーリング 20×10(MS-2)

外壁：塗装合板型枠コンクリート打放し

　　　1-FUCクリアー

笠木：コンクリート金ゴテ 

ウレタン系塗膜防水(X-2)

屋根：パーライトモルタルt=30 

　　　アスファルトルーフィング

　　　瓦葺き J形

竪樋：ステンレス製SUS304HL

φ114×2.0

軒樋：塩ビ角型前高130WIDE

飾り桝：ステンレス製既製品

竪樋：ステンレス製SUS304HL

φ114×2.0

竪樋：ステンレス製SUS304HL

φ114×2.0

飾り桝：ステンレス製既製品

柱型：鉄骨下地

　　　窯業系ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞ 厚16

外壁：塗装合板型枠コンクリート打放し

　　　1-FUCクリアー

アルミ庇既製品W=3670 D=1500

(ｱﾙﾌｨﾝ AD-1 同等)

▲

竪樋：ステンレス製SUS304HL

φ114×2.0

柱型：鉄骨下地

　　　窯業系ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞ 厚16竪樋：ステンレス製SUS304HL

φ114×2.0

笠木：コンクリート金ゴテ 

ウレタン系塗膜防水(X-2)
外壁：塗装合板型枠コンクリート打放し

　　　1-FUCクリアー

目地：化粧シーリング 20×10(MS-2)

空中障害 

H-175×175×7.5×11 DP塗り

空中障害 

H-175×175×7.5×11 DP塗り

空中障害 

H-175×175×7.5×11 DP塗り

アルミ庇既製品W=2380 D=1500

(ｱﾙﾌｨﾝ AD-1 同等)

開口：1000×1000

　　　　4方エッジ保護金物

手摺C

目地：化粧シーリング 20×10(MS-2)

点検階段：既製品

手摺B

ｱﾙﾐ製EXP.J

ｱﾙﾐ製EXP.J

ｱﾙﾐ製EXP.J

手摺B

ｱﾙﾐ製EXP.J

ｱﾙﾐ製EXP.J

ｱﾙﾐ製EXP.J

竪樋：ステンレス製SUS304HL

φ114×2.0

目地：化粧シーリング 20×10(MS-2)

凡例

▲

：目地化粧シーリング 20×10(MS-2)

：構造スリット(構造図による)

凡例

▲

：目地化粧シーリング 20×10(MS-2)

：構造スリット(構造図による)

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲ ▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲▲

▲

▲▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲ ▲▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲▲

▲▲

▲▲

▲

▲

▲

▲

▲

外壁：塗装合板型枠コンクリート打放し

　　　1-FUCクリアー

笠木：コンクリート金ゴテ 

ウレタン系塗膜防水(X-2)

開口：750×1200

　　　4方エッジ保護金物

引揚救助訓練用ﾛｰﾌﾟ支持金物

外壁：塗装合板型枠コンクリート打放し

　　　1-FUCクリアー

手摺C

梁型：亜鉛メッキ処理

亜鉛メッキ処理

X1aX2aX2b X1a X2a X2b Y2a Y1aY2aY1a

△1FL(水下)

X2b Y1b Y2b X2b Y1bY2b Y1bY2bX1b 3 2 1 X1b1 2 3

△設計GL(KBM+235)

△3FL(水下)

▽最高の高さ

△RSL(水下)

▽3FL(水上)

▽2FL

▽1FL

△設計GL(KBM+235)

▽RSL(水上)

▽1FL(水上)

△2FL(水下)

▽2FL(水上)

△2FL(水下)

▽2FL(水上)

△RSL(水下)

▽RSL(水上)

▽パラペットの高さ

▽最高の高さ
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図面名称検　図 図面番号

備

　年　　月　　日 縮　尺

考

ＴＥＬ：０５３－４３９－０３３３（代）

ＦＡＸ：

E-mail:

０５３－４３９－７５００

白柳一級建築設計事務所

式株

社会

事務所登録　第3620号    一級建築士登録　第278915号　設備設計一級建築士交付　第2724号　清水　基史

〒433-8119 浜松市中央区高丘北四丁目6番35号

 info＠sarct.jp

A1

A3

1/100

1/200

消防防災訓練塔・消防防災資機材塔

断面図

Ａ－４８

Ｒ　８．　５．２９令和８年度　湖西市消防防災センター第２期建設工事（建築工事）

消防防災資機材塔　A-A断面図　1/100 消防防災資機材塔　B-B断面図　1/100

資機材庫 資機材庫

資機材庫

引揚訓練室

資機材庫

引揚訓練室

60°

訓練スペース

訓練スペース

放水訓練室

ﾋﾟｯﾄ

40m3

消防防災訓練塔　C-C断面図　1/100

火災研修室

ﾊﾞﾙｺﾆｰ

区画訓練室

(暗室)

降下訓練室

訓練スペース

訓練スペース

消防防災訓練塔　D-D断面図　1/100

ﾋﾟｯﾄ

40m3

消防防災訓練塔　B-B断面図　1/100

70°

50°

訓練スペース

訓練スペース

階段室

降下

訓練室

階段室

階段室
ﾊﾞﾙｺﾆｰ

廊下火災研修室

ﾋﾟｯﾄ

40m3

消防防災訓練塔　A-A断面図　1/100

区画訓練室

(暗室)

降下訓練室

60°

Y1a

△

壁芯

△

壁芯

Y2a

▽1FL

△

壁芯

X1a X2a X2b

△

壁芯

▽2FL

▽最高の高さ

▽3FL(水上)

△3FL(水下)

▽2FL

▽最高の高さ

▽3FL(水上)

△3FL(水下)

▽RFL(水上)

△RFL(水下) △RFL(水下)

▽RFL(水上)

△設計GL(KBM+235)

▽GL+405

△設計GL(KBM+235)

▽1FL(GL+340)

△

壁芯

X1A X1b

△1FL(水下)

▽1FL(水上)

1 2 3

△2FL(水下)

▽2FL(水上)

▽3FL(水上)

△3FL(水下)

△RFL(水下)

▽RFL(水上)

△設計GL(KBM+235)

▽パラペットの高さ

X2b

△

壁芯

X1A

△

壁芯

X1b

△1FL(水下)

▽1FL(水上)

1 2 3

△2FL(水下)

▽2FL(水上)

▽3FL(水上)

△3FL(水下)

△RFL(水下)

▽RFL(水上)

△設計GL(KBM+235)

▽パラペットの高さ

X2b

△

△

壁芯

X1b

△1FL(水下)

▽1FL(水上)

X1A

1 2 3

△2FL(水下)

▽2FL(水上)

▽3FL(水上)

△3FL(水下)

△RFL(水下)

▽RFL(水上)

△設計GL(KBM+235)

壁芯

▽パラペットの高さ

▽最高の高さ

Y1b Y2b

△2FL(水下)

▽2FL(水上)

△3FL(水下)

△RFL(水下)

▽RFL(水上)

△設計GL(KBM+235)

△1FL(水下)(GL+340)

▽1FL(水上)(GL+410)

▽3FL(水上)(GL+7410)

▽GL+350

▽パラペットの高さ
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：舗装レベルGL+410範囲を示す。

　(施工範囲は現場協議による)

FL±0

FL+70

FL+70

FL+70

FL±0

FL±0

FL±0

FL+15

FL+35

FL+70(GL+410)

FL+10(GL+350)

FL+10(GL+350)

FL+10

FL+10

FL+10

FL+70(GL+410)

FL-35

FL+70

FL+2,570

FL+10(GL+350)

FL+35

FL+70(GL+410)

FL±0

FL-35

123456

図面名称検　図 図面番号

備

　年　　月　　日 縮　尺

考

ＴＥＬ：０５３－４３９－０３３３（代）

ＦＡＸ：

E-mail:

０５３－４３９－７５００

白柳一級建築設計事務所

式株

社会

事務所登録　第3620号    一級建築士登録　第278915号　設備設計一級建築士交付　第2724号　清水　基史

〒433-8119 浜松市中央区高丘北四丁目6番35号

 info＠sarct.jp

A1

A3

1/50

1/100

消防防災訓練塔・消防防災資機材塔

１階平面詳細図

Ａ－４９

Ｒ　８．　５．２９令和８年度　湖西市消防防災センター第２期建設工事（建築工事）

▽壁芯

▽壁芯

▽壁芯

△

壁芯壁芯

△

壁芯

△

壁面

壁芯柱芯

△

▽壁芯

▽柱芯

▽柱芯

△柱芯

△

壁芯

△ △

柱芯 柱芯

▽柱芯

▽柱芯

△柱芯

△

柱芯

△

柱芯

△

UP

UP

高塀(移動式・埋込床固定金物共) (D-1)

※関東大会・県大会の固定位置は現場協議による。

進入台

スロープ

ほふく救出訓練用煙道(D-2)

ジグザクポール埋め込み金物(D-30)

確保アンカー(D-3)

地中埋込

確保アンカー(D-3)

地中埋込

階段室

資機材庫

検索通路

▲
東

外
壁

面
揃

え
る

排水管：配管用炭素鋼鋼管(白)φ200

集水桝 450角 H=500

SUSｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋 ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ細目共

１階平面詳細図 1/50

廊下

床：ｺﾝｸﾘｰﾄ直均し

床：ｺﾝｸﾘｰﾄ直均し

　　塗膜防水 保護ｺﾝｸﾘｰﾄt＝80～150 

　　ｹｲ酸系表面強化剤塗布

床：ｺﾝｸﾘｰﾄ直均し

　　塗膜防水 保護ｺﾝｸﾘｰﾄt＝80～150 

　　ｹｲ酸系表面強化剤塗布

床：ｺﾝｸﾘｰﾄ直均し

　　保護ｺﾝｸﾘｰﾄt=150　

　　ｹｲ酸系表面強化剤塗布

放水訓練室

(暗室)

火災研修室

(暗室)

排水管：配管用炭素鋼鋼管(白)φ200

軽量ｼｬｯﾀｰ

天井裏スペース

１階天井裏スペース 1/50

手摺C

床：鉄骨下地 

　　ｽﾃﾝﾚｽ縞鋼板t=6

　　φ15穴あき加工 @500

訓練斜面B:特殊樹脂型枠ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し 素地

手摺C

訓練斜面A:塗装合板型枠ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し 素地

N

Ａ

Ｄ Ｂ

Ｃ

展開方向

階段室

地下ﾋﾟｯﾄ取水口:鋳鉄製φ600防水型

        　　 　耐荷重4t

床：ｺﾝｸﾘｰﾄ直均し ｹｲ酸系表面強化剤塗布

排水溝:ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ W=200

埋設VP100集水桝 600角 H=500

SUSｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋 ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ細目共

集水桝 600角 H=500

SUSｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋 ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ細目共

埋設VP100

埋設VP150

埋設VP100
埋設VP100

SUS製タラップ W=400 D=400

600角床開口

集水桝 600角 H=500

SUSｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋 ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ細目共

消防用水取水口(機械設備工事)

排水管(機械設備工事)

排水管(機械設備工事)

送水口(機械設備工事)

排水管(機械設備工事)

鋳鉄製中継ドレインφ100

排水管：VP100共

点検口:鋳鉄製φ600防水型

        　　 　歩行用

高塀基礎(訓練機器詳細図参照)

室外機基礎

1000×500×200

高塀基礎(訓練機器詳細図参照)

1000角ﾎﾞｯｸｽｶﾙﾊﾞｰﾄ

固定金物共

1000角ﾎﾞｯｸｽｶﾙﾊﾞｰﾄ

固定金物共

ﾊﾞｲｺﾝ台付管 700φ

緩衝材、固定ﾊﾞﾝﾄ共

SUS製タラップ W=400 D=400

ﾊﾞｲｺﾝ台付管 1000φ

緩衝材、固定ﾊﾞﾝﾄ共

900φ・600φﾕﾆﾎｰﾙ

緊結ﾌﾟﾚｰﾄ、固定金物共

訓練スペース

（部分詳細図参照）

600角ﾎﾞｯｸｽｶﾙﾊﾞｰﾄ

固定金物共

900角床開口 SUS蓋付

誘発目地＠3,000程度

収納棚 3段

バーラック

埋設VP100

ｽﾃﾝﾚｽｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋W=150新設

細目ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ

地中リグアンカー基礎(訓練機器詳細図参照)

地中リグアンカー基礎(訓練機器詳細図参照)

軽量ｼｬｯﾀｰ

軽量ｼｬｯﾀｰ

中量ﾎﾞﾙﾄﾚｽﾗｯｸ

中量ﾎﾞﾙﾄﾚｽﾗｯｸ

中量ﾎﾞﾙﾄﾚｽﾗｯｸ

900角壁開口 SUS蓋付 取外し式

900角壁開口 SUS蓋付 取外し式

検索通路ライン(建築工事)

△
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A1

A3

1/30

1/60

消防防災訓練塔

断面詳細図－１

Ａ－５１

Ｒ　８．　５．２９令和８年度　湖西市消防防災センター第２期建設工事（建築工事）

放水訓練室

訓練スペース

火災研修室

区画訓練室

(暗室)

降下訓練室

訓練スペース

屋根：ﾊﾟｰﾗｲﾄﾓﾙﾀﾙt＝30 ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ 瓦葺き J形

竪樋：ｽﾃﾝﾚｽ製SUS304HL

φ114×2.0

ｶﾞｰﾄﾞﾚｰﾙ(D-26)

L=2,000 H=900

柱型：鉄骨胴縁下地 

　　　窯業系ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞ t=16

アルミ庇既製品W=2400 D=1500

地下ﾋﾟｯﾄ取水口:鋳鉄製φ600防水型

        　　 　耐荷重4t

1/100勾配

外壁：塗装合板型枠ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し 1－FUCｸﾘｱｰ

EXP.J

EXP.J

ﾋﾟｯﾄ天井：合板型枠打放し 塗膜防水

打継外部：塗膜防水 幅300程度

地下躯体打継部：止水材打込

軒樋：塩ビ角型前高130WIDE

天井：塗装合板型枠ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し 

天井：塗装合板型枠ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し 

天井点検口600×600

天井：塗装合板型枠ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し 撥水材塗布

梁型：塗装合板型枠ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し 撥水材塗布

壁：塗装合板型枠ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し 撥水材塗布

壁：塗装合板型枠ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し 撥水材塗布

天井：塗装合板型枠ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し 撥水材塗布

梁型：塗装合板型枠ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し 撥水材塗布

梁型：塗装合板型枠ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し 撥水材塗布

梁型：塗装合板型枠ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し

床：ｺﾝｸﾘｰﾄ直均し

　　保護ｺﾝｸﾘｰﾄt＝150　

　　ｹｲ酸系表面強化剤塗布

溶接金網φ6×100×100

溶接金網φ6×100×100

溶接金網φ6×100×100

ピット40m3

ﾋﾟｯﾄ床：合板型枠打放し 塗膜防水

巾木：塗膜防水立上げ H＝300

巾木：塗膜防水立上げ H＝300

笠木：ｳﾚﾀﾝ塗膜防水（X－2）

平場：ｺﾝｸﾘｰﾄ直均し

　　　塗膜防水 保護ｺﾝｸﾘｰﾄt＝80 

　　　ｹｲ酸系表面強化剤塗布

軒天：合板型枠ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し 

　　　下地調整材（C－1） 1－FUCｸﾘｱｰ

外壁：塗装合板型枠ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し 1－FUCｸﾘｱｰ

ﾃﾞｯｷ裏：亜鉛ﾒｯｷ

平場：ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ 

　　　ｱｸﾘﾙｳﾚﾀﾝ樹脂防塵防滑塗装

1/100勾配

ﾋﾟｯﾄ壁：合板型枠打放し 塗膜防水

人通口 φ600×1箇所

通水口 φ150×2箇所

通気口 φ100×2箇所

床：ｺﾝｸﾘｰﾄ直均し 塗膜防水

　　保護ｺﾝｸﾘｰﾄt＝80～150

　　ｹｲ酸系表面強化剤塗布

溶接金網φ6×100×100

立上り：砂付きﾙｰﾌｨﾝｸﾞ露出仕上

平場：ｺﾝｸﾘｰﾄ直均し ｱｽﾌｧﾙﾄ防水（B－1） 

　　　保護ｺﾝｸﾘｰﾄt＝80 ｹｲ酸塩系表面強化剤塗布　

伸縮目地：既製品 W=25×80 塩ﾋﾞｶﾊﾞｰ付

　　　　　＠3000以内

訓練斜面A：塗装合板型枠ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し 素地

鉄部：亜鉛ﾒｯｷ処理

床：ｺﾝｸﾘｰﾄ直均し 塗膜防水

　　保護ｺﾝｸﾘｰﾄt＝80～150

　　ｹｲ酸系表面強化剤塗布

溶接金網φ6×100×100

天井：塗装合板型枠ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し 撥水材塗布

外壁：塗装合板型枠ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し 1－FUCｸﾘｱｰ

壁：塗装合板型枠ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し 撥水材塗布

巾木：塗膜防水立上げ H＝300

4方エッジ保護金物 ｱﾙﾐ製曲げ加工

SUS製タラップ W=400 D=200

60°

外壁：塗装合板型枠ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し

 1－FUCｸﾘｱｰ

ﾀﾗｯﾌﾟ：SUS304 丸棒400×φ22HL

柱型頭塞ぎ：ｽﾃﾝﾚｽ縞鋼板t＝6

柱型：鉄骨胴縁下地 

　　　窯業系ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞ t=16

床：ｽﾃﾝﾚｽ縞鋼板t＝6 φ15

穴あき加工 ＠500

ｼｰﾘﾝｸﾞ

1000角ﾎﾞｯｸｽｶﾙﾊﾞｰﾄ

固定金物共

ﾊﾞｲｺﾝ台付管 700φ

緩衝材、固定ﾊﾞﾝﾄ共

捨てｺﾝ：捨てｺﾝｸﾘｰﾄ 厚50

砕石：再生ｸﾗｯｼｬ－ﾗﾝt＝100

地盤改良：ｾﾒﾝﾄ安定処理　ｾﾒﾝﾄ系固化剤80kg／m3　GL-800mm

砕石：再生ｸﾗｯｼｬ－ﾗﾝt＝100

600角ﾎﾞｯｸｽｶﾙﾊﾞｰﾄ

固定金物共

地下ﾋﾟｯﾄ点検口:鋳鉄製φ600防水型

        　　 　歩行用

天井：塗装合板型枠ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し

壁：塗装合板型枠ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し

天井：ｽﾃﾝﾚｽ縞鋼板t＝6 φ15

穴あき加工 ＠500

外壁：塗装合板型枠ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し 1－FUCｸﾘｱｰ

目地：化粧ｼｰﾘﾝｸﾞ 20×10（MS－2）

ﾛｰﾌﾟ支持金物取合い部:ｼｰﾘﾝｸﾞ(MS-2)

外壁：塗装合板型枠ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し 1－FUCｸﾘｱｰ

中量ﾎﾞﾙﾄﾚｽﾗｯｸ

中量ﾎﾞﾙﾄﾚｽﾗｯｸ

900角壁開口 SUS蓋付 取外し式

900角壁開口 SUS蓋付 取外し式

900角壁開口 SUS蓋付 取外し式

▽1FL(水上)

△RSL(水下)

△3FL(水下)

△2SL

△1SL

▽2FL(水上)

△3SL(訓練スペース)
△3SL

△設計GL(KBM+235)

△1FL(水下)(GL+340)

▽3FL(水上)(GL+7410)

壁芯

△

△

壁芯

△

壁芯

△

壁芯

▽パラペットの高さ

△最高の高さ

▽舗装面(FL+15)

▽ｳｫｰﾀｰﾗｲﾝ

▽RSL(水上)

△2FL(水下)
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図面名称検　図 図面番号

備

　年　　月　　日 縮　尺

考

ＴＥＬ：０５３－４３９－０３３３（代）

ＦＡＸ：

E-mail:

０５３－４３９－７５００

白柳一級建築設計事務所

式株

社会

事務所登録　第3620号    一級建築士登録　第278915号　設備設計一級建築士交付　第2724号　清水　基史

〒433-8119 浜松市中央区高丘北四丁目6番35号

 info＠sarct.jp

A1

A3

1/50

1/100

消防防災訓練塔・消防防災資機材塔

２・３階平面詳細図

Ａ－５０

Ｒ　８．　５．２９令和８年度　湖西市消防防災センター第２期建設工事（建築工事）

△

壁芯

△

壁芯

▽壁芯

▽壁芯

▽壁芯

▽壁芯

壁芯

△

柱芯柱芯

△ △

△

壁芯

△

壁芯

△

壁芯

△

壁芯

△ △

柱芯 柱芯

△

壁芯

▽柱芯

▽柱芯

△柱芯

▽柱芯

▽柱芯

△柱芯

▽壁芯

▽壁芯

▽壁芯

▽壁芯

UPDN DN

UPDN DN

ﾜｲﾔｰ用ｱﾝｶｰ(D-5)

ﾜｲﾔｰ用ｱﾝｶｰ(D-5)

ﾜｲﾔｰ用ｱﾝｶｰ(D-5)

ﾜｲﾔｰ用ｱﾝｶｰ(D-5)

ｶﾞｰﾄﾞﾚｰﾙ(D-26)

L=2,000 H=900

迷路ﾊﾟﾈﾙ(D-4)

(ｽﾃﾝﾚｽ製･2段･柱固定式)

安全ネット(D-5)

障害突破訓練用

手動巻取り式

天井支点(D-17)

降下板(D-13)

訓練梯子(D-14)

ロープ保護手摺(D-28)

ロープ保護手摺(D-29)

踏切用足場棒 取外し式(D-10)

踏切用足場棒 取外し式(D-10)

床開口 SUS蓋付(D-15)

ﾛｰﾌﾟ掛け(D-18)

ロープ支持金物(スタート側)

(D-6)

訓練用スレ止め金物(D-7)

訓練用スレ止め金物(D-7)

訓練用スレ止め金物(D-7)

訓練用スレ止め金物(D-7)

訓練用スレ止め金物(D-7)

やぐら(D-8)

降下板係留点(D-12)

床埋め込みｱﾝｶｰ(D-16)

床埋め込みｱﾝｶｰ(D-16)

支点ア×3(D-19)

FL+500

FL+1000

FL+1500

支点ア×3(D-19)

FL+500

FL+1000

FL+1500

支点ア×3(D-19)

FL+500

FL+1000

FL+1500

支点ア×3(D-19)

FL+500

FL+1000

FL+1500

支点ア×3(D-19)

FL+500

FL+1000

FL+1500

渡過係留点(D-11)

引揚救助板(D-9)

1/50２階平面詳細図 1/50

NN

Ａ

Ｄ Ｂ

Ｃ

展開方向

Ａ

Ｄ Ｂ

Ｃ

展開方向

避難通路

手摺B

手摺C

軽量ｼｬｯﾀｰ

手摺C

手摺C

鋳鉄製中継ﾄﾞﾚｲﾝφ100

排水管:VP100共

排水溝:ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ W=150

手摺C

SUS製タラップ W=400 D=400

ﾊﾞﾙｺﾆｰ

訓練斜面B:特殊樹脂型枠ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し 素地

訓練斜面B:特殊樹脂型枠ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し 素地

手摺B

手摺B

手摺D
手摺E

ｱﾙﾐ製EXP.J

ﾏﾝﾎｰﾙ:鋳鉄製φ600

床：鉄骨下地 

　　ｽﾁｰﾙｴｷｽﾊﾟﾝﾄﾞﾒﾀﾙ XG11 

　　亜鉛ﾒｯｷ加工

訓練斜面A:塗装合板型枠ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し 素地

３階平面詳細図

訓練スペース

区画訓練室

(暗室)
床：鉄骨下地 

　　ｽﾃﾝﾚｽ縞鋼板t=6

　　φ15穴あき加工 @500

3

.

6

5

m

3

.

8

0

m

危険ｿﾞｰﾝ 赤色:ｳﾚﾀﾝ系塗膜防水(X-2)

         防滑仕様

手摺A

手摺A

落下防止庇

アルミ庇既製品

W=2400 D=1500

集水桝 600角 H=500

SUSｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋 ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ細目共

床：ｺﾝｸﾘｰﾄ直均し

　　塗膜防水 保護ｺﾝｸﾘｰﾄt＝80～150 

　　ｹｲ酸系表面強化剤塗布

排水溝:ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ W=150

鋳鉄製ドレイン

床：ｺﾝｸﾘｰﾄ直均し

　　塗膜防水 保護ｺﾝｸﾘｰﾄt＝80 

　　ｹｲ酸系表面強化剤塗布

手摺D 手摺D

手摺D

手摺E

伸縮目地＠3,000程度

軽量ｼｬｯﾀｰ

伸縮目地＠3,000程度

降下訓練室

排水溝:ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ W=150

伸縮目地＠3,000程度

600角床開口

ｺﾝｸﾘｰﾄ手摺壁H=1200

600角ステンレス製避難ハッチ 梯子付(9段)

集水桝 600角 H=500

SUSｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋 ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ細目共

ｱﾙﾐ庇既製品W=2100 D=1500

伸縮目地：既製品 W＝ 25×80 塩ﾋﾞｶﾊﾞｰ付

　　　　　＠3000以内

排水管：配管用炭素鋼鋼管(白)φ200

危険ｿﾞｰﾝ 赤色:ｳﾚﾀﾝ系塗膜防水(X-2)

         防滑仕様

手摺A

伸縮目地＠3,000程度

危険ｿﾞｰﾝ 赤色:ｳﾚﾀﾝ系塗膜防水(X-2)

         防滑仕様

手摺
手摺

手摺

ｱﾙﾐ製EXP.J

ｱﾙﾐ製EXP.J

平場：ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ 

　　　ｱｸﾘﾙｳﾚﾀﾝ樹脂防塵防滑塗装

ｱﾙﾐ製EXP.J

ｺﾝｸﾘｰﾄ手摺壁H=900

4方SUSｱﾝｸﾞﾙ補強

L-50×50×5

空中障害 H-175×175×7.5×11 DP塗り

空中障害 H-175×175×7.5×11 DP塗り

訓練斜面A:塗装合板型枠ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し 素地

手摺

放水口格納箱

(機械設備工事)

床：ｺﾝｸﾘｰﾄ直均し

　　塗膜防水 保護ｺﾝｸﾘｰﾄt＝80～150 

　　ｹｲ酸系表面強化剤塗布

引揚訓練室

床：ｺﾝｸﾘｰﾄ直均し

　　保護ｺﾝｸﾘｰﾄt=80

　　ｹｲ酸系表面強化剤塗布

資機材庫

排水溝:ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ W=150

4方SUSｱﾝｸﾞﾙ補強

L-50×50×5

床：ｺﾝｸﾘｰﾄ直均し

　　塗膜防水 保護ｺﾝｸﾘｰﾄt＝80～150 

　　ｹｲ酸系表面強化剤塗布

中量ﾎﾞﾙﾄﾚｽﾗｯｸ

中量ﾎﾞﾙﾄﾚｽﾗｯｸ

Y字インサートM16×2

FL+1500

窓上設置

Y字インサートM16×2

FL+1500

窓上設置

Y字インサートM16×2

FL+1500

窓上設置

Y字インサートM16×2

FL+1500

窓上設置

Y字インサートM16×2

FL+1500

窓上設置

鋳鉄製横引ﾄﾞﾚｲﾝφ100

Y字インサートM16×2

FL+1500

窓上設置

排水溝:ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ W=150

Y字インサートM16×2

FL+1500

窓上設置

Y字インサートM16×2

FL+1500

窓上設置

Y字インサートM16×2

FL+1500

窓上設置

Y字インサートM16×2

FL+1500

Y字インサートM16×2

FL+1500

窓上設置

Y字インサートM16×2

FL+1500

Y字インサートM16×2

FL+1500

窓上設置
放水口格納箱

(機械設備工事)

Y字インサートM16×2

FL+1500

窓上設置

Y字インサートM16×2

FL+1500

窓上設置

900角壁開口 SUS蓋付 取外し式

900角壁開口 SUS蓋付 取外し式 Y字インサートM16×1

窓上設置

Y字インサートM16×1

窓上設置
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図面名称検　図 図面番号

備

　年　　月　　日 縮　尺

考

ＴＥＬ：０５３－４３９－０３３３（代）

ＦＡＸ：

E-mail:

０５３－４３９－７５００

白柳一級建築設計事務所

式株

社会

事務所登録　第3620号    一級建築士登録　第278915号　設備設計一級建築士交付　第2724号　清水　基史  sarc＠kdt.biglobe.ne.jp

〒433-8119 浜松市中央区高丘北四丁目6番35号

A1

A3

1/30

1/60

消防防災訓練塔

断面詳細図－２

Ａ－５２

Ｒ　８．　５．２９令和８年度　湖西市消防防災センター第２期建設工事（建築工事）

訓練スペース

50°

廊下

降下訓練室

火災研修室

訓練スペース

訓練斜面B：塗特殊樹脂型枠ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し 素地

(住理工商事 石乱積みシビル300同等品)

立上り：砂付きﾙｰﾌｨﾝｸﾞ露出仕上

EXP.J

EXP.J

ﾋﾟｯﾄ壁：合板型枠打放し 塗膜防水

捨てｺﾝ：捨てｺﾝｸﾘｰﾄ 厚50

笠木：ｳﾚﾀﾝ塗膜防水（X－2）

平場：ｺﾝｸﾘｰﾄ直均し ｱｽﾌｧﾙﾄ防水（B－1） 

　　　保護ｺﾝｸﾘｰﾄt＝80 ｹｲ酸塩系表面強化剤塗布　

1/100勾配

笠木：ｳﾚﾀﾝ塗膜防水（X－2）

立上り：砂付きﾙｰﾌｨﾝｸﾞ露出仕上

ﾄﾞﾚｲﾝ：鋳鉄製横引ﾄﾞﾚｲﾝ

飾り桝：ｽﾃﾝﾚｽ製既製品

竪樋：ｽﾃﾝﾚｽ製SUS304HL φ114×2．0

1/100勾配

梁型：塗装合板型枠ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し

壁：塗装合板型枠ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し

天井：塗装合板型枠ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し 撥水材塗布

天井：塗装合板型枠ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し 撥水材塗布

床：ｺﾝｸﾘｰﾄ直均し

　　保護ｺﾝｸﾘｰﾄt＝150　

　　ｹｲ酸系表面強化剤塗布

床：ｺﾝｸﾘｰﾄ直均し 塗膜防水

　　保護ｺﾝｸﾘｰﾄt＝80～150

　　ｹｲ酸系表面強化剤塗布

階段室

※段詳細図参照

壁：塗装合板型枠ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し 撥水材塗布

水切り

天井：塗装合板型枠ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し

天井：塗装合板型枠ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し 撥水材塗布

床：ｺﾝｸﾘｰﾄ直均し 塗膜防水

　　保護ｺﾝｸﾘｰﾄt＝80～150

　　ｹｲ酸系表面強化剤塗布

壁：塗装合板型枠ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し 撥水材塗布

梁型：塗装合板型枠ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し 撥水材塗布

溶接金網φ6×100×100

溶接金網φ6×100×100

ﾋﾟｯﾄ床：合板型枠打放し 塗膜防水

ﾋﾟｯﾄ天井：合板型枠打放し 塗膜防水

巾木：塗膜防水立上げ H＝300

巾木：塗膜防水立上げ H＝300

ピット40m3

梁型：塗装合板型枠ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し 撥水材塗布

巾木：塗膜防水立上げ H＝300

1/100勾配

区画訓練室

(暗室)

溶接金網φ6×100×100

床：ｺﾝｸﾘｰﾄ直均し 塗膜防水

　　保護ｺﾝｸﾘｰﾄt＝80～150

　　ｹｲ酸系表面強化剤塗布

壁：塗装合板型枠ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し 

　　撥水材塗布

梁型：塗装合板型枠ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し 撥水材塗布

軒天：合板型枠ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し 

　　　下地調整材（C－1） 1－FUCｸﾘｱｰ

外壁：塗装合板型枠ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し 1－FUCｸﾘｱｰ

訓練斜面B：塗特殊樹脂型枠ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し 素地

(住理工商事 石乱積みシビル300同等品)

70°

ﾀﾗｯﾌﾟ：SUS304 丸棒400×φ22HL

天井：ｽﾃﾝﾚｽ縞鋼板t＝6 φ15

穴あき加工 ＠500

柱型頭塞ぎ：ｽﾃﾝﾚｽ縞鋼板t＝6

鉄部：亜鉛ﾒｯｷ処理

砕石：再生ｸﾗｯｼｬ－ﾗﾝt＝100

地盤改良：ｾﾒﾝﾄ安定処理　ｾﾒﾝﾄ系固化剤80kg／m3　GL-800mm

砕石：再生ｸﾗｯｼｬ－ﾗﾝt＝100

900φ・600φﾕﾆﾎｰﾙ

緊結ﾌﾟﾚｰﾄ、固定金物共

ﾊﾞｲｺﾝ台付管 700φ

緩衝材、固定ﾊﾞﾝﾄ共

鉄部：亜鉛ﾒｯｷ処理

打継外部：塗膜防水 幅300程度

地下躯体打継部：止水材打込

天井：ｽﾃﾝﾚｽ縞鋼板t＝6 φ15

穴あき加工 ＠500

外壁：塗装合板型枠ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し 1－FUCｸﾘｱｰ

目地：化粧ｼｰﾘﾝｸﾞ 20×10（MS－2）

目地：化粧ｼｰﾘﾝｸﾞ 20×10（MS－2）

外壁：塗装合板型枠ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し 1－FUCｸﾘｱｰ

ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ ｳﾚﾀﾝ系塗膜防水（X－2）

見付：塗装合板型枠ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し 1－FUCｸﾘｱｰ

柱型：鉄骨下地

　　　窯業系ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞ 厚16

900角壁開口 SUS蓋付 取外し式

900角壁開口 SUS蓋付 取外し式

△2SL

△1SL

△3SL(訓練スペース)

△RSL(水下)

▽RSL(水上)

△3FL(水下)

△2FL(水下)

▽2FL(水上)

△3SL △3SL

△1SL

△設計GL(KBM+235)

△1FL(水下)(GL+340)

▽1FL(水上)(GL+410)

▽3FL(水上)(GL+7410)

▽1FL(水上)

△RSL(水下)

▽RSL(水上)

△3FL(水下)

△2FL(水下)

▽2FL(水上)

△設計GL(KBM+235)

△1FL(水下)(GL+340)

▽3FL(水上)(GL+7410)

△2SL

△

壁芯

△

壁芯

△

壁芯

△

壁芯

△

壁芯

▽パラペットの高さ

△最高の高さ △最高の高さ

▽パラペットの高さ

▽舗装面(GL+410)
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A1

A3

1/30

1/60

消防防災資機材塔

断面詳細図－３

Ａ－５３

Ｒ　８．　３．２９令和８年度　湖西市消防防災センター第２期建設工事（建築工事）

資機材庫

資機材庫

引揚訓練室

資機材庫

資機材庫

引揚訓練室

1/100勾配

1/100勾配

ﾄﾞﾚｲﾝ：鋳鉄製横引ﾄﾞﾚｲﾝ

飾り桝：ｽﾃﾝﾚｽ製既製品

竪樋：ｽﾃﾝﾚｽ製SUS304HL φ114×2．0

目地：化粧ｼｰﾘﾝｸﾞ 20×10（MS－2）

外壁：塗装合板型枠ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し 1－FUCｸﾘｱｰ

犬走：ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ仕上

ｽﾃﾝﾚｽｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋W=150新設

細目ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ

砕石：ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ 厚100

外壁：塗装合板型枠ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し 1－FUCｸﾘｱｰ

笠木：ｳﾚﾀﾝ塗膜防水（X－2） 笠木：ｳﾚﾀﾝ塗膜防水（X－2）

立上り：砂付きﾙｰﾌｨﾝｸﾞ露出仕上
立上り：砂付きﾙｰﾌｨﾝｸﾞ露出仕上

平場：ｺﾝｸﾘｰﾄ直均し ｱｽﾌｧﾙﾄ防水（B－1） 

　　　保護ｺﾝｸﾘｰﾄt＝80 ｹｲ酸塩系表面強化剤塗布　

平場：ｺﾝｸﾘｰﾄ直均し ｱｽﾌｧﾙﾄ防水（B－1） 

　　　保護ｺﾝｸﾘｰﾄt＝80 ｹｲ酸塩系表面強化剤塗布　

伸縮目地：既製品 W＝ 25×80 塩ﾋﾞｶﾊﾞｰ付

　　　　　＠3000以内

外壁：塗装合板型枠ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し 1－FUCｸﾘｱｰ

目地：化粧ｼｰﾘﾝｸﾞ 20×10（MS－2）

断熱材:硬質ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ保温板(3種b)厚25

防湿材：ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｼ－ﾄ厚0.15

断熱材:硬質ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ保温板(3種b)厚25

防湿材：ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｼ－ﾄ厚0.15

1/100勾配

壁：塗装合板型枠ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し 撥水材塗布

天井：塗装合板型枠ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し

梁型：塗装合板型枠ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し

溶接金網φ6×100×100

溶接金網φ6×100×100

溶接金網φ6×100×100
溶接金網φ6×100×100

天井：塗装合板型枠ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し 撥水材塗布 天井：塗装合板型枠ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し 撥水材塗布

梁型：塗装合板型枠ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し 撥水材塗布

梁型：塗装合板型枠ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し 撥水材塗布

梁型：塗装合板型枠ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し

床：ｺﾝｸﾘｰﾄ直均し 塗膜防水

　　保護ｺﾝｸﾘｰﾄt＝80～150

　　ｹｲ酸系表面強化剤塗布

床：ｺﾝｸﾘｰﾄ直均し 

　　保護ｺﾝｸﾘｰﾄt＝80

　　ｹｲ酸系表面強化剤塗布

梁型：塗装合板型枠ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し

梁型：塗装合板型枠ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し

天井：塗装合板型枠ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し

天井：塗装合板型枠ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し

壁：塗装合板型枠ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し

壁：塗装合板型枠ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し

巾木：ｹｲ酸系表面強化剤　H＝100

巾木：ｹｲ酸系表面強化剤　H＝100

床：ｺﾝｸﾘｰﾄ直均し 

　　保護ｺﾝｸﾘｰﾄt＝80

　　ｹｲ酸系表面強化剤塗布

床：ｺﾝｸﾘｰﾄ直均し 

　　ｹｲ酸系表面強化剤塗布

巾木：塗膜防水立上げ H＝300

壁：塗装合板型枠ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し

壁：塗装合板型枠ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し

地盤改良：ｾﾒﾝﾄ安定処理　ｾﾒﾝﾄ系固化剤80kg/m3　厚800

床：ｺﾝｸﾘｰﾄ直均し 塗膜防水

　　保護ｺﾝｸﾘｰﾄt＝80～150

　　ｹｲ酸系表面強化剤塗布

床：ｺﾝｸﾘｰﾄ直均し 

　　ｹｲ酸系表面強化剤塗布

地盤改良：ｾﾒﾝﾄ安定処理　ｾﾒﾝﾄ系固化剤80kg／m3　GL-800mm

目地：化粧ｼｰﾘﾝｸﾞ 20×10（MS－2）

笠木：ｳﾚﾀﾝ塗膜防水（X－2）

GPL-9 HTB2-M16

BPL-16×200×200

樹脂アンカー　2-M16

ａ部詳細図　1/20 ※上下共通

天井：塗装合板型枠ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し

外壁：塗装合板型枠ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し 1－FUCｸﾘｱｰ

外壁：塗装合板型枠ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し 1－FUCｸﾘｱｰ

H-200×200×8×12 亜鉛ﾒｯｷ処理(建築工事)

ａ部

壁芯

△2SL

△3SL

△設計GL(KBM+235)

▽最高の高さ

△RSL(水下)

▽RSL(水上)

△3FL(水下)

▽3FL(水上)(GL+7410)

▽1FL(GL+340)

▽2FL

△設計GL(KBM+235)

▽最高の高さ

△RSL(水下)

▽RSL(水上)

△3FL(水下)

▽3FL(水上)(GL+7410)

▽1FL(GL+340)

▽2FL

△

壁芯

△

壁芯

△

壁芯

▽舗装面(GL+410) ▽舗装面(GL+410)
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FL+70
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1/60屋内階段詳細図－１

消防防災訓練塔

Ａ－５４

Ｒ　８．　５．２９令和８年度　湖西市消防防災センター第２期建設工事（建築工事）
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1/30１階平面詳細図

Ａ

Ａ－Ａ断面詳細図 1/30

ﾙｰﾌﾄﾞﾚｲﾝ：鋳鉄製

 　　　　100φ用

排水溝 W=150

手摺D

床：ｺﾝｸﾘｰﾄ直均し

　　塗膜防水 保護ｺﾝｸﾘｰﾄt＝150 

　　ｹｲ酸系表面強化剤塗布

床：ｺﾝｸﾘｰﾄ直均し

　　塗膜防水 保護ｺﾝｸﾘｰﾄt＝150 

　　ｹｲ酸系表面強化剤塗布

踏面：防水ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ 

　　　ｱｸﾘﾙｳﾚﾀﾝ樹脂防塵防滑塗装

踏面：防水ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ 

　　　ｱｸﾘﾙｳﾚﾀﾝ樹脂防塵防滑塗装

踊り場：防水ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ 

　　　ｱｸﾘﾙｳﾚﾀﾝ樹脂防塵防滑塗装

手摺D

排水溝 W=150

段鼻:ｽﾃﾝﾚｽ製ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟW40

   　ﾋﾞﾆﾙﾀｲﾔ付

段鼻:ｽﾃﾝﾚｽ製ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟW40

   　ﾋﾞﾆﾙﾀｲﾔ付

床：ｺﾝｸﾘｰﾄ直均し

排水管：配管用炭素鋼鋼管(白)φ200

排水管：配管用炭素鋼鋼管(白)φ200

段鼻:ｽﾃﾝﾚｽ製ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟW40

   ﾋﾞﾆﾙﾀｲﾔ付

手摺支柱:φ34×2.3＠1000以内 SOP塗

手摺笠木:φ42.7×2.3 SOP塗

手摺子:φ13＠100程度 SOP塗

横桟：φ27.2×2.3 SOP塗

床：ｺﾝｸﾘｰﾄ直均し

　　塗膜防水 保護ｺﾝｸﾘｰﾄt＝150 

　　ｹｲ酸系表面強化剤塗布

床：ｺﾝｸﾘｰﾄ直均し

　　塗膜防水 保護ｺﾝｸﾘｰﾄt＝150 

　　ｹｲ酸系表面強化剤塗布

溶接金網φ6×100×100

溶接金網φ6×100×100

床：ｺﾝｸﾘｰﾄ直均し

　　塗膜防水 保護ｺﾝｸﾘｰﾄt＝150 

　　ｹｲ酸系表面強化剤塗布

床：ｺﾝｸﾘｰﾄ直均し

　　塗膜防水 保護ｺﾝｸﾘｰﾄt＝150 

　　ｹｲ酸系表面強化剤塗布

蹴上：防水ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ 

　　　ｱｸﾘﾙｳﾚﾀﾝ樹脂防塵防滑塗装

集水桝：部分詳細図参照

天井：塗装合板型枠ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し 撥水材塗布

壁：塗装合板型枠ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し 撥水材塗布

壁：塗装合板型枠ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し 撥水材塗布

天井：塗装合板型枠ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し 撥水材塗布

1/30２階平面詳細図

段鼻:ｽﾃﾝﾚｽ製ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟW40

   ﾋﾞﾆﾙﾀｲﾔ付

床：ｺﾝｸﾘｰﾄ直均し

　　塗膜防水 保護ｺﾝｸﾘｰﾄt＝150 

　　ｹｲ酸系表面強化剤塗布

踊り場：防水ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ 

　　　ｱｸﾘﾙｳﾚﾀﾝ樹脂防塵防滑塗装

梁型：塗装合板型枠ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し 撥水材塗布

蹴上：防水ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ 

　　　ｱｸﾘﾙｳﾚﾀﾝ樹脂防塵防滑塗装

段鼻:ｽﾃﾝﾚｽ製ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟW40

   ﾋﾞﾆﾙﾀｲﾔ付

手摺支柱:φ34×2.3＠1000以内 SOP塗

手摺笠木:φ42.7×2.3 SOP塗

手摺子:φ13＠100程度 SOP塗

横桟：φ27.2×2.3 SOP塗

上裏：塗装合板型枠ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し 撥水材塗布

壁：塗装合板型枠ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し 撥水材塗布

溶接金網φ6×100×100

床：ｺﾝｸﾘｰﾄ直均し

踏面：防水ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ 

　　　ｱｸﾘﾙｳﾚﾀﾝ樹脂防塵防滑塗装

排水溝：W=150　H=15　防水ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ 

　　　ｱｸﾘﾙｳﾚﾀﾝ樹脂防塵防滑塗装

天井：塗装合板型枠ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し 撥水材塗布

床：ｺﾝｸﾘｰﾄ直均し 

　　ｹｲ酸系表面強化剤塗布

上裏：合板型枠ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し 

天井：合板型枠ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し 

壁：合板型枠ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し 

▽1FL(水上)

△RSL(水下)

△3FL(水下)

▽2FL(水上)

▽パラペットの高さ

△最高の高さ
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△2FL(水下)

△設計GL
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図面名称検　図 図面番号

備

　年　　月　　日 縮　尺

考

ＴＥＬ：０５３－４３９－０３３３（代）

ＦＡＸ：

E-mail:

０５３－４３９－７５００

白柳一級建築設計事務所

式株

社会

事務所登録　第3620号    一級建築士登録　第278915号　設備設計一級建築士交付　第2724号　清水　基史

〒433-8119 浜松市中央区高丘北四丁目6番35号

 info＠sarct.jp

A1

A3

1/30

1/60

消防防災資機材塔

屋内階段詳細図－２

Ａ－５５

Ｒ　８．　５．２９令和８年度　湖西市消防防災センター第２期建設工事（建築工事）
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1/30１階平面詳細図 1/30３階平面詳細図

1/30２階平面詳細図

Ａ－Ａ断面詳細図 1/30 1/30Ｂ－Ｂ断面詳細図

Ａ

Ａ

ＢＢ

Ａ

Ａ

ＢＢ

Ａ

Ａ

ＢＢ

床：ｺﾝｸﾘｰﾄ直均し 

　　ｹｲ酸系表面強化剤塗布

踏面：防水ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ 

　　　ｱｸﾘﾙｳﾚﾀﾝ樹脂防塵防滑塗装

段鼻:ｽﾃﾝﾚｽ製ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟW40

   ﾋﾞﾆﾙﾀｲﾔ付

手摺E

手摺D

手摺D

踏面：防水ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ 

　　　ｱｸﾘﾙｳﾚﾀﾝ樹脂防塵防滑塗装

踏面：防水ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ 

　　　ｱｸﾘﾙｳﾚﾀﾝ樹脂防塵防滑塗装

踊り場：防水ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ 

　　　　ｱｸﾘﾙｳﾚﾀﾝ樹脂防塵防滑塗装

踊り場：防水ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ 

　　　　ｱｸﾘﾙｳﾚﾀﾝ樹脂防塵防滑塗装

手摺E

手摺E

段鼻:ｽﾃﾝﾚｽ製ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟW40

   ﾋﾞﾆﾙﾀｲﾔ付

段鼻:ｽﾃﾝﾚｽ製ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟW40

   ﾋﾞﾆﾙﾀｲﾔ付

梁型：塗装合板型枠ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し

　　　撥水材塗布

横桟：φ27.2×2.3 SOP塗

床：ｺﾝｸﾘｰﾄ直均し 

　　ｹｲ酸系表面強化剤塗布

上裏：塗装合板型枠ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し

上裏：塗装合板型枠ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し

蹴上：防水ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ 

　　　ｱｸﾘﾙｳﾚﾀﾝ樹脂防塵防滑塗装

蹴上：防水ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ 

　　　ｱｸﾘﾙｳﾚﾀﾝ樹脂防塵防滑塗装

段鼻:ｽﾃﾝﾚｽ製ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟW40

   ﾋﾞﾆﾙﾀｲﾔ付

段鼻:ｽﾃﾝﾚｽ製ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟW40

   ﾋﾞﾆﾙﾀｲﾔ付

手摺笠木:φ42.7×2.3 SOP塗

手摺笠木:φ42.7×2.3 SOP塗

手摺子:φ13＠100程度 SOP塗

手摺子:φ13＠100程度 SOP塗

手摺支柱:φ34×2.3＠1000以内 SOP塗

手摺支柱:φ34×2.3＠1000以内 SOP塗

床：ｺﾝｸﾘｰﾄ直均し

　　保護ｺﾝｸﾘｰﾄt＝150

　　ｹｲ酸系表面強化剤塗布

床：ｺﾝｸﾘｰﾄ直均し

　　保護ｺﾝｸﾘｰﾄt＝150

　　ｹｲ酸系表面強化剤塗布

床：ｺﾝｸﾘｰﾄ直均し 

　　保護ｺﾝｸﾘｰﾄt＝80

　　ｹｲ酸系表面強化剤塗布

溶接金網φ6×100×100

床：ｺﾝｸﾘｰﾄ直均し 

　　保護ｺﾝｸﾘｰﾄt＝80

　　ｹｲ酸系表面強化剤塗布

溶接金網φ6×100×100

壁：塗装合板型枠ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し

壁：塗装合板型枠ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し

手摺D

床：ｺﾝｸﾘｰﾄ直均し 

　　ｹｲ酸系表面強化剤塗布

床：ｺﾝｸﾘｰﾄ直均し 

　　ｹｲ酸系表面強化剤塗布
床：ｺﾝｸﾘｰﾄ直均し

上裏：合板型枠ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し 

壁：塗装合板型枠ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し 壁：塗装合板型枠

　　ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し

壁：塗装合板型枠

　　ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し

壁：塗装合板型枠

　　ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し

壁：塗装合板型枠

　　ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し

壁：塗装合板型枠

　　ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し

手摺D

手摺D

手摺E

手摺E

手摺E

手摺E

天井：塗装合板型枠ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し

天井：塗装合板型枠

　　　ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し

梁型：塗装合板型枠ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し

梁型：塗装合板型枠ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し

梁型：塗装合板型枠ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し

梁型：塗装合板型枠

　　　ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し

梁型：塗装合板型枠

　　　ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し

梁型：塗装合板型枠

　　　ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し
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：放水エリア ：放水エリア

：放水エリア
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外部建具記号

凡　例

※

※※

※

※※

内部建具記号

特定防火設備を示す

非常用進入口

※ 飛散防止フィルム・遮光フィルムについては、ＰＥＴ製窓ガラス用フィルム

　　（引裂強度を強くすることを目的として数十枚のフィルムを重ねたものを除く。）のうち、

   基材の厚さが１００マイクロメートル以下のもの または 塩化ビニル製窓ガラス用フィルムのうち、

　 基材の厚さが４００マイクロメートル以下のものとする。
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図面名称検　図 図面番号
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ＦＡＸ：

E-mail:

０５３－４３９－７５００

白柳一級建築設計事務所

式株

社会

事務所登録　第3620号    一級建築士登録　第278915号　設備設計一級建築士交付　第2724号　清水　基史

〒433-8119 浜松市中央区高丘北四丁目6番35号

 info＠sarct.jp
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A3

1/100

1/200建具キープラン

消防防災訓練塔・消防防災資機材塔

Ａ－５６

Ｒ　８．　５．２９令和８年度　湖西市消防防災センター第２期建設工事（建築工事）
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EXP.J

消防防災訓練塔　２階平面図　1/100 消防防災訓練塔　３階平面図　1/100

消防防災資機材塔　３階平面図　1/100消防防災資機材塔　２階平面図　1/100

EXP.J

訓練スペース

検索通路

廊下

訓練スペース

庇

火災研修室

(暗室)

区画訓練室

(暗室)
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消防防災資機材塔　１階平面図　1/100

資機材庫
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EXP.J

放水訓練室

(暗室)

訓練用
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消防防災訓練塔　１階平面図　1/100
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X1b

X2a

X2b

△

壁芯

△

壁芯

X1a

△

壁芯

X1a X2a X2b

△

壁芯

X1b

X2a

X2b

△

壁芯

△

壁芯

X1a

△

壁芯

X1a X2a X2b

△

壁芯

Y1b

Y2b

Y1a

Y2a

▽壁芯

▽壁芯

▽壁芯

▽壁芯

21

△

柱芯

△

壁芯

X1a

X1a X2a X2b

△

壁芯

Y2a

▽壁芯

▽壁芯

Y1a Y1a

Y2a

Y1b

Y2b

▽壁芯

▽壁芯

▽壁芯

▽壁芯

△壁芯

A

C

▽壁芯

▽柱芯

△柱芯

△

壁芯

21

△

柱芯
△

壁芯

3

柱芯

△△

柱芯

3

B

▽柱芯

X2bX1b

Y2b

Y1b

8,300

2,390

750

1
,
5
7
0

2
,
0
0
0

2
,
5
5
0

2
,
5
5
0

2
,
2
0
0

有
効

開
口

3,890

1,500

9,780 20
5
,
0
0
0

2
,
3
0
0

8,300 1,500

1,300 1,300

2
,
0
0
0

2,390

3,890

1,500

9,780 20

1
,
2
0
0

有
効

7
,
3
0
0

7
,
3
0
0

8
,
6
2
0

5
,
3
0
0

2
,
0
0
0

1,100 900

1
,
2
0
0

有効

1
5
0

1,300

1,800

2
,
0
0
0

7
,
3
0
0

3,000

6,500

3,000

6,500

5
,
0
0
0

2
,
3
0
0

6,4251,875

8,3001,500

20

7
,
3
0
0

8
,
6
2
0

7
,
3
0
0

3
,
8
0
0

3
,
5
0
0

4,500 3,800

7
,
3
0
0

8
,
6
2
0

7
,
3
0
0

7
,
0
0
0

1
5
0

1
5
0

3,000

6,500

2,000

1,500

2,000

2,000 1,500

1,500

1,500

4
,
3
3
5

2
,
6
6
5

2
,
0
0
0

5
,
3
0
0

6,500

2,000 2,000 2,500

5
,
3
0
0

2
,
0
0
0

1
,
5
0
0

9,780

1,795 1,195 6,790 2,990 6,7902,990 6,790

1,795 1,195

3
,
6
4
0

1
,
3
6
0

7501,255

2
,
3
0
0

2
,
0
0
0

9
0
0

1,800

7,900

≒
2
,
9
5
0

(
有

効
) 5
,
8
2
0

1
,
4
0
0

1
,
4
0
0

4
,
0
0
0

2,000

3,000 3,000

670

1,900

1
,
2
0
0



※施錠種類は協議のうえ決定する事。

※原則として、姿図は内観図とするも開き勝手は平面図による。

アルミシルバー

70

付属金物一式・4方アルミ額縁・アルミ水切・ステンレス製網戸

三和シャッター　マドモア耐風ガード同等品

耐風圧[負圧]：2400[1800]Pa

１階　火災研修室・放水訓練室

付属金物一式

障害物感知装置付

３階　降下訓練室

２階　区画訓練室

付属金物一式・内外錠

カラー鋼板　厚0.3

付属金物一式・内外錠

カラー鋼板　厚0.3

三和シャッター　マドモア耐風ガード同等品

耐風圧[負圧]：2400[1800]Pa

アルミシルバー

70

付属金物一式・4方アルミ額縁・アルミ水切・ステンレス製網戸

１・２・３階　階段室

アルミカラー

70

１階　廊下

付属金物一式・レバーハンドル・ＤＣ・シリンダー錠・内側サムターン

アルミカラー

70

１階　廊下

有効開口

3方アルミ額縁・ステンレス沓摺・戸当・額縁(アルミ D40両面)

アルミシルバー

70

３階　降下訓練室

付属金物一式 ・4方アルミ額縁・アルミ水切

70

付属金物一式・3方アルミ額縁・ステンレス敷居(フラット)

・ステンレス製網戸

（飛散防止フィルム） （飛散防止フィルム）

（飛散防止フィルム）

・レバーハンドル

アルミシルバー

透明強化ガラス　厚5（飛散防止フィルム）（飛散防止フィルム）透明強化ガラス　厚5（飛散防止フィルム）

ＡＤ

１

アルミ製フラッシュ片開きドア １ヶ所 アルミ製フラッシュ片引き戸

ＡＤ

２

１ヶ所

※ 飛散防止フィルムについては、ＰＥＴ製窓ガラス用フィルム（引裂強度を強くすることを目的として数十枚のフィルムを重ねたものを除く。）のうち、

   基材の厚さが１００マイクロメートル以下のもの または 塩化ビニル製窓ガラス用フィルムのうち、基材の厚さが４００マイクロメートル以下のものとする。

   

アルミ製外開き窓

戸先ガイドローラー・引き棒（アルミ L=600）・額縁(アルミ D200)

付属金物一式・シリンダー錠・戸当・吊車・自動開閉装置・ガイドレール(SUS)

溶融亜鉛メッキ鋼板　厚1.6 　DP塗 アルミシルバー

70

１階　火災研修室

付属金物一式・4方アルミ額縁

１・２・３階　階段室

ステンレス沓摺・戸当・セミエアタイト仕様

枠：120　扉：36

付属金物一式・レバーハンドル・ＤＣ

特定防火設備

１階　火災研修室・放水訓練室

付属金物一式・レバーハンドル・ＤＣ・シリンダー錠・内側サムターン

溶融亜鉛メッキ鋼板　厚1.6　SOP塗

ステンレス沓摺・戸当・セミエアタイト仕様

枠：120　扉：36

溶融亜鉛メッキ鋼板　厚1.6　DP塗

（飛散防止フィルム）

付属金物一式

カラー鋼板　厚0.3

１階　火災研修室

耐風圧[負圧]：2400[1800]Pa

三和シャッター　マドモア耐風ガード同等品

付属金物一式

カラー鋼板　厚0.3

１階　階段室

耐風圧[負圧]：2400[1800]Pa

三和シャッター　マドモア耐風ガード同等品

１階　放水訓練室・廊下

２階　区画訓練室

・ステンレス製レール

図面名称検　図 図面番号

備

　年　　月　　日 縮　尺

考

ＴＥＬ：０５３－４３９－０３３３（代）

ＦＡＸ：

E-mail:

０５３－４３９－７５００

白柳一級建築設計事務所

式株

社会

事務所登録　第3620号    一級建築士登録　第278915号　設備設計一級建築士交付　第2724号　清水　基史

〒433-8119 浜松市中央区高丘北四丁目6番35号

 info＠sarct.jp

A1

A3

1/50

1/100

消防防災訓練塔

建具表－１

Ａ－５７

Ｒ　８．　５．２９令和８年度　湖西市消防防災センター第２期建設工事（建築工事）

透明強化ガラス　厚5 透明強化ガラス　厚5

記　　号 箇所

見　　込

ガ ラ ス

備　　考

位　　置

姿　　図

仕上材料

付属金物

記　　号 箇所

見　　込

ガ ラ ス

備　　考

位　　置

姿　　図

仕上材料

付属金物

記　　号 箇所

見　　込

ガ ラ ス

備　　考

位　　置

姿　　図

仕上材料

付属金物

１

ＡＷ

建具表 ( 消防防災訓練塔 )

アルミ製引違い窓

２ヶ所

ＳＳ

ＳＳ

2
,
0
5
0

2,000

FL

1
,
3
2
0

9
3
0

1,900

FL

ＳＳ

１ヶ所

２ ３

４

手動式窓シャッター(内部取付)手動式窓シャッター(内部取付)

4,000

2
,
5
6
0

FL

1,800

1
,
1
0
0

1
,
1
0
0

FL

アルミ製引違い窓

ＡＷ

２

２ヶ所

透明強化ガラス　厚5

1,500

1
,
1
0
0

1
,
1
0
0

FL

３ヶ所

2
,
0
0
0

7
0

FL

850

2
,
0
0
0

7
0

FL

875

ＡＷ

1
,
1
0
0

1
,
1
0
0

FL

透明強化ガラス　厚5

アルミ製引違い窓

ＡＷ

1,800

2
,
0
0
0

7
0

FL

２ヶ所

750

１ヶ所

３ ４

電動式重量シャッター

1,800

1
,
1
0
0

1
,
1
0
0

FL

アルミ製引違い窓

１

ＡＷ

１ヶ所

透明強化ガラス　厚5

室内用

４ヶ所

ＳＤ

スチール製フラッシュ片開きドア

２

2
,
0
0
0

850

２ヶ所

１

ＳＤ

スチール製フラッシュ片開きドア

2
,
0
0
0

850

7
0

FL

7
0

FL

1
,
3
2
0

9
3
0

1,900

FL

ＳＳ

１

手動式窓シャッター(外部取付)

１ヶ所

1
,
3
2
0

9
3
0

FL

1,600

ＳＳ

手動式窓シャッター(外部取付)

５

１ヶ所

150725

２ヶ所



※原則として、姿図は内観図とするも開き勝手は平面図による。

※施錠種類は協議のうえ決定する事。

アルミシルバー

70

１階　資機材庫/２階　資機材庫・階段室/３階　引揚訓練室・階段室

70

１階　廊下

付属金物一式・レバーハンドル・ＤＣ・シリンダー錠・内側サムターン

１・２・３階　階段室

ステンレス沓摺・戸当・セミエアタイト仕様

枠：120　扉：36

付属金物一式・レバーハンドル・ＤＣ

特定防火設備

障害物感知装置付

溶融亜鉛メッキ鋼板　厚1.6 　DP塗

１階　資機材庫

付属金物一式・ステンレスガイドレール・ステンレス座板

障害物感知装置付

付属金物一式・ステンレスガイドレール・ステンレス座板

２階　資機材庫

付属金物一式・4方アルミ額縁・アルミ水切・ステンレス製網戸

溶融亜鉛メッキ鋼板　厚1.6

カラー鋼板　厚0.8

考

ＴＥＬ：０５３－４３９－０３３３（代）

ＦＡＸ：

E-mail:

０５３－４３９－７５００

白柳一級建築設計事務所社会

事務所登録　第3620号    一級建築士登録　第278915号　設備設計一級建築士交付　第2724号　清水　基史

図面名称検　図 図面番号

備

　年　　月　　日 縮　尺

式株

〒433-8119 浜松市中央区高丘北四丁目6番35号

 info＠sarct.jp

A1

A3

1/50

1/100

消防防災資機材塔

建具表－２

Ａ－５８

Ｒ　８．　５．２９令和８年度　湖西市消防防災センター第２期建設工事（建築工事）

SD固定

ステンレスPL-2.0 HL

横スライド可・一部穴あけ

※寸法は現場協議による

記　　号 箇所

見　　込

ガ ラ ス

備　　考

位　　置

姿　　図

仕上材料

付属金物

記　　号 箇所

見　　込

ガ ラ ス

備　　考

位　　置

姿　　図

仕上材料

付属金物

記　　号 箇所

見　　込

ガ ラ ス

備　　考

位　　置

姿　　図

仕上材料

付属金物

ＡＷ

建具表 ( 消防防災資機材塔 )

アルミ製引違い窓

２

透明強化ガラス　厚5

６ヶ所

1,500

1
,
1
0
0

1
,
1
0
0

FL

2
,
0
0
0

850

FL

ＡＤ

１

アルミ製フラッシュ片開きドア １ヶ所

ＳＤ

スチール製フラッシュ片開きドア

２

2
,
0
0
0

FL

850

５ヶ所

ＳＳ

電動式重量シャッター

ＳＳ

１ヶ所 １ヶ所

FL

5,300

2
,
4
0
0

2,890

5
5
0

7
9
0

FL

2
,
4
5
0

1
,
1
1
0

５ ６

手動軽量バランスシャッター

（飛散防止フィルム）

（引揚訓練室を除く）

アルミカラー

3方アルミ額縁・ステンレス沓摺・戸当

透明強化ガラス　厚5（飛散防止フィルム）

　DP塗

※ 飛散防止フィルムについては、ＰＥＴ製窓ガラス用フィルム（引裂強度を強くすることを目的として数十枚のフィルムを重ねたものを除く。）のうち、

   基材の厚さが１００マイクロメートル以下のもの または 塩化ビニル製窓ガラス用フィルムのうち、基材の厚さが４００マイクロメートル以下のものとする。

   

※
※



：放水エリア ：放水エリア

：放水エリア

UP

Ｆ

１

Ｆ

３

Ｆ

Ｆ

５

６

Ｆ

２

Ｆ

４

Ｆ

７
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白柳一級建築設計事務所
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事務所登録　第3620号    一級建築士登録　第278915号　設備設計一級建築士交付　第2724号　清水　基史

〒433-8119 浜松市中央区高丘北四丁目6番35号

 info＠sarct.jp

A1

A3

1/100

1/200

消防防災訓練塔・消防防災資機材塔

家具キープラン

Ａ－５９

Ｒ　８．　５．２９令和８年度　湖西市消防防災センター第２期建設工事（建築工事）

N

▲
東

外
壁

面
揃

え
る

ﾊﾞﾙｺﾆｰ

▲
東

外
壁

面
揃

え
る

資機材庫

点検用階段

有効幅：750mm

点検用通路

3

.

8

0

m

3

.

6

5

m

EXP.J

消防防災訓練塔　２階平面図　1/100 消防防災訓練塔　３階平面図　1/100

消防防災資機材塔　３階平面図　1/100消防防災資機材塔　２階平面図　1/100

EXP.J
EXP.J

訓練スペース

検索通路

廊下

訓練スペース

庇

火災研修室

(暗室)

区画訓練室

(暗室)

降下訓練室

消防防災資機材塔　１階平面図　1/100

資機材庫
引揚訓練室

▲
東

外
壁

面
揃

え
る

庇

上部庇

消防防災訓練塔　１階平面図　1/100

EXP.J

放水訓練室

(暗室)
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△
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△
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△
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△
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〒433-8119 浜松市中央区高丘北四丁目6番35号

 info＠sarct.jp

A1

A3

消防防災訓練塔・消防防災資機材塔

家具図－１

1/60

1/120

Ａ－６０

Ｒ　８．　５．２９令和８年度　湖西市消防防災センター第２期建設工事（建築工事）

UP

SPHC t3.2 ﾕﾆｸﾛﾒｯｷ

【F-2】中量ボルトレスラック BL500

品番 部品名 材質名 板厚・サイズ 表面仕上

1

2

3

4

5

6

支柱

棚板

天棚受

中棚受

ビーム

ロックピン

SPHC

SPCC

SPHC

SPHC

SPHC

SWRM

t1.8

t0.7/t0.8

t2.0

t2.0

t2.0

ｱﾝｸﾞﾙｸﾞﾚｲ

ﾕﾆｸﾛﾒｯｷ

7
ベースプレート(金具)

ｱﾝｸﾞﾙｸﾞﾚｲ

ｱﾝｸﾞﾙｸﾞﾚｲ

ｱﾝｸﾞﾙｸﾞﾚｲ

ｱﾝｸﾞﾙｸﾞﾚｲ

H2400 x W1200 x D571　天地4段　         1台( 連立1台)

SPHC t3.2 ﾕﾆｸﾛﾒｯｷ

壁固定金具
SPHC t4.5 ﾕﾆｸﾛﾒｯｷ

【F-1】中量ボルトレスラック BL500

H2400 x W1800 x D600(別製)　天地4段　1台(単立1台             )

H2400 x W1500 x D571　天地4段　         1台(単立1台             )

【F-3】中量ボルトレスラック BL500

品番 部品名 材質名 板厚・サイズ 表面仕上

1

2

3

4

5

支柱

棚板

天棚受

中棚受

ビーム

SPHC

SPCC

SPHC

SPHC

SPHC

t1.8

t0.8

t2.0

t2.0

t2.0

ｱﾝｸﾞﾙｸﾞﾚｲ

H2500 x W1800 x D1021(別製)　天地4段　2台(単立1台・連立1台)

ｱﾝｸﾞﾙｸﾞﾚｲ

ｱﾝｸﾞﾙｸﾞﾚｲ

ｱﾝｸﾞﾙｸﾞﾚｲ

ｱﾝｸﾞﾙｸﾞﾚｲ

壁固定金具 SPHC t4.5 ﾕﾆｸﾛﾒｯｷ

【1階 火災研修室】

【1階 資機材庫】

品番 部品図 

1b

2b

5b

支柱フレーム Bタイプ 

AB1016天ビーム 

ｽﾁｰﾙ棚板

4b AB1016地ビーム 

3b AB1016ビーム 

【F-4】パレットラック

H2400 x W

(ｱﾝｸﾞﾙｸﾞﾚｲ色)00kg/段  5

台(単立2台)2　天地3段1100有効） x D3830(

材料名 板厚・サイズ 

H2406xD1100 

H110xW3830

H35xD1100用 

H110xW3830

H110xW3830

員数 

備考 

単立 

4

4 ﾛｯｸﾋﾟﾝ付き 

連立 

-

-

4 ﾛｯｸﾋﾟﾝ付き -

4 ﾛｯｸﾋﾟﾝ付き -

【1階 資機材庫】

500kg／段

3

1

2 500kg／段

3

1

2

【F-3】

1

2

3

500kg/段

【F-4】

5

6

3

4

2

1

7

5

6

3

4

2

1

7

5a

3a

4a

2a

1a

2b

3b

1b

4b

5b

F-2

F-1

F-4

F-3

壁固定

床固定

壁固定

床固定

落下防止バー

壁固定

床固定

ビーム AB1016

ｽﾁｰﾙ棚板仕様

500kg/段

ｽﾁｰﾙ棚板仕様

500kg/段

ｽﾁｰﾙ棚板仕様

500kg/段

床固定

支柱

棚受

棚板

火災研修室

(暗室)

支柱

棚受

棚板

メカニカルアンカー

C-850(埋込深さ30)

メカニカルアンカー

)埋込深さ 48mmC-1280(

別紙参照

フレームBタイプ

天ビーム AB1016

地ビーム AB1016

落下防止バー

落下防止バー

落下防止バー

C850

メカニカルアンカー

ベースプレート

ｔ=3.2

落下防止バー

落下防止バー

落下防止バー

落下防止バー

背つなぎ材100L

資機材庫

階段室

単立 連立 単式

側面図　S=1:50

平面図　S=1:50

単立

正面図　S=1:50

正面図　S=1:50 側面図　S=1:50

複式

落下防止バー　拡大図

ベース詳細図　S=1:10

※全支柱下部対象

F-1・F-2 中量ボルトレスラック

F-3・F-4 中量ボルトレスラック 1階 資機材庫／１式

1階 火災研修室／１式

打込用孔深さ

▽メカニカルアンカー

※全支柱下部対象

※全支柱下部対象

単立

正面図　S=1:50

単式

側面図　S=1:50

単式

側面図　S=1:50正面図　S=1:50

連立単立

落下防止バー　拡大図

平面図　S=1:50

アンカー詳細図　1:10

床固定詳細図　S=1:10
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A1

A3

消防防災訓練塔・消防防災資機材塔 1/60

1/120家具図－２

Ａ－６１

Ｒ　８．　５．２９令和８年度　湖西市消防防災センター第２期建設工事（建築工事）

6

5

1

7

2

3

4

6

5

1

7

2

UPDN

UP

SPHC t3.2 ﾕﾆｸﾛﾒｯｷ

【F-6】中量ボルトレスラック BL500

品番 部品名 材質名 板厚・サイズ 表面仕上

1

2

3

4

5

6

支柱

棚板

天棚受

中棚受

ビーム

ロックピン

SPHC

SPCC

SPHC

SPHC

SPHC

SWRM

t1.8

t0.7/t0.8

t2.0

t2.0

t2.0

ｱﾝｸﾞﾙｸﾞﾚｲ

ﾕﾆｸﾛﾒｯｷ

7
ベースプレート(金具)

ｱﾝｸﾞﾙｸﾞﾚｲ

ｱﾝｸﾞﾙｸﾞﾚｲ

ｱﾝｸﾞﾙｸﾞﾚｲ

ｱﾝｸﾞﾙｸﾞﾚｲ

SPHC t3.2 ﾕﾆｸﾛﾒｯｷ

壁固定金具
SPHC t4.5 ﾕﾆｸﾛﾒｯｷ

【F-5】中量ボルトレスラック BL500

H2400 x W1800 x D600(別製)　天地4段　2台(単立1台・連立1台)

H1900 x W1850(別製) x D1021(別製)　天地3段 2台(単立1台・連立1台)

H1900 x W1840(別製) x D1021(別製)　天地3段 1台( 連立1台)

バーラック

Ｈ2000×Ｗ1325×Ｄ855(アーム500)2台（単立1台・連立1台）

ｱﾝｸﾞﾙｸﾞﾚｲ色

アーム2段(有効3段)

150kg／アーム

寸法・台数

段　　　組

耐　荷　重

そ　の　他

荷　　　姿

オプション

段ピッチ 50mm

【2階 資機材庫】

【1階 資機材庫】

500kg／段

3

1

2

500kg／段

1

2

【F-5】

【F-6】

F-5

F-6

F-3

F-7

F-4

F-7 バーラック 2階 資機材庫／１式

2階 資機材庫／１式中量ボルトレスラックF-5・F-6

ﾜｲﾔｰ用ｱﾝｶｰ(D-5)

ﾜｲﾔｰ用ｱﾝｶｰ(D-5)

壁固定

落下防止バー

床固定

落下防止バー

壁固定壁固定

床固定

支柱

棚受

棚板

メカニカルアンカー

※全支柱下部対象

落下防止バー

落下防止バー

メカニカルアンカー

ベースプレート

ｔ=3.2

落下防止バー

アームペグ

フレーム Bタイプ

ビーム

アーム

ビーム

ベース

床固定

8xC-1290(埋込深さ　60㎜)

▽メカニカルアンカー

打込用孔深さ

資機材庫

150kg/アーム

□-75Ｘ45×2.3

アーム

C850

平面図　S=1:50

平面図　S=1:50

単式

側面図　S=1:50

単式

側面図　S=1:50

正面図　S=1:50

連立単立

連立連立単立

正面図　S=1:50

正面図　S=1:50
側面図　S=1:50

落下防止バー　拡大図

アンカー詳細図　S=1:20

床固定詳細図　1:10

別紙参照

資機材庫

階段室

別紙参照
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横つなぎバー　L=5,000　51×26×1.5　　
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A1

A3

消防防災訓練塔・消防防災資機材塔 図示

訓練機器詳細図－１

Ａ－６２

Ｒ　８．　５．２９令和８年度　湖西市消防防災センター第２期建設工事（建築工事）

建築工事

D13 @200 ﾀﾃﾖｺ共

D13 @200 ﾀﾃﾖｺ共

コンクリート：Fc18　S15

鉄筋：SD295A

型枠：打放合板型枠　B種

砕石：再生クラッシャランRC-40

建築工事

※基礎の位置、サイズは現場協議による。

建築工事

※取付位置は現場協議による。

コンクリート：Fc18　S15

鉄筋：SD295A

型枠：打放合板型枠　B種

砕石：再生クラッシャランRC-40

※基礎の位置、サイズは現場協議による。

※取付位置は現場協議による。

※取付位置は現場協議による。※取付位置は現場協議による。

埋込金物

建築工事

埋込金物

建築工事

水抜(VP25A)

建築工事

基礎コンクリート

建築工事

鉄筋 D10＠200タテ･ヨコ

建築工事

据付

建築工事

水抜(VP25A)

建築工事

再生クラッシャラン

建築工事 建築工事

鉄筋 D10＠200タテ･ヨコ

建築工事

基礎コンクリート

建築工事

据付

再生クラッシャラン
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消防防災訓練塔・消防防災資機材塔 図示

訓練機器詳細図－２
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Ｒ　８．　５．２９令和８年度　湖西市消防防災センター第２期建設工事（建築工事）

建築工事

やぐら取付用ベースプレート(H鋼側)

※取付位置は現場協議による。

※取付位置は現場協議による。※取付位置は現場協議による。
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消防防災訓練塔・消防防災資機材塔 図示
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※取付位置は現場協議による。

※外構仕上レベル～3FLレベルを7,000mmとする。

※取付位置は現場協議による。

※取付位置は現場協議による。

■ベース色

■的

■下地

白色

無色

赤色

浸透型シーラー

カンペ1液Mシリコン

カンペ1液Mシリコン ターペン可溶形アクリルシリコン樹脂塗料

ターペン可溶形アクリルシリコン樹脂塗料

二液エポキシ樹脂シーラー

色相 塗料名 塗料種別

合成樹脂クリヤー塗料

アクリルシリコン塗料

アクリルシリコン塗料

519-301(白)

YO5-40X(赤)

211-500（種剤）211-550（硬化剤）

日塗工

関西ぺイント

関西ぺイント

関西ぺイント

科学名 参考製品番号 参考メーカー名

t＝5.0

30

8
0

3
0

ケミカル

8

0

8
0

8

0

SUS

8
0

アンカー

M-12 SUS

3
0

2
0

20

30 30

2
0

2
0

4
0

20 30

▽ＦＬ

配管パイプ

▽ＦＬ

6.0ｔ

2,600

配管パイプ

▽ＦＬ

配管パイプ

φ
4
2
.
7

▽ＦＬ

配管パイプ

2,600

ベースプレート
M12用プラグアンカー

φ42.7

φ
4
2
.
7

8
0

ベースプレート

△壁

ベースプレート M12用プラグアンカー

φ
4
2
.
7

1
2
0

φ42.7

1
2
0

ベースプレート

60

7
8
.
6
5 6.0ｔ

M12用プラグアンカー

SUS304　№1

120×60×6.0ｔ

SUS304　TP-A

φ42.7×4.0t

SUS304　№1

120×60×6.0ｔ φ42.7×4.0t

SUS304　TP-A

SUS304　№1

120×60×6.0ｔ

SUS304　TP-A

φ42.7×4.0t

△壁

SUS304　№1

120×60×6.0ｔ

SUS304　TP-A

φ42.7×4.0t

φ42.7

120

8
0

配管パイプ

SUS304　TP-A

φ42.7×4.0t

2,600

8
0

1
2
0

71.35 614.325 614.325 614.325 614.325 71.35

2
7
0

φ
4
2
.
7

M12用プラグアンカー

8
0

配管パイプ

SUS304　TP-A

φ42.7×4.0t614.325

2,600

1
2
0

8
0

71.35 614.325 614.325 614.325 71.35

φ
4
2
.
7

2
2
8

2
1
0

60

S=1/30

D-10 踏切用足場棒 取外し式（引揚訓練室側）　詳細図

S=1/20D-9 D-10 踏切用足場棒 取外し式（降下訓練室側）　詳細図

S=1/20

引揚救助板　詳細図

7
,
0
0
0

3
4
0

3
,
5
7
0

3
,
5
0
0

7
,
0
0
0

7
0

1
5
0

1
5
0

1,820

φ15穴H鋼取付用穴

1
3
0

40 401,740

C-75X40X5X7

L-50X50X6

L-50X50X6

L-50X50X6

L-50X50X6

L-50X50X6

L-50X50X6

L-50X50X6

L-50X50X6

L-50X50X6

L-50X50X6

L-50X50X6

L-50X50X6

L-50X50X6

L-50X50X6

C-75X40X5X7

3
,
7
9
0

3
,
0
3
0

L型アンカー

プラン

XB1

※

1
,
6
0
0

8
0

1
,
6
0
0

1
,
6
1
0

8
0

1
,
6
1
0

8
0

6
,
8
2
0

8
0

8
0

7
0

4
6
5

6
0
0

9
1
0

9
1
0

9
1
0

9
1
0

9
1
0

6
0
0

6
0
5

6
,
8
2
0

20 356 356 356 356 356

フレキ取付後パテ埋め処理

フレキ取付後パテ埋め処理

フレキ取付後パテ埋め処理

フレキ取付後パテ埋め処理

フレキ取付後パテ埋め処理

フレキ取付後パテ埋め処理

フレキ取付後パテ埋め処理

フレキ取付後パテ埋め処理

2
5

6
0

5
4
0

6
0

4
2
5

4
2
5

6
0

4
2
5

4
2
5

6
0

5
4
0

6
0

5
5
0

2
5

フレキ取付後パテ埋め処理

4
2
5

4
2
5

4
0
5

1,820

ステンレス(+)皿頭 小ねじ (全ねじ)

ステンレス 六角ボルト(全ねじ)

M12×**L

M10×**L

20

4
2
5

6
0

4
2
5

4
2
5

6
0

4
2
5

6
0

12ヶ所

12ヶ所

12ヶ所

12ヶ所

12ヶ所

12ヶ所

12ヶ所

12ヶ所

フレキ板 16.5ｔ

L-50X50X6

フレキ取付用下地

12ヶ所

5
0

4
9
0

3
7
5

5
0

3
7
5

3
7
5

5
0

3
7
5

3
7
5

5
0

3
8
0

5
0

3
8
0

5
0

3
7
5

3
7
5

5
0

3
7
5

4
9
0

5
0
0

5
0

1
0

1
0

1
0

5
0

1
0

1
0

1
0

1
0

3
5
0

1
,
8
2
0

4
1
0

5
0
0

9
1
0

9
1
0

3
5
0

5
6
0

4
1
0

5
0
0

9
1
0

▽3FL

▽外構仕上レベル(GL+410)

▽2FL

▽GL

△1FL

870

3,500 3,500

7,000

▽
3
F
L

▽
2
F
L

赤色塗装

赤色塗装

赤色塗装

白色塗装

白色塗装
白色塗装 白色塗装白色塗装 白色塗装

50

正面図　S=1/20 側面図　S=1/20

平面図　S=1/20

正面図　S=1/20 側面図　S=1/20

平面図　S=1/20

▽2FL

△1FL

▽GL

▽3FL

フレキ取付詳細　S=1/30A-A矢視図(裏面)　S=1/30

塗装詳細図　S=1/30

▽
外

構
仕

上
レ

ベ
ル

5
0
5
0

5
0

5
0

5
0

5
0

5
0

5
0

5
0

5
0

5
0

5
0

5
0

5
0

130 350 1,350 1,350 1,550 400 1,000

赤色塗装

φ

5

0

0

φ

5

0

0

φ

5

0

0

2
7
0



備

考
令和８年度　湖西市消防防災センター第２期建設工事

図面名称検　図 図面番号　年　　月　　日 縮　尺

A1

A3

ＴＥＬ：０５３－４３９－０３３３（代）

ＦＡＸ：

E-mail:

０５３－４３９－７５００
白柳一級建築設計事務所式株

社会

事務所登録　第3620号    一級建築士登録　第278915号　設備設計一級建築士交付　第2724号　清水　基史

〒433-8119 浜松市中央区高丘北四丁目6番35号

消防防災訓練塔・消防防災資機材塔Ｒ　８．　４．３０ 図示

 info＠sarct.jp

D-11・D-12

※取付位置は現場協議による。

600

1
,
3
0
0

1
,
0
0
0

フタ付

側面図　S=1/30

1
,
1
0
0

1
,
0
0
0

1
0
0

1
,
3
0
0

2,400

1,200 1,200

1
,
0
0
0

1,200 1,200

2,400

▽３FL　±０

1
5
0
～

7
0

保
護

コ
ン

正面図　S=1/30 正面図　S=1/30

【D-11】 【D-12】

1,2001,200

6
0
0

1,2001,200

3FL -272

平面図　S=1/30

【D-11】 【D-12】

D-15 S=1/10

450(躯体開口寸法)

540

120210 210

440

6
.
0
t

900(躯体開口寸法)

980

580200 200

6
.
0
t

880

φ12 φ12

ステンレス丸棒取手(落込タイプ)

床開口

建築工事

床開口

φ300

防水型マンホール蓋

埋め込み金物

埋め込み金物

2
5
0

丸棒-φ19(内径110)

φ
2
0

1
1
0

160 110 160

1
1
0

φ20

D-16 S=1/10

建築工事

ベースプレート詳細図　S=1/10

89.1φ×5.0ｔ

S=1/10・30

30 190 30

3
0

φ76.3

4-φ28キリ穴

3
0

250

1
9
0

2
5
0

600

6
0
0

6
0
0

4×4-φ24穴

φ89.1×5.0t

40 40170

4
0

4
0

1
7
0

2
5
0

250

2
5
0

250

埋込アンカー　詳細図D-17 S=1/20

※取付位置は現場協議による。

※取付位置は現場協議による。 ※取付位置は現場協議による。

S=1/20D-18 ロープ掛け　詳細図

※取付位置は現場協議による。

9
8
0

540

取っ手用穴φ18

平面図　S=1/30

断面図　S=1/10

平面図　S=1/10

断面図　S=1/10

460

600 600

φ89.1×5.0t

5
8
8

6
0
0

φ
1
6

アンカー据え付けは建築工事

アンカー据え付けは建築工事

建築工事

φ89.1 φ89.1 φ89.1

断面図　S=1/20

天井伏図　S=1/20

断面図　S=1/10

平面図　S=1/10 平面図　S=1/10

断面図　S=1/10

正面図　S=1/10 側面図　S=1/10

PL-12.0t

PL-12.0t

1
4
0

SUS　PL-9

訓練機器詳細図－５

1
2

1
2
.
0
t

980×540×6.0t

ステンレスアングル

6.0t×50×50

補強兼ズレ止め

4ヶ所

ステンレス丸棒取手(落込タイプ)

φ12φ12

5
0

φ300　重荷重用

SUS製

7
0φ
2
0

270

SUS304　№1

SUS304 TP-A

250

2
5
0

250

SUS304　№1 SUS304 TP-A

2
5
0

600

踏み抜き防止金物　詳細図

ステンレス縞鋼板

据え付け建築工事

建築工事

据え付け建築工事建築工事

据え付け建築工事

建築工事

建築工事

床埋め込みアンカー　詳細図

渡過係留点・降下板係留点　詳細図

Ａ－６６



日塗工　０５－５０V

■ベース色

■下地

目盛

無色

青色

赤色 カンペ1液Mシリコン

カンペ1液Mシリコン

浸透型シーラー 二液エポキシ樹脂シーラー

ターペン可溶形アクリルシリコン樹脂塗料

ターペン可溶形アクリルシリコン樹脂塗料

合成樹脂クリヤー塗料

アクリルシリコン塗料

アクリルシリコン塗料

関西ぺイント

関西ペイント

関西ペイント

211-500（種剤） 211-550（硬化剤）

塗料名色相 塗料種別 科学名 参考製品番号 参考メーカー名

備

考

図面名称検　図 図面番号　年　　月　　日 縮　尺

ＴＥＬ：０５３－４３９－０３３３（代）

ＦＡＸ：

E-mail:

０５３－４３９－７５００

白柳一級建築設計事務所

式株

社会

事務所登録　第3620号    一級建築士登録　第278915号　設備設計一級建築士交付　第2724号　清水　基史

〒433-8119 浜松市中央区高丘北四丁目6番35号

 info＠sarct.jp

A1

A3

消防防災訓練塔・消防防災資機材塔 図示

訓練機器詳細図－６
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Ｒ　８．　５．２９令和８年度　湖西市消防防災センター第２期建設工事（建築工事）

※外構仕上レベル～3FLレベルを7,000mmとする。

※取付位置は現場協議による。
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訓練機器詳細図－７

Ａ－６８

Ｒ　８．　５．２９令和８年度　湖西市消防防災センター第２期建設工事（建築工事）

無筋ｺﾝｸﾘｰﾄ基礎

※基礎の位置、サイズは現場協議による。

コンクリート：Fc18　S15

型枠：打放合板型枠　B種

砕石：再生クラッシャランRC-40

無筋ｺﾝｸﾘｰﾄ基礎
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先埋めアンカーボルト(L型)
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アンカー設置
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※アンカーボルト仕様　M20
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φ
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0

SUS304

SUS304

3
0
0

300

SUS304

ステンレス鋼板　12.0t

支持金物

400

▽3FL(水上)

△3FL(水下)

65 300

2
0
0

S=1/15・30 D-19・20・21・22・24

D-23

支点(室内壁・外壁・屋上)　詳細図

S=1/10

D-14

支点(屋上 3t仕様)　詳細図

S=1/10訓練梯子　詳細図

7
0

7
0

正面図　S=1/30

Ｂ部平面詳細図　S=1/15

Ａ部詳細図　S=1/15

登攀防止板詳細　S=1/15

Ｂ部詳細図　S=1/15

梯子詳細　S=1/15

継ぎ部詳細　S=1/15

側面図　S=1/30

平面図　S=1/10

平面図　S=1/10

断面図　S=1/10 断面図　S=1/10

断面図　S=1/10 支持リング金物詳細図　S=1/10

D-19×10箇所

D-19×10箇所(室内壁)
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5



ネジ部長さ寸法

外壁からの突出し寸法

ネ
ジ

A

C

B

名称

A寸法

B寸法

C寸法 ５０

材質

数量

SUS３０４

M１６

１８０

１３２ヶ

ケミカルアンカー

パラペット上部手摺

備

考

図面名称 図面番号縮　尺検　図 　年　　月　　日

ＴＥＬ：０５３－４３９－０３３３（代）

ＦＡＸ：

E-mail:

０５３－４３９－７５００

白柳一級建築設計事務所

式株

社会

事務所登録　第3620号    一級建築士登録　第278915号　設備設計一級建築士交付　第2724号　清水　基史

〒433-8119 浜松市中央区高丘北四丁目6番35号

 info＠sarct.jp

A1

A3

消防防災訓練塔・消防防災資機材塔 図示

Ａ－６９

Ｒ　８．　５．２９令和８年度　湖西市消防防災センター第２期建設工事（建築工事）

訓練機器詳細図－８

建築工事

※取付位置は現場協議による。 ※取付位置は現場協議による。

建築工事

アンカーボルトM-16　フック付

アンカー据え付けは建築工事

※取付位置は現場協議による。

※取付位置は現場協議による。

※取付位置は現場協議による。

建築工事

SUS304TP-A

φ42.7×3.0サヤ管

据付 建築工事

名称 摘要 数量記号 単位

D-1

D-2

D-3

D-6

D-7

D-8

D-9

D-10

D-11

D-12

D-13

D-14

D-15

D-16

D-17

D-18

D-19

D-20

D-21

D-22

D-23

D-24

D-25

D-26

D-27

D-28

D-29

D-30

D-4

D-5

ほふく救出訓練用煙道

踏切用足場棒　取外し式

降下板

訓練梯子

踏み抜き防止金物

天井支点

ロープ掛け

支点ア

支点ア

支点イ

支点ウ

支点エ

支点オ

車両引揚訓練用ロープ保護金物

ガードレール

ロープ支持金物

ロープ保護手摺

ロープ保護手摺

迷路パネル

安全ネット

外部　移動式・埋込床固定金物共

外部　進入台、出口スロープ共

外部　地中埋込　1箇所

室内床　障害突破訓練用 手動巻取り式

ﾜｲﾔｰ用ｱﾝｶｰ共

室内床　ﾛｰﾌﾟﾌﾞﾘｯｼﾞ訓練用

室内床

外壁面

外壁面

外壁面

室内床

外壁面　鉄骨下地　フレキ板　塗装共

外壁面　ﾛｰﾌﾟﾌﾞﾘｯｼﾞ訓練用　L=2600

外壁面　アルミ製

室内床

室内床

室内床

室内天井

室内壁

室内壁

外壁面

屋上面　3t

屋上面

屋上面

外部　L=2,000 H=900

瓦屋根部　L=7,000

バルコニー　L=10,080　H=150

3階訓練スペース　L=1,800　H=150

箇所

式

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

式

式

箇所

箇所

箇所

箇所

箇所

箇所

箇所

0.6

箇所

箇所

箇所

箇所

箇所

箇所

箇所

箇所

ｍ

箇所

箇所

箇所

箇所

ｍ

式

高塀 基礎(建築工事)

基礎(建築工事)

鉄骨・スリーブ(建築工事)

ベースプレート(建築工事)

床開口(建築工事)

蓋・金物設置(建築工事)

アンカー設置(建築工事)

アンカー設置(建築工事)

アンカー設置(建築工事)

アンカー設置(建築工事)

アンカー設置(建築工事)

アンカー設置(建築工事)

アンカー設置(建築工事)

金物設置(建築工事)

確保アンカー

ロープ支持金物（スタート側）

訓練用スレ止め金物

やぐら

降下板係留点

床埋め込みアンカー

ジグザクポール埋め込み金物 ジグザクポール　14本

備考

室内床　ｽﾃﾝﾚｽ製･2段･柱固定式 柱43本

中段床880×880ﾊﾟﾈﾙ30枚、壁800×880ﾊﾟﾈﾙ100枚

壁800×440ﾊﾟﾈﾙ15枚

箇所

箇所

箇所

箇所

サヤ管設置・ライン引き(建築工事)

引揚救助板

渡過係留点

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

23.7

2.0

1.0

1.0

1.0

2.0

1.0

1.0

8.0

30.0

15.0

25.0

2.0

Ｇ Ｌ

φ34×3.0t

3
5
0

ｔ＝3.0フタ

引き上げ救助用ジクザクポール　×　14本

ｔ＝3.0リング

8

0

φ

φ

3

4

φ

3

6

.

7

φ

6

0

SUS304 №1

SUS304　TP-A

5
0

3

穴あきフタ　ｔ＝2.0　SUS304

3

φ42.7

φ10

SUS304 №1

SUS304 2B地面

▽GL

可倒式ネットポール　３ホール

(仕様)

ポール

根元スクリュー

総重量　785ｇ(1本)

型番：ＳＰ-1500Ｔ

素材　ポリカーボネート(ＰＣ)

外径30.2㎜/内径　25㎜

高さ　1,450㎜(赤ポール)

1,840(全長)

長さ　350㎜

太さ36.5㎜(切削調整後　34㎜)

屈折ポイント

φ60.5×4.0t

8

0

φ9アンカー

600

250 250

φ60.5×4.0t

据付は建築工事

3

2

5
0

φ
6
0
.
5

据付は建築工事

スレ止めパイプ寸法　Ｌ＝600

M20×145

メーカー

付属品

7
7
5

レール　4,330×350×2.3t

▽FL ▽FL

7
7
5

3
5
0

140
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1
8
0
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0
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500 5002,000

3,000

支柱 φ114.3*4.5

φ
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.
5

φ60.5×4.0t

1
0
0

4
0

4
0

40 40100

4-φ20

4-φ20

4-φ20

4-φ20

4-φ20

1
8
0

7,000

4-φ20 4-φ20

180

12.0ｔ

120

70.25 108

1
0
0

※棟の納まりを確認し

　寸法を変更すること。

※

4-φ20

50 9.0ｔ 9.0ｔ 9.0ｔ 9.0ｔ 9.0ｔ

φ60.5×4.0t

991 991 991 991 991 509.0ｔ9.0ｔ 9.0ｔ991 991

180

SUS304　№1
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φ
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.
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.
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ｔ

7
0
.
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5

1
0
8

※※

PL-12.0t

PL-9.0t

2-φ23 2-M16

PL-9.0

PL-9.0×65

25 25100

7
0

7
0

150

1
4
0

PL-9.0×65

PL-9.0

2
0

1
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0

ジョイントパイプφ32

M16×180L

6

5

4
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.
9
3
ﾟ
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140

50

≒5

80

φ
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2
.
7

寸切アンカー

20 20
180

139

1
5
0

1
0

1,000 ＠1,000＠1,000

PL-9.0

φ42.7×4.0ｔ

SUS304 TP-A

SS材

SUS304 TP-A

φ
6
0
.
5

50 50

日鉄建材㈱製　Gr-C-2B同等品

日鉄建材㈱製　Gr-C-2B同等品

SUS304　№1 SUS304　TP-A

SUS304　TP-A

1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000

100

SUS304 №1

SUS304 TP-A

1
8
0

220

SUS304 №1

SUS304 №1

SUS304 №1

SUS304 №1

D-26 ガードレール　詳細図 D-27S=1/20 S=1/20ロープ支持金物　詳細図

D-28・29 ロープ保護手摺　詳細図

S=1/10D-25 車両引揚訓練用ロープ保護金物　詳細図

D-30S=1/10 S=1/4・20ジグザクポール埋め込み金物　詳細図

訓練機器工事リスト
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ポールポイント（蓋付き）

▽外壁

1
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,
5
0
0

2
,
0
0
0

1
,
8
0
0

1

,

5

0

0

ライン引き

正面図　S=1/10

平面図　S=1/10

平面図　S=1/20

正面図　S=1/20

断面図　S=1/10 正面図　S=1/10

ベースプレート部詳細　S=1/10

断面図　S=1/10 正面図　S=1/10
検索通路配置

断面図　S=1/10

ポール詳細図　S=1/10

検索ポール固定穴詳細　S=1/4



GL+350

GL+7410

GL+7410

GL+7410

GL+350

GL+7410

GL+7410

GL+7410

図面名称検　図 図面番号

備

　年　　月　　日 縮　尺

考

ＴＥＬ：０５３－４３９－０３３３（代）

ＦＡＸ：

E-mail:

０５３－４３９－７５００

白柳一級建築設計事務所

式株

社会

事務所登録　第3620号    一級建築士登録　第278915号　設備設計一級建築士交付　第2724号　清水　基史

〒433-8119 浜松市中央区高丘北四丁目6番35号

 info＠sarct.jp

A1

A3

消防防災訓練塔・消防防災資機材塔 1/50

1/100部分詳細図－１（点検通路・点検階段）

Ａ－７０

Ｒ　８．　５．２９令和８年度　湖西市消防防災センター第２期建設工事（建築工事）

既製品階段

施工区分

△

柱芯(階段)

▽柱芯(階段)

▽壁芯

▽壁芯

▽柱芯(通路)

▽柱芯(通路)

△

壁芯

△

柱芯(階段)

▽柱芯(階段)

▽壁芯

▽柱芯(通路)

▽柱芯(通路)

△

△

壁芯 柱芯(通路)

△

柱芯(通路)

△柱芯(通路) △△柱芯(通路)△壁芯 壁芯

△

壁芯

△

壁芯

△

柱芯(通路)

△

柱芯(通路)

△柱芯(通路)△柱芯(通路) △柱芯(通路) △柱芯(通路)

4001,500

1,900

1,600

1,900

1,500 400

1,900 1,900

1,600

AA

C

C

AA

BB

C

C

B

B

巾木：L-100×75×7 DP塗

３階平面詳細図　1/50１階平面詳細図　1/50

ｱﾙﾐ製EXP.J

鉄部：DP塗

ｱﾙﾐ製EXP.J

鉄部：DP塗

コンクリート根巻

Ａ－Ａ断面詳細図　1/50 Ｂ－Ｂ断面詳細図　1/50

スチール製螺旋階段(既製品)

コンクリート根巻

スチール製螺旋階段(既製品)

コンクリート根巻

ｱﾙﾐ製EXP.J

コンクリート根巻
ｱﾙﾐ製EXP.J

床：鉄骨下地 

　　ｽﾁｰﾙｴｷｽﾊﾟﾝﾄﾞﾒﾀﾙ XG11 

　　亜鉛ﾒｯｷ加工

笠木:□-50×50×2.3 DP塗

手摺子：13φ ＠100程度 DP塗

横桟：□-50×50×2.3 DP塗

床：鉄骨下地 

　　ｽﾁｰﾙｴｷｽﾊﾟﾝﾄﾞﾒﾀﾙ XG11 亜鉛ﾒｯｷ加工

Ｃ－Ｃ断面詳細図　1/50

笠木:□-50×50×2.3 DP塗

笠木:□-50×50×2.3 DP塗

笠木:□-50×50×2.3 DP塗

笠木:□-50×50×2.3 DP塗

手摺子：13φ ＠100程度 DP塗

手摺子：13φ ＠100程度 DP塗

手摺支柱:□-50×50×2.3 ＠1,000程度 DP塗

手摺支柱:□-50×50×2.3 ＠1,000程度 DP塗

手摺支柱:□-50×50×2.3 ＠1,000程度 DP塗

横桟：□-50×50×2.3 DP塗

平場：ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ 

　　　ｱｸﾘﾙｳﾚﾀﾝ樹脂防塵防滑塗装

平場：ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ 

　　　ｱｸﾘﾙｳﾚﾀﾝ樹脂防塵防滑塗装

立上り・笠木：ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ 

　　　ｱｸﾘﾙｳﾚﾀﾝ樹脂防塵防滑塗装

外壁：塗装合板型枠ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し

　　  1－FUCｸﾘｱｰ

Ａ－Ａ手摺詳細図　1/10 Ｂ－Ｂ手摺詳細図　1/10

軒天：合板型枠ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し 

　　　下地調整材（C－1） 1－FUCｸﾘｱｰ

(共通)固定金物打込み後、ｺｱ抜き部分

無収縮ﾓﾙﾀﾙ詰め

床：根太：L-65×65×6＠600　DP塗り

　　ｽﾁｰﾙｴｷｽﾊﾟﾝﾄﾞﾒﾀﾙ XG11 亜鉛ﾒｯｷ加工

鉄部：DP塗り

横桟：□-50×50×2.3 DP塗

鉄部：DP塗

巾木：L-100×75×7 DP塗

▽3FL(水上)(GL+7410)

▽設計GL(KBM+235)

▽舗装面(GL+350)

▽設計GL(KBM+235)

▽舗装面(GL+350)

▽3FL(水上)(GL+7410)

▽設計GL(KBM+235)

▽舗装面(GL+350)

▽3FL(水上)(GL+7410)

▽3FL(水上)(GL+7410) ▽3FL(水上)(GL+7410)
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A3

消防防災訓練塔・消防防災資機材塔 1/50

1/100部分詳細図－２（点検通路・点検階段）

Ａ－７１

Ｒ　８．　５．２９令和８年度　湖西市消防防災センター第２期建設工事（建築工事）
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2FL 平面図　1：40
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A 矢視図　1：10

踊場床伏図　1：10
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断面詳細図 1:20

平面詳細図 1:10

F 断面図 1:2 G 断面図 1:2

E 矢視図 1:2

基礎詳細図　1：20

柱脚部詳細図　1：20

階段断面図（r=616）1:10

階段断面図（r=1,069）1:10
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a 断面図 1:2

アルミパンチング下地 要領図 1:10

c 基本断面図 1:10

（基本）アルミパンチング t=2.0

      穴径 8.0φ ピッチ10

1:10

b 断面図 1:2

アルミパンチング割付展開図 1:40
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A3

消防防災訓練塔・消防防災資機材塔 図示
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部分詳細図－５（シャッター）
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三和シャッター　マドモア耐風ガード同等品

耐風圧[負圧]：2400[1800]Pa

S=1/5
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白柳一級建築設計事務所
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〒433-8119 浜松市中央区高丘北四丁目6番35号

 info＠sarct.jp

A1

A3

消防防災訓練塔・消防防災資機材塔 図示

Ａ－７５

部分詳細図－６（シャッター）

Ｒ　８．　５．２９令和８年度　湖西市消防防災センター第２期建設工事（建築工事）

L-50X50X4（SUS HL）

（建築工事）

ステンレス 1.5t HL

0.4

張りケース

スチール　　 t

手掛け（ＫＥ６Ｎ）

ＳＫ錠

座板：ステンレス 0.8t HL

外　　部

内　　部

外　　部

外　　部 内　　部

内　　部

SS-6 手動軽量バランスシャッター

横スライド

(レンジャーネット展開時)

横スライド

(レンジャーネット展開時)

ガイドレール取外し

(レンジャーネット展開時)

ロープブリッジ

レンジャーネット

メインワイヤー

断面図　1/30

平面図　1/30

断面詳細図　1/3

室内正面図　1/30

S=1/3・1/30

メインワイヤーΦ14

リードワイヤーΦ6

ガイドレール取外し

(レンジャーネット展開時)

レール部は水平とする
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図面名称検　図 図面番号　年　　月　　日 縮　尺

ＴＥＬ：０５３－４３９－０３３３（代）

ＦＡＸ：

E-mail:

０５３－４３９－７５００

白柳一級建築設計事務所

式株

社会

事務所登録　第3620号    一級建築士登録　第278915号　設備設計一級建築士交付　第2724号　清水　基史

〒433-8119 浜松市中央区高丘北四丁目6番35号

 info＠sarct.jp

A1

A3

消防防災訓練塔・消防防災資機材塔 図示

Ａ－７６

部分詳細図－７（シャッター）

Ｒ　８．　５．２９令和８年度　湖西市消防防災センター第２期建設工事（建築工事）

上部固定パネル部

外　　部

外　　部 内　　部

内　　部

内　　部

外　　部

内　　部

外　　部

外　　部 内　　部

L-50X50X4（SUS HL）

（当社工事外）

※ワイヤー貫通部パネル位置は訓練機器業者と調整すること。

床段差ライン

ステンレス 1.0t HL

Ａ

Ａ

SS-6 手動軽量バランスシャッター

A-A断面図　1/4

ワイヤー貫通部パネル詳細図　1/4

平面詳細図　1/4

正面詳細図　1/20

S=1/4・1/20

ステンレス1.0t HL

小口フタ

スチール1.6t スチール1.6t

溶接固定

小口フタ

スチール1.6t

ワイヤー

掛金：シブタニ S149S-1

スチール1.6t

ワイヤー

スチール1.6tスチール1.6t

フランス落とし

末広：3001

フランス落とし

末広：3001

フランス落とし受け

末広：308-SA

フランス落とし受け

末広：308-SA

溶接固定

L-100X75X7 L=390　（バラ送り）

スチール1.6t

SUS304 2.0t HL

13Φ穴アケＸ２

メインワイヤー

取外し式中柱

ステンレス4 1.5t HL

掛金

シャッター中芯

13Φ穴

ワイヤー貫通部分

開口

Ｄ形ダブル落し

受け座共ＳＵＳ

SUS304 2.0t HL

フタ

角はR5の面取

壁側、フタ

面取

スチール1.6t

面取

SUS304 2.0t HL

壁側、フタ

スチール1.6t

召し合せ

召し合せ

ステンレス1.0t HL

掛金：シブタニ S149S-1

スチール1.6t

スチール1.6t

戸先部分は回転式

ワイヤー貫通部分は開口

取外し式中柱

SUS304 1.0t HL
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▽メインワイヤー高さ

バンポン
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貼付式
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３
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裏板補強ハスチール２．３ｔ

特記ナキ曲物ハスチール１．６ｔ

金具品名 記号 備考数量

▽2FL

▽2SL

金物数量表　（1ヶ所当り）

Ｄ形ダブル落し

Ｄ形ダブル受皿

サッシアンカー@450

（建築工事）

サッシアンカー@450

（建築工事）

シブタニ DB-120H

三和標準

三和標準

1

1



：ボックスカルバート基礎を示す

：床：ｺﾝｸﾘｰﾄｶﾞﾗ敷き 400×400×200程度 15m3

　解体工事で発生したｶﾞﾗを流用

FL+70 FL+70

FL+60(GL+400)

FL+10(GL+350)

FL+10(GL+350) FL+10(GL+350)

FL+10(GL+350)

1
0
%
勾

配

7
%
勾

配

FL+60(GL+400)

FL+560

(GL+900)

FL+560

(GL+900)

FL+190

(GL+530)

FL+870

(GL+1210)

図面名称検　図 図面番号
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　年　　月　　日 縮　尺
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ＴＥＬ：０５３－４３９－０３３３（代）

ＦＡＸ：

E-mail:
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白柳一級建築設計事務所

式株

社会

事務所登録　第3620号    一級建築士登録　第278915号　設備設計一級建築士交付　第2724号　清水　基史

〒433-8119 浜松市中央区高丘北四丁目6番35号

 info＠sarct.jp

A1

A3

消防防災訓練塔・消防防災資機材塔 1/30

1/60

Ａ－７７

部分詳細図－８（訓練スペース詳細図）

Ｒ　８．　５．２９令和８年度　湖西市消防防災センター第２期建設工事（建築工事）

▽柱芯

▽柱芯

▽柱芯

▽壁芯

▽壁芯
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△

柱芯
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柱芯
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壁芯
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▽柱芯
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▽壁芯
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壁芯
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Ｂ
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Ｂ

天端：ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ仕上

天端：ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ仕上

床：ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ仕上

1000角ﾎﾞｯｸｽｶﾙﾊﾞｰﾄ

固定金物共

900φ・600φﾕﾆﾎｰﾙ

緊結ﾌﾟﾚｰﾄ、固定金物共

訓練スペース

1000角ﾎﾞｯｸｽｶﾙﾊﾞｰﾄ

固定金物共

床：ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ仕上

600角ﾎﾞｯｸｽｶﾙﾊﾞｰﾄ

固定金物共

ほふく救出訓練用煙道(D-2)

ﾊﾞｲｺﾝ台付管 700φ

緩衝材、固定ﾊﾞﾝﾄ共

ﾊﾞｲｺﾝ台付管 1000φ

緩衝材、固定ﾊﾞﾝﾄ共

１階訓練スペース平面詳細図　　S=1/30１階訓練スペース土間伏図　　S=1/30
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〒433-8119 浜松市中央区高丘北四丁目6番35号

 info＠sarct.jp

A1

A3

消防防災訓練塔・消防防災資機材塔 1/30

1/60

Ａ－７８

部分詳細図－９（訓練スペース詳細図）

Ｒ　８．　５．２９令和８年度　湖西市消防防災センター第２期建設工事（建築工事）
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△
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▽舗装面(水下)

▽舗装面(水上)

▽舗装面(水下)

▽舗装面(水上)

▽舗装面(水下)

▽舗装面(水上)

▽舗装面(水下)

▽舗装面(水上)

D13＠200ﾀﾃﾖｺ共

D13＠200ﾀﾃﾖｺ

D13＠200ﾀﾃﾖｺ

D13＠200ﾀﾃﾖｺ

D13＠200ﾀﾃﾖｺ

D13＠200ﾀﾃﾖｺ共

樹脂ｱﾝｶｰD10＠200

D13＠200ﾀﾃﾖｺ
樹脂ｱﾝｶｰD10＠200

D10＠200ﾀﾃﾖｺ ﾀﾞﾌﾞﾙ

樹脂ｱﾝｶｰD10＠200

D10＠200ﾀﾃﾖｺ ﾀﾞﾌﾞﾙ D10＠200ﾀﾃﾖｺ ﾀﾞﾌﾞﾙ D10＠200ﾀﾃﾖｺ ﾀﾞﾌﾞﾙ

樹脂ｱﾝｶｰD10＠200
樹脂ｱﾝｶｰD10＠200

樹脂ｱﾝｶｰD10＠200

D10＠200ﾀﾃﾖｺ ﾀﾞﾌﾞﾙ D10＠200ﾀﾃﾖｺ ﾀﾞﾌﾞﾙ

固定金物

固定金物

固定金物 固定金物

固定金物

床：鉄骨下地 ｽﾃﾝﾚｽ縞鋼板t=6

　　φ15穴あき加工 @500

ﾏﾝﾎｰﾙ:鋳鉄製φ600

600角床開口

鉄部：亜鉛ﾒｯｷ処理

鉄部：亜鉛ﾒｯｷ処理

900角床開口 SUS蓋付

SUS製タラップ W=400 D=400

SUS製ﾀﾗｯﾌﾟ W＝400 D＝400

SUS製ﾀﾗｯﾌﾟ W＝400 D＝200

基礎側面：ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ仕上

D13＠200ﾀﾃﾖｺ

柱型：鉄骨胴縁下地 

　　　窯業系ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞ t=16

柱型：鉄骨胴縁下地 

　　　窯業系ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞ t=16

柱型：鉄骨胴縁下地 

　　　窯業系ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞ t=16

柱型：鉄骨胴縁下地 

　　　窯業系ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞ t=16

柱型：鉄骨胴縁下地 

　　　窯業系ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞ t=16

柱型：鉄骨胴縁下地 

　　　窯業系ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞ t=16

床：鉄骨下地 ｽﾃﾝﾚｽ縞鋼板t=6

　　φ15穴あき加工 @500

床：鉄骨下地 ｽﾃﾝﾚｽ縞鋼板t=6

　　φ15穴あき加工 @500

床：鉄骨下地 ｽﾃﾝﾚｽ縞鋼板t=6

　　φ15穴あき加工 @500

鉄部：亜鉛ﾒｯｷ処理

鉄部：亜鉛ﾒｯｷ処理

鉄部：亜鉛ﾒｯｷ処理

1000角ﾎﾞｯｸｽｶﾙﾊﾞｰﾄ

固定金物共

ｺﾝｸﾘｰﾄｶﾞﾗ敷き 400×400×200程度

地盤改良：ｾﾒﾝﾄ安定処理　ｾﾒﾝﾄ系固化剤80kg／m3　GL-800mm

砕石：再生ｸﾗｯｼｬ－ﾗﾝt＝100

地盤改良：ｾﾒﾝﾄ安定処理　ｾﾒﾝﾄ系固化剤80kg／m3　GL-800mm

砕石：再生ｸﾗｯｼｬ－ﾗﾝt＝100

地盤改良：ｾﾒﾝﾄ安定処理　ｾﾒﾝﾄ系固化剤80kg／m3　GL-800mm

砕石：再生ｸﾗｯｼｬ－ﾗﾝt＝100

鉄部：亜鉛ﾒｯｷ処理

ﾃﾞｯｷ裏：亜鉛ﾒｯｷ ﾃﾞｯｷ裏：亜鉛ﾒｯｷ

地盤改良：ｾﾒﾝﾄ安定処理　ｾﾒﾝﾄ系固化剤80kg／m3　GL-800mm

砕石：再生ｸﾗｯｼｬ－ﾗﾝt＝100

600角ﾎﾞｯｸｽｶﾙﾊﾞｰﾄ

固定金物共

900角床開口 SUS蓋付

900角壁開口 SUS蓋付

900角壁開口 SUS蓋付

ｺﾝｸﾘｰﾄｶﾞﾗ敷き

ｺﾝｸﾘｰﾄｶﾞﾗ敷き

ｺﾝｸﾘｰﾄｶﾞﾗ敷き

ｺﾝｸﾘｰﾄｶﾞﾗ敷き

ｺﾝｸﾘｰﾄｶﾞﾗ敷き

1000角ﾎﾞｯｸｽｶﾙﾊﾞｰﾄ

固定金物共

1000角ﾎﾞｯｸｽｶﾙﾊﾞｰﾄ

固定金物共

地盤改良：ｾﾒﾝﾄ安定処理　ｾﾒﾝﾄ系固化剤80kg／m3　GL-800mm

砕石：再生ｸﾗｯｼｬ－ﾗﾝt＝100

地盤改良：ｾﾒﾝﾄ安定処理　ｾﾒﾝﾄ系固化剤80kg／m3　GL-800mm

砕石：再生ｸﾗｯｼｬ－ﾗﾝt＝100

ほふく救出訓練用煙道(D-2) ほふく救出訓練用煙道(D-2)

ｺﾝｸﾘｰﾄｶﾞﾗ敷き

ｺﾝｸﾘｰﾄｶﾞﾗ敷き

ｺﾝｸﾘｰﾄｶﾞﾗ敷き

転倒防止補強：L-75×75×6　四周

固定金物

600角ﾎﾞｯｸｽｶﾙﾊﾞｰﾄ

固定金物共

ﾊﾞｲｺﾝ台付管 700φ

緩衝材、固定ﾊﾞﾝﾄ共

ﾊﾞｲｺﾝ台付管 1000φ

緩衝材、固定ﾊﾞﾝﾄ共

ﾊﾞｲｺﾝ台付管 1000φ

緩衝材、固定ﾊﾞﾝﾄ共

ｺﾝｸﾘｰﾄｶﾞﾗ敷き

500φ開口

500φ開口

900角開口

Ｂ－Ｂ断面詳細図　　S=1/30Ａ－Ａ断面詳細図　　S=1/30

Ｃ－Ｃ断面詳細図　　S=1/30 Ｄ－Ｄ断面詳細図　　S=1/30
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図面名称検　図 図面番号　年　　月　　日 縮　尺

ＴＥＬ：０５３－４３９－０３３３（代）

ＦＡＸ：

E-mail:

０５３－４３９－７５００

白柳一級建築設計事務所

式株

社会

事務所登録　第3620号    一級建築士登録　第278915号　設備設計一級建築士交付　第2724号　清水　基史

〒433-8119 浜松市中央区高丘北四丁目6番35号

 info＠sarct.jp

A1

A3

消防防災訓練塔・消防防災資機材塔 図示

Ａ－７９

部分詳細図－１０（雑）

Ｒ　８．　５．２９令和８年度　湖西市消防防災センター第２期建設工事（建築工事）

▽ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ天端

▽RSL(水上)

▽RSL(水下)

▽2FL(水下)

▽RSL(水下)

▽最高の高さ

▽1FL(水上)

▽1FL(水下)

△設計GL

▽2FL(水下)

▽2FL(水上)

▽RSL(水下)

屋根瓦　詳細図パラペット　詳細図 バルコニー　詳細図

伸縮目地：既製品W=25×80 塩ﾋﾞｶﾊﾞｰ付

＠3000以内

溶接金網φ6×100×100 ﾓﾙﾀﾙ

成形緩衝材

防水押えｱﾙﾐ水切

笠木：ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ ｳﾚﾀﾝ塗膜防水（X－2）

立上り：砂付きﾙｰﾌｨﾝｸﾞ

露出仕上平場：ｺﾝｸﾘｰﾄ直均し ｱｽﾌｧﾙﾄ防水（B－1） 

　　　保護ｺﾝｸﾘｰﾄt＝80 ｹｲ酸塩系表面強化剤塗布　

排水溝：ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ

平場：ｺﾝｸﾘｰﾄ直均し

　　塗膜防水 保護ｺﾝｸﾘｰﾄt＝80 

　　ｹｲ酸系表面強化剤塗布

立上り共：塗膜防水

外壁：塗装合板型枠ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し

　　　1－FUCｸﾘｱｰ

外壁：塗装合板型枠ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し

　　　1－FUCｸﾘｱｰ

外壁：塗装合板型枠ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し

　　　1－FUCｸﾘｱｰ

軒天：合板型枠ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し 

　　　下地調整材（C－1） 1－FUCｸﾘｱｰ

軒天目地15×10

S=1/10 S=1/10

外壁：塗装合板型枠ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し

　　　1－FUCｸﾘｱｰ

瓦座30ｘ90

面戸、漆喰

縦桟

瓦桟15×21（樹脂桟木）

ルーフィング

パーライト系モルタル

広小舞30ｘ90（防腐処理）

軒樋：塩ビ角型前高130WIDE

軒天：合板型枠ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し 

　　　下地調整材（C－1） 1－FUCｸﾘｱｰ

外壁：塗装合板型枠ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し 1－FUCｸﾘｱｰ

葺き土

桟瓦

パッキン付きステンレスネジ

棟補強芯材40ｘ40

棟補強金具

軒瓦

冠瓦

集水桝（１階）　詳細図

排水管：VP200 機械設備工事

桝底：防水ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ 塗膜防水

集水桝 600角 H=500

SUSｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋 ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ細目共

桝内：合板型枠ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し 

　　　塗膜防水

溶接金網φ6×100×100

床：ｺﾝｸﾘｰﾄ直均し 塗膜防水 保護ｺﾝｸﾘｰﾄt＝80～150 ｹｲ酸系表面強化剤塗布

ﾙｰﾌﾄﾞﾚｲﾝ：鋳鉄製横引 200φ用

▽ｳｫｰﾀｰﾗｲﾝ

ピット40m3

S=1/10

S=1/10

排水管：配管用炭素鋼鋼管(白)φ200

　受け：ｽﾃﾝﾚｽ製HL FB-5×50 @2000程度

※( )内は3階を示す

集水桝（２階・３階）　詳細図

ﾙｰﾌﾄﾞﾚｲﾝ：鋳鉄製 200φ用

桝底：防水ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ 塗膜防水

集水桝 600角 H=500

SUSｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋 ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ細目共

溶接金網φ6×100×100

床：ｺﾝｸﾘｰﾄ直均し 塗膜防水 保護ｺﾝｸﾘｰﾄt＝80～150 ｹｲ酸系表面強化剤塗布

傾斜訓練壁　詳細図

立上り：塗膜防水

S=1/10 S=1/10

50°

桝内：合板型枠ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し 

　　　塗膜防水

訓練斜面B：塗特殊樹脂型枠ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し

素地(住理工商事 石乱積みｼﾋﾞﾙ300同等品)

□-150×150×12(STKR400)

ｽﾀｯﾄﾞｼﾞﾍﾞﾙ16φ＠200（H＝120）

ｽﾀｯﾄﾞｼﾞﾍﾞﾙ16φ＠200（H＝120）

D10＠200タテヨコダブル

D10＠200

伸縮目地：既製品 W=25×80 塩ﾋﾞｶﾊﾞｰ付

　　　　　＠3000以内

溶接金網φ6×100×100

溶接金網φ6×100×100
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図面名称検　図 図面番号

備

　年　　月　　日 縮　尺

考

ＴＥＬ：０５３－４３９－０３３３（代）

ＦＡＸ：

E-mail:

０５３－４３９－７５００

白柳一級建築設計事務所

式株

社会

事務所登録　第3620号    一級建築士登録　第278915号　設備設計一級建築士交付　第2724号　清水　基史

〒433-8119 浜松市中央区高丘北四丁目6番35号

 info＠sarct.jp

A1

A3

消防防災訓練塔・消防防災資機材塔 図示

Ａ－８０

部分詳細図－１１（雑）

Ｒ　８．　５．２９令和８年度　湖西市消防防災センター第２期建設工事（建築工事）

▽3FL(水上)

▽3FL(水下)

▽3FL(水上)

▽3FL(水下)

▽FL(水上)

▽FL(水下)

角当て金物(D-7)

角当て金物(D-7)

2
5

手摺Ａ　詳細図 手摺Ｂ　詳細図 S=1/10 手摺Ｃ　詳細図 S=1/10 S=1/10

笠木：SUS304HL φ76.3×3.0

横桟：SUS304HL φ60.5×3.2

(共通)固定金物打込み後、ｺｱ抜き部分 無収縮ﾓﾙﾀﾙ詰め

面取り

横桟：SUS304HL φ60.5×3.2

支柱：SUS304HL φ60.5×3.2@1000程度支柱：SUS304HL φ60.5×3.2@1000程度

外壁：塗装合板型枠ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し

　　  1－FUCｸﾘｱｰ

平場：ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ 

　　　ｱｸﾘﾙｳﾚﾀﾝ樹脂防塵防滑塗装

立上り・笠木：ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ 

　　　ｱｸﾘﾙｳﾚﾀﾝ樹脂防塵防滑塗装

手摺支柱:φ34×2.3＠1000以内 SOP塗

手摺子:φ13＠100程度 SOP塗

横桟：φ27.2×2.3 SOP塗

打継目地・伸縮目地　詳細図 耐震スリット（垂直）　参考図 S=1/5

手摺Ｄ　詳細図

手摺Ｅ　詳細図

S=1/10

S=1/10

手摺笠木:φ42.7×2.3 SOP塗

笠木：SUS304HL φ76.3×3.0

受け：SUS304HL φ13＠600

(共通)固定金物打込み後、ｺｱ抜き部分

無収縮ﾓﾙﾀﾙ詰め

※打継ぎ目地の場合(3面接着)

誘発目地(20×10 MS-2)

※誘発目地の場合(2面接着)

耐震スリット（水平）　参考図 S=1/5

巾木　詳細図

誘発目地(20×10 MS-2)

コンクリート打継ぎ面

S=1/5 S=1/5

笠木：SUS304HL φ42.7×2.3 

巾木：塗膜防水 立上げ

排水溝：ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ

床：ｺﾝｸﾘｰﾄ直均し 塗膜防水

　　保護ｺﾝｸﾘｰﾄt＝80～150

　　ｹｲ酸系表面強化剤塗布

伸縮目地：既製品 W=25×80

　　　　　塩ﾋﾞｶﾊﾞｰ付

　　　　　＠3000以内

外壁：塗装合板型枠ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し

　　  1－FUCｸﾘｱｰ

※アクシス　ＮＡ－３０Ｂ同等品

※アクシス　アクシスレベラーAir＋ＳＧ（Ｂ）－３０同等品

再生ブチル(3×15)

塩ビ

ポリスチレンフォーム

塩ビ

200mm以内

30

シーリング

バックアップ材

Ｒ台座

全ネジ

クリップ

シリケートウール

アルカリアース セパレーター(現場調達)

内部側

30

壁
厚

外部側

30

壁厚

内
部

側

外
部

側

振れ止め筋

製品寸法70

ロックウール

3
0

ポリエチレン独立気泡発泡体

水膨張性一液弾性

シーラント(Ｐ-１０１Ａ)

※現場にて塗布

塩ビ

シーリング

バックアップ材

再生ブチル(3×15)

(300mmピッチ)

エアー抜き加工

外壁：塗装合板型枠ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し

　　  1－FUCｸﾘｱｰ

訓練斜面A：塗装合板型枠ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し

素地

笠木・立上り：塗装合板型枠ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し 素地

笠木：SUS304HL φ42.7×2.3

支柱：SUS304HL φ34.0×2.0@1000程度

笠木・立上り：塗装合板型枠ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し 素地

笠木：SUS304HL φ42.7×2.3

支柱：SUS304HL φ34.0×2.0@1000程度

訓練斜面B：塗特殊樹脂型枠ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し

素地(住理工商事 石乱積みｼﾋﾞﾙ300同等品)
1
,
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備

考

図面名称検　図 図面番号　年　　月　　日 縮　尺

ＴＥＬ：０５３－４３９－０３３３（代）

ＦＡＸ：

E-mail:

０５３－４３９－７５００

白柳一級建築設計事務所

式株

社会

事務所登録　第3620号    一級建築士登録　第278915号　設備設計一級建築士交付　第2724号　清水　基史  sarc＠kdt.biglobe.ne.jp

〒433-8119 浜松市中央区高丘北四丁目6番35号

A1

A3

消防防災訓練塔・消防防災資機材塔 図示

Ａ－８１

部分詳細図－１２（雑）

Ｒ　８．　５．２９令和８年度　湖西市消防防災センター第２期建設工事（建築工事）

緩降装置

プッシュレバ－

収納ケ－ス

リンク装置

避難はしご

アンカ－

避難はしごシ－ル

アンカ－

収納ケ－ス

チャイルドロック

アンカ－

下蓋避難はしご

上蓋

上蓋

下蓋避難はしご

収納ケ－ス

上蓋

下蓋開放時位置

下蓋静止位置

（※1）

ワイヤ－ロ－プ

避難はしご

手掛け

取扱いシ－ル

押
す

P
U
S
H

落下防止庇　詳細図

天端：ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ 

ｳﾚﾀﾝ塗膜防水（X－2）

軒天：合板型枠ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し 

　　　下地調整材（C－1） 1－FUCｸﾘｱｰ

外壁：塗装合板型枠ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し 1－FUCｸﾘｱｰ

S=1/10

見付：塗装合板型枠ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し

 1－FUCｸﾘｱｰ

既製品庇　詳細図

33㎜外壁仕上げより

Ｌ65×65×8

Ｍ10×70Ｌ

吊元カバー（上）

吊元カバー（下）

Ｍ10 緩み止めナット

吊元レール

角座金付ボルト（25×60×3.2ｔ）

アルミ庇既製品W=2400 D=1500

Ａ部詳細図

M10 金属系アンカー

S=1/5・10

S=1/10

※アルフィン AD-1同等品

※ナカ工業 タスカールSPC600タイプ同等品

側面図 正面図

ステンレス製避難ハッチ　詳細図

900角床開口 SUS蓋付　天井裏訓練スペース　詳細図S=1/10 S=1/10900角床開口 SUS蓋付　2階訓練スペース・傾斜壁　詳細図

手掛 SUS 16Φ

ゴムパッキンt=2

ゴムパッキンt=2

手掛 SUS 16Φ手掛 SUS 16Φ

1000×1000

取外し式

手掛 SUS 16Φ

ゴムパッキンt=2

ゴムパッキンt=2

手掛 SUS 16Φ手掛 SUS 16Φ

1000×1000

取外し式

SUS 点検蓋:SUS縞鋼板 t=6SUS 点検蓋:SUS縞鋼板 t=6

SUS 点検蓋:SUS縞鋼板 t=6

1000×1000

SUS 点検蓋:SUS縞鋼板 t=6

1000×1000

断面図　　S=1/10

Ａ部詳細図　　S=1/5

収納状態　　S=1/10 展張状態　　S=1/20
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図面名称検　図 図面番号

備

　年　　月　　日 縮　尺

考

ＴＥＬ：０５３－４３９－０３３３（代）

ＦＡＸ：

E-mail:

０５３－４３９－７５００

白柳一級建築設計事務所

式株

社会

事務所登録　第3620号    一級建築士登録　第278915号　設備設計一級建築士交付　第2724号　清水　基史

〒433-8119 浜松市中央区高丘北四丁目6番35号

 info＠sarct.jp

A1

A3平面図・立面図 1/100

1/50

Ａ－８３

Ｒ　８．　５．２９令和８年度　湖西市消防防災センター第２期建設工事（建築工事） 自家給油施設

N

法定看板

油分離槽

防火塀H=2m以上

排
水

溝

排
水

溝

排水溝

消火器BOX

10KL(R)
10KL(D)

地下タンク SF20L

14

通気管H=4m

キャノピー面積＝1.15×3.85＝4.4275㎡

自家用給油取扱所面積＝8.925×12.9＝115.1325㎡

キャノピー比率＝4.4275/115.1325×100＝3.84％

柱 柱

衝突除

ガードパイプ 4ケ所

HR-1

ﾚｼﾞｽﾀｰ

計量機

衝突除

キャノピー

配電盤

消火器BOX

法定看板

柱

計量機

軽油×ﾚｷﾞｭﾗｰ

HR-1

ﾚｼﾞｽﾀｰ

柱

注油口BOX、ﾛｰﾘｰｱｰｽED

ｵｲﾙﾘｰｸ付き屋外油面計

通気管 H=4m以上

ライン W=100

注油口BOX、ﾛｰﾘｰｱｰｽED

ｵｲﾙﾘｰｸ付き屋外油面計

プールボックス

軽油×ﾚｷﾞｭﾗｰ

平面図 S=1:50

南立面図 S=1:50

配電盤

計量機芯

敷地境界線

ｷｬﾉﾋﾟｰ

構内道路

構
内

道
路

構内道路

計量機芯

ｷ
ｬ
ﾉ
ﾋ
ﾟ
ｰ

4,000

3,850

4,000

4
,
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2
,
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9
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図面名称検　図 図面番号

備

　年　　月　　日 縮　尺

考

ＴＥＬ：０５３－４３９－０３３３（代）

ＦＡＸ：

E-mail:

０５３－４３９－７５００

白柳一級建築設計事務所

式株

社会

事務所登録　第3620号    一級建築士登録　第278915号　設備設計一級建築士交付　第2724号　清水　基史

〒433-8119 浜松市中央区高丘北四丁目6番35号

 info＠sarct.jp

A1

A3 1/50・1/30

1/25・30

キャノピー詳細図

Ａ－８４

Ｒ　８．　５．２９令和８年度　湖西市消防防災センター第２期建設工事（建築工事） 自家給油施設

N

庇先端

V

屋
根

勾
配

柱

庇先端

柱

C：　□-150×150×4.5

B：　□-100×100×3.2

G：　□-100×100×3.2

ｂ：　□-100×100×3.2

柱、梁の両端小口は同材蓋付き

STKR400STKR400

STKR400STKR400

STKR400

STKR400

V：　13φ(ﾀｰﾝﾊﾞｯｸﾙ付JISﾌﾞﾚｰｽ)　SS400

錆止塗装　JIS　K　5674　1種　2回塗　指定色仕上2回塗り

2PL-4.5

GLGL

BPL下

BPL310×310×9

ANBTM16L=400 先端フック付き

Wナット締め

土間へ4-D13

柱脚部は土が接しないこと

縦筋主筋8-D19

頂部HOOP2-D13

HOOPD10-100@

ベース筋縦横各5-D13

CO　FC21+温度補正

庇先端

キャノピー平面図　S＝1：50

柱脚部平面図

南立面図　S＝1：50 西立面図　S＝1：50

基礎断面図

ベース平面

基礎伏せ図　S＝1：50

屋
根

勾
配

G

C

ｂ

B

B

V

C

G

屋根：H88ルーフガルバリウム鋼板0.6

樋：谷コイル

竪樋：ビルステン50

基礎詳細図　S＝1：30

F
F

タイトフレーム/BT/ナットはSUS

鉄筋D19-SD345　D16以下SD295
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図面名称検　図 図面番号

備

　年　　月　　日 縮　尺

考

ＴＥＬ：０５３－４３９－０３３３（代）

ＦＡＸ：

E-mail:

０５３－４３９－７５００

白柳一級建築設計事務所

式株

社会

事務所登録　第3620号    一級建築士登録　第278915号　設備設計一級建築士交付　第2724号　清水　基史

〒433-8119 浜松市中央区高丘北四丁目6番35号

 info＠sarct.jp

A1

A3

1/50

1/100

Ａ－８５

設備図

Ｒ　８．　５．２９ 自家給油施設令和８年度　湖西市消防防災センター第２期建設工事（建築工事）

N

敷地境界線

排水先へ 14

W型計量機

D R

通気管H=4m 注油口BOX

排水溝

地下タンク SF20KL

10KL(D)

10KL(R)

LED照明

防爆形直管 2灯用

同等品
岩崎電気

EXILF1421SA-22

敷地境界線

計量機

軽油×ﾚｷﾞｭﾗｰ

D R

HR-1

ﾚｼﾞｽﾀｰ

地下タンク SF20KL

10KL(D)

10KL(R)

動力3Φ3W　CV3.5-3C（28）

電灯1Φ3W　CV3.5-3C（28）

屋外指示計（ﾚｷﾞｭﾗｰ）MVVS1.25-6C（PF22）

油面計（ﾚｷﾞｭﾗｰ）MVVS1.25-3C（PF22）

オイルリークMVVS1.25-2C（PF22）

屋外指示計（軽油）MVVS1.25-6C（PF22）

油面計（軽油）MVVS1.25-3C（PF22）

配管凡例

※管路管回り150砂埋め戻し

事務所内配電盤

事務所/電気盤へ

油分離槽

排
水

溝

排
水

溝

名称・サイズ 仕　　様配管線種

給油管　 100A

通気管　  50A

吸油管　  50A

樹脂配管

樹脂配管

樹脂配管

補強筋：D16Ｗ筋

SGP管 150A

防水シール充填

樹脂管 100A

止水板 t=4.5

止水板 t=4.5

SGP管 150A

防水シール充填

ピット貫通部詳細　S=1:30
ピット貫通部 断面図　S=1：30

油配管図・排水図 電気図

分電盤図

自家用給油所分電盤

３φ３Ｗ　２１０Ｖ

ＥＬＢ

３Ｐ

３０Ａ

計量機

２Ｐ

３０Ａ

ＭＣＢ

※分岐ブレーカーはＭＣＣＢとする

（0.75・0.4ＫＷ）

１００Ｖ 計量機 １ ２ ﾚｼﾞｽﾀｰ １００Ｖ

ELCB20AELCB20A

１φ２Ｗ　１０５Ｖ

指示計本体（ﾚｷﾞｭﾗｰ）

指示計本体（軽油）

指示計本体電源（単独電源AC100V）　VCT0.75×3C

ﾚｼﾞｽﾀｰ電源CVV1.25-3C(PF22)

計量機動力CV3.5*3C（PF22）

計量機100VCV3.5*3C（PF22）

ﾚｼﾞｽﾀｰ通信MVVS1.25-6C（PF16）

照明電源 MVVS1.25×2C(22)

配電盤

油面計電源CV0.75-2C(PF22)

プールボックス

ｵｲﾙﾘｰｸ付き油面計

油面計MVVS1.25-3C（PF22）

オイルリークMVVS1.25-2C（PF22）

スイッチ

LED防爆型照明

樹脂管 100A

6

4

0

1
0
0

300
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図面名称検　図 図面番号

備

　年　　月　　日 縮　尺

考

ＴＥＬ：０５３－４３９－０３３３（代）

ＦＡＸ：

E-mail:

０５３－４３９－７５００

白柳一級建築設計事務所

式株

社会

事務所登録　第3620号    一級建築士登録　第278915号　設備設計一級建築士交付　第2724号　清水　基史

〒433-8119 浜松市中央区高丘北四丁目6番35号

 info＠sarct.jp

A1

A3 1/30・1/50

1/15・25

Ａ－８６

外構図－１（防火壁）

Ｒ　８．　５．２９令和８年度　湖西市消防防災センター第２期建設工事（建築工事） 自家給油施設

防火塀断面図　S＝1：15

防火塀

縦筋D16-200@

横筋D13-200@

頂部横筋1-D16

下部斜筋D16-200@

壁面打ち放し　指定色塗装仕上

防火塀は耐火もしくは不燃材料で総務省令に定めるものを設けること。

一般土間

コン厚200

刷毛引き仕上げ

D13用グリップアンカー200＠

一般土間▽自家給土間最高レベル

斜筋

D13-200@

8-D13

面仕上

防火塀基礎伏せ図　Ｓ１：２５

防火塀H2m以上

壁部

斜部

ベース部

伸縮目地20×20

油分離槽

CO　FC21+温度補正　スランプ18

土間筋　縦横D13-200@(鉄筋はSD295とする)

200

2
,
0
5
0

1
,
1
0
0

7
0
0

1
5
0

5
0

2
0
0

2
0
0

5
0
0

200 200 1,100

1,500

2
0
0

1
5
0

4,300伸縮目地20×20

1
,
5
0
0

2
0
0

2
0
0

1
,
3
0
0

6
6
0

8
4
0

2
0
0

4
6
0

450 2,830 9,620

4,3004,000 4,300 4,000

20,900



図面名称検　図 図面番号

備

　年　　月　　日 縮　尺

考

ＴＥＬ：０５３－４３９－０３３３（代）

ＦＡＸ：

E-mail:

０５３－４３９－７５００

白柳一級建築設計事務所

式株

社会

事務所登録　第3620号    一級建築士登録　第278915号　設備設計一級建築士交付　第2724号　清水　基史

〒433-8119 浜松市中央区高丘北四丁目6番35号

 info＠sarct.jp

A1

A3 1/30

1/15

外構図－２（分離槽）

Ｒ　８．　５．２９

Ａ－８７

令和８年度　湖西市消防防災センター第２期建設工事（建築工事） 自家給油施設

蓋 部 詳 細 図  S=1/3

平 面 図   S=1:15

断 面 図   S=1:15

蓋   図   S=1:15

(有効開口)

排水溝

* 看板基礎の深さをチェックの事

※20・・・この高さで土間勾配に合わせ調整すること

蓋部は舗装勾配に合わせる事

土間/排水溝は別図

4 槽 3 槽 2 槽 1 槽

現場打コンクリート
D13-300＠

分離槽容量＝0.5*0.6*0.6*4＝

流出口

4 槽 3 槽 2 槽 1 槽

流入口

油分離槽（二次製品）本体+蓋

SS開発　052-212-0661

同等品（容量500リットル以上）

GP100φ

0.72ｍ　＞500リットル

3

(本体部分)

(
蓋

部
分

)

鉄蓋＠12 亜鉛メッキ取手13φ

ベンドパイプは現場で取付け

鉄蓋＠12 亜鉛メッキ

500*500

放流先深さを考慮し高さを調整すること

防水モルタル 50

建設会社施工範囲建設会社施工範囲

(蓋部分)

25

1
3

1
2

1
5
0

※
2
0

1
,
1
0
0

1
5
0

1
0
0

7
4
0
 
(
本

体
部

分
)

6
0
0

7
0

7
0

2
0
0

450155 450 220220 450 220 450 155 200 100

2770

2
3
0

2
0
0

1
7
0

5
0
0

5
0
0

600 600 600 600

70 70 70 7070

2750

2
0
0

1
0
0

1
5
5

4
5
0

1
5
5

7
6
0



図面名称検　図 図面番号

備

　年　　月　　日 縮　尺

考

ＴＥＬ：０５３－４３９－０３３３（代）

ＦＡＸ：

E-mail:

０５３－４３９－７５００

白柳一級建築設計事務所

式株

社会

事務所登録　第3620号    一級建築士登録　第278915号　設備設計一級建築士交付　第2724号　清水　基史

〒433-8119 浜松市中央区高丘北四丁目6番35号

 info＠sarct.jp

A1

A3

1/15

1/30

Ａ－８８

外構図－３（排水溝・衝突除け・ｱｲﾗﾝﾄﾞ）

Ｒ　８．　５．２９令和８年度　湖西市消防防災センター第２期建設工事（建築工事） 自家給油施設

衝突除け

計量機前土間

計量機前土間

計量機アイランド（土間天より+150以上高い）

計量機前土間

ガードパイプ

計量機前土間

点線は衝突除けベースを示す

衝突除け　ガードパイプ平面図　S＝1：15

衝突除*/ガードパイプ仕様

パイプ　89.1×4.2

BPL4.5㎜

錆止め塗装２回塗り後指定色仕上２回塗り

ガードパイプ　S＝1：15

衝突除け　S＝1：15

計量機前土間天端高さ

土間刷毛引き仕上

排水溝内モルタル水勾配

※排水溝深さは100～勾配を考慮の上深さを設定してください

自家用給油取扱所

別紙土間詳細図による

2-D13

2-D13

D13-200@

D13-200@

排水溝断面図　S＝1：15

計量機

軽油×ﾚｷﾞｭﾗｰ

HR-1

ﾚｼﾞｽﾀｰ

柱

計量機ﾋﾟｯﾄ

660×360×H750

柱

計量機

HR-1

ﾚｼﾞｽﾀｰ

計量機

軽油×ﾚｷﾞｭﾗｰ

柱
柱

コンクリート打設　金コテ仕上

ズレ止め鉄筋 D13-適宜

樹脂管

アイランド詳細図　S＝1：15

面取り

4,000

150 550 150

5
5
0

4
0
0

5
5
0

1
,
8
0
0

4
0
0

1
5
0

1
,
2
0
0

1
,
0
0
0

4
0
0

1
5
0

4,000

1
5
0

2
5
0

1
,
0
0
0

1
,
2
0
0

2
5
0

1
5
0

5503,200550

850

350 100

※
3
5
0

※
2
0
0

1
5
0

1
5
0

550

2
0
0

1
5
0

4,000

200 150 710 880 725 390 645 150 150

2,2751,225

1
,
2
0
0

6
0
0

6
0
0

2
0
0

200

1,500 1,360 1,140

1
,
0
0
0

2
3
0

1
0
0

1
0
0

5
0
0

5
0
0

850

150 550 150

1
,
0
0
0

2
3
0

1
5
0

7
5
0



図面名称検　図 図面番号

備

　年　　月　　日 縮　尺

考

ＴＥＬ：０５３－４３９－０３３３（代）

ＦＡＸ：

E-mail:

０５３－４３９－７５００

白柳一級建築設計事務所

式株

社会

事務所登録　第3620号    一級建築士登録　第278915号　設備設計一級建築士交付　第2724号　清水　基史

〒433-8119 浜松市中央区高丘北四丁目6番35号

 info＠sarct.jp

A1

A3 1/30

1/15

Ａ－８９

外構図－４（注油口・通気口）

Ｒ　８．　５．２９令和８年度　湖西市消防防災センター第２期建設工事（建築工事） 自家給油施設

液面指示計

給 油 口

水レベル

電源

停止

警報
プリント

表示

１００％

８０％

６０％

４０％

２０％

１００％

８０％

６０％

４０％

２０％

満警報

減警報

ＤＳＰ

メニュ－ + - Ｆ３メニュ－ + - Ｆ３メニュ－ + - Ｆ３Ｆ１Ｆ１Ｆ１ Ｆ２Ｆ２Ｆ２

監視 正常異常 異常

水検知

監視 正常

オイ ルリ－ク

異常 異常

ＬＬＬ

監視 異常監視 異常

漏えい点検

 漏えい

 点　検

水レベル

電源

停止

警報
プリント

表示

１００％

８０％

６０％

４０％

２０％

１００％

８０％

６０％

４０％

２０％

満警報

減警報

ＤＳＰ

メニュ－ + - Ｆ３メニュ－ + - Ｆ３メニュ－ + - Ｆ３Ｆ１Ｆ１Ｆ１ Ｆ２Ｆ２Ｆ２

監視 異常

水検知

監視 異常

ＬＬＬ

監視 異常監視 異常

漏えい点検

 漏えい

 点　検

M ag ne t os tr i ct io n

ＰＲＩ ＮＴＥ Ｒ  ＵＮ ＩＴ ＬＥＶ ＥＬ  ＭＥ ＴＥＲ   Ｔ - １

M ag ne t os tr i ct io n

ＰＲＩ ＮＴＥ Ｒ  ＵＮ ＩＴ ＬＥＶ ＥＬ  ＭＥ ＴＥＲ   Ｔ - １

紙 送 り紙 送 り

防火塀

通気口

D

D R

樹脂管部 100A鋼管部

トランジション継ぎ手部

※現場による

樹脂配管50A

R

※現場による

耐火ボックス

プールボックス

注油口ボックス

防火塀

支持金物L-50×50×6

10KFフランジ

面取り

通気樹脂配管50A

注入樹脂配管100A

注油口 80A

ﾛｰﾘｰｱｰｽ端子 ｵｲﾙﾘｰｸ付き油面計 プールボックス

防火塀 H=2m以上

中仕切板

注油口 80A

注油口ボックス

防火塀 H=2m以上

支持金物L-50×50×6

10KFフランジ

耐火ボックス

周囲　耐油性シール

面取り

支持金物L-50×50×6

50A通気口　#40金アミ付き

※現場調整寸法

通気口・注油口 側面図

注油口 断面図 通気口 断面図

ｵｲﾙﾘｰｸ付き油面計

8
5
0

3
9
0

4
6
0

1,050

325 400 325

※
3
0
0

1
5
0

584

800

5
0

5
0
0

1
,
0
5
0

5
0
0

7
0
0

1
,
0
0
0

3
0
0

2
,
0
5
0

625

730

4
,
0
0
0
以

上

1,500

1
5
0

※
 
5
5
0

5
0

1
0
0

850

390

192 200 192

108 108 150

1
0
0

6
2
5

5
2
5

1
0
0
5
0

※
 
5
5
0

3
0
0
以

上

3
0
0
以

上

※300

100 175 350150



図面名称検　図 図面番号

備

　年　　月　　日 縮　尺

考

ＴＥＬ：０５３－４３９－０３３３（代）

ＦＡＸ：

E-mail:

０５３－４３９－７５００

白柳一級建築設計事務所

式株

社会

事務所登録　第3620号    一級建築士登録　第278915号　設備設計一級建築士交付　第2724号　清水　基史

〒433-8119 浜松市中央区高丘北四丁目6番35号

 info＠sarct.jp

A1

A3 1/40・1/5

1/20・1/2.5令和８年度　湖西市消防防災センター第２期建設工事（建築工事）

Ａ－９０

自家給油施設

二重殻地下タンク構造図

Ｒ　８．　５．２９

空間容量

空間比率

実　容量

空間容量

空間比率

実　容量

21.320-20.000＝1.320（KL）

1.320÷21.320×100＝6.19（％）

21.320-1.320＝20.000（KL）

10.773-10.000＝0.773（KL）

0.773÷10.773×100＝7.17（％）

10.773-0.773＝10.000（KL）

2

空間容量

空間比率

実　容量

10.546-10.000＝0.546（KL）

0.546÷10.546×100＝5.17（％）

10.546-0.546＝10.000（KL）

0.6787-0.370+3.1416×0.950×3.691＝10.773（KL）

2

0.6787+0.37+3.1416×0.950×3.350＝10.546（KL）

右側

最大容量

全体 左側

最大容量

2

最大容量0.6787+0.6787+3.1416×0.950×7.041＝21.320（KL）

STPG370Sch80

ノズル明細表

100A フランジ SGP

SGP

パイプ種類 備　　　　　　考

SGP

ﾌﾗﾝｼﾞ種類、形状口径名　　　称

注油口

通気口

フランジ100A

油量計口　

漏洩検知管

吸油口 送油管、除水器付

10K SOP-FF100A

100A

100A

フランジ

フランジ

フランジ

直下にφ500当て板　9ｔ、注油管付

直下にφ500当て板　9ｔ

除水管付SGP

ソケット

ソケット

計量口  32A

除水口 40A

No.

1

2

3

4

5

6

7

500φマンホール ｔ＝9mm

胴板厚さ＝9mm

内殻タンク　内径全長＝7,742mm

鏡部容量

全長＝7,760mm

10％皿型鏡板部容量 0.09896×D＝0.09896×1.9＝0.6787（KL）

欠球型鏡板部容量

1/3×3.1416×（3×1.900－0.255）×0.255　＝0.370（KL)

3

1/3π×（3ｒ－L)×L　＝

2

3

2

内　径＝1,900mm

鏡板厚さ＝9mm 鏡出＝369ｍｍ

胴　長　＝7,050mm(フランジ含む） 材質　SS400材（タンク胴板・鏡共）

Ｂ部

当て板500Φ　ｔ＝9 当て板500Φ　ｔ＝9

注記：※タンク埋設深さは、現場油配管勾配により決定する。

注1：※マンホールプロテクターの長さは、

現場にて打合せにて決定する。

気相部

C部

当て板500Φ　ｔ＝9

油量計口　100A　10KF

通気口　100A　10KF

ルミラーフィルム（0.75mm）

微小空間 約0.1mm

内殻鋼板 t9

アルミテープ.両面テープ(端部50mm）

内殻鋼板ｔ9

内殻外面防錆塗装

微小空間 約0.1mm

タンク胴板 タンク鏡板

ルミラーフィルム（0.75mm）

微小空間 約0.1mm

内殻外面防錆塗装

内殻鋼板 t9

外面トップコート(0.2mm)

外殻FRP (2mm以上)

アルミテープ.両面テープ(端部50mm）

外面トップコート(0.2mm)

気相部

内殻外面プライマー塗布

外殻FRP (2mm以上)

内殻鋼板 t9

アルミテープ.両面テープ(端部50mm）

外殻FRP (2mm以上)

微小空間 約0.1mm

ルミラーフィルム（0.75mm）

気相部

24-M16　SUSボルトナット

完全防水型ﾏﾝﾎｰﾙ

SF－75S－2

完全防水型ﾏﾝﾎｰﾙ

SF－75S－2

完全防水型ﾏﾝﾎｰﾙ

SF－75S－2

エアー抜きφ9キリ穴

完全防水型ﾏﾝﾎｰﾙ

SF－75S－2

完全防水型ﾏﾝﾎｰﾙ

SF－60S－2

止水リング

t=3.2 D=100

完全防水型ﾏﾝﾎｰﾙ

止水リング

t=3.2 D=100

4

3

500φマンホール　ｔ＝9ｍｍ

24-M16　SUSボルトナット

A部

吊り金具　ＰＬ-19

補強板ＰＬ-9

エアー抜きφ9キリ穴

①注油口　80A

⑦除水口　40A

⑥計量口　32A

④油量計口　100A　10KF

③通気口　100A　10KF ①注油口　80A

⑦除水口　40A ④油量計口　100A　10KF

③通気口　100A　10KF ⑤漏洩検知管　100A　10KF

ｔ＝6　300Φ補強板

吊り金具　ＰＬ-19

補強板ＰＬ-9

②吸油口　100A　10KF

⑥計量口　32A

②吸油口　100A　10KF

内殻外面防錆塗装

微小空間 約0.1mm

アルミメッシュ(0.23Φ巾150mmのみ)

ルミラーフィルム（0.75mm）

外殻FRP (2mm以上)

外面トップコート(0.2mm)

内殻鋼板 t9

ルミラーフィルム（0.75mm）

アルミテープ.両面テープ(端部50mm）

外殻FRP (2mm以上)

外面トップコート(0.2mm)

外殻FRP (2mm以上)

外面トップコート(0.2mm)

内殻外面防錆塗装

内殻鋼板 t9

内殻外面プライマー塗布

外殻FRP (2mm以上)

外面トップコート(0.2mm)

外面トップコート(0.2mm)

内殻外面防錆塗装

内殻鋼板 t9

タンク鏡板タンク胴板

A部　詳細図　S=1：5

B部　詳細図　S=1：5

C部　詳細図　S=1：5

20KLタンク 20KLタンク

9
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9 255

9
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7
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R＝190

内殻タンク全長　　7,806　（板厚含む）

内殻タンク胴長　　7,050（フランジ含む）

1,524

760

1,550
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Ａ－９１

自家給油施設

地下タンク埋設図

Ｒ　８．　５．２９令和８年度　湖西市消防防災センター第２期建設工事（建築工事）

750φ完全防水型ﾏﾝﾎｰﾙ

D13-200＠

保護砂埋戻し

保護砂埋戻し

バンドFB-75×9

アンカーボルト19Φ

ゴムシート敷き

アンカーボルトは鉄筋に結束する事。

補強筋：D16Ｗ筋

注記：※タンク埋設深さは、現場油配管勾配により決定する。

注2：切り込み砕石は、切り込み砂利又は、再生クラッシャーランでも可。

注1：地下タンク付近は、火気厳禁とする。

アンカーボルト位置　６ヶ所

32A検知管×4ケ所

D16-200＠（短手方向）

750φ完全防水型ﾏﾝﾎｰﾙ

SF－75S－2

止水板 H=150

塗膜防水

D13-200＠（長手方向）

WPMK－70DW

750φ完全防水型ﾏﾝﾎｰﾙ

SF－75S－2

750φ完全防水型ﾏﾝﾎｰﾙ

SF－75S－2

600φ完全防水型ﾏﾝﾎｰﾙ

SF－60S－2

ボルト19ΦWナット

L=200

（10ｍｍ）

WナットL=800

（10ｍｍ）

SF20KLタンク

ゴムシート敷き

2-D13

2-D13

D13-200＠

連通管 40φ

D16-100＠（短辺方向）D13-200＠（長辺方向）

止水板 H=150

硬質ゴム見切 伸縮目地

32A検知管×4ケ所

止水板 H=150

D13-200＠（長手方向）

D16-200＠（短手方向） 750φ完全防水型ﾏﾝﾎｰﾙ

SF－75S－2

ボルト19ΦWナット

L=200

塗膜防水

D16-200＠

（縦筋）

D13-200＠

（横筋）

バンドFB-75×9

ゴムシート敷き

（10ｍｍ）

SF20KLタンク

（10ｍｍ）

ゴムシート敷き

アンカーボルト19Φ

WナットL=800

2-D13

2-D13

D13-200＠(長手方向)

D16-100＠(短手方向)

アンカーボルトは鉄筋に結束する事。

連通管 40φ

32A検知管×4ケ所

塗膜防水

連通管 40φ×6カ所

マンホールプロテクター

750φ、600φ

9,064　（上部スラブ）

7,810　（外殻タンク全長・防水含む）） 300290300 290327
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地下タンク関連構造図

Ａ－９２

Ｒ　８．　５．２９令和８年度　湖西市消防防災センター第２期建設工事（建築工事） 自家給油施設

F
G
a

F
G
a

FGa FGa

PHCパイル 1-500φ L=19m

Pa

PaPa

Pa

Pa

Pa

特記　外：パイルスタッド工法同等とする

継手はTPジョイント標準型とする。

杭工法はHyper-ストレート工法とする。

注記)：

1.杭頭高さは打ち合わせにより確認後施工すること

2.杭頭補強要領はパイルスタッド工法同等とする(材質KSW490)

上杭 下杭

コンクリート

鉄筋

SD345(細物・太物共)

地下タンク用使用材料等

保護砂埋戻し

幅止筋

腹筋

下端筋

ｽﾀｰﾗｯﾌﾟ

上端筋

D10@1,000

5-D22

5-D22

D13@200

2D10

地下ピット基礎伏図　1：100

地下ピット杭伏図　1：100

Fa Fa Fa

Fa Fa

Fa

FGa FGa

S S

F
G
a

杭頭補強要領

底部コンクリート止め

杭天端

基礎底

中詰めコンクリート

(基礎コンクリートと同程度

スランプ15cm)

符号 杭径 補強筋 定着長さ

Pa 500 7-D19 760mm

符号

Pa

杭種

HIT-PHC(S)C種　Fc105

杭長(m)

9m
HIT-PHC(S)A種　Fc105

杭種 杭長(m)

10m

杭全長(m)

19m

長期支持力

179kN

Fa・FGa基礎配筋図　1:40

縦横共 5-D13

FGa配筋

地下ピット略横断図　1：40

SF20KLタンク

普通コンクリート　Fc=21 N/m㎡

スランプ18㎝

杭頭

水位面

GL±0

底版下端

底版上端

１ ２ 3

Ｂ

Ａ

Ｂ

Ａ

１ ２ ３

建物杭頭

基礎ベース下端

4,382 4,382
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GL-280

GL-260

GL-240

GL-220

GL-300

GL-220

GL-170

GL-220

GL+235

GL+300

GL-21

GL+235

GL+235

GL+235

GL-42

GL-30

GL-48

GL-153

GL+200

GL+470

GL+550

GL+220

GL+400

GL+1300

GL+60

GL+100

GL+235

GL-65

GL-30
GL+40

GL-30

GL-260

GL+350

GL+350GL+350

GL+350

GL+350

GL+350

GL-280

GL+350

GL+410

GL+410

GL+410

GL+410

GL+305

GL-170

GL+350 計画レベル

隣地レベル

GL+135GL+568

GL+271

GL+602

GL+35

GL+576

GL+571

GL+570

GL+659 GL+398

GL+553

GL+220

GL+371

GL+130

GL+20

GL+390

GL+350GL+350

GL+350
GL+350

GL+115

GL+155

GL+350

GL+330

GL+350

GL+350

門柱ガード

既設VUΦ350

既設集水桝 防火塀 H=2,000

キャノピー

防火塀 H=2,000

キャノピー

現場打ち側溝

南西角敷地 1/150

集水桝：既存のまま

電柱移設

(別途工事)

埋設VP100

埋設VP100

埋設VP100

埋設VP100

埋設VP100

埋設VP150

車止めブロック

埋設VP150

埋設VP150

埋設VP150

電柱

管底：GL-2,300

地先境界ブロックA

床：舗装工D

車両進入防止ポール(チェーン内蔵、上下式)×３ヶ所

※四国化成　レコポールS Dシリーズ DJK114同等品

　※詳細な改良範囲・強度については監督員との協議の上、決定すること。

　※六価クロム試験の有無を協議すること。

表層改良：セメント安定処理　セメント系固化剤80kg／m3　厚800(敷地全体)

駐車ライン

消火ポンプ基礎

1800×2300×600×2箇所

室外機基礎

1000×500×200

駐車ライン

駐車ライン

地先境界ブロックA

(伸縮門扉廻り)

既設上ぶた式U形側溝240に接続

伸縮門扉
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Ａ－９３

Ｒ　８．　５．２９令和８年度　湖西市消防防災センター第２期建設工事（建築工事）

庇

隣地境界線

道
路

境
界

線

隣
地

境
界

線

KBM＝GL-235

桝底：GL-1445

GL+400

GL+255

管底：GL-2,300

電柱

職員用駐車

スペース 7台

▲

通用口

公道

（職員用）

▲

通用口

（職員用）

公用車

職員用駐車場 10台

職員用駐車

スペース 7台

高塀

消防防災資機材塔

消防防災訓練塔
傾斜訓練施設

大
倉

戸
茶

松
松

線

都
市

計
画

道
路

３
．

４
．

１
９

2
期

工
事

1
期

工
事

2
期

工
事

河川

（古見川）

消防団・防災資機材庫

消火ポンプ

訓練スペース

ホース洗浄スペース

井戸改修(機械設備工事)

13,050

1

2

4,000

1
,
5
0
0

3,000

2
,
3
0
0

GL-160

GL+235 側溝天端高さ

側溝底高さ

GL-30

GL-270

GL-30

GL-240

GL+100

GL-285

GL+350

GL-244

GL+248

GL-147

GL+190

GL-210

GL+30

GL-195

GL+60

GL-160

GL+235

GL-160

GL+235

GL-160

GL+135

GL-120

GL-65

GL-230

GL+50

GL-270

GL+110

GL+110

GL-345

GL-100

GL-495

GL-274

GL-660

GL-400

GL-795

GL-395

GL-673

GL-400

GL-795

GL+200

GL-420

GL+350

GL-385

GL+235

GL-50

GL+235

GL-25

GL+235

GL-59

GL+100

GL-291

GL+200

GL-320

GL+50

GL-270

訓練スペース

37m×26m

▲ 通用口

（緊急車両用）

△
延

焼
ﾗ
ｲ
ﾝ
（

3
m
)

△
延

焼
ﾗ
ｲ
ﾝ
（

5
m
)

自家給油施設

メッシュフェンス

両開き戸

W=1,600

基礎ブロック

両開き戸

W=1,600

外構図（改修後）　1/150

凡例

N

舗装工：B

舗装工：B

舗装工：B

舗装工：C

舗装工：B

舗装工：C

舗装工：B

舗装工：B

舗装工：A

舗装工：B

舗装工：B

舗装工：D

舗装工：C
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桝番号1
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(有効幅)
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A

6,5001,500 5,000
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側
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側
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ア

桝番号13

桝番号3

桝番号3

桝番号14

桝番号3
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桝番号9

側
溝

ア

2,500

側溝ア側溝A側溝A 側溝A

側
溝

A

桝番号10

側
溝

A
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スリット型側溝250A
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型
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溝
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A

側
溝

A
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イ

側
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ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋（T-25)

※SUS　細目　防滑

18-15-25N

基礎材

RC-40

(50以上）インバートコンクリート

基礎コンクリート

敷モルタル

18-15-25N

コンクリート

21-18-25N

D10＠200　ﾀﾃﾖｺ

SD295A

泥溜め

基礎材(RC-40)

基礎材

基礎コンクリート

RC-40

18-15-25N

18-15-25N

インバートコンクリート

基礎材

基礎コンクリート

RC-40

18-15-25N

18-15-25N

インバートコンクリート

蓋： コンクリート蓋(T-25)

グレーチング蓋(T-25)

※SUS・細目・防滑

※L500x2

グレーチング蓋(T-25)

※SUS・細目・防滑

※L500x2

※ボルト固定

蓋：

スリット

導水溝

21-18-25N

コンクリート

基礎材(RC-40)

基礎材(RC-40)

D10＠200　ﾀﾃﾖｺ

SD295A

21-18-25N

コンクリート

目地材
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 info＠sarct.jp

A1

A3

1/20

1/40

Ａ－９４

外構詳細図－１Ｒ　８．　５．２９令和８年度　湖西市消防防災センター第２期建設工事（建築工事）

1/20可変側溝（縦断用）断面図 1/20可変側溝（横断用）断面図

1/20可変側溝（縦断用）平面図 1/20可変側溝（横断用）平面図

1/20集水桝　断面図

スリット型側溝250A　断面図 1/20

1/20スリット型側溝250A　平面図
1/20集水桝　平面図

現場打ち側溝　断面図 1/20
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(
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1
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150 100 150

400 10

側溝ケ

側溝ク

側溝キ

側溝カ

側溝オ

側溝エ

側溝ウ

側溝イ

側溝ア

可変側溝（縦断用）寸法表

500 845 300 700 65 530

500 745 300 600 65 530

500 645 300 500 55 510

500 545 300 400 55 510

500 445 300 300 50 500

745 600 60 470440 250

645 500 60 470440 250

545
400

50 450440 250

445 300 50 450440 250

H a b cB d呼称

側溝A

側溝B

側溝C

側溝D

側溝E

側溝F

側溝G

側溝H

可変側溝（横断用）寸法表

445 285 95440 250 540

H a b c dB

545 385 95440 250 540

645 485 95440 250 540

445 285 110520 300 620

520 545 300 385 110 620

520 645 300 485 110 620

520 745 300 585 110 620

520 845 300 685 110 620

300x700

300x600

300x500

300x400

300x300

250x600

250x500

250x400

250x300 250x300

呼称

250x400

250x500

300x300

300x400

300x500

300x600

300x700

桝番号 H　(mm)

ボルト固定有無

1 370

2 375

3 550

4 541

5 885

6 770

7 485

8 360

9 410

10 444

11 545

12 470

13 536

14 405

15 315

グレーチング蓋

集水桝寸法表

1
5
0
以

上

▼
道

路
境

界
線

▼
隣

地
境

界
線



21-18-25N

躯体コンクリート

▽GL+210

D10＠250　ﾀﾃﾖｺ

△GL-100～GL-390

GL-300～GL-240△

18-15-25N

基礎コンクリート

△GL-390～GL-129

敷モルタル

基礎コンクリート

18-15-25N

□-31ｘ31

□250x450

※誘発目地：20x15＠2,000内外

GL-260～GL-174△

GL-174～GL+46△

18-15-25N

△GL-129～GL+123

△GL+350～GL-30

GL+46～GL-30△

18-15-25N

△GL-100～GL+110

GL-220～GL-170△

D10＠250　ﾀﾃﾖｺ

※誘発目地：20x15＠2,000内外

21-18-25N

側溝又はAs

メッシュフェンス

舗装レベル

隣地レベル

舗装レベル

支柱キャップ：溶融亜鉛めっき鋼板

支柱：溶融亜鉛めっき鋼板　t=1.6

メッシュ：亜鉛めっき鉄線

扉枠：アルミニウム合金押出形材

角型門柱(60角)：一般構造用角型鋼管

メッシュ：亜鉛めっき鉄線

横桟：アルミニウム合金押出形材

基礎ブロック

隣地レベル

隣地レベル

敷モルタル

基礎コンクリート

舗装レベル

メッシュフェンス メッシュフェンス

舗装レベル

隣地レベル

敷モルタル

基礎コンクリート

メッシュフェンス

舗装レベル

隣地レベル

躯体コンクリート

地先境界ブロックA

敷モルタル

基礎コンクリート(18-15-25N)

基礎材(RC-40)

地先境界ブロックC

▽GL+450▽GL+450

▽GL+450

▽GL+210

＠300

D13ｘ63

D13

Co

□180x450

基礎ブロック

メッシュフェンス

基礎材(RC-40)

基礎材(RC-40)

基礎材(RC-40)

基礎材(RC-40)

基礎材(RC-40)

18-15-25N

基礎コンクリート

D13ｘ63

＠300

D13

AsG

基礎材(RC-40)

基礎コンクリート(18-15-25N)

敷モルタル

SD295

SD295
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A3
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外構詳細図－２

Ａ－９５

Ｒ　８．　５．２９令和８年度　湖西市消防防災センター第２期建設工事（建築工事）

31

1/20 1/20 1/20 1/20地先境界ブロックC　断面図 地先境界ブロックA　断面図 メッシュフェンス　正面図 メッシュフェンス門扉　正面図

両開き戸　W=1,600

1/20L型擁壁②　断面図 1/20 1/20 1/20L型擁壁⑤　断面図L型擁壁④　断面図L型擁壁③　断面図

ＴＦウォール(同等品)

※水抜き穴は閉塞

ＴＦウォール(同等品)

※水抜き穴は閉塞

ＴＦウォール(同等品)

※水抜き穴は閉塞

L型擁壁①　断面図 1/20
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車止めブロック

5m間隔に設ける

建築物、構造物との取り合い

又は5m間隔に設ける

注入目地材10mmWｘ40mmH

駐車ライン(白線)

FPA-11U12(同等品)

目地板

目地板

注入目地材10mmWｘ40mmH

M8x150

再生砕石(RC-40)

再生密粒度アスコン(13)　ｔ＝50

基層　：再生粗粒度アスコン(13)　ｔ＝50

建築物、構造物との取り合い

又は20m間隔に設ける

ポーラスコンクリート(パーミアコン同等品)ｔ＝160

コンクリート(21-8-25N)ｔ＝250

注入目地材10mmWｘ40mmH

構造物との取り合いに設ける

注入目地材10mmWｘ40mmH

コンクリート既製品　W=600

打ち込みアンカーM11 L=220

再生砕石(RC-40)　　　 　ｔ＝150

再生砕石(RC-40)　　　　　　　 　ｔ＝300

再生砕石(RC-40)　　　　　　　　　　　   ｔ＝150

再生砕石(RC-40)　　   ｔ＝200

再生砕石(RC-40)　　   ｔ＝250

中間層：再生粗粒度アスコン(13)　ｔ＝50

排水性トップコート工法

表層　：再生密粒度アスコン(13)　ｔ＝50

アンカーボルト

コンクリート(21-8-25N)

目地板

コンクリート(21-8-25N)ｔ＝200

図面名称検　図 図面番号

備

　年　　月　　日 縮　尺

考

ＴＥＬ：０５３－４３９－０３３３（代）

ＦＡＸ：

E-mail:

０５３－４３９－７５００

白柳一級建築設計事務所

式株

社会

事務所登録　第3620号    一級建築士登録　第278915号　設備設計一級建築士交付　第2724号　清水　基史

〒433-8119 浜松市中央区高丘北四丁目6番35号

 info＠sarct.jp A3

A1 図示

図示

外構詳細図－３

Ａ－９６

Ｒ　８．　５．２９令和８年度　湖西市消防防災センター第２期建設工事（建築工事）

引戸門扉（片引き）舗装工：A 1/20 1/20

1/20

1/20

1/20 1/20

1/20

門柱ガード

車止めブロック

舗装工：B

舗装工：C

舗装工：E

1/50

1/401/10・

詳細図　1/10

平面図　1/40

立面図　1/40

駐車ライン・車止めブロック

舗装工：D

※三協アルミ　耐風大型伸縮門扉　　アルテンダフォルテ同等品

▽ＧＬ

GL-390(伸縮門扉走行面)
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GL-170

GL+350 計画レベル

隣地レベル

GL-220

GL-65

GL+20

GL+235

GL+300

GL+235

GL+235

GL+235

▲

GL-42

GL-153

GL-48

GL-30

GL+200GL+220

GL+470

GL+550

GL+400

GL+1300

GL+100

GL+60

GL-30

GL-30
GL+40

GL-260

GL-240

GL-280

GL-260

GL-300

GL-220

GL-220

GL-170

GL-21

GL+350

GL+350

GL+350

GL+350

GL+350

GL-280

GL+350 GL+350

GL+350GL+350

GL+405

GL+350

GL+405

GL+405

GL+405

GL+350

GL+235

GL+255

GL+400
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A1 1/150
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排水区域図

Ａ－９７

Ｒ　８．　５．２９令和８年度　湖西市消防防災センター第２期建設工事（建築工事）

門柱ガード

引戸門扉

防火塀 H=2,000

キャノピー

4,000

(有効幅)

(有効幅)

ｱｽﾌｧﾙﾄﾗｲﾝ

7,000

側溝H

メッシュフェンス
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断面番号17

断面番号19

断面番号14

断面番号8

断面番号7

断面番号6

断面番号13

断面番号18

断面番号9

断面番号4

断面番号3

断面番号1

断面番号2

断面番号15

断面番号10

断面番号16

断面番号12

断面番号5

断面番号11
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桝番号7

桝番号8
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桝番号15
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KBM＝GL-235

桝底：GL-1445

管底：GL-2,300

管底：GL-2,300

電柱

▲

通用口

公道

井戸改修(機械設備工事)

（職員用）

▲

通用口

（職員用）

電柱移設(別途工事)

消防団・防災資機材庫

消防防災資機材塔

消防防災訓練塔
傾斜訓練施設

訓練スペース

13,050

河川

（古見川）
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戸
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松
松

線
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凡例
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スペース 7台

の
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う

い
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つ

44.1 ㎡

消火ポンプ

職員用駐車場 10台

公用車

に

41.5 ㎡

ぬ

スペース 7台

職員用駐車

自家給油施設
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高塀
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こ

35.7 ㎡

さ

20.0 ㎡

し

37.9 ㎡

な
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752.3 ㎡
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か

159.1 ㎡

え

241.1 ㎡
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き
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け

排水区域図　1/150

通用口

（緊急車両用）

道路幅員

2,413.6

18,000

GL-160

GL+235 側溝天端高さ

側溝底高さ

GL-30

GL-240

GL+100

GL-285

GL+350

GL-244

GL+190

GL-210

GL+30

GL-195

GL+60

GL-160

GL+235

GL-59

GL+235

GL-50

GL+235

GL-25

GL+235

GL-160

GL+50

GL+235

GL-160

GL+50

GL-270

GL-270

GL+135

GL-120

GL-65

GL-230

GL+110

GL+110

GL-345

GL-100

GL-495

GL-274

GL-660

GL-400

GL-795

GL-400

GL-395

GL-730

GL-745

GL-395

GL-640

GL+200

GL-420

GL+350

GL-385

GL+200

GL-320

GL+100

GL-291

GL-30

GL-270



18-15-25N

インバートコンクリート

基礎コンクリート

18-15-25N

基礎材

RC-40

※SUS・細目・防滑

※L500x2

※ボルト固定

蓋： グレーチング蓋(T-25)

可変側溝(横断用)250x300

既設上ぶた式U形側溝240に接続

上ぶた式U形側溝240

上層路盤工：粒調砕石(M-30)　　　　　　　 ｔ=10cm

下層路盤工：再生クラッシャーラン(RC-40)　ｔ=20cm

路床工　　：埋戻土 　　　　　　　　　　　転圧20cm以下

表層工　　：再生密粒度As(13)　　　　　　 ｔ=5cm

隣地境界線 隣地境界線

GL+1300

GL+100

GL+60

GL-30

GL+400

GL+550

GL+470

GL+200GL+220

GL-30

GL+100

GL+1300

GL+550

GL+400

GL+470

GL+200GL+220

GL-30

GL-30

GL+60

図面名称検　図 図面番号
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白柳一級建築設計事務所
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社会

事務所登録　第3620号    一級建築士登録　第278915号　設備設計一級建築士交付　第2724号　清水　基史

〒433-8119 浜松市中央区高丘北四丁目6番35号

 info＠sarct.jp

A1

A3

図示

図示

Ａ－９８

Ｒ　８．　５．２９令和８年度　湖西市消防防災センター第２期建設工事（建築工事） 道路工事承認図
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捨てｺﾝｸﾘｰﾄ厚50

砕石厚100

柱:ｱﾙﾐﾆｳﾑ押出合金形材

梁:ｱﾙﾐﾆｳﾑ押出合金形材

小梁:ｱﾙﾐﾆｳﾑ合金押出形材

屋根:ｱﾙﾐﾆｳﾑ合金押出形材

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装

捨てｺﾝｸﾘｰﾄ厚50

砕石厚100

柱:ｱﾙﾐﾆｳﾑ押出合金形材

屋根:ｱﾙﾐﾆｳﾑ合金押出形材

竪樋:ｱﾙﾐﾆｳﾑ合金押出形材

砕石厚100

捨てｺﾝｸﾘｰﾄ厚50

※(　)内は延高を示す。

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装

D13＠200

D13＠200 D13＠200

図面名称検　図 図面番号

備

　年　　月　　日 縮　尺

考

ＴＥＬ：０５３－４３９－０３３３（代）

ＦＡＸ：

E-mail:

０５３－４３９－７５００

白柳一級建築設計事務所

式株

社会

事務所登録　第3620号    一級建築士登録　第278915号　設備設計一級建築士交付　第2724号　清水　基史

〒433-8119 浜松市中央区高丘北四丁目6番35号

 info＠sarct.jp

A1

A3

消防団・防災資機材庫 1/20

1/40外構部分詳細図－１（職員用駐輪場）

Ａ－９９

Ｒ　８．　５．２９令和８年度　湖西市消防防災センター第２期建設工事（建築工事）

平面図　1/20ａ－ａ断面図　1/20

正面図　1/20側面図　1/20

ａ

ａ

職員用駐輪場

支柱･昇り梁:ｱﾙﾐﾆｳﾑ合金押出形材(A6005CSS-T5)

屋根･前枠･後枠･側枠･端部屋根押え･母屋･竪樋:ｱﾙﾐﾆｳﾑ合金押出形材(A6063SS-T5)

屋根ｻｲﾄﾞﾊﾟﾈﾙ･小梁･屋根押え:ｱﾙﾐﾆｳﾑ合金押出形材(A6063SS-T5)

ｻｲﾄﾞﾊﾟﾈﾙ前柱･ｻｲﾄﾞﾊﾟﾈﾙｺｰﾅｰ部材･ｻｲﾄﾞﾊﾟﾈﾙ上下桟･ｻｲﾄﾞﾊﾟﾈﾙ中桟:ｱﾙﾐﾆｳﾑ合金押出形材(A6063SS-T5)

支柱ｷｬｯﾌﾟ･昇り梁ｷｬｯﾌﾟ:ASA(樹脂)

付属設備:雨樋用落ち葉ﾈｯﾄ･LED照明･LED照明配管ｾｯﾄ

※参考品番:四国化成工業 VFCCSN-2149SC(国土交通省告示第410号適合品)

躯体コンクリート　　Fc-21・S-18

捨コンクリート　　　Fc-15・S-15

砕石---再生クラッシャラン(RC-40）厚100
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防水モルタル塗り t=20

鋳鉄製横引ドレイン φ100用

防水モルタル塗り t=20～35

防水モルタル塗り t=20

鋳鉄製横引ドレイン φ100用

VP100

下水接続配管(機械設備工事)

防水モルタル塗り t=20～35

VP100

支柱受:SUS t=3

曲げ加工

SUS BPL-3×50×60

脱着金物SUS 34Φ×2.0

脱着式船外機取付金物

SUS 34Φ×2.0ミガキ

SUS オールアンカー1210

6-M12

脱着式船外機取付金物

SUS 34Φ×2.0ミガキ

BPL-SUS t=5×230×600

ミガキ

SUS オールアンカー1210

6-M12

支柱受:SUS t=3

曲げ加工

SUS BPL-3×50×60

受金物:BPL-SUS FB-5×230×600

6-M12 SUSオールアンカー1210

受 SUSｔ＝3.0 R加工

BPL SUS-3×50×60

受金物:BPL-SUS FB-5×230×600

6-M12 SUSオールアンカー1210

受 SUSｔ＝5.0 R加工

支柱受:SUS t=3

曲げ加工

BPL-SUS t=5×230×600

ミガキ

SUS オールアンカー1210

6-M12

BPL-SUS t=5×230×600

ミガキ

BPL-SUS t=5×230×600

ミガキ

脱着金物SUS 34Φ×2.0

BPL:SUS t=3×50×60

溶接止め

支柱受:SUS t=3

曲げ加工

SUS BPL-3×50×60

φ41

φ34

防水モルタル塗り

着脱式船外機取付用金物

着脱式船外機取付用金物

着脱式船外機取付用金物

着脱式船外機取付用金物

図面名称検　図 図面番号
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白柳一級建築設計事務所
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社会

事務所登録　第3620号    一級建築士登録　第278915号　設備設計一級建築士交付　第2724号　清水　基史

〒433-8119 浜松市中央区高丘北四丁目6番35号

 info＠sarct.jp

A1

A3

消防団・防災資機材庫 1/20

1/40外構部分詳細図ー２（ホース洗い場）

Ａ－１００

Ｒ　８．　５．２９令和８年度　湖西市消防防災センター第２期建設工事（建築工事）

D13

D10＠200タテヨコシングル

D13

D10＠200ダブル千鳥

D13

D13

D10＠200タテヨコシングル

D10＠200ダブル千鳥

D13

D13

D10＠200タテヨコシングル

D10＠200ダブル千鳥

D13

ｂ

ｂ

ｃｃ

1/100勾配

FL+30FL±0FL-300

FL-400

ａ

ａ

1/20平面図

ホース洗浄場 1/30 1/2・5

ａ－ａ断面図 1/20

1/100勾配

1/20ｂ－ｂ断面図 1/20ｃ－ｃ断面図

1/20配筋図－２1/20配筋図－１ 1/20配筋図－３

壁取付受金物伏せ図　1/5

断面詳細図　1/5

脱着式金物取付図

壁取付受金物図　　　1/5

受金物詳細図　1/2

コンクリート：Fc21　S15

鉄筋：SD295
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D13＠200ダブル

天端：コンクリート金ごて直均し

D10＠200ダブル

天端：コンクリート金ごて直均し

扉面

C.B(半丁)

基礎ﾎﾞﾙﾄ芯

床下換気口

基礎新設

既存スチール製倉庫１移設

図面名称検　図 図面番号

備

　年　　月　　日 縮　尺

考

ＴＥＬ：０５３－４３９－０３３３（代）

ＦＡＸ：

E-mail:

０５３－４３９－７５００

白柳一級建築設計事務所

式株

社会

事務所登録　第3620号    一級建築士登録　第278915号　設備設計一級建築士交付　第2724号　清水　基史

〒433-8119 浜松市中央区高丘北四丁目6番35号

 info＠sarct.jp

A1

A3

消防団・防災資機材庫 1/20

1/40外構部分詳細図ー３（倉庫１・設備基礎）

Ａ－１０１

Ｒ　８．　５．２９令和８年度　湖西市消防防災センター第２期建設工事（建築工事）

▽舗装面

▽舗装面

1/20消火ポンプ基礎基礎詳細図（2箇所）

1/20

1/20

ﾜｯｼｬｰ(市販品)

ﾅｯﾄ(市販品)

基礎ﾎﾞﾙﾄ(市販品)

M10x160 C.B

φ 70ｽﾘｰﾌﾞ

ｱﾝｶｰﾌﾟﾚｰﾄL

金 ｺﾃ押ｴ D13

D10

D10@300

D13

D10

D10@300

基礎詳細　1/20

参考基礎図　1/20

※基礎形状、寸法はメーカーと協議の上、決定する事。

正面立面図　1/20

側面立面図　1/20

倉庫１　詳細図

室外機基礎詳細図

Fc＝21Ｎ/ｍ㎡

鉄筋SD295

コンクリート：Fc18　S15

鉄筋：SD295

型枠：打放合板型枠　B種

砕石：再生クラッシャランRC-40

コンクリート：Fc18　S15

鉄筋：SD295

型枠：打放合板型枠　B種

砕石：再生クラッシャランRC-40
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△最高の軒高

▽最高の高さ

1.0

0.6

2.3

0.5

0.5

0.8

0.6

0.6

1.2

0.4

0.5

上 枠 左,右

鼻 隠 し 前

部　　材　　名

扉

壁 パ ネ ル

アンカープレート（L）

間　柱

床　板

柱

屋 根 板

上 枠 前（後） （1.0

鼻 隠 し 後

（1.2

＜共通型＞もやA-A1.0

下枠前（後・側）

）

）

JIS G3302 溶融亜鉛めっき鋼板 SGCC（後塗装仕上げ）

JIS G3322 塗装溶融55%ｱﾙﾐﾆｳﾑ-亜鉛合金めっき鋼板 CGLCC

JIS G3322 塗装溶融55%ｱﾙﾐﾆｳﾑ-亜鉛合金めっき鋼板 CGLCC

JIS G3322 塗装溶融55%ｱﾙﾐﾆｳﾑ-亜鉛合金めっき鋼板 CGLCC

JIS G3322 塗装溶融55%ｱﾙﾐﾆｳﾑ-亜鉛合金めっき鋼板 CGLCC

JIS G3322 塗装溶融55%ｱﾙﾐﾆｳﾑ-亜鉛合金めっき鋼板 CGLCC

JIS G3322 塗装溶融55%ｱﾙﾐﾆｳﾑ-亜鉛合金めっき鋼板 CGLCC

JIS G3322 塗装溶融55%ｱﾙﾐﾆｳﾑ-亜鉛合金めっき鋼板 CGLCC

JIS G3322 塗装溶融55%ｱﾙﾐﾆｳﾑ-亜鉛合金めっき鋼板 CGLCC

JIS G3322 塗装溶融55%ｱﾙﾐﾆｳﾑ-亜鉛合金めっき鋼板 CGLCC

JIS G3322 塗装溶融55%ｱﾙﾐﾆｳﾑ-亜鉛合金めっき鋼板 CGLCC

JIS G3322 塗装溶融55%ｱﾙﾐﾆｳﾑ-亜鉛合金めっき鋼板 CGLCC 

JIS G3322 塗装溶融55%ｱﾙﾐﾆｳﾑ-亜鉛合金めっき鋼板 CGLCC 
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ｸﾘｱﾊﾟﾈﾙH3.0

先行RC造用外部足場

ｸﾘｱﾊﾟﾈﾙH3.0

ｸﾘｱﾊﾟﾈﾙH3.0

ｸﾘｱﾊﾟﾈﾙH3.0

ﾌﾗｯﾄﾊﾟﾈﾙH3.0
ｸﾘｱﾊﾟﾈﾙH3.0

ﾌﾗｯﾄﾊﾟﾈﾙH3.0

ｸﾛｽｹﾞｰﾄH2.0

W4.5＋W4.5（両開き）

ｸﾛｽｹﾞｰﾄH2.0

W4.5（片引き）

ﾌﾗｯﾄﾊﾟﾈﾙH3.0

ﾌﾗｯﾄﾊﾟﾈﾙH3.0

W4.5＋W4.5（両開き）

ｸﾛｽｹﾞｰﾄH2.0

車庫兼防災倉庫南側の仮囲いは、

工程にって盛り返る。

（杭、基礎、躯体）

境界沿いの外構工事を行う際は、単管バリケードにて区画

仮囲い：フラットパネルH3.0

仮囲い：クリアパネルH3.0

工事車両出入口：ｸﾛｽｹﾞｰﾄH2.0

車庫兼防災倉庫南側の仮囲いは、工程にって盛り返る。（杭、基礎、躯体）

重機、動線部鉄板養生

地盤改良 …表層改良：セメント安定処理　セメント系固化剤80kg／m3　厚800(敷地全体)

…くさび緊結式足場W=900＋防音ｼｰﾄ全面

工事期間中、本庁舎の屋外男女便所、空気充填庫、ポンプ室、油庫を使用するため

通路幅を確保すること。

※杭施工時は使用不可(2週間程度)

RC躯体完成後、S造用外部足場

斜め壁：ﾌﾞﾗｹｯﾄ足場

　　　　取付補強共

6,200

6,200

6
,
2
0
0

6,200

（ﾊﾟﾈﾙから1200）

控えﾗｲﾝ

控えﾗｲﾝ

（ﾊﾟﾈﾙから1200）

控えﾗｲﾝ

（ﾊﾟﾈﾙから1200）

３．４．１９

都市計画道路

（42条1項1号道路）

大倉戸茶屋松線

河川

(古見川)

▲ 通用口

（緊急車両用）

（緊急車両用）

通用口▲

防火塀 H=2,000

キャノピー

建地

ﾌﾞﾗｹｯﾄ足場

ﾌﾞﾗｹｯﾄ足場

2段手すり

2段手すり

吊り足場用下地鉄骨材 吊り足場用下地鉄骨材

ころばし単管

ころばし単管

2段手すり
2段手すり

仮囲いH2.0

打設一側足場

屋外男女便所・空気充填庫

ポンプ室・油庫へ出入り可能

建地上端ワイヤー

杭汚泥飛散養生シート

外部足場仮囲いH2.0

外部足場に取付

養生用ベニヤ

通路足場
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仮設計画図（参考）Ｒ　８．　５．２９令和８年度　湖西市消防防災センター第２期建設工事（建築工事）
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自家給油施設

消防防災資機材塔

電柱

消火ポンプ

職員用駐輪場

来客用自転車置き場

受水槽ﾎﾟﾝﾌﾟ室

倉庫１移設

ポンプ車（小型配管車）

25tラフタークレーン

25tラフタークレーン

電柱

傾斜訓練施設

25tラフタークレーン

25tラフタークレーン

公道

本庁舎

ミキサー車（大型）

工事車両進入口

▲

工事車両進入口

▲

工事車両進入口

▲

消防団・防災資機材庫

N

仮設計画図　1/200

訓練スペース 訓練スペース

訓練斜面Ｂ　1/100訓練斜面Ａ　1/100

消防防災訓練塔

消防防災訓練塔　訓練斜面　参考仮設計画図 1/100

【本庁舎】

基礎工事　1/100

【消防団・防災資機材庫】

※基礎工事期間中は通路足場を設置することで

　本庁舎の出入り可能。

【本庁舎】
【消防団・防災資機材庫】

※杭工事期間中は本庁舎の出入り不可。

【本庁舎】
【消防団・防災資機材庫】

躯体工事　1/100

※躯体工事期間中は本庁舎の出入り可能。

杭工事　1/100

本庁舎～消防団・防災資機材庫　参考仮設計画図 1/100
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1/200

1/400

平均地盤面算定図－１Ｒ　８．　５．２９令和８年度　湖西市消防防災センター第２期建設工事（建築工事）
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－
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－

－

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

記　号

Ａ

平均地盤面＝　∑Ｓ／∑Ｌ

距離 Ｌ (mm) 高さ(H1+H2)/2(mm)面積S=L×(H1+H2)/2(mm2)

205.0 6,711,70032,740

36,230 235.0 8,514,050

40,230 185.0 7,442,550

18,740 135.0 2,529,900

7,490 185.0 1,385,650

17,490 205.0 3,585,450Ｆ

合計：Σ

　　　　　＝　30,169,300　／　152,920

　　　　　＝　197.3

Ａ －

－

－

－

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

記　号 距離 Ｌ (mm) 高さ(H1+H2)/2(mm)面積S=L×(H1+H2)/2(mm2)

Ａ

平均地盤面＝　∑Ｓ／∑Ｌ

合計：Σ

85.0

2,083 60.0 124,980

35.0

2,083 60.0 124,980

　　　　　＝　60.0

1/100

　最高高さ：21,770-197=21,573　→21,573m

　最高軒高：21,540-197=21,343　→21,343m

　平均地盤面＝設計GL+197

　平均地盤面＝設計GL+60

　最高高さ：2,140-60=2,080　→2.080m

　最高軒高：2,075-60=2,015　→2.015m

1/100

Ａ －

－

－

－

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

記　号 距離 Ｌ (mm) 高さ(H1+H2)/2(mm)面積S=L×(H1+H2)/2(mm2)

Ａ

平均地盤面＝　∑Ｓ／∑Ｌ

合計：Σ

6,400 20.0 128,000

3,400 10.0 34,000

6,400 0.0 0.0

3,400 10.0 34,000

　　　　　＝　196,000　／　19,600

　　　　　＝　10.0

　平均地盤面＝設計GL+10

　最高高さ：3,470-10=3,460　→3.460m

　最高軒高：

平均地盤面・建物周長求積

平均地盤面・建物周長求積

設計GL＝KBM+235とする

平均地盤面・建物周長求積

設計GL＝KBM+235とする

1/100

設計GL＝KBM+235とする

　　　　　＝　1,618,050　／　14,070

　　　　　＝　115.0

　平均地盤面＝設計GL+115
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Ｄ

記　号 距離 Ｌ (mm) 高さ(H1+H2)/2(mm)面積S=L×(H1+H2)/2(mm2)

Ａ

平均地盤面＝　∑Ｓ／∑Ｌ

合計：Σ

4,952

2,083

4,952

2,083

平均地盤面・建物周長求積

設計GL＝KBM+235とする

115.0

115.0

115.0

115.0

　最高高さ：2,255-115=2,140　→2.140m

　最高軒高：2,190-115=2,075　→2.075m

569,480

239,545

569,480

239,545

申請建物１　本庁舎（１期工事）

152,920 30,169,300

申請建物２　来客用自転車置き場（１期工事）

14,070 1,618,050

19,600 196,000

申請建物５　消防団・防災資機材庫（２期工事）

申請建物４　職員用駐輪場（２期工事）

申請建物３　受水槽ポンプ室（１期工事） 1/100

Ａ －

－

－

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｂ

Ｃ

記　号 距離 Ｌ (mm) 高さ(H1+H2)/2(mm)面積S=L×(H1+H2)/2(mm2)

9,040 340.0

15,020 287.5

15,020 287.5

平均地盤面＝　∑Ｓ／∑Ｌ

合計：Σ

－Ｄ 9,040 340.0Ｅ

－ 340.0Ｅ Ａ 30,040

3,073,600

4,318,250

4,318,250

3,073,600

10,213,600

　　　　　＝　24,997,300　／　78,160

　　　　　＝　319.8

　平均地盤面＝設計GL+319

平均地盤面・建物周長求積

設計GL＝KBM+235とする

78,160 24,997,300

　最高高さ：8,740-319=8,421　→8.421m

　最高軒高：8,180-319=7,861　→7.861m

4,712
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敷地全体　平均地盤面求積表

設計GL＝KBM+235を基準とする

④

①

②

③

⑤

番　号

⑥

⑦

⑧

傾斜訓練施設

1/100

Ａ －

－

－

－

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

記　号 距離 Ｌ (mm) 高さ(H1+H2)/2(mm)面積S=L×(H1+H2)/2(mm2)

Ａ

合計：Σ

3,700

2,600

3,700

2,600

403,000

403,000

155.0

155.0

155.0

155.0

平均地盤面・建物周長求積

　平均地盤面＝設計GL+155

　最高高さ：2,755-155=2,600　→2.600m

　最高軒高：2,655-155=2,500　→2.500m

平均地盤面＝　∑Ｓ／∑Ｌ

　　　　　＝　1,953,000　／　12,600

　　　　　＝　155

設計GL＝KBM+235とする

12,600 1,953,000

573,500

573,500

申請建物８　倉庫１（２期工事）1/100

Ａ －

－

－

－

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

記　号 距離 Ｌ (mm) 高さ(H1+H2)/2(mm)面積S=L×(H1+H2)/2(mm2)

Ａ

平均地盤面＝　∑Ｓ／∑Ｌ

合計：Σ

1,150

3,850

1,150

3,850

390.0

390.0

390.0

390.0

448,500

448,500

1,501,500

1,501,500

　　　　　＝　3,900,000　／　10,000

　　　　　＝　390

　平均地盤面＝設計GL+390

　最高高さ：3,185-390=2,795　→2.795m

　最高軒高：3,090-390=2,700　→2.700m

平均地盤面・建物周長求積

設計GL＝KBM+235とする

10,000 3,900,000

申請建物７　自家給油施設（２期工事）

消防防災訓練塔

－

－

－

距離 Ｌ (mm) 高さ(H1+H2)/2(mm)面積S=L×(H1+H2)/2(mm2)

合計：Σ

－

－

7,300

平均地盤面・建物周長求積

設計GL＝KBM+235とする

記　号

31,200

367.5 2,682,750

11,712,875

－

－

－

距離 Ｌ (mm) 高さ(H1+H2)/2(mm)面積S=L×(H1+H2)/2(mm2)

－

7,300

平均地盤面・建物周長求積

設計GL＝KBM+235とする

記　号

傾斜訓練施設

平均地盤面＝　∑Ｓ／∑Ｌ

合計：Σ

367.5 2,682,750

27,600 9,901,500

　　　　　＝　9,901,500　／　27,600

　　　　　＝　358.7

　平均地盤面＝設計GL+358
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－

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｂ

Ｃ

記　号 距離 Ｌ (mm) 高さ(H1+H2)/2(mm)面積S=L×(H1+H2)/2(mm2)

－Ｄ Ｅ

平均地盤面＝　∑Ｓ／∑Ｌ

合計：Σ

－Ｅ Ｆ

－Ｆ Ａ

7,300

9,800

5,770

1,530

5,670

4,130

410.0

410.0

2,993,000

1,693,300

1/100

380.0

335.0

335.0

380.0

3,724,000

1,932,950

512,550

2,154,600

　　　　　＝　13,010,400　／　34,200

　　　　　＝　380.4

　平均地盤面＝設計GL+380

　最高軒高：10,910-380=10,530　→10.530m

平均地盤面・建物周長求積

設計GL＝KBM+235とする

34,200 13,010,400

　最高高さ：11,540-380=11,160　→11.160m

申請建物６（構造別）　消防防災資機材塔（RC造） 申請建物６（構造別）　消防防災訓練塔（RC造） 申請建物６（構造別）　傾斜訓練施設（S造）

Ｇ Ｈ
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Ｊ Ｍ

Ｍ Ｇ

Ｍ Ｊ

Ｊ Ｋ

Ｋ Ｌ
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7,300 380.0 2,774,000

4,150 410.0 1,701,500

4,150 397.5 1,649,625

6,500 367.5 2,388,750

7,300 350.0 2,555,000

350.06,500 2,275,000

350.08,300 2,905,000
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記　号 距離 Ｌ (mm) 高さ(H1+H2)/2(mm)面積S=L×(H1+H2)/2(mm2)
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－Ｆ Ａ

平均地盤面・建物周長求積

設計GL＝KBM+235とする

7,300

9,800

5,770

1,530

5,670

4,130

410.0

410.0

2,993,000

1,693,300

380.0

335.0

335.0

380.0

3,724,000

1,932,950

512,550

2,154,600

－
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－
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Ｇ Ｈ

Ｈ Ｉ
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7,300 380.0 2,774,000

4,150 410.0 1,701,500

4,150 397.5 1,649,625

6,500 367.5 2,388,750

7,300 350.0 2,555,000

－Ｌ Ｍ

－Ｍ Ｇ

350.06,500 2,275,000

350.08,300 2,905,000

合計：Σ

消防防災訓練塔

申請建物６　消防防災資機材塔・消防防災訓練塔（２期工事）

平均地盤面＝　∑Ｓ／∑Ｌ

　　　　　＝　11,712,875　／　31,200

　　　　　＝　375.4

　平均地盤面＝設計GL+375

　最高軒高：10,910-375=10,535　→10.535m

　最高高さ：13,540-375=13,165　→13.165m

平均地盤面＝　∑Ｓ／∑Ｌ

　　　　　＝　373.2

　平均地盤面＝設計GL+373

　最高高さ：13,540-373=13,167　→13.167m

　最高軒高：10,910-373=10,537　→10.537m

消防団・防災資機材庫

建物名称

本庁舎

来客用自転車置き場

職員用駐輪場

受水槽ポンプ室

Ｌ Ｓ（Ｈ×Ｌ）

建物周長 面積（ｍｍ2）

152,920 30,169,300

14,070 1,618,050

19,600 196,000

78,160 24,997,300

消防防災資機材塔・消防防災訓練塔

自家給油施設

倉庫１

10,000 3,900,000

12,600 1,953,000

　　　　　＝　29,259,275　／　78,400

78,400

78,400

29,259,275

29,259,275

敷地全体　計

平均地盤面＝　∑Ｓ／∑Ｌ

∴敷地全体平均地盤面＝設計GL+244

消防防災資機材塔

消防防災資機材塔

　最高高さ：7,410-358=7,052　→7.052m

　最高軒高：7,230-358=6,872　→6.872m

13,590 815,400

92,908,325379,340

　　　　　＝　92,908,325　／　379,340

　　　　　＝　244.9
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道路幅員
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7
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18,000

道路幅員

３．４．１９

都市計画道路

（42条1項1号道路）

大倉戸茶屋松線

市役所北側１号線

幅員12m

（42条1項1号道路）

３．４．１９

都市計画道路

（42条1項1号道路）

大倉戸茶屋松線

市役所北側１号線

幅員12m

（42条1項1号道路）

2 , 4 1 3 . 6

河川

(古見川)

2 , 4 1 3 . 6

河川

(古見川)

立上り水栓

立上り水栓

既存電柱

支線

立上り水栓

立上り水栓

既存電柱

支線

防火塀 H=2,000

キャノピー

ﾌｪﾝｽ

防火塀 H=2,000

キャノピー

ﾌｪﾝｽ

1. (-177205.500498, 80119.712244, 4000.000000)

日影時間 00:35:52

日照時間 07:24:08

日影時間帯 08:00:00 - 08:35:52

【測定線上の主要な点での日影時間】

〔測定線5ｍライン上〕

2. (-177251.441975, 85060.889442, 4000.000000)

日影時間 00:29:38

日照時間 07:30:22

日影時間帯 08:00:00 - 08:29:38

3. (-175384.561531, 92954.584017, 4000.000000)

日影時間 00:21:22

日照時間 07:38:38

日影時間帯 08:00:00 - 08:21:22

4. (-172491.291697, 92999.895683, 4000.000000)

日影時間 01:04:20

日照時間 06:55:40

日影時間帯 08:00:00 - 09:04:20

5. (-171392.976529, 91143.960821, 4000.000000)

日影時間 01:36:58

日照時間 06:23:02

日影時間帯 08:00:00 - 09:36:58

6. (-165531.159612, 91176.878929, 4000.000000)

日影時間 00:18:56

日照時間 07:41:04

日影時間帯 08:16:02 - 08:28:22  10:10:26 - 10:17:02

7. (-150078.694023, 85060.889442, 4000.000000)

日影時間 00:13:23

日照時間 07:46:37

日影時間帯 15:46:37 - 16:00:00

8. (-150337.398328, 80119.712244, 4000.000000)

日影時間 00:00:15

日照時間 07:59:45

日影時間帯 15:59:45 - 16:00:00

9. (-150586.963786, 71188.758530, 4000.000000)

日影時間 02:07:14

日照時間 05:52:46

日影時間帯 13:52:46 - 16:00:00

1. (-178872.204824, 80120.530791, 4000.000000)

日影時間 00:19:59

日照時間 07:40:01

日影時間帯 08:00:00 - 08:19:59

〔測定線10ｍライン上〕

2. (-178918.141493, 85061.285714, 4000.000000)

日影時間 00:21:58

日照時間 07:38:02

日影時間帯 08:00:00 - 08:21:58

3. (-175384.527846, 94622.273609, 4000.000000)

日影時間 00:15:50

日照時間 07:44:10

日影時間帯 08:00:00 - 08:15:50

4. (-168833.456043, 92825.845582, 4000.000000)

日影時間 01:30:53

日照時間 06:29:07

日影時間帯 08:00:00 - 09:30:53

5. (-165531.125927, 92844.390422, 4000.000000)

日影時間 00:00:00

日照時間 08:00:00

日影時間帯 01:00:05 - 00:07:18

6. (-148411.721926, 85061.707989, 4000.000000)

日影時間 00:07:18

日照時間 07:52:42

日影時間帯 15:52:42 - 16:00:00

7. (-148669.287290, 80120.530791, 4000.000000)

日影時間 00:00:00

日照時間 08:00:00

日影時間帯 01:00:07 - 01:41:53

8. (-148920.263434, 71189.577077, 4000.000000)

日影時間 01:41:53

日照時間 06:18:07

日影時間帯 14:18:07 - 16:00:00

9. (-170840.063341, 94693.444730, 4000.000000)

日影時間 00:59:26

日照時間 07:00:34

日影時間帯 08:00:00 - 08:59:26

図面名称検　図 図面番号

備

　年　　月　　日 縮　尺

考

ＴＥＬ：０５３－４３９－０３３３（代）

ＦＡＸ：

E-mail:

０５３－４３９－７５００

白柳一級建築設計事務所

式株

社会

事務所登録　第3620号    一級建築士登録　第278915号　設備設計一級建築士交付　第2724号　清水　基史

〒433-8119 浜松市中央区高丘北四丁目6番35号

 info＠sarct.jp
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日影図Ｒ　８．　５．２９令和８年度　湖西市消防防災センター第２期建設工事（建築工事）

Ａ－１０６

庇

庇

庇

庇 庇庇

5ｍ　4時間　　10ｍ　2.5時間等時間日影基準

測定面の高さ 平均地盤面＋4.0ｍ

測定時間 冬至　8時～16時

対象建物 高さ10.0ｍを超える建物

用途地域

北緯34.72度　東経137.53度

第2種住居地域・第1種住居地域

【日影検討条件】

緯度・経度

等時間日影図 （2.5時間）

等時間日影図 （4時間）

時刻日影図 （数字は時刻）

等時間日影区域ライン

【凡例】
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隣地境界線 55.08

電柱

公道

自家給油施設

職員用駐輪場

電柱

消火ポンプ

N

配置図

電柱

公道

自家給油施設

職員用駐輪場

電柱

消火ポンプ

日影図　1/300（等時間）日影図　1/300（毎時間）

傾斜訓練施設

消防防災資機材塔

消防防災訓練塔

消防団・防災資機材庫

傾斜訓練施設

消防防災資機材塔

消防防災訓練塔

消防団・防災資機材庫

倉庫１倉庫１

N

来客用自転車置き場

受水槽ﾎﾟﾝﾌﾟ室

来客用自転車置き場

受水槽ﾎﾟﾝﾌﾟ室
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影の倍率太陽方位角
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時刻

- 53.478°  6.575

- 48.444°

- 42.962°

- 36.981°

- 30.471°

- 23.437°

- 15.931°

-  8.064°

   0.000°

   8.065°

  15.932°

  23.438°

  30.472°

  36.982°

  42.963°

  48.445°

  53.479°

 4.186

 3.106

 2.499

 2.122

 1.879

 1.725

 1.639

 1.611

 1.639

 1.725

 1.879

 2.122

 2.499

 3.106

 4.186

 6.575

倍率表

2.5

4

2.5

2.5

2.5

2.5

4

4

4

4

4

5,000
5,000

5
,
0
0
0

5
,
0
0
0

5,0005,000

5,000
5,000

5
,
0
0
0

5
,
0
0
0

5,0005,000



　年　　月　　日検　図 図面名称

Ｒ　８．　４．３０白柳一級建築設計事務所
事務所登録　第3620号    一級建築士登録　第278915号　設備設計一級建築士交付　第2724号　清水　基史

式株
社会令和８年度　湖西市消防防災センター第２期建設工事

〒433-8119 浜松市中央区高丘北四丁目6番35号

０５３－４３９－０３３３（代）ＴＥＬ：

０５３－４３９－７５００

 sarc＠kdt.biglobe.ne.jp

ＦＡＸ：

E-mail:

A1

縮　尺

A3

図面番号
備

考 Ｓ－０１
－

－

構造設計特記仕様(1)

一級建築士 第358654号

愛知県知事登録（い-4）第14095号

敬建築企画（株）

構造設計一級建築士 第10506号 前田 大介 

(a)主な積載荷重                                                               (N/m )(代表箇所のみを示す。)

Υ方向：1/     rad以下

消防防災資機材塔

１. 本仕様の適用範囲
(１）本仕様の適用範囲

本特記仕様および配筋標準図は、設計基準強度が 18 N/mm 以上 60N/mm 以下の

６．鉄骨工事

(１）コンクリート(レディーミクストコンクリート　JIS Q 1001, JIS Q 1011, JIS A 5308)

２０２１年１２月１日　発行　一般社団法人　東京都建築士事務所協会　　監修　東京都建築構造行政連絡会

３．使用建築材料表・使用構造材料一覧表

４．地　盤

(１）地盤調査資料と調査計画 （１）鉄骨工事は指示のない限り下記による

適用は　　  印を記入する。

・修正箇所は下線を引くこと

2 2

コンクリートと、JIS G 3112に規定するSD295、SD345、SD390およびSD490の鉄筋

コンクリート用棒鋼を用いる高さが 60 m 以下の鉄筋コンクリート造、鉄骨造等建築物の

設計及び工事に適用する。

(２）仕様書等の優先順位
設計図書および仕様書の優先順位は以下による。

①特記仕様書

②設計図(伏図、軸組図、部材リスト、詳細図など)

③標準図(鉄筋コンクリート構造配筋標準図など)

④建築工事標準仕様書・同解説(日本建築学会)等

２. 建築物の構造内容
(１）建築場所

(２）工事種別
新築 増築 改築

(３）構造設計一級建築士の関与 必要 必要としない

法第20条第二号(   RC造高さ 20 m超     S造 4 階建以上　 木造高さ 13 m超　 その他 )

(４）階数
地下    階 地上     階 塔屋     階

地下    階 地上     階 塔屋     階

地下    階 地上     階 塔屋     階

設計基準強度

Fc = N/mm
2
品質基準強度

Fq = N/mm
2

スランプ　cm

(スランプフロー)

比 重

γ=kN/m
3 備 考

土間コンクリート

捨てコンクリート

※本仕様適用外

※本仕様適用外

セメントの種類

高炉セメント  (

細骨材の種類

粗骨材の種類

砂 山砂 砕砂

砂利 砕石

水の区分 水道水 地下水 工業用水

構造体コンクリート強度を

保証する材齢 養生(  標準　 現場水中　　現場封かん　　　　)

材齢(  28日 　56日　   91日　　　　)

単位水量

混合剤

空気量

塩化物量

水セメント比

単位セメント量

185kg/m 以下3 175kg/m 以下3

270kg/m 以上
3

AE減水剤 高性能減水剤

4.5% 3.0%

0.3kg/m 以下
3

65%以下 50%以下

(２）コンクリートブロック(  JIS A 5406)
A種 B種 C種 厚 100 120 150 190 使用箇所(                 )

(３）鉄　筋
鉄　 筋 種  類 使用径mm 使用箇所 備  考

SD295

SD345 

SD390

SD490

785

1275

異 形 鉄 筋

(JIS G 3112)

高強度せん断補強筋

溶 接 金 綱

(JIS G 3551)

重ね継手

ガス圧接継手

溶接継手

機械式継手

機械式定着継手

大臣認定番号

MSRB-

注1) SD490をガス圧接する場合は施工前に試験を行うこと。

注2) 各継手の使用詳細については本仕様その2の9,(2)鉄筋の項の鉄筋継手の項に■にて表示すること。

(５）ボルト等
高カボルト

F10T(JIS B1186) S10T 大臣認定番号(    ) (  M16、 M20、 M22、 M24、 　)

溶融亜鉛めっき高カボルト F8T 大臣認定番号(    ) (  M16、 M20、 M22、 M24、 　)

ボルト(JIS B1180)  M 4.8(4T)

アンカーボルト(構造用アンカーボルト)

SS400    M       L=       mm   ナット(  シングル、 ダブル)

ABR400   M       L=       mm   ナット(  シングル、 ダブル) (JIS B 1220)

         M       L=       mm   ナット(  シングル、 ダブル)

頭付スタッド(JIS B1198)

φ=          L=          mm  使用箇所 (  柱　  大梁　　小梁)

φ=          L=          mm  使用箇所 (  柱　  大梁　　小梁)

  有 (  敷地内    近隣） 　無 (調査計画    有    無)

調　査　項　目

ボーリング調査

水平地盤反力係数の測定

試験堀(支持層の確認)

スウェーデン式サウンディング

資料有り調査計画 調査項目 資料有り調査計画 調査項目 資料有り調査計画

標準貫入試験

物理探査

液状化判定

ＰＳ検層

静的貫入試験

土質試験

平板載荷試験

現場透水試験

注）上記表中の資料が有るもの、調査計画が有るものに○を記入する。

深
度

標準貫入試験

１０ ２０
土　　質

値
Ｎ

○調査地番

○支持地盤、地層及び深さに

ついてのコメント

○孔内水位

○近隣データの調査地番と

○備考(土質試験の内容等)

○位置図

設計地番とは約  mの距離がある

注）地盤調査及び試験杭の結果により、杭長さ、杭種、直接基礎の深さ、形状を変更する場合もある。

３０ ４０ ５０ ６０

GL － m

（１）直接基礎 ベタ基礎 布基礎 独立基礎 試験堀

５．地業工事

載荷試験 有 無

（２）地盤改良 浅層混合処理工法 深層混合処理工法

載荷試験 有 無

注)「建築物のための改良地盤の設計及び品質管理指針:日本建築センタ―2018」を参考とする

（３）杭基礎

杭　　種 材　　料 施 工 法 備　　考

場所打ち

コンクリート杭

コンクリートFc

スランプ

セメント量

2N/mm

cm以下

kg/m3

単位水量 kg/m3

オールケーシング

リバースサーキュレーション

アースドリル

拡底杭

手掘

機械掘

拡頭・拡底杭

深 礎

鋼管補強杭

認定

第               号

    年    月    日

備　　考

認定

第               号

    年    月    日

施 工 法

埋め込み

打ち込み

材　　料

鋼材

鋼材

コンクリート　FC85

コンクリート　FC105

種  類

Ⅲ種Ⅰ種 Ⅱ種

C種A種 B種

既製杭・杭種

PRC

PHC

鋼管

SC

杭仕様 杭施工結果報告書施工計画書承認

試験杭 （  打ち込み・   載荷・　孔壁測定)（　有・  無)

G L

本

杭径(mm) 設計支持力(kN) 杭の先端の深さ(m) 本　数 特　記　事　項

(施工方法等計画書)

日本建築学会「JASS6 2018年版」 「鉄骨精度検査基準」「鉄骨工事技術指針」

一社) 日本鋼構造協会「建築鉄骨工事施工指針」

　製作工場　　                            製作要領書　　     工作図　　 施工計画書

材料規格証明書※、または試験成績書

（■印以外の項目の検査結果については、工事監理者に報告すること）

現寸検査　　　    組立・開先検査　  　    製品検査 建方建査

 溶接部の検査（検査結果は工事監理者に報告すること）

鋼材　　高力ボルト　　　特殊ボルト　　 頭付スタッド

鉄骨製作管理技術者登録機構「突合せ継手の食い違い仕口のずれの検査・補強マニュアル」

（２）工事監理者の承諾を必要とするもの

　認定工場（大臣認定　S　H　M　R　J　グレード）

※一社)日本鋼構造協会「建築構造用鋼材の品質証明ガイドライン」の規格証明方法、またはミルシート。

社内検査表

（３）工事監理者が行う検査項目

（４）接合部の溶接は下記によること
平成12年建設省告示第1464号第二号 イ、ロ

鉄骨造等の建築物の工事に関する東京都取扱要綱

日本建築学会「溶接工作規準、同解説 Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ、Ⅴ、Ⅵ、Ⅶ、Ⅷ、Ⅸ」

検査率又は検査数
検 査 箇 所 検 査 方 法

工場自主検査 第三者受入検査 工事監理者
備　　考

検査会社をいう。

個

第三者検査機関とは、建築主、工事監理者又は工事施工者が、受入れ検査を代行させるために自ら契約した

完全溶込み溶接部

第三者検査機関名 (都知事登録第　　　　　号)

%超音波探傷検査

※平成12年建設省告示

（目視及び計測）

第1464号第二号による

マクロ試験・その他

(突合せ溶接)

内質
検査
(注)

硬さ試験

示温塗料塗布

個

個

個

個

個

個

個

個

個 (注)東京都の要綱に

基づき必要となる建築

物の場合に実施する

%

%

%

%

%

%

%

個%外観検査（※） 個 (        )%

外観検査（※）

日本建築学会「鉄骨工事技術指針　工事現場施工編」

（５）接合部の検査

注１)現場溶接部については原則として第三者検査機関による全数検査とし、外観検査、超音波探傷試験を100％行うこと

注２)知事が定めた重大な不具合が発生した場合は、是正前に対応策を建築主事等に報告すること

(７)耐火被覆の材料

(６)防錆塗装

一次締め後にマーキングを行い、二次締め後そのずれを見て、共回り等の異常が無いことを確認する。

高力ボルトの検査(検査結果は後日工事監理者に報告すること)

軸力導入試験

防錆塗装の範囲は、高力ボルト接合の摩擦面及びコンクリートで被覆される以外の部分とする。錆止め

ペイントは、　　　　　                

ペイントを使用し、２回塗りとする。

現場における高力ボルト接合部及び接合部の素地調整は入念に行い、塗装は工場塗装と同じ錆止め

要 否 高力ボルトすべり係数試験 要 否

トルシア形高カボルトは二次締め後、マーキングのずれとピンテールの破断を確認する。

JIS　K 5621、 JIS　K 5625 (フォースター　F☆☆☆☆)

を使用し、２回塗りを標準とするが、実状に応じて決定すること。

JIS　K 5674、

７．設備関係

支持層の想定深度分部図を作成し、杭と支持層の関係を確認する。

ポルトランドセメント  ( 普通 中庸熱 低熱       )

Ａ種 Ｂ種 Ｃ種)

有 無

施工計画書に施工時における試験杭と本杭の支持層の確認方法を明記する。

支持層の確認結果を施工結果報告書にまとめる。

(        )

(        )

(        )

(        )

(        )

（　　　　　）

（　　　　　）

（　　　　　）

深さ GL-      m、 支持層：            、長期許容支持力度　  　kN／m 2

深さ GL-      m、 支持層：            、長期許容支持力度　  　kN／m 2
エレベーター・エスカレーターの駆動装置等は、構造体に安全に緊結されていること。

８．その他
諸官庁への届出書類は遅滞なく提出すること。

各試験の供試体は公的試験機関にて試験を行い工事監理者に報告すること。

必要に応じて記録写真を撮り保管すること。

また、地震時の層間変形に追従できること。
特記以外の梁貫通孔は原則として設けない。
床スラブ内に設備配管等を埋込む場合はスラブ厚さの１/３以下とし管の間隔を管径の３倍以上かつ
５ｃｍ以上を原則とする。

令第１２９条の２の３の事項
 建築物に設ける建築設備にあっては、構造耐力上安全なものとして、以下の構造方法による。 
建築設備（昇降機を除く。）、建築設備の支持構造部及び緊結金物は、腐食又は腐朽のおそれがないものとすること。 
屋上から突出する水槽、煙突、冷却塔その他これらに類するものは、支持構造部又は建築物の構造耐力上主要な部分に、 
支持構造部は、建築物の構造耐力上主要な部分に、緊結すること。 
煙突の屋上突出部の高さは、れんが造、石造、コンクリートブロック造又は無筋コンクリート造の場合は鉄製の支枠を 
設けたものを除き、９０ｃｍ以下とすること。 
煙突で屋内にある部分は、鉄筋に対するコンクリートのかぶり厚さを５ｃｍ以上とした鉄筋コンクリート造又は厚さが 
２５ｃｍ以上の無筋コンクリート造、れんが造、石造若しくはコンクリートブロック造とすること。 
建築物に設ける給水、排水その他の配管設備は、 

風圧、土圧及び水圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して安全上支障のない構造とすること。 
建築物の部分を貫通して配管する場合においては、当該貫通部分に配管スリーブを設ける等有効な管の損傷防止の 
ための措置を講ずること。 
管の伸縮その他の変形により当該管に損傷が生ずるおそれがある場合において、伸縮継手又は可撓継手を設ける等 
有効な損傷防止のための措置を講ずること。 
管を支持し、又は固定する場合においては、つり金物又は防振ゴムを用いる等有効な地震その他の震動及び衝撃の 
緩和のための措置を講ずること。 

法第２０条第一号から第三号までの建築物に設ける屋上から突出する水槽、煙突その他これらに類するものにあっては 
建設省告示第１３８９号により、風圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して構造耐力上安全なものとすること。 
給湯設備※は、風圧、土圧及び水圧並びに地震その他の振動及び衝撃に対して安全上支障のない構造とすること。 
満水時の質量が15kgを超える給湯設備については、地震に対して安全上支障のない構造として、 
平成12年建設省告示第1388号第5に規定する構造方法によること。 
※「給湯設備」：建設物に設ける電気給湯器その他の給湯設備で、屋上水槽等のうち給湯設備に該当するものを除いたもの 

設備機器の架台及び基礎については、風圧・地震力等に対して構造耐力上安全であること。

2023年4月1日 敬建築企画株式会社 加筆・ 修正

- -

1

1

21

18

21

18

15

15

60%以下

20mm

D10～D16

D19～D25

12

16,20 30d

16,19

別紙による 100 30

100  30

砂層

(２）ボーリング標準貫入値、土質構成(基礎・杭の位置を明記すること)

2

24 24 15

24 24 18

部 位

柱 壁

梁 床版

柱 梁

床版

壁

柱 梁

床版

壁

床版

基礎 地中梁

腰壁

床版

基礎 地中梁

腰壁

別紙による

消防団・防災資機材庫

消防団・防災資機材庫

消防団・防災資機材庫

構造設計特記仕様  その1

地下    階 地上     階 塔屋     階

- -

- -

- -

3

3

3

消防防災訓練塔

消防防災資機材塔

消防防災訓練塔

消防防災資機材塔

24 24

15
消防防災訓練塔

18

27 27 18

27 27

～

床版 腰壁

地中梁基礎

床版 腰壁

地中梁基礎

D29

基礎・基礎梁・柱・大梁

基礎梁・柱・大梁

基礎梁・柱・大梁

消防防災訓練塔

傾斜訓練施設

消防署

設計荷重(８）

1 塔状建物

制震建物

免震建物

    　　 階～　　階

    　　 階～　　階

基礎　　 階～　　階

鉄骨造                (S)

鉄骨鉄筋コンクリート造(SRC)

鉄筋コンクリート造　  (RC)

構造種別(５）

太陽光発電設備

煙突 　    m広告塔 　  kN高架水槽 　　  kNキュービクル　　　kN

屋上付属物(７）

倉庫店舖病院共同住宅事務所

主要用途(６）

架構特徴等該 当 階 等構 造 種 別

1 3

I = 1.25

60030

32Ⅲ

0.11.01.2

構造計算ルート(９）

エスカレーター受水槽          kNエレベーター        kN    基

(e)特殊の荷重及び仕上材

2設計用雪荷重           N/m垂直積雪量            cm

(d)雪荷重

m/sec0基準風速　  V =地表面粗度区分

(c)風荷重

K (地下) =Rt =Z =0C =

(b)1次設計用地震力

一次設計時用層間変形角(10）

( )内の数値は傾斜訓練施設を示す。

0.2 (0.3)

3Χ方向：ルート(   )

200200Χ方向：1/     rad以下

Χ方向：ルート(   )1

3

傾斜訓練施設

傾斜訓練施設

適 用 箇 所

階

RFL

2FL

～
3FL

～
2FL

1FL

～
1FL

基礎底

TA13 柱

SN400A

種  類

溶接材料

使用箇所 現場溶接

有 無

有 無

有 無

有 無

有 無

JIS規格・認定番号等

JIS G 3136

JIS G 3136

JIS G 3101

大臣認定品 認定番号 MSTL-

JIS G 3466

JIS Z

SN400B SN400C

SN490B SN490C

SS400 SS490

SM400A SM490A

BCR295 TSC295

BCP235 BCP325

STKR400 STKR490

SSC400

有 無

有 無

有 無

JIS G 3106

大臣認定品 認定番号 MSTL-

JIS G 3350

小梁・その他

柱

胴縁

ダイアフラム

大梁・柱

(４）鉄　骨

80,120

壁
～
1FL

基礎底

2

床版屋根

屋根

床版壁

型式         厚

H=           厚

厚

ロッキング

ボルト止めスライド
床版壁厚

Pca版ハーフPca版

屋根、床、壁(13）

仕様・構法使用箇所型式　厚　その他材   種

無有

特定天井(12）

機械式駐輪場駐輪場擁壁門塀

付帯工事(11）

3Υ方向：ルート(   )

Υ方向：ルート(   ) :傾斜訓練施設1

:消防団・防災資機材庫,消防防災訓練塔,消防防災資機材塔

1FL

5800

地 震 用

3300

2900

3300

6300

8000

架 構 用

10600

3200

11200

12000

10000

15900

3500

17100

15700

消防団・防災資機材庫

傾斜訓練施設

消防防災訓練塔

消防防災資機材塔

室　　　名棟　　　名 床　　　用

資機材庫

火災研修室

降下訓練室

2F資機材庫

1F資機材庫

訓練施設 2900 1800 800

耐風梁

SPR685

折    版

押出し成形セメント版

ALC              (JIS A 5416)

厚 壁

ハゼ式

窯業系

166

16

特殊デッキプレート大臣認定(   )

外壁サイディング

消防防災資機材塔
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９. 鉄筋コンクリート工事
(１）コンクリート

鉄筋コンクリート工事の施工に関しては記載無きは、JASS 5 2018 による。

（２）鉄　筋
適用は　 印を記入する。

※修正箇所は下線を引くこと

(a）コンクリートの仕様
本仕様書では、JASS　5に規定する普通骨材を用いた一般仕様のコンクリートを「普通コンクリ

ート」と定義し、表9.1に示す様に設計基準強度が36N/mm 以下のコンクリートについてはJASS5
2

の3節～11節を適用し、36N/mm を超えるコンクリートについてはJASS5の17節（高強度コンクリ

ート）を適用する。また、設計基準強度もしくは品質基準強度と構造体強度補正値から定める

調合管理強度以上とし、発注するレディーミクストコンクリートの呼び強度が表9.2に示す

軽量コンクリートについてはJASS　5の14節によること。

表9.1　コンクリート圧縮強度（N/mm ）に応じた仕様書の使い分け

2

2

設計基準強度 Fc

JASS 5での区分

18 21 24 27 30 33 36 39 42 45 48 51 54 57 60

普通コンクリート 高強度コンクリート

表9.2　レディーミクストコンクリートのJIS規格品

調合管理強度(N/mm ) 21 24 27 30 33 36 39 42 45 48 51 54 57 60 60超
2

呼び強度(JIS規格品) 21 24 27 30 33 36 40 42 45 50 55 55 60 60 ※

※印は規格外

(b）品質と施工
構造体の計画供用期間の級は特記による。特記が無い場合は標準とする。

標準 長期 超長期

コンクリートは JIS A 5308 (レディーミクストコンクリート)　に適合するJIS認証工場の製品

とする。

設計基準強度が 36 N/mm を超えるコンクリートを扱うレディーミクストコンクリート工場は、

「高強度コンクリート」の製品認証を受けているか、建築基準法第37条第二号によって国土交通

大臣が指定建築材料として認定した高強度コンクリートの製造工場とする。

レディーミクストコンクリート工場および高強度コンクリートを打設する施工現場には、コンク

リート主任技士またはコンクリート技士、あるいはこれらと同等以上の知識経験を有すると

2

認められる技術者が常駐していなければならない。

施工者は、工事に先立ち、コンクリートの調合・製造計画、施工計画、品質管理計画書を作成し、

工事監理の承認を得ること。

フレッシュコンクリートの流動性は、スランプまたはスランプフローで表し、設計基準強度が

36 N/mm 以下 33 N/mm 以上の場合スランプ21cm以下、33 N/mm 未満の場合スランプ18cm以下とし 
22 2

設計基準強度が36N/mm 超 45 N/mm 未満の場合はスランプ 21 cm以下またはスランプフロー
2 2

50 cm以下、設計基準強度が 45 N/mm 以上の場合はスランプ 23 cm以下またはスランプフロー

60 cm以下とし、特記による。

コンクリートに含まれる塩化物量は、塩化物イオン量として0.3kg/m 以下とする。
3

コンクリートの練混ぜから打込み終了までの時間は、原則として外気温が25℃未満の時は120分、

コンクリート打込み時の自由落下高さは、コンクリートが分離しない範囲とする。

打継ぎ部は構造的に影響の少ない位置を選び打継ぎ処理を行い、打込み前に十分な水湿しを行う。

コンクリート打込み中、及び、打込み後5日間はコンクリートの温度が2度を下回らないようにし、

(c）調合および構造体コンクリート強度

ⅰ） 高強度コンクリート

調合強度を定めるための基準とする材齢は、特記による。特記のない場合は 28日とする。

構造体コンクリート強度を保証する材齢は、特記による。特記のない場合は 91日とする。

構造体コンクリート強度は、次の①または②を満足するものとする。

① 標準養生した供試体による場合、調合強度を定めるための基準とする材齢において

調合管理強度以上とする。

② 構造体温度養生した供試体による場合、構造体コンクリート強度を保証する材齢において

設計基準強度に 3 N/mm 加えた値以上とする。
2

調合管理強度は、以下による。

 Fm = Fc + mSn (N/mm )
2

H

 Fm : 高強度コンクリートの調合管理強度　(N/mm )H
2

 Fc : コンクリートの設計基準強度　(N/mm )
2

mSn : 高強度コンクリートの構造体強度補正値で JASS 5 による。

調合強度は標準養生供試体の圧縮強度で表すものとし、下記の兩式を満足するように定める。

 F ≧  Fm+1.73σ 　(N/mm )H H H
2

 F ≧ 0.85  Fm+3σ 　(N/mm )H H H
2

 F : 高強度コンクリートの調合強度　(N/mm )
2

σ : 高強度コンクリートの圧縮強度の標準偏差　(N/mm )　で、レディーミクスト
2

     コンクリート工場の実積による。実積がない場合は、0.1(Fc+mSn)とする。

ⅱ） 普通コンクリート

調合を定めるための基準とする材齢は、原則として 28日とする。

構造体コンクリート強度は表9.3を満足すれば合格とする。

表9.3　構造体コンクリートの圧縮強度の判定基準

供試体の養生方法

標準養生

コ　　ア

試験材料

28 日

91 日

判定基準

X ≧ Fm

X ≧ Fq

(1)

(2)

ただし、X :1回の試験における3個の供試体の圧縮強度の平均値　(N/mm )
2

　　　　Fm:コンクリートの調合管理強度　(N/mm )
2

　　　　Fq:コンクリートの品質基準強度　(N/mm )
2

「注」(1)早い材齢において試験を行い、合否判定基準を満たした場合は、合格とする。

      (2)工事監理者の承認を得て、供試体成型後、翌日までは20±10℃の日光および風が直接当らない

箇所で、乾燥しないように養生して保管することができる。

＊標準養生供試体の代わりにあらかじめ準備した現場水中養生供試体によることができる。

その場合の判定基準は材齢28日までの平均気温が20℃以上の場合は、3個の供試体の圧縮強度

の平均値が調合管理強度以上であり、平均気温が20℃未満の場合は、3個の供試体の圧縮強度

の平均値から 3 N/mm を減じた値が品質基準強度以上であれば合格とする。
2

＊コア供試体の代わりにあらかじめ準備した現場封かん養生供試体によることができる。

その場合の判定基準は材齢28日を超え91日以内のn日において3個の供試体の圧縮強度の平均値

から 3 N/mm を減じた値が品質基準強度以上であれば合格とする。
2

調合管理強度は、以下による。

Fm = Fq + mSn (N/mm )
2

Fm :コンクリートの調合管理強度 (N/mm )
2

　　　 Fq :コンクリートの品質基準強度　(N/mm )

mSn :標準養生した供試体の材齢 m 日における圧縮強度と構造体コンクリートの n 日に

2

おける圧縮強度の差による構造体強度補正値　(N/mm )
2

調合強度は標準養生した供試体の材齢 m 日における圧縮強度で表すものとし、下記の両式を

満足するように定める。調合強度を定める材齢 m 日は、原則として 28 日とする。

 F ≧ Fm + 1.73σ 　(N/mm )
2

 F ≧ 0.85 Fm + 3σ (N/mm )
2

 F : コンクリートの調合管理強度　(N/mm )
2

σ : 使用するコンクリートの圧縮強度の標準偏差　(N/mm )　で、レディミクストコンク
2

     リート工場の実積による。実積のない場合は、2.5N/mm 、または 0.1Fm の大きい

方の値とする。

(d）検査
フレッシュコンクリートの塩化物測定は、原則として工事現場で (一財) 国土開発技術センター

の技術評価を受けた測定器を用いて行い、試験結果の記録及び測定器の表示部を一回の測定ごと

に撮影した写真 (カラー) を保管し、工事監理者の承認を得る。測定検査の回数は、通常の場合

1 日 1 回以上とし、１ 回の検査における測定試験は、同一試料から取り分けて３回行い、その

平均値を試験値とする。

スランプの許容差は普通コンクリートの場合、スランプが8cm以上18cm以下の場合±2.5cm、21cmの

場合±1.5cm（呼び強度27以上で高性能AE減水剤を使用する場合は±2cm）とする。

高強度コンクリートの場合は、スランプが 18cm以下の場合±2.5cm、21cm以上の場合±2cmとし、

スランプフローの許容差は、目標スランプフローが 50cm以下の時は±7.5cm、50cmを超える時

は±10cmとする。

使用するコンクリートの圧縮強度試験は、普通コンクリートでは標準養生を行った供試体を用い

て材齢 28日で行い、1回の試験は、打込み工区ごと、打込み日ごと、かつ150m またはその端数

ごとに 3個の供試体を用いて行う。3回の試験で 1検査ロットを構成する。

高強度コンクリートでは、打込み日かつ300m ごとに検査ロットを構成して行う。1検査ロット

における試験回数は、3回とする。検査は適当な間隔をあけた任意の 3台のトラックアジテータ

から採取した合計 9個の供試体による試験結果を用いて行う。検査に用いる供試体の養生方法

は標準養生とする。

構造体コンクリートの圧縮強度の検査は普通コンクリートでは、打込み工区ごと、打込み日ごと、

かつ 150m またはその端数ごとに 1回行う。1回の試験には適当な間隔をおいた 3台の運搬車

から 1個ずつ採取した合計 3個の供試体を用いる。

高強度コンクリートでは打込み日、打込み工区かつ 300m ごとに行う。検査には適当な間隔を

あけた任意の 3台のトラックアジテータから採取した合計 9個の供試体を用いる。検査に用いる

供試体の養生方法は標準養生または構造体温度養生とする。

使用するコンクリートの圧縮強度の判定は、JASS5による。

構造体コンクリートの圧縮強度の判定は、(c)調合および構造体コンクリート強度による。

コンクリートの試験は、「建築物の工事における試験および検査に関する東京都取扱要綱」

第4条の試験機関で行うこと。

試験・検査機関名 (都知事登録　　　　　号)

代行業者名 (登録番号　　　　  　号)

代行業者とは、試験・検査に伴う業務を代行するものを言う。

(a）施工
鉄筋はJIS G 3112 (鉄筋コンクリート用棒鋼) に適合するものを用いる。溶接金網および鉄筋

格子は、JIS G 3551 (溶接金網および鉄筋格子) に適合するものを用いる。

高強度せん断補強筋は、技術評価を取得し、建築基準法第37条の材料認定を受けたものを用いる。

鉄筋の加工寸法、形状、鉄筋の継手位置、継手の重ね長さ、定着長さは「新 鉄筋コンクリート

構造配筋標準図(1)～(3)」による。

鉄筋の継手は重ね継手、ガス圧接継手、機械式継手または溶接継手によることとし、鉄筋径と

使用箇所を定め特記による。

機械式継手および圧接継手および溶接継手は (公社) 日本鉄筋継手協会「鉄筋継手工事標準仕様

書」による他、所要の品質が得られるように工事計画および工事管理計画を定めて、工事監理者

の承認を受ける。

ガス圧接の施工は、強風時または降雨時には原則として作業を行わない。ただし、風除け・　

覆いなどの設備をした場合には、工事監理者の承認を得て作業を行うことができる。

圧接技量資格者は、 (公社) 日本鉄筋継手協会によって認証された技量適格性証明書を工事監理

者に提出し、承認を受ける。

機械式鉄筋定着工法に用いる定着板には信頼できる機関による性能証明書等を取得した定着金物

を用いる。

(b）検査

（３）かぶり厚さ

最小かぶり厚さは、表9.7に規定する設計かぶり厚さを10mm減じた値とする。

設計かぶり厚さは、コンクリート打込み時の変形・移動などを考慮して、最小かぶり厚さが

確保されるように、部位・部材ごとに定めるものとし、表9.7以上の値とする。

完成した構造体の各部位における最外側鉄筋のかぶり厚さは、最小かぶり厚さ以上とする。

コンクリート構造体に誘発目地・施工目地などを設ける場合は、建築基準法施行令第79条に規定

する数値を満足し、構造耐力上必要な断面寸法を確保し、防水上および耐久性上有効な措置を

講じれば上記によらなくても良い。

（４）型　枠

型枠および支保工の存置期間は、下表による。

表9.8 型枠存置日数 昭和46年建設省告示第110号 (最終改正：令和元年国土交通省告示第203号)
種類
部位

せ　き　板 支　　柱

基礎、梁側、柱、壁 スラブ下、梁下 スラブ下 梁下

早強ボルト

ランドセメント
セメント

の種類

存置期間

コンク
リート
の材令
(日) 5℃未満

２

３

５

普通ポルト

ランドセメント

高炉セメント

A種

シリカセメント

A種

早強ボルト

ランドセメント

普通ポルト

ランドセメント

高炉セメント

A種

シリカセメント

A種

早強ボルト

ランドセメント

普通ポルト

ランドセメント

高炉セメント

A種

シリカセメント

A種

早強ポルト

ランドセメント

普通ポルト

ランドセメント

高炉セメント

A種

シリカセメント

A種

３

５

８

４

６

１０

６

１０

１６

８

１２

１５

１７

２５

２８

２８

２８

２８

コンクリートの
圧縮強度

５.０N/mm 2
※

設計基準強度の５０％
設計基準強度の

８５％ １００％

※JASS 5では普通コンクリートの場合計画供用期間の級が標準にあっては 5 N/mm 以上、長期及び超長期の場合

は10 N/mm 以上、また高強度コンクリートの場合は 10N/mm 以上。
2

注) 1 片持ち梁、庇、スパン 9.0m以上の梁下は、工事監理者の承認による。

注) 2 大梁の支柱の盛替えは行わない。また、その他の梁の場合も原則として行わない。

注) 3 支柱の盛替えは、必ず直上階のコンクリート打ち後とする。

注) 4 盛替え後の支柱頂部には、厚い受板、角材または、これに代わるものを置く。

注) 5 支柱の盛替えは、小梁が終ってからスラブを行う。一時に全部の支柱を取り払って盛替えをしてはならない。

注) 6 直上階に著しく大きい積載荷重がある場合においては、支柱 (大梁の支柱を除く)の盛替えを行わないこと。

注) 7 支柱の盛替えは、養生中のコンクリートに有害な影響をもたらすおそれのある振動または衝撃を与えないよう

に行うこと。

JIS規定外となる場合は、法第37条の大臣認定を受けた製品を用いる必要がある。

2

H

H

2

3

3

3

3

2

2

（本仕様書では計画供用期間の級は、「短期」を想定していない。）

25℃以上の時は90分とする。

セメントの種類に応じて湿潤養生する。

     もしくはJIS A 1107（コンクリートからのコアの採取方法）による。

     コンクリートの強度を求める強度試験は、JIS A 1108（コンクリートの圧縮強度試験方法）

鉄筋搬入時に鉄筋の種類と径をミルシート、ロールマーク、結束ごとの表示で確認し、必要に

i  ）鉄筋の種類・径の検査

応じて径は計測する。

鉄筋の数量、材質、加工形状、配置、間隔、継手と定着の位置と長さ、カットオフ長さ等を目視、

ii ）配筋の検査

又は計測で確認する。

iii）鉄筋継手部の検査

各継手工法ごとの検査は平12建告1463号による他、具体的な検査方法は、（公社）日本鉄筋

継手協会仕様書を参照のこと。

注) 1 抜取り１検査ロットは、同一作業班が同一日に作業した継手箇所で200箇所程度とする。

注) 2 ガス圧接部分の検査を超音波探傷検査によって行う場合、数ロットについては引張試験も併用し、

　　　1回の引張試験は超音波探傷試験に合格した部位から抜取った3本以上とする。

２０２１年１２月１日　発行　一般社団法人　東京都建築士事務所協会　　監修　東京都建築構造行政連絡会

Ｓ－０２
－

－

表9.5　鉄筋継手部の検査

鉄筋継手方法

圧接継手

溶接継手

機械式継手

検査の種類

  外観検査

検査数量

全数※

試験方法

目視又は計測

  超音波探傷検査

  引張試験による検査

抜取り1検査ロット当たり JIS Z 3062:2014による

  外観検査

  超音波探傷検査

  引張試験による検査

  外観検査

  超音波探傷検査

  引張試験による検査

（　　）箇所又は（　　）％

抜取り1検査ロット当たり

（　　）箇所又は（　　）％

JIS Z 3120:2014による

全数※ 目視又は計測

抜取り1検査ロット当たり JRJS 0005:2017による

（　　）箇所又は（　　）％

抜取り1検査ロット当たり

（　　）箇所又は（　　）％

JIS Z 2241:2011による

全数※ 目視又は計測

抜取り1検査ロット当たり JRJS 0003:2017による

（　　）箇所又は（　　）％

抜取り1検査ロット当たり JIS Z 2241:2011による

（検査結果は工事監理者に報告すること）

30

3

※超音波探傷検査か、

  引張試験のいずれか

　を行うこと。

（　　）箇所又は（　　）％

表9.7 設計かぶり厚さ (単位:mm)

構造体の計画供用期間の級 標準・長期 超長期

部材の種類

構造部材
柱・梁・耐力壁

床スラブ・屋根スラブ

非構造部材

構造部材と同等の耐久性を
要求する部材

計画供用期間中に維持保全
を行う部材(1)

直接土に接する柱・梁・壁・床および

布基礎の立上り部分、擁壁の壁部分

基礎、擁壁の基礎・底盤

注)(1)計画供用期間の級が超長期で計画供用期間中に維持保全を行う部材では、維持保全の周期に応じて

定める。

(2)計画供用期間の級が標準、長期および超長期で、耐久性上有効な仕上げを施す場合は、屋外側では

設計かぶり厚さを 10mm減じることができる。

屋　内 屋　外
(2)

屋　内 屋　外
(2)

40 50 40 50

40 50

40 50

(30) (40)

30 40

30 40

30 40

50

70

表9.4 鉄筋の継手

鉄筋継手工法

継手の位置等の設計条件による仕様・等級

(1) 引張力最小部位
(2) (1)以外の部位

(注) 鉄筋の径 使用箇所

重ね継手

圧接継手

溶接継手

機械式継手

標準図による

告示1463号第2項各号

告示1463号第3項各号

告示1463号第4項各号

A 級 B 級 SA級

D (    )以下

D (    )以上

D (    )以上

D (    )以上

注) (1)以外の部位に設ける継手は、平成12年告示第1463号ただし書きに基づき、日本鉄筋継手協会、

日本建築センター等の認定・評定等を取得した継手工法の等級で、構造計算にあたって『鉄筋継手

使用基準 (建築物の構造関係技術基準解説書 2020)』によって検討した部材の条件・仕様によること。

16

19

※外観検査の実施は次による。（必要に応じて測定器具等の検査機器を用いること）

表9.6　外観検査の要領

自主検査

全数

受入検査

検査機関 施 工 者

全数

全数

全数

全数

超音波探傷又は超音波測定

検査実施部位

抜取り1検査ロット当たり

（　　）箇所又は（　　）％

（　　　　）

検査機関による

検査部位以外

全数

（　　　　）

（　　　　）

（　　　　）

（　　　　）

（　　　　）

工事監理者 備考

引張試験を行う試験機関、非破壊試験を行う検査機関は、建築主、工事監理者、又は施工者が

自ら契約した機関とする。

試験機関は「建築物の工事における試験及び検査における東京都取扱要綱」第4条の試験機関、

検査機関は同要綱第8条の検査機関とする。

試験機関名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（都知事登録　　　　　号）

検査機関名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（都知事登録　　　　　号）

の平均気温

15℃以上

5℃～15℃

構造設計特記仕様(2)

別紙による

一級建築士 第358654号

愛知県知事登録（い-4）第14095号

敬建築企画（株）

構造設計一級建築士 第10506号 前田 大介 

構造設計特記仕様  その２



　年　　月　　日検　図 図面名称

Ｒ　８．　４．３０白柳一級建築設計事務所
事務所登録　第3620号    一級建築士登録　第278915号　設備設計一級建築士交付　第2724号　清水　基史

式株
社会令和８年度　湖西市消防防災センター第２期建設工事
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E-mail:

A1

縮　尺

A3

図面番号
備

考

1. 鉄筋のかぶり厚さは(表４)による。
１．一般事項

第1帯筋

5d以上

135°

4d 6d

6d

50ｄ

末端部の添え巻きは1.5巻き以上とする

設
計
ピ
ッ
チ
以
下

中　間　部

（重ね継手）（柱頭又は柱脚部）

末　端　部

ｄ

6ｄ

ｄ

＝
＞6ｄ

ｄ

＝
＞6ｄ

日 型

目 型

8
d

6d

イ H型(タガ型)

ロ 型

ハ S型(スパイラル型)

D

(4)ﾌｰﾌﾟ割付け要領図参照

ロ W型(溶接型)

ｄ

5
0
ｄ

6ｄ＝
＞

＝＞

10d以上

①

②

③

④

柱

平面

イ

ア

② ③① ② ③ ④

仕口部

ア 矢視図 イ 矢視図

柱 柱 柱梁 梁 梁

梁 梁

平面無有有

直交梁なし

鉄筋コンクリート構造配筋標準図 （１）

第1帯筋
(梁主筋直上)

第1帯筋
(梁下端)

下階柱の帯筋

上階柱の帯筋

仕口部帯筋

・第1帯筋は、上(下)階の柱の帯筋と同様とする。

梁
巾

増
打
ち

かぶり厚さ
柱かぶり厚さ

４． 基礎梁

溶接位置は
交互とする

1d 1d

　 1. 柱の仕口部の範囲は構造図による。構造図に記載のない場合は、柱に取り付く全ての梁せいが重なる範囲を

　 2. 直交梁がない場合、柱の仕口部帯筋範囲は構造図による。構造図に記載のない場合は、仕口部帯筋配筋は

　 4. 柱の仕口部帯筋の配筋要領は構造図による。

　 大きくなる部位があるため、注意すること。

　 耐久性上有効な仕上げの例
 ・タイル張り
 ・モルタル塗り(10㎜以上)
 ・打増し(10㎜以上)

3. 配筋は構造体寸法(打増しを除いた寸法)から所定の設計かぶり厚さを確保できる
　 位置にて行う。

7. 捨てコンクリートは、かぶり厚さに含まない。

5. ひび割れ誘発目地、打継ぎ目地、化粧目地等がある場合は、目地からのかぶり厚さ
　 を確保する。
6. 柱､梁で打継ぎ目地を設ける場合は、構造体寸法に目地深さ分を打増しとする。こ
　 の打増しは上記4.により、耐久性上有効な仕上げと考えることができる。

（梁主筋カットオフ位置は設計図書の特記による。特記のない場合は下図による。）

折曲げ開始点

lは片面溶接10d
両面溶接5d以上

l

注1 第1帯筋は、梁づらに入れる
注2 W型で現場溶接をする場合は
    主筋の位置をさける
注3 フックおよび継手の位置は、
    交互とする

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

P
P

20

30 ※1

30

40 ※1

20

30 ※1

50

40

40

60

60

30

30

40 ※1

40

50 ※1

40 ※1

60

50

50

70

70

屋内

屋外

屋内

屋外

屋内

屋外
非耐力壁

スラブ

柱・梁

耐力壁

煙突内面

擁壁・基礎スラブ

柱・梁・壁・スラブ

連続基礎の立上り部分

基礎スラブ・擁壁

基礎

土に接する部分

土に接しない部分

8. 設計かぶり厚さ
　 施工誤差の割増10㎜を標準として見込むことによって、打設後最小かぶり厚さを
 　下回る危険性を少なくするように、設計時点で配慮したかぶり厚さを示す。

 　建築基準法施行令に規定されたかぶり厚さを基に、屋外側については耐久性の観
9. 最小かぶり厚さ

 　点から10㎜増したかぶり厚さを示す。

(4) 帯筋

(5)柱の仕口部（柱・梁接合部）

　　　仕口部とする。（図1）

　　　適用しない。（図2）
　 3. 柱の仕口部帯筋の範囲は、図3による。

図1 柱の仕口部の範囲 図3 仕口部帯筋の範囲と第1帯筋位置

図2 柱仕口部範囲の有無

2. 柱､梁かぶり厚さは(表４)を満足し、かつ主筋に対する最小かぶり厚さは、主筋径の
　 1.5倍以上とする。D29以上の鉄筋を使用する場合は、最小かぶり厚さが(表４)より

4. 耐久性上有効な仕上げがある場合、(表４)の※1の値を10㎜減じてよい。

(3) べた基礎

2-D16@200以上

D16@200以上

H
2
0
0
＜
H
≦
1
0
0
0

20d

(4) 基礎接合部の補強

D
1
6
@
2
0
0

＊基礎梁あばら筋と同径・同間隔
＊ D16@200
H≦200は＊印筋は不用とする

※1 基礎スラブ上端筋の定着は、直線定着(L2)、フック付定着(L2h)のいずれとしてもよい。
　　ただし、投影定着長さ(水平のみこみ長さ)をB/2以上確保する。

Lx(Ly)※3

8
d

Lx/4Lx/4 Lx/2

15d 15d(Ly-Lx/2)※3
B/2

梁幅 B

L2 ※1

15d

Lx/4

50㎜程度以下 15d

Lx/4

Lx：短辺方向内法寸法
Ly：長辺方向内法寸法

＊
＊
＊

＊ ＊ ＊

45o～60o

10. かぶり厚さ(表４)はJASS5のかぶり厚さにおける標準･長期を想定しているので、
 　それ以外の場合は設計図書の特記による。

フック形状は１８０oフックとするd，その他、本配筋標準に記載する箇所

c，単純梁の下端筋

b，柱、梁(基礎梁は除く)の出すみ部分の鉄筋(右図参照)

a，あばら筋,帯筋

粗骨材の最大寸法の1.25倍以上かつ25㎜以上

末端にはフックが必要

図の  印の鉄筋の重ね継手の

(6) 鉄筋のフック

(5) 鉄筋のあき

d0

間隔

あき
d0

異型鉄筋

隣り合う鉄筋の平均径の1.5倍

柱

梁

最上階(上に柱が

(a-dに示す鉄筋の末端部にはフックを付ける｡)

ない場合を含む)
及び重ね継手部分

重ね継手部分

L2hを確保できない場合は、2､(3)による

L
2

L2

L2

L
2

L2

L1

L1

L
2
h

W1

W1の三角壁厚さは、200以上又は基礎梁幅とする

(1) 独立基礎で基礎梁にスラブが付かない場合の主筋の継ぎ手、定着及び余長
　　※下端筋の１段目は折り曲げてからL2の定着をとる事。

５．柱

(1) 柱頭部の定着

(2) 独立基礎で基礎梁にスラブが付く場合の主筋の継ぎ手、定着及び余長
　　※下端筋の１段目は折り曲げてからL2の定着をとる事。

(3) 連続基礎及びべた基礎の場合の主筋の継手、定着及び余長
　　※下端筋の１段目は折り曲げてからL2の定着をとる事。

15d15d

第1あばら筋 第1あばら筋
2段筋

Laかつ3D/4

15d15d

継手範囲

Lo

Lo/4 Lo/4

Lo/4Lo/4

Lo/2

Lo/2

L2

余
長
8
d Laかつ3D/4

2段筋はL2

1
段
筋
は
直
線
定
着
L
2

余
長
8
d

D

15d15d

第1あばら筋 第1あばら筋
2段筋

Laかつ3D/4

Lo

Lo/4 Lo/4

Lo/4Lo/4 Lo/2

Lo/2

20d 20d

下端筋継手範囲 下端筋継手範囲上端筋継手範囲

L2

余
長
8
d Laかつ3D/4

1
段
筋
は
直
線
定
着
L
2

2段筋はL2

余
長
8
d

D

第1あばら筋 第1あばら筋
2段筋

Laかつ3D/4

Lo

Lo/4 Lo/4

Lo/4Lo/4 Lo/2

Lo/2

20d

15d

20d

15d

1
段
筋
は
直
線
定
着
L
2

2段筋はL2

L2

余
長
8
d

余
長
8
d

Laかつ3D/4

上端筋継手範囲 上端筋継手範囲下端筋継手範囲

D

(4) せいの高い梁のあばら筋

上下スラブ付の場合(Dが1500以上の場合) スラブが付かない場合

L
1
h
＊

L
1
h
＊イ

イ の拡大図

D

8d

8
d

＊:L1h(フック付重ね継手)は、2､(2)による

フックをつける フックをつける

 としてもよい)  としてもよい)

(フック角度は180o、
 135o､90oのいずれ  135o､90oのいずれ

(フック角度は180o、

（柱際から梁せい分の長さの区間に継手を用いない事。）
（図中の継手位置に継手を設けられない場合は監理者と協議する事。）

梁
幅

D16@200

Dの中心を超えて10db以上
延長し、さらに末端にﾌｯｸ
を設ける

La

d

(
L
b
＜
3
B
の
時
は
基
礎
内
等
間
隔
配
筋
）

L
b

B

45°

min(3D,D+2d)

m
i
n
(
3
B
,
B+
2
d
)

D
D
/
2
D
/
2

90o折曲げとしてｽﾗﾌﾞせい

2
0
d

2
0d

基
礎
筋

は
か
ま
筋

D
はかま筋は特記による

(1) 直接基礎

３．基    礎

(2) 杭 基 礎
柱近傍に重点配筋する場合は下図による

はかま筋がある場合はかま筋がない場合

通し筋または柱へL2定着

基礎筋の上下の位置
関係は構造図による

(La＜3Dの時は基礎内等間隔配筋）

杭頭天端よりかぶり厚さ
を確保する

8d程度

帯筋より1サイズ太く

又は同サイズ2本

(6)絞り

a
a

a

4d

aD10-@1000

D10-@1000

4d

a

a

(7) 二段筋の保持

a＝あき寸法

e

e≦jt/6

j
t D

r=6d

梁
上
端
筋
直
下
ま
で

L
2
か
つ
梁
下
1
5
d

e

余長8d

L
2
h

150≧e＞jt/6

D

※上階が耐震壁となるピロティ柱の場合は
　設計図書の特記による。

※原則として柱主筋と梁主筋の中心線の交
　点を折曲げ起点とする。

※上下階の鉄筋かぶり厚さが異なる場合、
　寸法eは上下階の柱主筋位置の水平距離
　とすること。

(4) かぶり厚さ (単位：㎜)　(表４)

部　位 設計かぶり厚さ 最小かぶり厚さ

1
段
筋
は
直
線
定
着
L
2

余
長

※
2

※3 (　)内の寸法は長辺方向の場合を示す。

※2 下端1段筋の定着は、曲げ上げ後定着(L2)とする。ただし、投影定着長さ(水平のみこみ長さ)を
　  B/2以上確保する。

(2)柱主筋の定着及び長さ

1
5d

1
5
d

h
1

h
0

L
2

L
2

h
1
/
2
+
1
5
d

h
0
/
2
+
1
5
d

150以上

基
礎
下
端
筋
直
上
ま
で

L
2
h
か
つ

標
準
1
0
0
0

標
準
1
0
0
0

5
0
0

D

圧接継手

h
0
/
4

h
0
/
4

h
0
/
4
か
つ
D

(3) 柱主筋の継手

D

重ね継手

h
0
/
4

h
0
/
4

h
0

h
0

h
0
/
4
か
つ
D

5
0
0

中
間
階

接
地
階

継手の好ましい位置

※鉄筋のフックは四隅の主筋並びに梁の成が小さく必要な定着長L2が不足する箇所に用いる

L
2
h

折曲げ開始点

四隅は
180oフックを設ける

四隅以外は、原則
直線定着とする

梁
上
端
筋
直
下
ま
で

L 2

梁
上
端
筋
直
下
ま
で

柱頭部は180oフック

四隅の主筋 四隅以外の鉄筋 かご鉄筋(例)

※定着長を確保できない場合はかご鉄筋を用いる

・仕様は設計図書の特記による
・主筋と同径とする

(2) 記号

(1) 構造図面に記載された事項は、本標準図に優先して適用し、特記無き事項は「国土交通省大臣官房官庁

住宅瑕疵担保履行法による設計施工基準に準拠する必要がある場合はこれを優先する。

営繕部監修公共建築工事標準仕様書」令和（４）年度版に準ずる。

d･･･異形棒鋼の呼び名に用いた数値 d0･･･異形棒鋼の最外径 D･･･部材の成 R･･･直径

ST･･･あばら筋

@･･･間隔 r･･･半径 C･･･中心線L l0･･･部材の内寸法距離 h0･･･部材間の内法高さ

HOOP･･･帯筋 S.HOOP･･･補強帯筋 φ･･･直径又は丸鋼

90○135○180○折曲げ角度

(1) 鉄筋末端部の折曲げの形状

２．鉄筋加工、かぶり

dd

(90°未満は特記による)

折曲げ内法寸法R

8d以上(※4d以上)6d以上(※4d以上)

余長
余
長

余
長

4d以上鉄筋の余長

RR
図

SD390(D19～D41):R≧5d
SD295･SD345:(D16以下)R≧3d,(D19～D41)R≧4d

の末端部またはスラブと同時に
打ち込むT形およびL形梁のキャッ
プタイにのみ用いる。

(2)鉄筋の重ね継手の長さ（表１）

  1, 末端のフックは、重ね継手の長さに含まない

継      手

  2, 継手位置は、応力の小さい位置に設けることを原則とする
  3, 直径の異なる鉄筋の重ね継手長さは、細い方の鉄筋の継ぎ
     手長さとする
  4, 主筋及び耐力壁の重ね継手の長さは特記による。特記が無
     ければ、40d(軽量ｺﾝｸﾘｰﾄの場合は50d)と表の重ね継ぎ手長
     さのうち大きい値とする
  5, D35以上の異形鉄筋は、原則として、重ね継手としてはな
     らない
  6, 鉄筋の種類が異なる場合、形状が著しく異なる場合及び径

d

R

d

※片持ｽﾗﾌﾞ先端､壁筋自由端側の先端

8
d
以
上

キャップタイ

折曲げ角度90oはスラブ筋、壁筋

35d45d18

30d40d21

25d35d24､27

ｺﾝｸﾘｰﾄの

鉄筋の種類

L1hL1

(Fc)(N/mm2)

設計基準強度
(ﾌｯｸなし)(ﾌｯｸあり)

35d50d18

30d45d21

30d40d24､27

35d50d21

45d24､27 35d

25d35d

SD295

SD345

SD390

30､33､36

30､33､36 35d 25d

30､33､36 40d 30d

  7, 軽量ｺﾝｸﾘｰﾄの場合は、表の値に5dを加えたものとする

圧接面

d
1.4d以上
(1.5d)

ガス圧接形状

(　)内はSD490を示す

2㎜以下

d

圧接面

d/5以下d d

圧接面

d/4以下

1.1d以上
(1.2d)

a=0.5L1haa≧0.5L1h aa≧400

L1hL1h

圧接継手 重ね継手(下図のいずれかとする)

定着   1, L1,L1h：2から4以外の直線定着の長さ及びﾌｯｸあり定着の長さ
  2, L2,L2h：割裂破壊のおそれのない箇所への直線定着の長さ及びﾌｯｸあり定着の長さ
  3, L3：小梁及びｽﾗﾌﾞの下端筋の直線定着の長さ。但し、基礎耐圧ｽﾗﾌﾞ及びこれを受ける小梁は除く。
  4, L3h：小梁の下端筋のﾌｯｸあり定着の長さ
  5, 末端のフックｌは、定着の長さに含まない。又、中間部での折曲げは行なわない

(3)鉄筋の定着の長さ（表２） 投影定着長さ（表３）

35d 30d45d 40d 20d 15d

30d 25d40d 35d 15d 15d

25d 20d24､27 35d 30d 15d 15d

鉄筋の種類

18

21

L3

小梁 ｽﾗﾌﾞ

直線定着の長さ

小梁 ｽﾗﾌﾞ

フックありの定着の長さ

L3h La LbL1 L2 L1h L2h設計基準強度
(Fc)(N/mm2)

コンクリートの

30d35d18 40d50d 20d 20d

25d30d21 35d45d 20d 20d

15d

30d35d40d50d21 20d 20d

30d35d40d45d24､27 20d 20d25d)25d)
場合は場合は

小梁の ｽﾗﾌﾞの
(片持(片持

150mm
以上

かつ
10d

25d 20d35d 30d 15d 15d

24､27 40d 35d 20d 15d25d30d

20d

30､33､36

30､33､36

30､33､36

20d 10d

35d 30d 25d 20d

40d 35d 30d 25d

15d

15d

SD295

SD345

SD390

L
L

梁主筋の柱内定着 直線定着ﾌｯｸなし 直線定着ﾌｯｸあり小梁及びｽﾗﾌﾞ上筋の梁内定着

鉄筋の定着の方法
  1, 仕口内に縦に折り曲げて定着する鉄筋の定着長さLが､
  　 表２のフックあり定着の長さを確保出来ない場合は､

ｌ

【※】 【※】

余
長 余
長

  　 全長を表２に示す直線定着の長さ以上とし､かつ､余
  　 長を8d､仕口面から鉄筋外面までの投影定着長さを
  　 表３に示す長さ(かつ、梁主筋の柱内定着においては､
  　 原則として､柱せいの3/4倍以上 小梁及びスラブは

【※】直線定着(表２)の長さを全長で確保する

La(但し柱せいの3/4倍以上)

L1,L2又はL3 L1h,L2h又はL3h

  　 梁幅×1/2以上)をのみ込ませる。

Lb(但し梁幅×1/2以上)

  　 の差が7mmを超える場合は圧接としてはならない。
  　 但し、鉄筋の種類が異なる場合においてはSD345とSD390の
  　 圧接を行なう事ができる

  　 と表の定着長さのうちの大きい値とする(壁式構造も同様とする)
  6, 柱に取り付ける梁の引張り鉄筋の定着長さは特記による。特記が無ければ、40d(軽量ｺﾝｸﾘｰﾄの場合は50d)

  7, 軽量ｺﾝｸﾘｰﾄの場合は、表の値に5dを加えたものとする
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図面番号
備

考

※

(2) 屋根スラブの補強

a

l

b ※の箇所(入隅)は各階補強する

補強筋は各5-D10又はスラブ主筋の同一

径でl=1,500とし、上端筋の下に配筋する

l

鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 構 造 配 筋 標 準 図  （ ２ ）

l

※直線部でL2hが確保できない場合は

※L2hが確保できない場合は標準図(1).2.(3)による。

8
d

L2h
※

好ましい位置
は継手の

終端

受け筋

L2h
※

L3

梁の中間にｽﾗﾌﾞが取り付く場合

L3 L2

L

配力筋

主筋

隣接スラブと同一ﾚﾍﾞﾙの場合

受け筋

腹  筋

1200≦D＜1500  6-D10 3段

D4
d

      D＜ 600  不要

 600≦D＜ 900  2-D10 1段

 900≦D＜1200  4-D10 2段

(5) 幅止め筋の本数、加工

D10@1000位内で割り付ける

L2h
※l0/415d15dl0/4 l0/4 15d 15d l0/4

20d

l0/6l0/6

20d

L2h
※

終端終端連続端

斜め定着でもよい
L2h

※

20d20d

l0L2h
※

L2h
※

L1 L1

L1 L1

L
2

a

柱幅

フック付

CL

L2h
※

二段筋

15dl0/4
L
2

(1) 定着および継手

a

幅止め筋

7l0/12l0/6

第1あばら筋は柱面より配筋する

c

2l0/3

l0

l0/4

l0

平面
正 面

正

面

≧30 ≧30

b

a

(2) 大梁、片持梁、小梁主筋の継手

(3) あばら筋、腹筋、幅止めの配置
つりあげ筋

(1) 定着

1500≦D        D10@300以内

大梁

小梁の定着

大梁、片持梁

小梁

片持ち床スラブ
D13(l≦1000)
D16(l＞1000)

（大梁主筋定着およびカットオフ位置は設計図書の特記による。
特記のない場合は下図による。）

※
L2h

L2h
※ L2h

※

L3h
※ L3h

※ L3h
※

補強あばら筋は小梁主筋側
に必ず入れること。

幅止め筋

腹筋

4
d

継手長さ

全長を標準図(1).2.(3)の直線定着の

長さとし、余長を8d、仕口面から鉄筋
外面までの投影定着長さを標準図(1).
2.(3)に示す長さ(かつ、柱せいの3/4倍

以上)をのみ込ませる。

連続端

印は幅止め筋

6d

(ロ）　フックの位置は　a　にあっては交互とする。

(イ）　原則として　a　のフック先曲げとする。

(4) あばら筋の型 (注、床板がない場合は135°以上のフックとする)

最上階

一般階

l0/4l0/2l0/4l0/4l0/2l0/6

l0l0

l0/2

l0

D l0/4 l0/4 D

l0/4l0/4

D

連続端

b

l

L2

15d 2l/3 Laかつ3D/4

L2

L2

15d 2l/3 Laかつ3D/4

Laかつ3D/4 Laかつ3D/4

※曲げ下げ、水平定着可※曲げ下げ、水平定着可

下端筋は水平定着でもよい

θ=45°以上

上端筋は斜め定着でもよい

つりあげ筋は、折り曲げた主筋全てにかける。
つりあげ筋は、あばら筋と同径としあばら筋とは別途に設ける。

6d

8
d

4
d

6d

6d
6d

edcba
6d

両側床版付(Ｔ型）梁で

b とすることができる。片側床版付(Ｌ型)梁は床版側は90°フックで可とする。

L2

L2

L3

15d 2l/3

Bl

梁

最上階 一般階

片持梁・片持ち小梁の定着 ・片持小梁

７. 床版

６. 大梁、小梁、片持梁

(1) 定着及び継手

L2

L2かつ柱中心線を越える

ＣＬ

L 2

L
1

L 2
L
2

e

を
超
え
る

L
2
か
つ
中
心
線

L2L2

c

b

a 梁への定着

柱への定着

一般継手

床への定着(非耐力壁とスラブが取り合う場合)

横筋の配置は上下端とも

1
0
0
以
下

梁、又は床面から100以下

に一段目を配置する。

100以下

設計配筋間隔以下

縦筋は、柱面から100以下

に一本目を配置する。

設
計
配
筋

間
隔
以
下

8ｄ
か
つ
1
5
0

1
0
0
以
下

設
計
配
筋
間
隔
以
下

８． 壁

(5) 床版段差

a Ｈ≦70の場合

c 段差スラブ毎に配筋し一体とする場合

L1

D10－150@

L3

2
0
0

(7) 釜場

250

D13－200@ﾀﾞﾌﾞﾙ

2－D16

2－D16

(6) 土間コンクリート

＠／２
＠／２

・無筋部分D10-@200  長さ800以上

▽
打継ぎ面打継ぎ面

▽

・設計配筋間隔の1/2ピッチ 長さ2L1以上

(8) 打継ぎ補強(ダメ穴打継面について)

D10-@200
設計配筋間隔

打継ぎ補強筋（設計配筋と同径）

L1以上 L1以上 400以上 400以上

b

50300

D
D

D13

間仕切壁との交差部a 軽作業の土間

差筋 D10－@200

D10－@200

600

D13

Ｈ

5H

D13L2

350

L2

Ｈ

b 70＜Ｈ≦150の場合

l
1
/
2

(3) 片持ちスラブ出隅部補強（補強筋は設計図書による）

(出隅部分補強配筋)L
1
(
上
端
筋
)

L
3
(
下
端
筋
)

補
強
筋
の
定
着

l1

l
2

D13

D13

L1
L1

L1
L1

孔と孔のへりあき100以上

2L1

L
1

L1

L
1

出隅部分の補強筋

(出隅受け部配筋)

l1

l
2

l
1
/
2

出隅部
l1/2

周囲補強筋

斜め補強筋

L3(下端筋)

L1(上端筋)
一般床版配力筋

l1/2

注 l1≧l2とする。注 l1≧l2とする。

出隅受け部

D

柱部補強筋

径は配力筋と同径とする

L1 L1

(柱部分補強筋)

D13

(4) 床版開口部の補強(開口の径700程度の場合)

注) 設備の小開口が連続してあく場合

    は縦、横、斜補強筋とは別に開口

    によって切られる鉄筋と同じ鉄筋

    を開口をさけて補強する。

切断鉄筋本数の1/2とする。

斜め補強筋は、2-D13として上端筋の下に入れる。

周囲補強筋は、2-D13かつ切断鉄筋と同種・同径としａ

ｂ

上端筋の継手

b 一般床スラブ

継手の好ましい位置

 無い場合は監理者と協議すること)
(図中の継手位置に継手を設けられ

Ｃ Ｌ
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下端筋の継手

lx
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下端筋 上端筋

ＣＬ
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D13L2

同径・同ピッチ
Ｚ型補強筋　　

3t

t

D13

L2

L2

同径・同ピッチ
Ｚ型補強筋　　

3t

t

L2

20d 20d

l0/4

９． 柱、梁増打コンクリート補強

共通事項 ・ハッチ部分は増打コンクリートを示す。

・増打するときは事前に設計者､及び工事監理者と打ち合わせのこと。

　200㎜を越える場合は別図による。

・打増し幅a,a'が70㎜以上かつ200㎜以下の場合に適用する。又、70㎜未満の場合は補強筋不要とし、

・柱･梁･耐力壁･スラブの鉄筋の定着長さは、増し打ち部分を除いた柱梁の躯体内で確保する。

スリット部の鉄筋の被り厚さは
2-(4)がかぶり厚さの表、最小
かぶり厚さ以上とする。

d 壁と壁(平面図)

イL2

1000

1000

L2

スラブに上端筋がある場合 スラブに上端筋がない場合

は壁配筋と同じイ

受筋D10

受筋D10

L2

横補強筋
横補強筋

横補強筋
イ

横補強筋

ｽﾘｯﾄ材

250t250

Wt

柱

D10@400程度(防錆処理を施す)

※ｔは特記による。

(2) スリット部(設計図に記入のあるとき)

縦補強筋縦補強筋

縦補強筋 縦補強筋

シングル配筋の場合

※横筋間隔が異なる場合

縦補強筋

縦補強筋

L
2L
2

L2 L2L2

L2

縦補強筋縦補強筋

L2

L
2

L2

ダブル配筋の場合

※横筋間隔が異なる場合

縦補強筋

※横筋間隔が同じ場合

縦補強筋

L
2

L1
L2

縦補強筋

L1

※横筋間隔が同じ場合

縦補強筋は、D13以上かつ壁縦筋最大径以上とする。

横補強筋は、D13以上かつ壁横筋最大径以上とする。

(既製品の適用範囲を準拠し、承認を得ること)

(3)既製品(使用する場合は、設計者又は工事監理者と打合せのこと)

プレート型金網型パイプ型リング型

・孔の径が梁せいの1/10以下、かつ、150㎜未満のものは、鉄筋を緩やかに曲げることにより、開口部を避けて

　配筋できる場合は、補強を省略することができる。

・溶接金網の余長は1格子以上とし、突出しは10㎜以上とする。

・溶接金網の貫通孔部分には、鉄筋1-13φのリング筋を取り付ける。なお、リング筋は、溶接金網に4箇所以上

・溶接金網の割付け始点は、横筋ではあばら筋の下側とし、縦筋では貫通孔の中心とする。

　溶接する。

孔補強の定着長さ

L1

L1
L1

45° D

(2) 鉄筋標準配筋

・縦筋及び上下縦筋は、あばら筋の形に配筋する。

・補強筋は、主筋の内側とする。また、定着長さは下図による。

(φ1＋φ2)/2×3以上

φ2φ1

l0

l0-3D 1.5D1.5D

DD/3

(1) 設置可能範囲

・孔が並列する場合の中心間隔は、孔の径の平均値の3倍以上とする。

・孔は、柱面から原則として、1.5D（Dは梁せい）以上離す。ただし、基礎梁及び壁付帯梁は除く。

・孔の径は、梁せいの1/3以下とし、孔が円形でない場合はこれの外接円とする。

設置可能範囲

・孔の上下方向の位置は梁せい中心付近とし、梁中央部下端は梁下端よりD/3の範囲には設けてはならない。

１０． 梁貫通孔補強

a'

a

20ｄ程度

2
0
ｄ
程
度

補強主筋

補強帯筋

補強主筋

補強帯筋

a20ｄ程度

補強主筋

補強帯筋

(1) 柱増打ち補強

帯筋と同径､間隔100㎜程度

(2) 梁増打ち補強

a

2
0
ｄ
程
度

B

補強主筋

補強あばら筋

a'

補強主筋

補強腹筋

補強あばら筋

20ｄ程度

・※1 補強筋の定着長さは工事監理者に確認する事。

・※2 補強主筋の径と本数は別図による。

・梁下端増打コンクリートの場合も上端補強と同様とする。

補強あばら筋 梁あばら筋と同径､間隔200㎜以下

補強あばら筋 梁あばら筋と同径､間隔200㎜以下

B≦350㎜ 350㎜＜B梁 幅

補 強 主 筋

補 強 主 筋

補 強 腹 筋 梁腹筋と同径同段数

※1

※2

※2 ※2

※
1

※1
※1

※
1

※2

8dかつ150
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１,適用範囲

４，工作  

鉄骨工事標準仕様書(１)

×
×

×××

５，溶接

　溶接を行う場合は、本溶接時に組立

　溶接を再溶融させ、欠陥が残らない

　様に施工すること。

※構造上、やむを得ず開先内に組立て

[　　]内はフランジ幅が125㎜未満の場合

tf

Le

[　　]内はフランジ幅が125㎜未満の場合

＊L3は、通しダイアフラムと干渉しない寸法とする。

＊L1及びL2は接合部パネルと通しダイアフラムの溶接部と干渉しない寸法とする。

×

〇 ※１

※１:組立て溶接は下向き溶接(F)又は立向き溶接(V)とする。

(1)工作図

(3)切断,切削加工

(4)鉄骨の製作精度

(5)歪み矯正

(6)スカラップ加工

・「公共建築工事標準仕様書」令和　　年版(国土交通大臣官房官庁営繕部監修)

・「建築工事標準仕様書 JASS6 鉄骨工事」　　　年版(日本建築学会)

・「鉄骨工事技術指針・工場製作編」　　　年版(日本建築学会)

・「鉄骨工事技術指針・工事現場施工編」　　　年版(日本建築学会)

・「鉄骨精度測定指針」　　　年版(日本建築学会)

・「鋼構造柱脚設計施工ガイドブック」　　　年版(日本建築学会)

・「高力ボルト接合設計施工ガイドブック」　　　年版(日本建築学会)

・「溶接接合設計施工ガイドブック」　　　年版(日本建築学会)

・「鋼構造建築溶接部の超音波探傷検査規準・同解説」　　　年版(日本建築学会)

(2)構造図に記載された事項は本標準図より優先し、記載なき事項は本標準図によるものとする。

(3)本標準図に記載なき事項は下記仕様書による。

(1)設計図書とは、設計図(構造図以外のものも含む)，下記仕様書，現場説明書，質問回答書を

　いう。

・アンカープラン　・伏せ図　・軸組図　・部材リスト　・継手基準図　・各詳細図

・溶接基準図　    ・胴縁図

(2)けがき

・工作図は設計図書に代わって製作・建方に対する指示書的役割を果たすものであり、以下

　のものを作成すること。

・490N/mm2級以上の高張力鋼および曲げ加工される400N/mm2級などの軟鋼の外面には、ポン

　チ，たがねなどによる打痕を残してはならない。ただし、切断,孔あけ,溶接などにより除

　去される部分の場合はこの限りではない。

・部材自由端部の切断面の精度は特記による。特記のない場合の粗さは100μmRz以下、ノッ

　ッチ深さは1mm以下とする。(開先加工面も同じ)

・メタルタッチ指定部分はフェーシングマシンまたはロータリープレーナーなどの切削加工

　機で部材相互が十分に密着するように加工し、仕上げ面の粗さは 50μmRz以下、接触麺の

　傾斜角は1.5/1000以下とする。

・告示1464号（鉄骨造の継手又は仕口の構造方法を定める件）、日本建築学会 JASS6及び鉄

　てしまったものは作り直すか相当する補修を施し、再検査において適合させること。

　骨精度測定度指針により、製品の 95%は管理許容差を満たすものとし、限界許容差を超え

・材質を損なわないように、常温加圧もしくは加熱（点状加熱、線状加熱）で矯正する。

・加熱矯正の温度はJASS6による。

・先組みビルドH形鋼仕口部はノンスカラップ加工とする。

・ロールH形鋼,同時組み ビルドH形鋼の仕口部スカラップの要否及び形状は特記による。

・複合円形スカラップ加工は専用スカラップカッターによるものとし、加工が困難な小さい

　サイズ(H≦150など)のＨ形鋼についてはノンスカラップ工法を採用すること。

(7)スカラップ形状

溶接材料の種類 入熱(kJ/cm) パス間温度℃鋼材の種類（Ⅰ）複合円型スカラップ工法の場合 （Ⅱ）ノンスカラップ工法の場合
400N/mm2級鋼 YGW-11 40以下 350以下裏あて金はコーナー形状に合わせた分割形鋼製タブの場合 固形エンドタブ

YGW-18 30以下 450以下の場合 鋼製タブの場合 固形エンドタブ
裏当て金に取付ける T490Tx-yCA-U 40以下 350以下の場合裏当て金に取付ける通し形裏当て金

T550Tx-yCA-U 30以下 450以下
490N/mm2級鋼 YGW-11 30以下 250以下

YGW-18 40以下 350以下
5mm以上 5mm以上40～60mm 40～60mm5mm以上5mm以上 T490Tx-yCA-U 30以下 250以下[数㎜] [30㎜][30㎜] [数㎜]

T550Tx-yCA-U 40以下 350以下
隅肉溶接 S＝4～6㎜ 隅肉溶接 S＝4～6㎜ 

400N/mm2級鋼 YGW-11 30以下 250以下

STKR,BCR,BCP YGW-18 40以下 350以下

T550Tx-yCA-U 40以下 350以下

490N/mm2級鋼 YGW-18 30以下 250以下

STKR,BCR,BCP T550Tx-yCA-U 30以下 250以下
裏当て金との組立て溶接

開先内の母材との組立て溶接

印:本溶接完了後に姿が残る
   位置には組立て溶接を

　 行ってはならない。

柱貫通形式の場合 梁貫通形式の場合 加工寸法図

r1≒
35mm

r2
≧
10
mm

・型枠セパレータ用貫通孔,設備配管用貫通孔,その他の孔

・溶損部を含む孔径精度は±0.5mm以下とする。

・レーザー孔あけの注意事項

・板厚13mm以下の場合はせん断孔あけでもよいが、切断面にバリなどを残さないこと。

・ボルト孔,アンカーボルト孔,鉄筋貫通孔

・接合面をブラスト処理する場合はブラスト前に孔あけすること。

・高力ボルト孔

（Ⅰ）柱貫通形式の場合 （Ⅱ）梁貫通形式の場合

フランジ 35° 35°
35°35°

0～2mm L3 L3
L2 L2

ウェブフィレット L1L1

②斜めカット型①ルート面型 ①ルート面型 ②斜めカット型

7mm 7mm

7mm 7mm

・材質は母材と同質材料とし溶落ちが生じない板厚とすること。

・裏あて金の長さは、鋼製エンドタブ,固形エンドタブ側面

　から5mm程度突出する長さを標準とすること。

・裏当て金は母材に密着させ、健全なルート部の溶け込みが得られるようにすること。

・鋼製エンドタブ

・鋼製エンドタブの長さLeは30mm以上かつフランジ板厚tfの２倍程度とし、クレーター

　がエンドタブ内に全て納まる長さとすること。

・設計図にエンドタブ切断に関する特記が無い場合は、鉄骨工事技術指針・工場製作編

　5.5.5 a.溶接鋼製エンドタブ を参考に設計者と協議の上切断の要否を決定すること。

・固形エンドタブ

・固形エンドタブを使用する溶接を行う技能者は固形エンドタブ工法（代替エンドタブ)

　のための溶接技能者技量付加試験等に合格した者であり、工事監理者に承認された者

　であること。

・梁フランジ幅最端部より25mmかつフランジ板厚tfの大きい方の範囲に側面余盛を含め

　た部分(始終端部）は溶接部の性能を左右する重要な部分であることから、溶接施工、

　超音波探傷試験ともに細心の注意を払って行うこと。

・固形エンドタブの同じ面を２度以上使用して溶接してはならない。

固形エンドタブトーチ

固形エンドタブの例 15mm～20mm折返し溶接を行う

固形エンドタブ使用時の始端終端部溶接要領

JIS Z 3211  軟鋼,高張力鋼及び低温用鋼用被覆アーク溶接棒

E4303 ライムチタニヤ系

E4319 イルミナイト系

E4316 低水素系

JIS Z 3312  軟鋼,高張力鋼及び低温用鋼用のマグ溶接及びミグ溶接ソリッドワイヤ

YGW11 CO2大電流溶接用ソリッドワイヤ

YGW18 建築構造用鋼材のCO2大入熱・高パス間温度溶接用

JIS Z 3313  軟鋼,高張力鋼及び低温用鋼用溶接アーク溶接フラックス入りワイヤ

T49J0Tx-yCA-U 軟鋼および490MPa級高張力鋼のCO2溶接用フラックス入りワイヤ

T55 0Tx-yCA-U 軟鋼～550MPa級高張力鋼のCO2溶接用フラックス入りワイヤ

(1)溶接方法

(2)溶接技能者

(3)溶接技能者および溶接オペレータ

(4)溶接姿勢

(5)溶接材料

(6)鋼材の種類と溶接材料ごとの溶接条件

　行う専任の溶接技術者を置くこと。

・溶接技術者はJIS Z 3410に基づくWES8103「溶接管理技術者認証基準」の有資格者とする。

・工事監理者が必要ないと認めた場合以外は溶接工作全般について計画・管理・技術指導を

・被覆アーク溶接技能者

・半自動溶接技能者

・ロボット溶接オペレータ

・スタッド溶接技能者

　技能者が行なうこと。

・[下向:Ｆ,上向:Ｏ,横向:Ｈ,立向:Ｖ]の各溶接施工は各姿勢に関する技能資格を有する溶接

・溶接材料のJIS規格と名称

　JIS Z 3801(手溶接:MC)の各溶接技術検定に合格した有資格者

　JIS Z 3841(半自動溶接:GC,NGC)の各溶接技術検定に合格した有資格者

少なくともJIS Z 3841の基本となる級の溶接技術検定に合格した有資格者

(一社)スタッド協会のスタッド溶接技術検定に合格した有資格者

・Ｈ形鋼柱梁接合部に用いる鋼製エンドタブの組立て溶接

(8)ノンスカラップ形状

(9)孔あけ加工

・裏あて金

・ドリル孔あけとする。但し、特記がある場合又は工事監理者の承認を受けた場合はレ

　ーザー孔あけとすることができる。

・ドリル孔あけとする。但し、特記がある場合又は工事監理者の承認を受けた場合はレ

　ーザー孔あけとすることができる。

・溶損位置は孔中心を通り引張力が作用する方向と孔縁の交点などの応力上支障ない位

　置にすること。

・孔径が 30mm以上の場合の切断面の粗さは 100μmRz以下、孔径精度は ±2mm以内とす

  ること。

角形鋼管の裏当て金端　部 位置決め溶接残し 角　部 梁エッジ部

溶
接
禁
止
位
置

ショートビード

角 部

位置決め溶接

再溶融忘れ 梁エッジまでの
距離が少ない場合

望
ま
し
い
位
置

（V）
下進溶接

（F）
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高力ボルト・ボルト及びアンカーボルトの公称軸径d1に対する孔径d(mm)

ボルトの種類 孔径 d 公称軸径 d1 備考

d1 + 2.0 d1 ＜ 27
高力ボルト

d1 + 3.0 27 ≦ d1

ボ　ル　ト d1 + 0.5 母屋,胴縁等軽微な部分はd1 + 2～3程度

d1 + 5.0

呼び名 D10     D13     D16     D19     D22     D25     D29     D32

孔　径  21      24      28      31      35      38      43      46

アンカーボルト

鉄筋径+10mm

・異形鉄筋

・丸鋼

・摩擦面は下記発錆処理またはブラスト処理ですべり係数 0.45 以上を確保すること。

・ブラスト処理は摩擦面をショットブラストまたはグリットブラストにて処理すること。

・摩擦面及び座金の接する面の浮き錆,塵埃,油,塗料,溶接スパッタは除去すること。

・摩擦面にクランプ傷などの凹凸はあってはならない。

・摩擦接合部の仮固定は油分のない仮ボルトを用いること。

・ブラスト後の摩擦面にグラインダ処理を施した部分は赤さび状態とすること。

・施工上の注意事項

・400N/mm2級で板厚25mm以上の鋼材あるいは490N/mm2級以上の高張力鋼の組立て溶接を

・裏当て金,エンドタブは母材との間に隙間が生じないように密着させて取付けること。

　被覆アーク溶接で行う場合は低水素系溶接棒(JIS規格 E4316)を使用すること。

・溶接の始終端・隅角部など、強度上・工作上問題となり易い箇所はさけること。

・溶接技能者

　とする。

・JIS Z 3801 または JIS Z 3841の少なくとも基本となる級の試験に合格した有資格者

・組立て溶接は4mm以上の脚長を確保し、最小溶接長さは組み立てる材の最小板厚が6mm

・組立て溶接は冷間成形角形鋼管の角部など、大きな冷間塑性加工を受けた箇所へは行

・組立て溶接位置

　わないこと。

・位置決めのための点付け溶接は組立溶接のビード内に施し、組立溶接の際に十分に再

　溶融させ、母材表面に残さないこと。

　以下の場合は30mm、最小板厚が6mmを超える場合は40mmとする。

(10)ボルト類の孔径

(11)鉄筋貫通孔の孔径

(12)摩擦面の処理

・上記以外の仕様とする場合はすべり係数試験ですべり係数を確認すること。

(13)摩擦面の注意事項

(14)ひずみ矯正

(15)組立て溶接

・発錆処理は自然発錆,薬剤発錆の何れでもよいが、黒皮除去を同時に行う薬剤を使用する場

　合以外は黒皮除去後に発錆させ、赤さび状態を確保すること。

　表面粗さが 50μmRz以上確保できる場合は赤さびを発生させなくてよい。

・加工中に発生した製品精度を確保できないひずみの場合は、材質を損なわない範囲で常温

　加圧もしくは加熱矯正してよい。(告示 平12建告第2464号第1第三項に注意)

・Ｈ形鋼梁接合部裏当て金の組立溶接位置

(16)裏あて金，エンドタブ

・被覆アーク溶接，ガスシールドアーク溶接，セルフシールドアーク溶接で設計図書の溶接

　基準図に従う場合は、試験による承認を受けなくても施工することができる。

・溶接ロボットによる溶接は、(一社)日本ロボット工業会，(一社)日本溶接協会の建築鉄骨

　但し、工事監理者の承認を受ければ(一社)鉄骨建設業協会・(一社)全国鐵構工業協会の鉄

　骨製作管理技術者登録機構により認定された鉄骨製作管理技術者あるいはその他同種の資

　格を有している者がこの任に当たることができる。

３，材料

・溶接材料はJIS規格適合品のうち,母材の種類,寸法および溶接条件に適したものとする。

　ト等)は JIS規格適合品または国土交通大臣認定品とする。

・構造用鋼材,ボルト類(高力ボルト,ボルト,頭付きスタッド,ターンバックル,アンカーボル

２，一般事項

　製作業者を選定し、工事監理者の承認を受けること。

　て十分な技術と設備を持ち、有効なマネジメントシステムを備えた製作工場を有する鉄骨

・鉄骨製作業者の選定は特記による。特記のない場合は、鉄骨工事の規模，加工内容に対し

　の代理人の責任者を置き、すべての工程において品質管理を行うこと。

・施工者らは鉄骨の施工品質を保証するため、工事監理者の承認を得た担当技術者またはそ

(4)工事着手前に作成する書類

(3)工法の選定

(2)鉄骨製作業者の選定

(1)施工者らによる品質マネジメントについて

・工事現場施工要領書

7.その他

・工場製作要領書

・施工計画書

　各図書には、契約に基づいて実施する事項について明記すること。

・鉄骨製作及び施工に先立ち、下記図書及び工作図等を提出し工事監理者の承認を得ること。

　満たす上でこれが諸条件に適さず、またこれに代わるより良い方法がある場合は施工者ら

・設計図書に記載のある施工の手順，手法についてはこれによるものとするが、設計品質を

・設計図書に記載のない施工の手順，手法については施工者らの責任において決定すること。

　の責任において立案し工事監理者と協議して最適の手段，手法を選定すること。

1.総則　2.工事概要　3.工事担当及び組織　4.仮設計画　5.要員計画　6.建方計画

6.溶接接合作業　　　7.安全管理

7.接合計画　　　　　8.品質管理,検査　 　9.他工事との関連　     10.安全管理

1.総則　2.工事概要　3.工場組織　4.材料　 5.工作,溶接 　6.品質管理,検査

1.総則　2.工事概要　3工事現場組織　  4.建方作業　 5.高力ボルト接合作業

詳細はJIS規格参照
x:使用特性記号[T1～7,10,13～15,G]  y:溶接姿勢[0は下向き及び水平隅肉,1は全姿勢]

t

2.5
1

(注) S:脚長 G:ルート間隔 R:フェース（単位 ㎜)
t1・t＞16mm

t ～19 ～22 ～25 ～28 ～32S/2 S/2
S 11 13 15 17 19

S/2 S/2 ・tはt1、t2の小なる方とする

θ=60° θ=60°
G=0

S S t2

(注) f:余盛 G:ルート間隔 R:フェース（単位 ㎜)

・f≦7 ・f≦7
3≦t≦6㎜

・h＝t/5 ・h＝t/5G=t ff h h

tt

hS=4～6 f
(裏はつり後裏溶接)G=t裏当て金

6≦t≦40㎜ θ≧32.5°・f≦7 ・f≦76＜t≦16㎜ θ≧42.5°
G　45≦α≦90° ・h＝t/4 ・h＝t/4f fh h

・R＝0～4
tt RR

f・G≧5S=4～6 G=0～2
・R＝0～3 (裏はつり後裏溶接)

裏当て金
16＜t≦40㎜ θ≧42.5° ・f≦7

θ=32.5°～ f h ・h＝t/4
f D1 ・R＝0～4
h RD2

G ・D1=2/3(t-R)αt fα
・D2=1/3(t-R)θ=60°

FB-9x25(斜め加工） G=0～2(裏はつり後裏溶接)

(注) f:余盛 G:ルート間隔 R:フェース（単位 ㎜)

・f≦3 3≦t≦6㎜ ・f≦3

f f

tt

f
S=4～6

G=t G=t裏当て金
(裏はつり後裏溶接)

6＜t≦40㎜ ・f≦4 6＜t≦19㎜ ・f≦4θ≧42.5°
・R＝0～3 ・R＝0～4

f
・G≧5～

tR
θ≧32.5°

G=0～2
f

(裏はつり後溶接)
tR 19＜t≦40㎜ ・f≦4θ≧42.5°

S=4～6 ・R＝0～4fG
・G≧0～2D1裏当て金 tR

D2
・D1=2/3(t-R)θ=60°

G
・D2=1/3(t-R)

(裏はつり後溶接)

(注) f:余盛 G:ルート間隔 R:フェース（単位 ㎜)

（１）クレーンガーター等 （２）a＞(10㎜又はt2/4) （３）a≦(10㎜かつt2/4)

　　　（低応力高サイクル 　　（高サイクル疲労を受ける 　　（高サイクル疲労を受ける

　　　疲労を受ける場合等） 　　場合以外） 　　場合以外）

　　溶接表面はなめらかに
削り面 傾斜加工 f h a aa t1 t1t1 t2t2t2

(裏はつり後溶接) G=0～2

3≦t≦6㎜

3≦t≦6㎜

(注)S：脚長（単位 ㎜)

・t≦16㎜ t ～6 ～9 ～12 ～14 ～16

S S S 6 7 9 10 12t1 S 脚
長

脚
長

S

・但し片面溶接の場合はS＝tとするa a

・tはt1、t2の小なる方とする

  余盛は(4mmかつ0.4S)以下とするS
・軸力が加わる場合のSは母材と同t2
  厚とすることが望ましい

(7)溶接部の形状

(7)-1 隅肉溶接

接合する材間の接触線部分を十分に溶け込ませること。
隅肉溶接は奇数パス溶接を原則とし、最初のパスで

(7)-3 完全溶込み溶接(Ｔ継手)

(7)-2 異形隅肉溶接

(7)-4 完全溶込み溶接(平継手)

(7)-5 板厚が異なる場合の完全溶込み溶接

　溶接ロボット型式認定を取得しているロボットにより、その認証範囲で行うこと。但し、

　施工する部位に対応した試験を行い工事監理者の承認を受けた場合は除く。

・下記に示す各溶接技能資格者とすること。

・仕上り形状はJASS6付則6鉄骨精度検査基準により、溶接継手の性能を損なうような有害な

　欠陥があってはならない。

・「建築構造設計基準及び参考資料」令和　　年版(国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課監修)

・「鋼構造許容応力度設計規準」　　　年版(日本建築学会)
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A3

図面番号
備

考

鉄骨工事標準仕様書(２) 種別記号:鉄面には[b]を、亜鉛めっき面には[zb]を添えている
鉄骨面素地 亜鉛メッキ鋼面

Ab種 Bb種 Cb種 Azb種 Bzb種種別
面の処理方法

中塗り材, SOP
－ DP － －

上塗り材 EP-G
汚れ、 スクレーパー、ワイヤーブラシ等

〇 － 〇 〇 〇
付着物除去

アルカリ性脱脂材で加熱処理後、
〇 － － － －

湯または水洗い
－ 〇 〇 － 〇工 油類除去 溶剤拭き

弱アルカリ性脱脂材で加熱処理後、
－ － － 〇 －

湯または水洗い
〇 － － － － 酸漬け、中和及び湯洗いにより除去
－ 〇 － － －程 ブラスト法により処理

錆落し ディスクサンダー、スクレーパー、
－ － 〇 － － ワイヤブラシ、研磨紙P120～220等

で除去
〇 － － － － りん酸塩処理後、水洗い乾燥

化成皮膜
りん酸塩処理後、水洗い乾燥又は－ － － 〇 －処理
クロメートフリー処理後、乾燥

施工場所 製作工場 － 製造所 －

(8)溶接施工

(4)素地ごしらえ 開口形状と位置

ダイアフラムなど 柱梁接合部 小梁接合部

コーナー孔

センター孔

35φ以上

35φ以上 35φ以上
裏あて金

(一般)　　(梁幅が狭い場合)

5mm 5mm以上 20mm5mm以上以上

1
0
0
m
m

JIS K 5674 :1種は溶剤系、2種は水系 JASS 18 M-111 は日本建築学会材料規格

種別記号に[z]を添えている

JASS 18 M-109 及び M-111 は日本建築学会材料規格JPMS 28 は日本塗料工業会規格

　・鉄面の錆止め塗料の種別

　・亜鉛めっき面の錆止め塗料の種別

種別記号に[p]を添えている
中塗り 塗付け量 標準膜厚種別 番号 名称 種類 適用
上塗り材 (kg/㎡) (μm)

鉛・クロムフリーさび止め
Ap SOP JIS K 5674 1種 0.10 30 屋外,屋内

ペイント

JASS 18 M-111 水系さび止めペイント － 0.11 30 屋内

Bp EP-G 鉛・クロムフリーさび止め
JIS K 5674 2種 0.11 30 －

ペイント

Cp JIS K 5552 ジンクリッチプライマー 2種 0.14 15 －
DP

Dp JIS K 5551 構造物用さび止めペイント A種 0.14 30 －

中塗り材 塗付け量 標準膜厚種別 番号 名称 適用
上塗り材 (kg/㎡) (μm)

一液形変成エポキシ樹脂
Az SOP JPMS 28 0.10 30 屋外,屋内

さび止めペイント

変成エポキシ樹脂プライマー

SOP (変成エポキシ樹脂プライマー
Bz JASS 18 M-109 0.14 40 屋内

EP-G および弱溶剤系変成エポキシ

樹脂プライマー)

Cz DP JASS 18 M-111 水系さび止めペイント 0.11 30 －

(5)塗料種別

・不めっき　　　　　: 直径2mm以内であること。

・きず・かすびき　　: 有害でないこと。

・摩擦面のたれ　　　: あってはならない。

・めっき高力ボルトの長さ及び孔径は六角高力ボルトに準ずる。

・ブラスト処理またはりん酸塩処理で0.40以上のすべり係数を確保すること。

・摩擦面の処理範囲は摩擦接合面の周囲5mm程度までの範囲とする。

・ブラスト処理は表面粗さが50μmRz以上となる軽い処理とすること。

栓溶接
重ね継手

・割れ　　　　　　　: あってはならない。

・開先面のめっき付着: 開先面から100mm以内かつUT検査に支障を及ぼす範囲にないこと。

・隅肉溶接による重ね継手などの

　重なる部分の面積が、400cm2を

　超える場合は、超える面積に

　応じて栓溶接を併用すること。

　丁寧に除去しておくこと。

・摩擦面の処理

・使用材料

　及び技能者が行うこと。

・施工管理及び締め付けは、溶融亜鉛めっき高力ボルト技術協会の資格認定を受けた技術者

・めっきにより部材に生じたひずみは常温加圧で矯正すること。

・柱梁接合部などの完全溶け込み溶接の両端部は、溶接直後に端部をはつり回し溶接で仕上

　げる工法を原則とする。鋼製エンドタブ又は固形エンドタブをを用いて溶接する場合は、

　事前に工事監理者の承諾を受けること。

・隅肉溶接は全周溶接とし、未溶接部を残さないこと。断続溶接とする必要のある箇所の未

　接部の隙間に生じた不めっき部には適切な防錆処理を施すこと。

・めっき作業に先立ち、溶接スラグ,スパッタはブラスト処理やジェットたがねなどを用い、

・溶融亜鉛めっき高力ボルトのセットは建築基準法第37条に基づいて国土交通大臣の認定

　を受けたものとし、溶融亜鉛めっき六角高力ボルトF8T(1個)、溶融亜鉛めっき高力六角

　ナットF10(1個)・溶融亜鉛めっき高力平座金F35(2個)によって構成する。

(4)めっき作業

(5)めっき部材の矯正

(6)外観検査項目と合否判定

(7)溶融亜鉛めっき高力ボルト接合

・鉄骨等の製作工場で溶接した箇所は、ディスクサンダー又は研磨紙P120程度で素地面が

　現れるまで錆等を除去し、構造用さび止めペイントA種を3回塗りすること。

・現場組立後、現場溶接部及び組立中の錆止め塗料塗りの損傷部分は、ディスクサンダー

・工場製作後、工事現場で溶接するまでに開先面にさびが発生することが予想される部分溶

　接に支障のない塗料を塗付けること。

　部分は素地調整B種を施した後、ただちに工場塗装と同じ下塗り用塗料を塗付けること。

・現場接合部などの未塗装部分、運搬・建て方時や各種現場溶接によって生じた塗膜の損傷

　又は研磨紙P120程度で素地面が現れるまで錆等を除去し、JASS 18 M-109に基づく錆止

　め塗料を3回塗りすること。

素地 鉄面 亜鉛めっき面

種別 A種 B種 － A種 B種 －

SOP
中塗り材,上塗り材 － DP － SOP EP-G DP

EP-G

部位 見え掛り見え隠れ － － － －

素地ごしらえ Cb種 Bb種 Bb種 Azb種 Bzb種 Azb種

工 錆止め塗料塗り(下塗り1回目) Ap種 Ap種 Cp種 － Bz種 Cz種 －

研磨紙ずり(研磨紙P120～180) 〇 － － 〇 － －

程 錆止め塗料塗り(下塗り2回目) Ap種 Ap種 Dp種 － － －

錆止め塗料塗り(下塗り3回目) － － Dp種 － － －

(6)錆止め塗料塗り

(7)工事現場溶接部の保護

(8)工事現場における部分塗装及び補修塗装

(2)適用条件

(3)溶接

・めっきにより過度の変形が発生しないことを事前に確認すること。

・490N/mm2級を超える高張力鋼及び冷間成形角形鋼管に施す場合は割れが発生しないことを

　事前に確認すること。

・柱梁接合部などの完全溶け込み溶接は、裏はつり両面溶接による施工を原則とする。裏当

　て金を用いた片面溶接で施工する場合は、事前に工事監理者の承諾を受けること。

・柱梁接合部の空気・亜鉛流出用孔は梁ウェブへの35φ以上の円形孔加工を原則とする。ス

　カラップを設ける工法とする場合は、事前に工事監理者の承諾を受けること。

８，溶融亜鉛めっき工法

適用種別 規　格 板厚(mm) 記　号 膜厚(μm)

6 以上 HDZT77 77以上

形鋼・鋼板類 3.2 以上 HDZT63 63以上

1.6 以上 HDZT49 49以上
JIS H 8641

高力六角ボルトのセット HDZT77 77以上－
ボルト・ナット類

－ HDZT49 49以上
アンカーボルト類

(1)溶融亜鉛めっきの種類と品質

　・耐火被覆材の接着する面の塗装は特記による。

　・高力ボルト摩擦接合部の摩擦面

　・コンクリートに埋め込まれる部分

　・ピン,ローラーなど密着する部分や回転,摺動面で削り仕上げ下部分

　・組立によって肌合わせとなる部分

　・密閉となる内部

　・汚れ,付着物を除去、油類は溶剤ぶき等で除去し、ただちに次の工程に移ること。

　　い。ただし、採暖、換気等を適切に行う場合はこの限りではない。

(2)塗装しない部分

(3)鋼材面の素地調整

　・屋外露出などの過酷な環境で使用する鉄骨の場合で、有機ジンクリッチプライマー, 構造

　　物用さび止めペイントまたは変性エポキシ樹脂プライマーを適用する場合は、ブラストに

　　よりさび,黒皮を除去すること。

　・気温が5℃以下、湿度が85%以上、結露等で塗料の乾燥に不適当な場合は塗装してはならな

　・降雪,降雨,強風,結露 などで水滴や塵埃などが塗膜に付着しやすい場合、炎天下で鋼材表

　　面の温度が50℃以上と高く塗膜に泡を生じるおそれがある場合は塗装してはならない。

　・工事現場溶接を行う箇所およびそれに隣接する両側 100mm以内かつ超音波探傷検査に支障

　　を及ぼす範囲

・溶融亜鉛めっき作業はJIS H 8641(溶融亜鉛めっき) によるJISマーク表示認証工場で行う。

・修正したボルト孔内面には高濃度亜鉛末塗料を塗り付けること。

・接合部の肌すきに使用するフィラープレートはめっき後両面に摩擦面処理を施すこと。

・めっき高力ボルトの締め付け手順は高力六角ボルトに準じ、ナット回転法によること。

ねじの呼び径 M16 M20 M22 M24 M27 M30

１次締めトルク(N･m) 約100 約150 約150 約200 約250 約250

・接合部の組立て

・ナット回転量は120ﾟとする。

・締付け後の検査は高力六角ボルトに準ずる。

　る。

・りん酸塩処理面のすべり係数は、同一の作業条件で作成された対比試験片との照合によ

７，塗装

　・塗料は特記が無ければF☆☆☆☆とする。

　適用する。(中塗りや上塗りは「塗装工事」による。)

(1)屋外露出鉄骨,屋内鉄骨の下塗り、工事期間中のさびによる汚染を防ぐ塗装工程の下塗りに

　・塗り方は、はけ塗り,吹付け塗り,ローラーブラシ塗りとし、塗付け量は、平らな面に一工

　　程あたりに付着させる標準量とする。なお、塗料の標準量は薄める前のものとする。

中

端

端

かって締め付ける。
中央部より板端部に向

柱継手

ボルト群ごとに継手の

締付け作業時のボルト群

中中端 端

梁継手

１０，他工事に付随する溶接

１１，アンカーボルト

　のない塗料は施工前に付着性を確認するか、プライマーによる接着力増強が必要とされる。

・耐火被覆の選定やさび止め塗装の要否は、環境条件が鋼材の腐食が進行する可能性も含め

　て判断すること。

・耐火塗料は、素地調整から上塗りまでの構成が各認定で定められているため、さび止め塗

　装は行ってはならない。

　水系さび止め塗料はメーカー、種類等によって性能が異なる可能性があるため、使用実績

・半乾式吹付ロックウールは、さび止め塗料との付着性に問題はないと考えられているが、

・付帯する工事に関連する溶接

　大梁、柱には安易に溶接してはならないエリアがあるので注意すること。それらのエリア

　建具工事、ALC工事、屋根工事、軽量鉄骨天井下地,壁下地等の金属工事などの付帯工事に

　溶接技能者などに関して計画し、事前に工事監理者の承認を受けること。

　おいて、金物，その他を工事現場で鉄骨部材に溶接するときは、鋼材の種類、溶接方法、

　に溶接する必要がある場合は、鉄骨製作工場において溶接用の捨てプレートや捨てピース

　を適切な溶接方法で取付けておき、現場ではそれらを介して溶接接合すること。

・溶接技能者

　こと。

　原則として、少なくとも基本となる級(下向溶接)の溶接技能有資格者とすること。

・アンカーボルトは、コンクリート型枠に支持枠等を用いて正確に位置決めし、コンクリー

　トの打設などの後工程で移動しないよう、しっかりと固定すること、なお、メッシュ型枠

　を使用の場合は設計者と協議すること。

・アンカーボルトは据付から建方までの間に、サビ,曲がり,ねじ部の打こんなど有害な損傷

　が生じないよう、ビニールテープ,布,塩ビパイプなどで養生すること。

・耐火板張り，耐火材巻付け又はラス張りモルタル塗りは、機械的な取付仕様で塗料との付

　着性に依存しないので、さび止め塗装をおこなう必要がある。

９，耐火被覆とさび止め塗装について

柱梁継手締め付け順序

・高力六角ボルト(トルクコントロール法)

・JASS6による。

・一度使用したボルトは再使用してはならない。

　ボルトは所要量まで追い締めすること。

・締付け過多のボルトは取り換え、締付け不足の

・ナットとボルト・座金などが共回り・軸回りを

　生じた場合や、ナット回転量に異常が認められ

　た場合または余長が過大または過少の場合は新

　しいセットに取替えること。

(7)ボルトの取替え

(8)ボルトの再使用禁止

　ら[締付け長さ 5d以下])、ナット面からのボル

　ト突出長(1山～6山)を目視確認すること。

・トルシア形高力ボルト

・高力六角ボルト(ナット回転法)

・ピンテールの破断、共回り･軸回りが無く、ナット回転量(平均回転角±30°)、

　ナット面からのボルト突出長(1山～6山)を目視確認すること。

・マーキングは結果の見やすさを重視し一群のボルト全て同じ向きに描くこと。

　専用締付け機を用い、ピンテールが破断するまでナットを締め付ける。

・高力六角ボルト(ナット回転法)

・マーキング

・本締め

・高力六角ボルト(トルクコントロール法)はJASS6による。

(6)高力ボルト締付け後の確認

・マーキングは締付対象材から座金, ナット,ボルト軸部にわたるひとふでの線とし、ボ

　ルト軸に沿うように丁寧に描くこと。

　一次締め完了後を起点としてナットを120°回転させる。( M12は60°)但し、ボルトの

　長さがねじの呼び径の５倍を超える場合のナット回転量は特記による。

・共回り･軸回りが無く、ナット回転量( 120°±30°[締付け長さ5d以下])、ナット面か

・仮ボルトを緩めずに空いている全てのボルト孔に高力ボルトを入れ十分に手締めする。

・仮ボルトを外し高力ボルトに入替え十分に手締めする。

・本締めボルトの挿入から本締めまでの作業は、同日中に完了させることを原則とする。

　とならないように注意すること。

・締付けは中央から板端に向かう順序で行うこと。

・仮ボルトをセットする位置は高力ボルトの締付作業の手順が中央から板端に向かうことに

　配慮し、かつ仮ボルトの目的を果たせる位置を選定すること。

・仮ボルトは油分を除去したものを用いる。

・本締めに用いる高力ボルトを仮ボルトとして使用してはならない。

・仮ボルトで仮締めした状態で建起し精度を確認する。

・高力ボルトへの入れ替え手順と注意事項

・一次締め

・仮ボルトは部材を組立て、建入れ直し後の変形を防止するとともに、本締めを適切に行う

　する。

　ために接合材を肌合わせることや、本締め完了までの間の架構を安定させることを目的と

　に支障無い位置を選んでバランスよく配置し締め付ける。但し、ウェブのボルトが２列以

・仮ボルトによる締付けを省略して高力ボルトを施工してはならない。建て方時に自重がか

　かる接合部には楔を併用するなど、高力ボルトへの差し替えが可能となる施工方法を検討

　し採用すること。

・所定の本数で接合面の密着が得られない場合は仮ボルトをさらに強く締めるとか数を増や

　すなどして接合面の密着をはかること。

・仮ボルトにはボルトなどを用い、ボルト１群に対して 1/3程度かつ２本以上を本締め工程

・高力ボルトのセットを構成する座金・ナットにはそれぞれに表裏があるので、逆使い

・締付けはプリセット形トルクレンチ,１次締め専用電動レンチなどを用い、所定のトル

　クでナットを回転させて行う。

(4)仮ボルトと仮締め～建て起こし確認

(5)高力ボルトの締め付け

　上の場合は、安全性の検討をした上で、ボルト本数を1/2程度に減じてよい。

　但し、柱梁接合部の混用接合又は併用継手では、ボルト１群に対して 1/2程度かつ２本以

　上とする。上記「ボルト１群」とは各フランジ、ウェブを別々の群として扱うこと。

ねじの呼び径 M12 M16 M20 M22 M24 M27 M30

１次締めトルク(N･m) 約50 約100 約150 約150 約200 約300 約400

　場合は構造性能の検討を含め工事監理者と協議して定めること。

・積層した板間の2mm以下のボルト孔の食違いはリーマー掛けで修正してよい。 2mmを超える

６，高力ボルト接合

・トルシア形高力ボルト

　ナットF10・平座金F35のセット)に準拠して製造された国土交通大臣認定品とする。

・高力六角ボルト

・接合部に1mmを超える肌すきがある場合はフィラープレートを入れること。

　トF10・平座金F35のセット)のJIS規格適合品とする。(A種を原則とする)

　摩擦接合高力六角ボルトのセットはJIS B 1186(摩擦接合用高力六角ボルトF10T・六角ナッ

ねじの呼び径 M12 M16 M20 M22 M24 M27 M30

トルシア形高力ボルト － 25 30 35 40 45 50

高力六角ボルト 25 30 35 40 45 50 55

(1)使用材料

(2)高力ボルトにおける締付け長さに加える長さ⊿L(mm)

(3)接合部の組立て

首
下
長
さ

首
下
長
さ

肌すき T3,T4(mm)

フィラーPL厚さ(mm)

T4T3T3

T2Ｔ1 Ｔ1 T2 Ｔ1T2

T3

＜1　　≦2　≦3　 ≦5　 ≦7　 ≦10　 ≦13　 ≦17　≦20　 ≦23

 無    1.6  2.3   4.5    6     9      12     16     19    22

　構造用トルシア形高力ボルトのセットは JSSⅡ09(構造用トルシア形高力ボルトS10T・六角

・トルシア形高力ボルト

　・締付け手順は一次締めと同様とする。

・溶接順序

・気温,天候,その他

・気温が-5℃を下回る環境では溶接を行ってはならない。

・気温が-5～+5℃の環境では適切に加熱すれば溶接を行ってよい。

・部材の組立および溶接の順序は、溶接変形が最小となるように考えて施工する。

　溶接変形が製品の精度に影響を与えることが予想される場合には、溶接の順序と変形

　の防止方法を「鉄骨工事施工要領書」に示し、工事監理者と協議すること。

・ガスシールド溶接施工は、工場の内外に関わらず風速2m/s以上の場合は必ず適切な防

　風処置を施すこと。

(9)溶接部の内部欠陥検査

・検査対象範囲は原則として完全溶け込み溶接部の全てとするが、引張応力が作用しない溶

　接部については設計監理者と協議の上検査対象から除くことができる。

・溶接箇所数(単位溶接線数)の数え方

・検査方法は超音波探傷検査とし、社内検査では全ての溶接部、受入検査では抜取検査法に

　よって抽出下溶接部を検査対象とする。抜取方法は特記による。

　1溶接箇所を1検査箇所とする。1溶接箇所の長さが 300mmを超える場合は溶接長さ300mmを

　1検査箇所とし、300mmごとに区切って端数が150mm以上ある場合にはその部分を1溶接個所

　とする。150mm未満の場合は隣接する部分に加える。

十字柱の部
位

角形鋼管柱 円形鋼管柱 1溶接箇所

1溶接箇所 スチフナ

溶
接
箇
所

1溶接箇所
1溶接箇所×4 1溶接箇所×41溶接箇所 完全溶込み溶接部

1溶接箇所

個
所
数

2箇所 4箇所4箇所

柱梁溶接部 柱柱溶接部
スチフナ溶接部

スチフナが2箇所

梁フランジが1箇所

本表に記載のない溶接仕様の検査箇所数の数え方はJASS6による

・単位溶接線の合否判定

　溶接部に作用する応力の種類と疲労考慮の有無に応じた欠陥エコー高さの領域ごとの欠陥

　評価長さ及び欠陥評価長さの総和を用いて判定する。

・欠陥合否判定の対象とする欠陥指示長さの最小値と欠陥評価長さの境界値

欠陥評価長さの境界値
板厚t

S M ML L LL

 6以上　20以下 5 10 15 20 30 40

20を超え48以下 t/4 t/2 3t/4 t 3t/2 2t

48を超えるもの 12 24 36 48 72 96

欠陥指示長さ(mm)

[欠陥と見なす最少長さ]

　・欠陥エコー高さの領域ごとの不合格とする境界値

エコー高さの領域

斜角/垂直 タンデム

Ⅱ Ⅱ  L  [ML] LL LL [ML] 規定なし

Ⅲ，Ⅳ Ⅲ ML [M] L L  [M] LL

Ⅴ Ⅳ M  [S] ML ML [S] L

引張応力が作用する溶接部 引張応力が作用しない溶接部

欠陥評価長さ 欠陥評価長さ
欠陥評価長さ 欠陥評価長さ

の総和 の総和

・[ ]内は疲労を考慮して表面仕上げされた溶接部の内部欠陥の境界値を示す。

・疲労を考慮して表面仕上げされた溶接部の表面に近い部分に欠陥指示長さ

　以上の欠陥を含む単位溶接線は不合格とする。

・冷角成形角形鋼管角部では、曲率半径2.5t(9≦t≦22)で+10dB、3.5t(9≦t≦22)で +4dB程

　度の感度補正を行うこと。また、鋼管円周継手の直射法における感度補正は下表による。

直径φ(mm)

感度補正量 10dB 8dB 6dB 4dB 2dB

100≦φ＜200 200≦φ＜300 300≦φ＜400 400≦φ＜500 500≦φ
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鉄骨工事標準仕様書(３)

1
5

1
5

１２，ベースの設置

G

×

(見上図) (見上図)

１３-２，小梁接合部 １３-３，片持ち小梁接合部

１３-４，大梁の横座屈拘束材(横補剛材)

a

a

WebPL WebPL

外開先仕様とする場合 内角側フランジを内開先仕様とする場合

裏あて金裏あて金

裏はつり

裏あて金

鉄骨構造標準図(3)(4)は、各部納まり参考図です

回し溶接しない場合 回し溶接する場合

10～15

S≧1.5×min（tc，tdf）
10

tdf 注意：頂部ダイアフラムの上に取付く部材があるなど、

　　　溶接部に引張り応力が作用する場合は完全溶込
tc 　　　溶接とする必要がある。 ・柱面など、直交する部材面に取合う場合

S

裏ハツリ
裏当て金
斜め加工

角度に応じてtf
逆開先とする場合は裏ハツリ ルートギャップのtdf

θ 調整が必要仕様とすること

内ダイアフラム必要厚さtdf
tdf≧tf/sinθ+2㎜以上

・BCR材の場合のmaxBfと側面寄り寸法の下限値 (mm)

柱厚 6 9 12 16 19 22 25柱幅

150 100 85 70

175 125 110 95

200 150 135 120 100

250 200 185 170 150 135

300 220 200 185

350 285 270 250 235 220

400 335 320 300 285 270 255

450 385 370 350 335 320 305
側面寄寸法 25 35 40 50 60 65 75

側面寄り寸法は5mm単位の切り上げ値としている。

maxB ≦ Dc - 2(a･tc + 10mm) [Dc:柱幅、tc:柱厚]

側面寄寸法 ≧ a･tc + 10mm　 [a:BCR材=2.5、BCP材=3.5]

・e の値 (mm)

溶接部検査で想定する

tc 斜角探触子の公称屈折角
(mm) 70° 45°

9 110  100*

12 130  100*

16 155 100

19 175 110

22 195 120

25 215 130

28 235 140

32 260 150

36 300 165

*印付は最少製作寸法を100mmとした

変形ダイアフラム

x≧tc
e

保護材

側面寄寸法以下

≧maxBf

tc tc

e e

通しダイアフラムの場合 内ダイアフラムの場合

ひずみ防止材
目違い防止用形状

ひずみ防止材

ひずみ防止材

Aタイプ : 小梁下端フランジ切欠無し Bタイプ : 小梁下端フランジ片側切欠きあり

10

r=10
10

受け梁 受け梁

h h

段差が少ない場合(段差が小梁せい H の1/3程度まで)

R=10mm R=10mm(b≦aの場合) (b＞aの場合)

H
H

R=10mm

段差が大きい場合 受け梁上に取り付く場合

フランジの表裏両面に溶接する。 リブプレートt≧9mm
受け梁上のGPLが高い場合は

転び留めリブプレートを設けること。

ガセット
プレート

a
a

b
b

2010
h10

h/3程度

ブラケットタイプ 厚板タイプ

ブラケットe e

1
0

θ

θθ ガセットプレート

を途中で折曲げるNS
形状は不可

ブラケット裏あて金
(小梁同材)

θ

60ﾟ≦θ≦90ﾟの場合

45ﾟ≦θ＜60ﾟの場合

水平リブを設けるタイプ GPLのみのタイプ 小梁の横方向にも荷重を受ける場合

かど部溶接は
避けること

100mm以上
リブプレート

15～20mm  t≧9mm

水平リブ

水平リブの厚さは9mm以上

b/2程度かつ

b

※ NSはノンスカラップ工法を示す

NS

HTB

受け小梁 片持ち小梁
受け小梁 片持ち小梁

溶接仕口による場合 ウェブをボルト接合とする場合

NS
軽微な片持ち小梁など

元端下端フランジ端に

受け小梁 片持ち小梁 受け小梁 片持ち小梁 作用する力が常に圧縮

か小さい引張力の場合

は監理者と協議の上、

下端フランジ端の溶接

を隅肉溶接としてよい。

・片持ち小梁と受け梁のサイズが同じ場合

・片持ち小梁よりも受け梁の方が大きい場合

・補剛対象梁のせいｈが500mm未満の場合に適用可とする。

・各プレートや接合ボルトの仕様は特記による。

補剛対象梁 補剛対象梁

座屈止め
小梁兼座屈止め

・ガセットPL,バックスチフナーPLで拘束するタイプ

h h

・この部分を突合せ溶接仕様とする場合、適切な溶接部を形成するためには柱の面毎に開先

　角度やルートギャップを設定する必要があり、煩雑かつ精度確保が難しい。

・以下に突合せ溶接同等の性能が期待できる隅肉溶接によるディテールを示す。

・梁幅が制限値を上回る場合は、厚肉鋼管によるノンダイアフラム形式、通しダイアフラム

　形式の納まり、又は梁端ハンチ処理とする。

・梁中間折れ曲がり部は挟み板接合とする。

・梁端加工は改良型スカラップ形式とすること。

　を確保すること。

・ダイアフラムの突出長は柱全周とも所定の幅 e

・梁ウェブの溶接が柱角部溶接禁止エリアに干渉

　する角度の場合は、柱角部に保護用の曲げ板ま

　たはアングル材を取付けること。

・コーナー保護材の鋼種は梁材同等以上とし、厚

・保護材の幅は、柱の溶接が柱角溶接禁止エリア

・接合形式は通しダイアフラム形式とすること。

　柱板厚(tc)以上離れた位置になる幅とすること。

　さは 9mmかつ梁ウェブ板厚以上とすること。

・ウェブの溶接は保護材に取合う位置や角度に応じた仕様とすること。

・挟み板の鋼種はSN490Cとし、板厚は16mmかつ梁フランジ厚+3mm以上とする。

・フランジの溶接は外開先ノンスカラップとすること。(裏あて金はフランジ内側取付け)

・内角側フランジを内開先とする場合は裏はつり仕様とすること。

・板の幅方向,せい方向の梁フランジ端からの突出長は下図による。

・柱継手部はエレクションピースを用いて現場溶接で接合する。

・エレクションピースに使用する仮ボルトは高力ボルトとする。

・エレクションピースに使用する仮ボルトは全数締付けること。

・仮ボルトとして使用した高力ボルトは本締め用の高力ボルトに使用してはならない。

・現場溶接は溶接品質を確保するため、環境に応じた十分な養生を施すこと。

・エレクションピースの板厚、形状、ボルト本数は柱の形状、重量に応じて決定すること。

・柱継手の上下の材は同一メーカー同一ロットの材料とし、出来る限り同一の鋼管を切断し

　一部を上側柱用とし、下側柱との接続位置,方向が分かるようにマーキングすること。

・柱継手現場溶接部は、エレクションピースの溶接などにより変形が生じやすいため、必要

　に応じて鋼管内にひずみ防止補剛材を設置すること。

・エレクションピースは本体溶接終了後切断撤去の上グラインダー仕上げ(10mm残し)とする

　但し、見え掛りとなる箇所は平滑仕上げの要否を設計監理者に確認すること。

・ガセットプレート,スチフナープレートの鋼材は母材同等以上の強度のものとする。

・ガセットプレート厚さは9mm以上かつ小梁のウェブ厚さ以上とする。

・Aタイプを標準とし、接合ボルトの配列,受け梁との段差で性能が期待できない形状

　となる場合にはBタイプを採用する。

・接合ボルトの仕様は特記による。

・θ＞90゜の のど厚aは [ a≒cos(θ/2) ＜ 0.7S ]となるので注意すること。( S : サイズ )

(3)傾斜取合いとなる天端ダイアフラム接合部

(4)傾斜取合いとなる梁フランジと柱材及び内ダイアフラムの納まり

(5)内ダイアフラム納りが可能となる柱幅に対する梁フランジ幅の上限寸法 maxBf

(6)UT検査が可能なダイアフラムの最小間隔e(mm)

(7)水平方向に斜めに取合う角形鋼管柱―大梁の接合部

(8)梁中間折れ曲がり部

(9)梁端鉛直ハンチ加工

(10)角形鋼管柱継手

(1)ガセットプレートの形状

(2)受け梁よりも小梁の方が高い位置になる場合

(3）小梁が受け梁に対して鋭角に取合う場合

(4)ガセットプレート、バックスチフナー

・梁端に鉛直ハンチを設ける場合はBH加工とすること。フランジ板曲げ部には面外変形防止

　用リブプレートを設けること。また、必要に応じてウェブ面にも補強を施すこと。

　 プレートの溶接回し溶接の有無に関わ

　 らず溶接終端は受け梁フランジ外端部

　 に置かず、スイッチバックしてクレー

　 タ―処理を施すこと。

スカラップ

maxBf 側面寄寸法

1
5

30

trは特記による

tr

GPL GPL

1
5

100

10

左図ハッチ部分には、Dc
a

一切の溶接を行ってはならない。
Dc

R10
パネルゾーン

溶
接
禁
止
域

Dc
10

デッキコンクリートのせき板 、

胴縁用ネコピース、サッシ枠等、

(2)冷間成形角形鋼管柱の溶接施工禁止範囲

　　・ベースプレート支持工法は、あと詰め中心塗り工法(まんじゅう)とする。

　　・ベース下モルタルに接するコンクリート面は、十分にレイタンスを除去し、モルタルとコ

　　　ンクリートが一体となるようにすること。

　　　200mmφ以上とし建方中に作用する応力に見合うサイズとすること。

　　　生期間をとること。

　　・ベースモルタルの厚さは 30～50mmとし、中心塗り部分の形状・寸法は200mm角以上、又は

　　・中心塗りモルタルは容積比セメント1：砂2の堅練りモルタルとし、建方まで 3日以上の養

　　・あと詰めモルタルは、無収縮モルタル又は、無収縮グラウトとし、ベース縁辺から25mm以

　　　上かつベースプレート厚さ以上の余長を確保すること。

　　・鋼製ピースは建方中に作用する重量以上の保証荷重のものを使用すること。

　　・鋼製ピースは柱の中心に垂直に設置し、所定の埋込深さを確保すること。

　　・ベースモルタルの厚さは受けナット厚さ以上かつ50mm程度の後詰めモルタルの充填に必要

　　　な厚さとすること。

　 にベースプレート下端高さ以上になるように施工すること。

(1)モルタル塗り工法

(2)鋼製ピース(鉄まんじゅう)

(3)グラウトは内部に空気が閉じ込められないよう１方向から充填し、外周部のモルタルが均一

(4)認定工法の露出固定柱脚金物の場合は材料、施工方法共各メーカー仕様による。

Ａ

Ｂ
e

Ａ

１３，各部納まり要領図

１３-１，柱－梁接合部

Ｂ

Ｂ

柱材内面と裏当て金の隙間の許容差

1.
5m
m以
内

1mm以内

角形鋼管
tc

通しダイアフラム
(SN490C) 梁フランジ

2～3

tftd

5㎜程度
スカラップ端は

裏当て金FB-9*25等回し溶接とする

通しダイアフラムの寸法*スカラップ仕様の場合
・出寸法 e

　e=25㎜　（tc＜28㎜）

　e=30㎜　（tc≧28㎜）

・板厚

内ダイアフラム 　td≧tf+7mm

通しダイアフラム

ガス抜き孔

断面図

*スカラップ仕様の場合

(1)冷間成形角形鋼管柱－Ｈ形鋼梁接合部

・スカラップタイプ内ダイアフラム

溶
接
禁
止
域
・梁フランジの溶接は内ダイア10mm
　フラムの幅内に納めること

断面図 10mm

R止まり

・ノンスカラップタイプ内ダイアフラム

　までの範囲に納めること溶
接
禁
止
域

・裏あて金は角部の形状に合わガス抜き孔
　せて加工されたものを使用す

　ること

断面図
R止まり

・裏あて金の組立て溶接は柱角

　部を避けて行うこと

・裏あて金の組立て溶接は柱角

　部を避けて行うこと

・内ダイアフラムは柱かどのＲ

　止まりから10mmの範囲に取合

　わせないこと

・梁フランジの溶接はＲ止まり

　取付は梁天端から所定の深さに水平に取付けること。

　取り合う梁母材同等以上の性能を有する鋼種とすること。

・内ダイアフラム

・各プレートや接合ボルトの仕様及びバックスチフナの要否は特記による。

方杖材と小梁で拘束するタイプ

床版と鉄骨架構の一体化のための

接合具 スタッドジベル等
小梁兼座屈止め

方杖
材

方
杖
材

補剛対象梁 補剛対象梁

・方杖材で拘束するタイプ

方杖材と床版で拘束する場合

30～60ﾟ程度

柱・梁軸心

BPL下端・柱芯 梁軸心

構面ブレース 水平ブレース

１３-５，ブレース材接合部

(1)ブレース材の配置

・ブレース材の軸心は取合う周辺架構の軸心交点と一致させることを原則とする。

θ＜45ﾟの場合

ﾘﾌﾞPL ﾘﾌﾞPL

ﾘﾌﾞPLの厚さは片持ち小梁ウェブ厚さかつ9mm以上
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縮　尺

A3

図面番号
備

考

×
フランジ上面取付け フランジ下面取付け

片面隅肉溶接の場合 フィレット部を利用し
たグルーブ溶接場合

大梁フランジ側面には

溶接しないこと。
注:サイズ不足,不等脚

・梁上端フランジに取付ける場合

鉄骨工事標準仕様書(４)

30mm以上

30mm以上１３-６，合成床版

１３-７，胴縁 １３-８，母屋

L=30以上L=30以上

≧10 ≧ 10

〃 〃

× ×

　調整板を切断し干渉を避けること。

　端及び梁フランジ縁までの距離は20mm以上確保すること。

鉄骨構造標準図(3)(4)は、各部納まり参考図です

片持ち胴縁

ねじれ防止部材の例

アークスポット溶接

隅肉溶接

・複数のブレースが取合う接続プレートの

　溶接は梁フランジ面の片面隅肉とする。

　溶接長さが不足する場合はスロット溶接

　によって確保し、フランジ側面には溶接

　しないこと。

・片面交差の場合 ・両面交差の場合

端部接合ボルトと同径(HTB)端部接合ボルトと同径(HTB)

接合プレート ガセットプレートと同厚のFillerプレート

せき板倒れ止め(必要な場合)

5
0

せき板は
柱に溶接

(山)しない (山) (山)(谷) (谷)5
0

50
(谷)

せき板固定用溶接(山) 鉄筋
梁には溶接しない

50

せき板とデッキプレート山上間は点付け溶接可。

コンクリートせき板

PL-1.6(曲げ加工)

頭付き デッキプレートの材質と板厚(mm)

スタッド 塗　装 Z12 Z27

径(mm) 1.0 1.2 1.6 1.0 1.2 1.6 1.0 1.2 1.6

φ16 〇 〇 ※ ※ ※ ※ × × ×

φ19 〇 〇 〇 〇 〇 ※ ※ ※ ※

主構造体と干渉しない幅

主体

構造

(一般部) (ジョイント部)

主構造体と干渉しない幅

主体

構造

(一般部) (ジョイント部)

溶接が鋼管柱コーナー部に干渉
しない位置

接合間隔1800@程度

梁継手部への接合ピース取付を回避する方法 梁継手のボルト施工用開口を設ける方法

受け胴縁 受け胴縁

受け胴縁

ウェブ接合ボルトの本締めが容易 ウェブ接合ボルトの本締めが容易

150以内

2
5

5
0

2
5

25
25

50

2
0
A
d

土台胴縁とアンカーボルトの納まり例

座金PL-4.5

≦2,000@ ≦2,000@

土台
胴縁

30φ

台座プレート又はモルタル充填

ABolt(J型,L型など)

Ad:アンカーボルト直径 ABolt

・リップ付き軽量溝形鋼の場合

(一般部) (ジョイント部)

主構造体と干渉しない高さ

・小径角形鋼管の場合

(一般部) (ジョイント部)

梁継手に掛かる部分の納まり

(梁継手ボルトと干渉が想定される場合) (母屋、受け母屋の強度に余力がある場合)

上端フランジ接合ボルトの本締めが容易

梁フランジ面は黒皮または一般さび止め塗装を想定。  ※印はスタッドメーカーに相談

・水平ブレースの平面取付位置

・水平ブレースのガセットプレートは受け梁側に取付けること。

・水平ブレースの軸心を周辺架構交点と一致させることが困難な場合は監理者と協議の

　上取付け位置を決定すること。

・１点に集まるブレースを接続する接合プレートの梁への固定方法

・溶接方法

・形状、位置、条件

・アーク手動溶接(SPW)

　溶接棒 低水素系被覆アーク溶接棒 φ4mm(JIS Z 3211 E4316,E4916)

　溶接電流値　190～230A(標準210A)

　デッキプレートと梁フランジとの隙間 0～2mm

　余盛径　管理許容差 20mm以上 、限界許容差 18mm以上

　梁フランジ厚6mm以上

・CO2アークスポット溶接による自動溶接(A.P.W)

　350Aの専用溶接機を使用すること。

　溶接ワイヤー　1.2φ

　余盛径25mm程度

　フランジ板厚が6mm～9mm未満の場合は1度打ち、9mm以上の場合は2度打ちとする。

・検査

・1ロット(柱で囲まれた2区画程度の範囲で280個程度)からサンプル10個を無作為抽出

・不合格ロットは全数検査を行い、不良個所には補修溶接を施す。

・不良箇所は溶接金属上から再溶接を行うこと。

・検査結果と検査時の写真は記録として監理者に報告すること。

・注意事項

・デッキプレートと寸法調整プレート(フラッシングプレート,幅調整板)の接合

・焼抜き栓溶接は600@以下の間隔で施工すること。

・デッキプレートの受け材への掛代は50mm以上とする。

・焼抜き栓溶接の熱によってフランジ裏側の塗装が劣化した場合は補修塗装を施すこと。

　デッキプレートと寸法調整プレート間は

　機械的にかしめられることは無いので、

　プレート間の水平力授受は期待できない。

　床水平剛性を焼抜き栓溶接によって確保

　する建物の建物外周部などで寸法調整

　プレートを使用する場合は右図のような

　補強を施すことが望ましい。

　なお、外周部以外の部分では寸法調整

　プレートと隣合うデッキプレート端の

　焼抜き栓溶接で寸法調整プレート側の

　この限りではない。

　必要溶接数を包含出来ている場合は

隅肉溶接600@以下(Lw≧30)

丸鋼9φ(L=50～100)など

隅肉溶接600@以下(Lw≧30)

FB-9*25(L=50～100)など

・柱まわりのせき板は折り曲げ加工とし柱に対して溶接固定してはならない。

・溶接などでデッキプレートのみに固定する事が可能な場合や、せき板を立てる位置が梁面

　から10㎜以上内側の場合は平板のせき板を使用して良い。

・スタッドジベルは13φ～19φとする。

・デッキプレートの受け材への掛代は30mm以上確保すること。

・大梁ブラケット部分への溶接は断続隅肉溶接S=6mm,L≧50mmとする。

・梁部分への溶接はアークスポット溶接でもよいものとし、溶接間隔は600mm以内とすること。

・貫通溶接におけるデッキプレート板厚とスタッド径の関係

・リップ付き軽量溝形鋼の場合

・壁材または壁下地の目地部は取付ける材料の仕様により、ダブル材又は角形鋼管とする。

・緩み止め機構を有するボルトセットが望ましい。

・小径角形鋼管の場合

・接合プレートは鋼管の両面に配置する。

・ボルトは通しボルトとし、鋼管を潰さない様に注意して締付けること。

　締結後に部材に回転が生じるような接合仕様

　注意すること。

　を施す部位の接合ボルトは１本でもよいが、

　としてはならない。特に接合ボルトが１本の

　場合は右図のような納まりにならないように

・製作物の場合は PL-4.5以上, 1-M12(ボルト)

　以上とするが、既製品の場合は必要強度が保

　証された板厚 3.2mm以上のものを使用するこ

　と。

・構造耐力･剛性上 支障が無く、緩み止め処置

・片持ち支持となる胴縁は支持構造体の少なくとも

　 2か所に接合ピースを設けること。

・支持構造体が H形鋼梁などの開断面材で、胴縁の

　反力によってねじり変形を生じる危険性がある場

　場合は、接合ピースの背面にねじれ防止部材を設

　ける等の処置を施すこと。

・屋根葺き材下地目地部を支持する母屋はダブルとする。

・角形鋼管による母屋の接合プレートは鋼管の両面に配置する。

・ボルトは通しボルトとし、鋼管を潰さない様に注意して締付ける事。

・設計図に特記がなく、緩勾配屋根の場合の接合はPL-4.5,2-M12(ボルト)とする。

　また、急勾配屋根の場合の接合はPL-6,2-M12(ボルト)とする。

・上記条件を満たす場合は既製の接合ピースを使用してよい。

・溶接部はスラグを取り除き、適切な溶接径,肉盛りが形成され、溶接欠陥が無いことな

　どの外観検査は全数について行うこと。

　　不良個所0個　合格とする。

　　不良個所1個　2回目のロット検査を行い新たに不良個所あった場合は不合格とする。

　　不良箇所2個　ロット不合格とする。

・焼抜き栓溶接はデッキプレート溝平板部の中央とし、溶接の中心からデッキプレート縁

・アンカーボルトは支持躯体の厚さの中央に所定の天端高さを確保し垂直に打込むように注

　意して施工すること。

・土台胴縁のアンカーボルトによる接合は煩雑で精度確保が難しいが、先行埋設した差し筋

　こと。

　と捨てプレートなどで雑に溶接接合するなどの接合耐力が期待できない方法は採用しない

(2)水平ブレース

(3)アングルブレース交差部

(1)焼抜き栓溶接によって梁と一体化する場合

(2)せき板

(2)周囲の胴縁との接合

(1)一般部

(3)スタッドジベルによって梁と一体化する場合

(3)コーナー部の接合

(4)手すり壁など片持ち支持となる胴縁の接合部

(5)梁継手まわりの納まり

(6)コンクリート部材との接合部

(1)一般部

(ブラケット) (梁)

せき板へは点付けでよい

デッキ山上のみ溶接可

(点付けで良い)

g P

e2 e1

C
o
v

L

スタッド

専用溶接掛かり代

・せき板はＬ形に曲げた鉄板とし梁上に焼抜き栓溶接又は隅肉溶接で固定する。

・せき板の溶接は梁面から10mm以上内側に施すこと。

・梁上スタッドジベルの施工要領

・梁材軸方向のピッチpは軸径の7.5倍以上、且つ600㎜以下とする。

・梁材軸と直角方向のゲージgは軸径の5倍以上とする。

・鉄骨梁フランジ縁からの縁空きe1は40㎜以上とする。

・あらゆる方向のかぶり厚さcovは30㎜以上とする。

・床スラブ縁からの縁空き距離e2は100㎜以上とする。

・スタッドジベルの長さLは軸径dの4倍以上の長さとする。

・アークスポット溶接は E4316, E4319, E4303の3.2mmの溶接棒で電流は 100～140Aとし、ア

　ンダーカットや溶け込み不良などの欠陥はあってはならない。

・「ブラケット部分」とは大梁の柱梁接合部 ～ 現場継手までの範囲を指し、また「梁部分」

　とは大梁のブラケット部分を除く範囲を指す。

・幅調整版の掛かり代が過大でスタッドジベルの施工に支障をきたす場合は幅調整板を切

・ひとつの水平構面に配置する水平ブレースは、同一平面内への配置を原則とするが、大梁

　とと小梁の天端レベルが異なったり、同一平面内に配置すると梁の接合プレートやボルト

　に干渉するなどの場合は、監理者と協議の上、設置高さを決定すること。

・ブレース交差部が干渉し合わないように配慮して取付けること。

　1/500rad*以内の高さに取付けることも考えられる。

・ターンバックルブレースで、同一平面内への設置が困難な場合は、想定平面との傾斜角が

傾斜取付けの例

交差による干渉回避の例

ウェブの面外曲げを拘束するため、リブPLを配置すること。

ブレースのガセットプレートの両側に小梁のガセットプレートを利用する場合
リブプレートを配置する場合

リブPL 9mm以上

リブPL 9mm以上
リブPL 9mm以上

リブPL
9mm以上

0～20mm程度

・梁ウェブ面に取付ける場合

L
6

L5

(２溶接線の両面隅肉溶接)

板厚tb

L5,L6は Lw3/2 かつ Lmin 以上
 Lw3 = max[Lmin,Lwo/2+4S]

ガセットプレート(ブレースシート)の必要溶接長

軸径 tb(mm) S(mm) Lw1(mm) Lw2(mm) ・ガセットプレートの鋼種は400N級以上
M12 6 6  60  60 ・耐力上必要となる溶接長さLwo

6 6  60  60    Lwo = 1.2･Pu/{(400/√3)･a}M16
9 7  70  70  a:のど厚(=0.7S)

M20 9 7  70  70  S:サイズ寸法(mm)
M22 12 9  90  90 Pu:降伏軸耐力(N)
M24 12 9  90  90 ・施工上必要とされる溶接長さLmin
M27 12 9  95  90  　Lmin > 10･S かつ 40mm以上
M30 12 9 115  90 ・軸径M24以上のものにはサイズS=tbと

9 145  90 　した場合の必要溶接長さも示した。
M33 12

12012 120 ・片面隅肉溶接は回し溶接とすること。

・両面溶接は回し溶接とする必要はない。

・ターンバックルブレース用ガセットプレート(ブレースシート)の溶接

本図内ブレースシート溶接形状は下記仕様を満たしていないため構造的配慮が必要

小
梁

小
梁〇

小
梁

小
梁×

受け梁 受け梁受け梁 受け梁

本図内ブレースシート溶接形状は下記仕様を満たしていないため構造的配慮が必要

倒れ止め鉄筋

せき板倒れ止め

　してはならない。

・せき板の倒れ止め鉄筋はデッキプレート山上に固定し、梁天端フランジへの点付け溶接は

L
2

L
1

10mm程度

2S以上

(片面隅肉溶接)

板厚tb

L1,L2は Lw1/2 以上

L
w

L
4

L
3

(１溶接線の両面隅肉溶接)

板厚tb

L3,L4は Lw2/2 以上

20mm程度

L
w

Lw ≧ Lw1= max[Lmin,Lwo] Lw ≧ Lw2= max[Lmin,Lwo/2+2S]

2024. Ver1.01

Ｓ－０８
－

－

Shizuoka Association of Architectual Firms

一般社団法人静岡県建築士事務所協会

鉄骨構造標準図(4)

一級建築士 第358654号

愛知県知事登録（い-4）第14095号

敬建築企画（株）

構造設計一級建築士 第10506号 前田 大介 



Ｓ－０９

　年　　月　　日検　図 図面名称

Ｒ　８．　４．３０白柳一級建築設計事務所
事務所登録　第3620号    一級建築士登録　第278915号　設備設計一級建築士交付　第2724号　清水　基史

式株
社会令和８年度　湖西市消防防災センター第２期建設工事

〒433-8119 浜松市中央区高丘北四丁目6番35号

０５３－４３９－０３３３（代）ＴＥＬ：

０５３－４３９－７５００

 sarc＠kdt.biglobe.ne.jp

ＦＡＸ：

E-mail:

A1

縮　尺

A3

図面番号
備

考

基礎柱形主筋の定着長さ（Lt）は、

定着板上面を境にして上下とも

確保する必要があります。

ベースプレート

裏当金

裏当金

※開先形状は参考

（柱端部に開先を設ける）

Ｂ

本工法の設計・施工は、鋼構造設計規準、鉄骨工事技術指針、建築工事標準仕様書 ＪＡＳＳ ６ 鉄骨工事、建築工事標準仕様書・　

注意

JIS Z 3312 又は JIS Z 3313に従い選定する

JIS Z 3211（旧JIS Z 3212）に従い選定する（低水素系）

３０≦ｔｍ≦７０ｍｍ

寸　法

ベースプレート

https://www.senqcia.co.jp/ＵＲＬ

開先はＭＣ-ＴＬ-１Ｂ、ＧＣ-ＴＬ-１Ｂによる

札幌 　ＴＥＬ　０１１-７０８－１１７７

東北 　ＴＥＬ　０２２-２１３-５５９５

本社 　ＴＥＬ　０３-４２１４-１９３２ 関西 　ＴＥＬ　０６-６３９５-２１３３

中部　 ＴＥＬ　０５２－５８２－３３５６

関東 　ＴＥＬ　０２７-３２２-９４１１

北陸　 ＴＥＬ　０７６-２３３-５２６０ 九州　 ＴＥＬ　０９２-４５２-０３４１

中四国 ＴＥＬ　０８２-２４０-１６３０ ！
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センクシア株式会社

柱下端
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柱
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柱下端

ベースプレート

柱

Ｈ
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ハイベースNEO工法設計施工標準

（１） ベースプレート・アンカーボルト・ナット・座金・定着板

（大臣認定取得材）

エコタイプ、高強度柱適用タイプのベースプレート上ナットはエコナットを使用する。

降伏比 ７０％以下

メートル並目

アンカーボルト

設　　　　計

ねじの種類

規　格

SN490B
備　考

ベースプレート
エコタイプ

１． 材質

-

BCJ評定

大臣認定 １． 溶　接　材　料

※　柱とベースプレートの溶接は完全溶込み溶接

２．ベースプレートの鉄骨柱への取付け

ベースプレート周辺のモルタル幅（ｅｍ）

中心塗り部分モルタルの厚さ（ｔｍ）

被覆アーク溶接

ガスシールドアーク溶接

基礎柱形

ＳＭ４９０Ａ

-

ＪＩＳ　Ｇ３１０６

座　金

メートル並目

強度区分5

（六角ナット）

ナット

ＪＩＳ　Ｂ１１８１ＨＡＢ

ＳＳ４００

圧延鋼材）

ＪＩＳ　Ｇ３１０１

定着板

（一般構造用

-

工場加工

各　部　名　称

ｅｍ≧３０ｍｍ

柱モルタル

Ａ

ｅｍ

ｔｍ

同解説 ＪＡＳＳ ５ 鉄筋コンクリート工事、およびハイベースNEO工法設計ハンドブックに準拠する。

３．ベースプレート下面モルタルの標準寸法

（ハイベースNEO工法は、Ｓ造及びＣＦＴ造に適用）

８．鉄骨建方

（ロ） □ ３００以上□７００以下、φ３００以上φ７１１．２以下、

（ハ） □ ７５０～□１２００、φ７５０～φ１０１６の場合

７．中心塗り部分モルタル施工

ベースプレート

１．アンカーボルトの設置、無収縮モルタルの充填、これらの施工は、センクシアが定めた認定業者が行うこと。（日本建築センターの評定で義務付けられています。）
２．アンカーボルト及びナットは加熱、溶接、加工は絶対に行わないでください。

溶接部の検査を行う場合は、超音波探傷検査による。

（２） 溶接部に割れの入った場合には、割れの入った両端から
（１） 有害な欠陥のある溶接部は削除して再溶接する。

探傷は柱フランジ側から行う。

５０ｍｍ以上、はつり取り再溶接する。下部定着長さLt

上
部
定
着
長
さ
L
t

アンカ－ボルト

基礎柱形主筋

定着板

４．基礎柱形主筋の定着長さ（最小値）

６． 検　　　　査

方　法

中心塗部分モルタル及び後詰めモルタルの養生

a

a

Ｄ

基礎、基礎ばりコンクリ－トの強度以上となるよう養生期間を確保すること。

１５０ｍｍ ≦ ａ ≦３００ｍｍ　かつ柱寸法 Ｄ以下

注入方法はヘッド圧工法による。

ハイベース工法無収縮モルタルＮＸ-２０００、又はクイック３

３００ｍｍ ≦ ａ ≦５００ｍｍ　

中心塗部分モルタル

後詰めモルタル

６．基礎コンクリート打設

５．鉄筋配筋・型枠の立込み

自立できる形式とし、

捨てコンクリートに固定する。

アンカーボルトの設置は

４．アンカーボルト据付（#）

鋼材の種類、板厚により必要に応じて適切な予熱を行う。

５．溶 接 施 工 一 般

対辺ごとに溶接

予　熱

１

柱フランジ

ｅｍ

４

２

ｅｍ

３

設置精度の

アンカーボルト

アンカーボルト

角形鋼管

4
0
m
m

３．組 立 溶 接

40mm

基準高さよりの誤差eh

－３ｍｍ≦eh≦10mm

Ａ
±
ｅ

ｅ≦３ｍｍ

Ａ±e

アンカーボルト

平　面 レ ベ ル

定着板

アンカーボルト

たてアングル

ピンアンカー

アンボンドスリーブ

上部形板

現 場 施 工

備　考

（自動ロボット溶

不良溶接部の

　　 　補正

余　盛
裏当金

ベースプレート

柱

A

B

溶接余盛はベースプレート側A点から

うに施工する。

2

イ
プ

タ
コ

BCJ評定-ST0059（エコタイプ、高強度柱適用タイプ）

-

（一般構造用

定着板

ＪＩＳ　Ｇ３１０１

圧延鋼材）

ＳＳ４００

※３

※２

ＨＡＢ

※３

ＪＩＳ　Ｂ１１８１

ナット

（六角ナット）

強度区分8 (一重ナット時）

強度区分5 (二重ナット時）

メートル並目

座　金

ＪＩＳ　Ｇ３１０６

-

ＳＭ４９０Ａ

※１

-

ベースプレート

備　考 ＳＮ４９０Ｂ同等

規　格

アンカーボルト

メートル並目

降伏比 ７０％以下

（大臣認定取得材）

エコタイプ（ＥＢ型式、ＥＭ型式、ＥＨ型式）,高強度柱適用タイプ（KB型式）

Ｇタイプ（ＧＢ型式、ＧＭ型式、ＧＨ型式）
※２ ※２

TMCP鋼

-

TMCP325B,C

※２ ※２ ※２

メートル並目

エコナット
※２

大臣認定取得材

-

※４

○日本建築学会「ＪＡＳＳ ５ 鉄筋コンクリート工事」に適合する普通コンクリート

（２）ベースプレート下面のモルタル

○設計基準強度は、Ｆｃ＝１８～３６Ｎ／ ｍｍ

ＪＩＳ　Ｇ ３１１２「鉄筋コンクリート用棒鋼」に定められる、熱間圧延異形棒鋼

ハイベース工法無収縮モルタルＮＸ-２０００、又はクイック３およびこれと

○無収縮モルタルパッド用又は普通モルタル

　（NX-２０００及びクイック３は使用不可。）

鉄　　　　筋

コンクリート

部分モルタル

中 心 塗

（３）基礎・基礎ばり

後　詰　め

モ ル タ ル

２

２． アンカーボルトのセット寸法

アンカーボルト

４本タイプ ８本タイプ

アンカーボルト

アンカーボルト

１２本タイプ

ベースプレート

上端

アンカーボルト
８本タイプ４本タイプ

アンカーボルト
１２本タイプ
アンカーボルト

標準寸法 ｔｍ=50ｍｍ 許容範囲

許容範囲 eｍ≧２５ｍｍ

４．本 溶 接 の 手 順

高さに準拠する（Ｇタイプ）。

余盛高さは、柱接合突出部形状に対応

４．建て入れ直し用のワイヤをアンカーボルトにとらないでください。

施工完了後、ハイベースＮＥＯ工法のチェックシートに工事記録を記載する。

１．捨てコンクリート打設

柱脚部の捨てコンクリートの厚さは９０ｍｍ以上とし、表面は平滑に仕上げる。

２．墨出し

３．アンカーボルト搬入（#）

（架台の形状は異なる場合あり）

アンカーボルトは隙間がないよう確実に

９～１０．モルタル注入枠設置（#）

アンカーボルト締付確認（#）

していることを確認。

１１．モルタル注入枠取り外し

エ

アンカーボルト設置例

施工時は、ねじ山が最低３山

・Gタイプのアンカ－ボルトは二重ナットを標準としていますが、一重ナットでも適用可能です。
・一重ナットとする場合は、コンクリ－トに埋め込む等のゆるみ止め処置が必要です。
　（一重ナットとする場合は、センクシアにご相談ください。）
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座　金

厚 内 外

( mm )

φｄ1
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L

B 下端LP

L ０

ボルト上端

S

※1

a
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Ｈ

座金の形状

tw

φＤ1

ナットの形状

Ｂ

Ｃ

角形鋼管

長
着
定

L

600

720

840

960

さ

1120

1280

1440

Ｇタイプ用アンカーボルト部品

！ 注意

注意！

エコタイプ、高強度柱適用タイプ用アンカーボルト部品
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※２

a

13

16

18

さ

S

ッ径

φｄ

チ

P

130

436

30

42

3.5

4.5

長 長ピ

M30

M36

ね

の
じ

呼
び

ｔ２１

２※
※※

・コンクリートによる被覆を行わない場合は、二重ナット等のゆるみ止め処置が必要です。

・エコタイプ、高強度柱適用タイプのアンカ－ボルトはシングルナットとしておりますので、

はベースプレート台座厚さを示し、ハイベースＮＥＯ型式によって変わります。
ａ寸法は設置誤差を考慮した設計時の最小寸法です。

M24 324 10 29 3619 42 256 565322 46

面
距

55

65

50

38

33

27

75

64

58

B0

幅

H0

さ

C0

離

二

エコナット

高 対
角

３ 表中のエコタイプ上段はEB、EM型式のアンカーボルト4本タイプ、※

　ゆるみ止め処置としてコンクリートスラブで被覆してください。

110 400
600 800

580

690
925720

480

-

M56

61

-

M48M36

50

70

M42

57

5345

44

M24

38

38-

M30

Ｇタイプ孔径

エコタイプ

87

M64

-

79

M72

-

ねじの呼び

ベースプレートのアンカーボルト孔径

ベースプレートの形状・寸法は、ハイベースＮＥＯ工法設計ハンドブックを参照ください。

ベースプレート形状

ベースプレート形状

開先形状

開先形状

！ 注意

柱はベースプレートのフラット面に

アンカーボルト孔周辺に凹加工して

無収縮モルタルと接する面となります。

設置

目標値

エコナットの形状

Ho

Bo

Co φD1

座金の形状ナットの形状

H

C

B

tw

φd1

○強度はこれに接するコンクリートの強度以上

ＮＸ-２０００、クイック３は使用不可。

(#)：センクシアの担当範囲

（形板芯にて検査）

３．設置後のアンカーボルトのねじ部は打ちきずやコンクリートが付着しないようにねじ部の保護養生をしてください。

５．本資料以外の施工方法で行った場合、ハイベースNEOの性能が発揮できなくなります。

※３ Ｍ７２は細目ねじ　※４ 建築基準法第37条第二号に基づく国土交通大臣認定を取得した材料を使用　※５ 電炉材を使用する場合があります

コンクリートスラブ天端

　その場合、せん断耐力が変わる可能性がありますのでセンクシアにご相談ください。
・アンカーボルト上部には必ずエコナットを使用してください。通常のナットでは所定の性能が発揮できません。

板厚40mm以下の場合

板厚40mm超の場合

105
95 400

480 645
550

施工時は、ねじ山が最低３山ナットの外に出るように余長を確保してください。

はベースプレート台座厚さを

※※１

２ｔ

ａ寸法は設置誤差を考慮した設計

※２

上段はGB型式及びGM型式の場合、

※３

M24 324 105 10 29645 3619 42 256 44480

150
130

165
155

190
175

210
185

230
200

955
925

1110
1080

1270
1235

1470
1420

1660
1610

(1)ウェブの両面すみ肉溶接

(2)開先部の溶接

１パスごとに

全周溶接を行

(曲げ負担の場合は、
完全溶込み溶接とする)

H形柱の

溶接

エンドタブの取付とＨ形柱ウェブの

すみ肉溶接 ハイベース
ウェブ突出部

柱ウェブ

エンドタブ

スカラップ
（H形柱の場合）

組立溶接

40mm

組立溶接

円形鋼管 H形

40mm

組立溶接

円形鋼管 H形

を行う。

接の場合はこれ

によらない）

う。

取り付けてください。

いる面はベースプレート裏面であり、

H形柱用（EH型式）

角形鋼管柱用（EB型式） 円形鋼管柱用（EM型式）

H形柱用（GH型式）

円形鋼管柱用（GM型式）角形鋼管柱用（GB型式）

柱側B点へ向かってなめらかになるよ

し突き合わせ継手またはＴ継手余盛り

2

EB,GB,EM,GM,EH,KB型式 GH型式

　　アンカーボルト締付

締め付けを行う。

８．鉄骨建方

後詰めモルタル充填（#）

９．モルタル注入枠設置（#）

後詰めモルタル充填（#）

１０．アンカーボルト締付（#）

予備締め

ナット回転法による本締め

（30°回転、許容差：　　）+10°
-0

マーキング

ベースプレートと座金とナットが密着

スカラップ
（H形柱の場合）

注意！ 柱の溶接時にベースプレートとの組合せによってはベースプレートが溶接熱歪によって曲がることがあります。

ねじの
4本タイプ用 8本タイプ用 12本タイプ用

M24

厚さ 外径 内径

(mm)

長さ 幅

定着板（4本タイプ用）

定着板（8本タイプ用）
32 180 68 12 330 130 68

-16 70 27

16 90 33

19 100 39

22 120 45

25 140 52

28 160 60

9

12

16

33

39

45

52

60

76

68

45

52

60

180

215

240

270

305

65

75

85

95

110

225

260

295

340

375

85

95

110

130

145

M30

M36

M42

M48

M56

M64

M72

厚さ 厚さ内径 内径長さ 幅

td ad bd dd tt at bt dtts Ds ds

- - - - - - -

----

----

- - - 16 380 145 76

9

9

9

9

9

9

9

ｅｍ

定着板（エコタイプ、高強度柱適用タイプ、Gタイプ共通）

スリーブ

アンカー

示し、ハイベースＮＥＯ型式に
よって変わります。

下段はGH型式の場合の寸法です。

ナットの外に出るように余長を

時の最小寸法です。

確保してください。

呼び

(mm)

定着板（12本タイプ用）

t
s

D
s

d
s

t
d

b
d

ad

d
d

bt

dt

b
t

t
t

at

a
t

（大臣認定取得材）
ＨＣＷ４９０B

へりあき量は、ベースプレート外形寸法の０．１倍以上確保しなければならない。柱　　　　形

（イ） □ ２５０以下、φ２６７．４以下、H２５０以下の場合

１００ｍｍ ≦ ａ ≦２００ｍｍ　かつ柱寸法 Ｄ以下

　　　 および H２５０以上の場合

※ベースプレートと柱のF値が異なる場合は、JASS6や各材質毎に定められた指針に従い溶接材料を選定する。　

基礎柱形上面の目荒らし・水洗いを行ってください。

同等以上の無収縮性モルタル 

およびこれと同等以上の無収縮性モルタル

※

※

※ センクシアが供給するものに限る

※ センクシアが供給するものに限る

TMCP385B,C

高強度角形鋼管柱用（KB型式）

４本タイプ
アンカーボルト アンカーボルト

８本タイプ

アンカーボルト
８本タイプ １２本タイプ

アンカーボルト

エコタイプ下段はEB、EM型式のアンカーボルト8本、12本タイプ及びEHタイプの場合の寸法です。

JIS G3136 

高強度柱適用タイプ

又はTMCP鋼
※４

M42

エコタイプ

高強度柱適用タイプ

柱
適

度
強
高

イ
プ

タ
用

・

1110840165 789 437534 65481842 4.5 6538 75M42

高強度柱適用タイプ

※3

※５

BCJ評定-ST0058（Gタイプ）

MSTL-0566 (Gタイプ用ベースプレート)

2025/10

ねじの種類

MBLT-0042～0044,0046,0228～0230 (アンカー用ボルトセット)

※１ 国土交通大臣認定（ＭＳＴＬ-0566） ※２ 国土交通大臣認定（ＭＢＬＴ-0042～0044,0046,0228～0230）

－

－

ハイベースNEO工法設計施工標準

一級建築士 第358654号

愛知県知事登録（い-4）第14095号

敬建築企画（株）

構造設計一級建築士 第10506号 前田 大介 



　年　　月　　日検　図 図面名称

Ｒ　８．　４．３０白柳一級建築設計事務所
事務所登録　第3620号    一級建築士登録　第278915号　設備設計一級建築士交付　第2724号　清水　基史

式株
社会令和８年度　湖西市消防防災センター第２期建設工事

〒433-8119 浜松市中央区高丘北四丁目6番35号
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ＦＡＸ：

E-mail:
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QLデッキ合成スラブ設計・施工標準

一級建築士 第358654号

愛知県知事登録（い-4）第14095号

敬建築企画（株）

構造設計一級建築士 第10506号 前田 大介 

 建物外回り ＱＬデッキスパン方向  左図円部詳細ａ部 ａ部耐火仕様①ＱＬデッキ合成スラブ設計・施工標準
クローサー

図中※１は、梁に１、２または３時間の耐火性能が要求される場合のみ適用。　※２はＱＬデッキ耐火認定を適用する場合に必要。 釘普通コンクリート
釘　　※３ 溶接方法等は別途検討が必要。（合成スラブ工業会Ｑ＆Ａ参照）　　　合成スラブ工業会仕様 鉄骨(S)梁 鉄筋コンクリート(RC)梁･鉄骨鉄筋コンクリート(SRC)梁

３０ ３０
Ｄ ＦＱＬデッキ合成スラブの設計・施工は、(社)日本建築学会「各種合成構造設計指針・同解説」「鉄骨工事技術指針」「建築工事標準仕様書・同解説 JASS5鉄筋コンクリート工事及びJASS6鉄骨工事」、 ＱＬデッキ柱 ＱＬデッキ

梁型枠３０ 梁にのみ込み３０ｍｍ(一社)日本鋼構造協会「デッキプレート床構造設計・施工規準　2018」、合成スラブ工業会「合成スラブの設計・施工マニュアル」、ＱＬデッキ設計マニュアル・同施工マニュアルによる。 ｄ
ＥＡ 釘※2１５０

耐火補強筋
２スパン                               ２スパン １スパン           １スパン            １スパン           １スパン

ａＢ ＲＣ梁またはＳＲＣ梁

小
梁

支  持  梁  ：鉄骨(S)梁 及び 大梁：鉄筋コンクリート(RC)梁又は鉄骨鉄筋コンクリート(SRC)梁、小梁：鉄骨(S)梁 クローサーｂ
2コンクリート：設計基準強度１８Ｎ/mm 以上の普通コンクリート、及び、軽量コンクリート（１種･２種）

大
梁

溶接金網又は異形鉄筋  内部大梁、小梁 ＱＬデッキスパン方向  建物外回り ＱＬデッキ幅方向ｃ部ｂ部開口部 開口部２スパン                     １スパン耐 火 時 間      コンクリート種類    　品　　名　   支持スパン  コンクリート厚さ                            許容積載荷重 外
周
部
大
梁

大
梁

（Ｄ１０－＠２００） 小
梁

溶接金網または異形鉄筋Ｈ １スパン 普通コンクリート 梁に定着ＱＬ９９－５０ ３.０ｍ 以下 算出式 注５)Ａ 参照 溶接金網又は異形鉄筋８０ｍｍ 以上 φ６－１５０x１５０ 普通コンクリート普通コンクリート ３.４ｍ 以下 算出式 注５)Ｂ 参照 ｃＣ
床、１時間耐火 ＱＬ９９－７５ 2

４,４００N/m 以下３.６ｍ 以下 ９０ｍｍ 以上 φ６－１００x１００ 注2) Ｇ外周部大梁 大梁FP060FL-9095 ｅ
ＱＬ９９－５０ ３.０ｍ 以下 算出式 注５)Ａ 参照 ４

０

※2軽量コンクリート ８０ｍｍ 以上 φ６－１５０x１５０
※2耐火補強筋 １０ＱＬ９９－７５ ３.４ｍ 以下 算出式 注５)Ｂ 参照 ３０ ３０ 耐火補強筋ＱＬデッキ

 外周梁 ＱＬデッキスパン方向１  外周梁 ＱＬデッキスパン方向２  外周梁 ＱＬデッキ幅方向  ＱＬデッキを突き合わせた場合Ａ部 Ａ部 Ｃ部 Ｂ部ＱＬ９９－５０ ２.７ｍ 以下 ９５ｍｍ 以上 算出式 注５)Ａ 参照
ＱＬデッキφ６－１００x１００

普通コンクリート 溶接金網３.４ｍ 以下 ９０ｍｍ 以上 算出式 注５)Ｂ 参照 溶接金網又は異形鉄筋 壁ＱＬ９９－７５ ＲＣ梁またはＳＲＣ梁2 又は異形鉄筋Ｄ１０＠２００以下壁 溶接金網又は異形鉄筋床、２時間耐火 ＲＣ梁又はＳＲＣ梁５,４００N/m 以下３.６ｍ 以下 ９５ｍｍ 以上 Ｄ１０－＠２００ 注2) 焼抜き栓溶接、頭付きスタッド
コンクリート コンクリートクローサー 又は打込み鋲FP120FL-9107 ２.７ｍ 以下ＱＬ９９－５０ 算出式 注５)Ａ 参照

８５ｍｍ 以上 φ６－１００x１００  ブラケット支持 建物内部大梁 ＱＬデッキ幅方向 ｃ部ｄ部軽量コンクリート 算出式 注５)Ｂ 参照３.４ｍ 以下
ＱＬ９９－７５ 2 アークスポット溶接 又は注2)３.６ｍ 以下 ９０ｍｍ 以上 Ｄ１０－＠２００ ５,４００N/m 以下 すみ肉溶接又はドリルねじ 打込み鋲 ＠６００以下φ４－１３　＠６００以下

ワイヤーメッシュ（φ６－１５０×１５０またはφ６－１００×１００） 溶接金網又は異形鉄筋※1ＱＬデッキ ＱＬデッキまたは異形鉄筋（Ｄ１０以上、＠２００以下）　（床全面敷設） （梁に定着）※1※1 ５０ｍｍ以上 梁耐火被覆普通又は軽量コンクリート
※1梁耐火被覆端部補強筋Ｄ１３、長さ１.０ｍ 梁耐火被覆

梁耐火被覆 焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド 焼抜き栓溶接、頭付きスタッド３
０

コンクリート厚さ 又は打込み鋲 又は打込み鋲 １０※2ＱＬデッキ高さ ＱＬデッキ又は打込み鋲 １０ フラッシング耐火補強筋３０
ＱＬデッキ受け材ＱＬデッキ  ＱＬデッキを離した場合 ＱＬデッキを離した場合  ＱＬデッキを連続にした場合  梁との間に隙間がある場合Ｄ部 Ｄ部Ｂ･Ｈ部 Ｂ部焼抜き栓溶接、打込み鋲８５０１５０ ５０ＱＬデッキ（めっきまたは防錆処理） ３０ｍｍ以上又は頭付きスタッド コンクリート耐火認定適用の場合は「耐火仕様の配筋」参照Ｓ梁 焼抜き栓溶接、頭付きスタッドスパン スパン ＲＣ梁またはＳＲＣ梁ＲＣ梁又はＳＲＣ梁 ※1 溶接金網又は異形鉄筋 ＳＲＣ梁又は打込み鋲梁耐火被覆用面戸ＱＬデッキ

クローサー
 柱廻り納まり  柱廻り（ａ－ａ断面）ｅ部 ｅ部

※2
2 すみ肉溶接又はドリルねじ耐火補強筋支  持  梁  ：鉄骨(S)梁　        コンクリート：設計基準強度１８Ｎ/mm 以上の普通コンクリート、及び、軽量コンクリート（１種･２種）

φ４－１３　＠６００以下耐火補強筋  ：Ｄ１３（デッキプレート各溝＠３００） ３０ｍｍのみ込み QLデッキ切断、柱へののみ込みなし溶接金網又は異形鉄筋 200ｍｍ以下※1※1耐 火 時 間      コンクリート種類    　品　　名　   支持スパン  コンクリート厚さ                            許容積載荷重 ＱＬデッキ（Ｄ１０－＠２００） 梁幅ＱＬデッキ 梁耐火被覆梁耐火被覆 50ｍｍ以上５０ｍｍ以上
※1すみ肉溶接ＱＬ９９－５０ ２.７ｍ 以下 算出式 注５)Ａ 参照

梁耐火被覆焼抜き栓溶接、頭付きスタッド普通コンクリート 焼抜き栓溶接、頭付きスタッド 又はドリルねじ焼抜き栓溶接、頭付きスタッド床、１時間耐火 算出式 注５)Ｂ 参照ＱＬ９９－７５ ３.４ｍ 以下 ａ ａ又は打込み鋲 φ４－１３　＠６００以下又は打込み鋲 又は打込み鋲φ６－１５０x１５０８０ｍｍ 以上 フラッシングFP060FL-9101 ＱＬ９９－５０ ２.７ｍ 以下 算出式 注５)Ａ 参照
軽量コンクリート

ＱＬ９９－７５ ３.４ｍ 以下 算出式 注５)Ｂ 参照  梁継手部 ＱＬデッキスパン方向  梁継手部 ＱＬデッキ幅方向  柱廻り  小口塞ぎＥ部 Ｆ部 Ｇ部 QLデッキ端部
１０ｍｍ以上 柱型枠ＱＬデッキ梁幅焼抜き栓溶接、頭付きスタッドＱＬ９９－５０ ２.７ｍ 以下 ９５ｍｍ 以上 算出式 注５)Ａ 参照 コンクリート止め 木材等焼抜き栓溶接又は打込み鋲 梁 又は打込み鋲（フラッシング）現場切断普通コンクリート QLデッキ柱廻り切り欠き柱へののみ込みなしこの部分の小口は塞がない！床、２時間耐火 ＱＬ９９－７５ ３.４ｍ 以下 ９０ｍｍ 以上 算出式 注５)Ｂ 参照

φ６－１００x１００ 現場切断（ＱＬデッキ）
柱FP120FL-9113 ＱＬ９９－５０ ２.７ｍ 以下 算出式 注５)Ａ 参照

C)開口が連続している場合軽量コンクリート ８５ｍｍ 以上
ＱＬ９９－７５ ３.４ｍ 以下 算出式 注５)Ｂ 参照 連続する開口の開口群(仮想開口)と１）開口がφ１５０程度の場合

2 見なし、その開口部の大きさにより、支持梁：鉄筋コンクリート(RC)梁又は鉄骨鉄筋コンクリート(SRC)梁の場合　　コンクリート：設計基準強度１８Ｎ/mm 以上の普通コンクリート   A)開口間隔≧３×開口径 B)開口間隔＜３×開口径 2)又は3)に準じて補強を行う耐火補強筋：Ｄ１３（デッキプレート各溝＠３００）
開口補強筋Ｄ１３ 仮想開口※3溶接金網又は異形鉄筋耐 火 時 間     コンクリート種類    　品　　名　   支持スパン  コンクリート厚さ                            許容積載荷重

※1 クローサークローサー（Ｄ１０－＠２００） すみ肉溶接又はドリルねじ
梁耐火被覆 ＱＬデッキ受材φ４－１３　＠６００以下QLデッキ受材ＦＢ６５×６等ＱＬ９９－５０ ２.７ｍ 以下 算出式 注５)Ａ 参照床、１時間耐火

φ６－１５０x１５０普通コンクリート ８０ｍｍ 以上 (APWの場合 ＦＢ６５×９等) 柱廻りＱＬデッキ切欠き焼抜き栓溶接又は打込み鋲FP060FL-9101 ＱＬ９９－７５ ３.４ｍ 以下 算出式 注５)Ｂ 参照 Ｌ

ＱＬ９９－５０ ２.７ｍ 以下 ９５ｍｍ 以上 算出式 注５)Ａ 参照床、２時間耐火 開口補強筋Ｄ１０ 開口補強筋Ｄ１０・ＱＬデッキが単純支持となる場合、耐火補強筋を配筋する。配筋はＪＡＳＳ５鉄筋コンクリート工事による。普通コンクリート φ６－１００x１００
耐力補強筋 ２）に準ずFP120FL-9113 ＱＬ９９－７５ ３.４ｍ 以下 ９０ｍｍ 以上 算出式 注５)Ｂ 参照 ・耐火補強筋・端部補強筋が必要な場合、ＱＬデッキの各溝中央部にかぶり４０ｍｍで配筋する。

コンクリート表面よりのかぶり厚さが３０ｍｍ ・耐火補強筋、端部補強筋共、梁へ１５０ｍｍ以上定着させる。梁上で定着が１５０ｍｍとれない場合は、 ｗ２）ｗ:600mm以下  Ｌ:900mm程度以下ワイヤーメッシュ（φ６－１５０×１５０またはφ６－１００×１００）
　Ｌ型に曲げて１５０ｍｍ以上を確保する。普通又は軽量コンクリート になるようレベル保持し、全面に配筋する。または異形鉄筋（Ｄ１０以上、＠２００以下）　（床全面敷設） Ｍ開口補強筋Ｄ１０ 耐力補強筋ａt＝耐火補強筋 Ｄ１３普通コンクリート ｗ ｆt･ｊＡ）大梁小梁共にＳ造の場合 Ｂ）大梁小梁共にＲＣ又はＳＲＣ造の場合

溶接金網 Ｍ：開口によって生じる隣接スラブの増加曲げモーメント３
０

３
０

３
０

コンクリート厚さコンクリート厚さ Ｌ1 ＱＬデッキが単純支持となる場合、 ＱＬデッキは単純支持、耐火補強筋が必要。 開口部ＱＬデッキ高さＱＬデッキ高さ ａd又はａtの大きい方３
０

耐火補強筋が必要。４
０

耐火補強筋 Ｄ１３ 2１５０ １５０ 耐火補強筋ａd＝１.２７×(１＋ｎ／２)ｃｍ（単純支持）ＱＬデッキ(単純支持)３０ ３０ ＱＬデッキ １５０ｍｍ以上耐火補強筋 Ｄ１３ 2ＱＬデッキ 耐力補強筋ａt＝Ｍ／(ｆt×ｊ)ｃｍ５０ 耐火補強筋Ｄ１３耐火補強筋 Ｄ１３ ｎ：FP060FL-9101、FP120FL-9113の耐火仕様でＱＬデッキ（めっきまたは防錆処理） Ｓ梁 焼抜き栓溶接、打込み鋲ＲＣ梁又はＳＲＣ梁
　　要求されるＤ１３耐火補強筋が切断された又は頭付きスタッド
　　場合の切断された耐火補強筋の本数横筋 ＲＣ梁、ＳＲＣ梁ＱＬデッキ １５０ ＱＬデッキスパン                      スパン注１）スパンとは鉄骨梁の場合デッキプレートを支持する梁の中心間距離、鉄筋コンクリート梁の場合梁内法寸法をいう。 ｗ(単純支持) ３）ｗ＞600mmの場合溶接金網の重ね代Ｌ1:1メッシュと５０ｍｍ以上 小梁補強連続支持 単純支持注２）スパンが３.４ｍを超える場合は、合成スラブと梁とは頭付きスタッド（軸径１６ｍｍ以上、ピッチ３００ｍｍ以下）で結合する。

φ６-１５０×１５０は２００ｍｍ以上 合成スラブ コンクリート箱抜き合成スラブ注３）鉄骨梁の場合、梁との接合は焼抜き栓溶接、打込み鋲、または頭付きスタッドを用いる。 Ｃ）大梁がＲＣ又はＳＲＣ造、小梁がＳ造の場合φ６-１００×１００は１５０ｍｍ以上 ≧４０･Ｄ コンクリート硬化後注４）梁の耐火被覆  梁に１、２または３時間の耐火性能が要求される場合は、それらに応じ耐火被覆を施す。
ＱＬデッキが連続支持となる場合、ＲＣ又はＳＲＣ造の大梁部側では端部補強筋を配筋する。 開口部ＱＬデッキを切断耐火補強筋Ｄ１３注５）許容積載荷重Ｗ　算出式 Ｌ2 ｗ　：支持スパン（ｍ） 端部補強筋コンクリートのかぶり４０ｍｍ 開口１５０  ８５０ ＬＱＬ９９-５０ ＱＬ９９-７５ ８５０  １５０ＱＬデッキ(連続支持) Ｄ１３、長さ１.０ｍ３

０

大梁上 大梁上 部［Ａ］ＱＬ９９－５０                                   ［Ｂ］ＱＬ９９－７５ 溶接金網又は異形鉄筋
Ｌ２ 開口補強筋Ｄ１３２ 2２.７ 2 ３.４

Ｗ＝５,４００ｘ（　　　）　かつ９,８００ Ｎ/m　以下 Ｗ＝５,４００ｘ（　　　）　かつ９,８００ Ｎ/m　以下
８５０ＲＣ梁、ＳＲＣ梁              鉄骨梁 耐力補強筋 開口補強筋Ｄ１０１５０※許容積載荷重は、床にかかる全荷重(仕上げ荷重も含む)から床荷重(デッキプレートとコンクリートの自重)を差し引いた値を示します。小梁上(リップ部分はメスリップ側を溶接） 小梁上(リップ部分はメスリップ側を溶接） ＱＬデッキスパン                      スパン異形鉄筋Ｄ１０-＠２００以下 ４

０

(連続支持)付帯条件 スペーサー＠１.０ｍ以下
※ 異形鉄筋の重ね代Ｌ2：JASS 5による 連続支持合成スラブの場合、デッキプレートは２スパン以上にわたって連続的に小ばり等によって、ほぼ等間隔(スパン比３：２を超えない程度　) ※開口補強の詳細は、合成スラブ工業会発行「合成スラブの設計・施工マニュアル」※配筋のスペーサーはφ４．０ｍｍ以上鉄線またはセメントブロックを用いて間隔は１．０ｍ以下とする。例）Fc18 SD295の場合、４５Ｄ以上 （Ⅰ）合成スラブの設計　４．合成スラブの開口補強方法　を参照する。に支持されるものとする。 ※合成スラブ工業会発行「合成スラブの設計・施工マニュアル」参照「ＱＬデッキ設計マニュアル」に基づいて決定する。

１.５Ｑa
Ａw ＝　　　　　　×１０００ｍｍ かつ６００ｍｍ 以下

DＱ
Ｑa：焼抜き栓溶接１個当たりの長期許容せん断力（Ｎ） 焼抜き栓溶接 Ａw 鉄骨梁の場合 ３）焼抜き栓溶接１）頭付きスタッド ２）打込み鋲 【焼抜き栓溶接（ＳＰＷ）及び自動焼抜き栓溶接（Ａ.Ｐ.Ｗ）】墨　出　しＱ ：設計最大せん断力(Ｎ/m)D  １）墨出し線に合わせて１枚目のデッキプレ 　　国土交通省告示第３２６号(平成14年4月16日制定)及び国土交通省告示第６０６号(平成19年6月20日改正)の　　施工は、JASS6「鉄骨工事」による。 　　施工は打込み鋲製造業者の施工要領による。 □事前検査板厚　　 　　　　Ｑa (Ｎ)Ａw：焼抜き栓溶接ピッチ 　　 ートを仮止め溶接した後、順次適当な枚 　　デッキプレートと梁とはアークスポット溶接等で接合する。 　　施工の仕様等については別途製造業者へご確認下さい。 　　第２接合ハ(4)焼抜き栓溶接に基づく下記仕様による。（梁フランジの表面処理条件；黒皮または一般錆止め塗装） ＳＰＷ：適正な溶接を行うため下記1)または2)の方法で電流値をチェックする。１.２　  　　　４,９００  　　数(５～１０枚)ごとに仮止め溶接する。 　 　　日本ヒルティ(株) 　　合成スラブ工業会主催の「焼抜き栓溶接講習会」の受講が望ましい。 1) 検流計での計測敷込み仮止め溶接

１.６　７,３５０(SPW)、６,８６０(A.P.W)  ２）各大梁上にデッキプレートの溝部が乗るＡw ＝（　　　　）mm 2) 溶接棒の消費長さによる確認　　　未使用の規定の溶接棒を用いて、アーク手溶接 ＣＯ2アークスポット溶接焼抜き栓溶接［ＳＰＷ］ 自動焼抜き栓溶接［Ａ.Ｐ.Ｗ］ 　　ように敷込む。 　　アーク長さを約３mmに保持し、１０mm程度の円を描いて１０秒間溶接（注）接合に頭付きスタッドを用いる場合、焼抜き栓溶接は不要 大梁 QLデッキと梁との接合 （１）溶接機 （１）一次側電源の必要容量：仮設電力の場合　１８ＫＶＡ以上　３相　２００Ｖ 　　した時の溶接棒の消費長さが４５～５３mmであること。
工　　程                 手　　順　・　要　　領１）頭付きスタッド 交流アーク溶接機 ＡＷ２５０Ａ以上　エンジン溶接機 ２３０Ａ以上 発電機の場合　　３５ＫＶＡ以上　３相　２００Ｖ Ａ.Ｐ.Ｗ：試し溶接を行って溶接径を確認する。 　　デッキプレート幅方向のかかり代は、

２）打込み鋲 QLデッキを梁になじませ(隙間２mm以下)溶接棒を （２）ワイヤの種類と直径　：ＹＧＷ　１１、１２　φ１.２ｍｍ（２）溶接棒 　　５０ｍｍ以上あることを確認する。 □溶接後の外観検査１    アーク発生フラッシング ３）焼抜き栓溶接ハンガー金具 QLデッキに垂直にしてアークを発生させる。JIS Z 3211のE4316、E4916 に定める低水素系被覆アーク溶接棒で （３）標準溶接条件：下表　　（頭付きスタッドの場合は３０ｍｍ以上） 1) 溶接箇所の確認　　2) 焼き切れ、余盛り不足の有無（ＱＬデッキ割付の幅調整に用いる） （ＱＬデッキ下溝を利用する天井インサート用金具） 棒径４mmφのもの 溶接棒を若干引き上げてアークを飛ばし、 ３）デッキプレート長手方向の大梁のかかり13
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3) 標準余盛り径　SPW；18mm以上　A.P.W；25mm±3QLデッキ板厚 梁フランジ板厚 電流（Ａ） 電圧（Ｖ） アークタイム（秒）２  QLデッキ焼抜き（３）標準溶接条件 径10mm弱で"の"の字を描いてQLデッキを焼抜く。 　　代は、５０ｍｍ以上あることを確認する。 □不良部の補修溶接金網敷込み ３.０～４.０×１度打ち６～９ｍｍ未満 ３００～３２０ ３３～３５Ｗ（１００～２５０） ２５ 梁フランジ板厚：６mm以上 １.２ｍｍ ＳＰＷ　の場合：スラグ除去後、梁にデッキプレートを密着させて再溶接する。４
０

溶接棒を梁上まで押し込み、焼抜きの内側を ３.０～４.０×２度打ち９ｍｍ以上 ３００～３２０ ３３～３５ＲＣ梁またはＳＲＣ梁の場合 ３  押し込み・溶着溶 接 電 流　 ：１９０～２３０Ａ(標準２１０Ａ) 　　　　　　　　不具合箇所に溶着金属を流し込む要領で補修。なぞるように円中央へ２～３回転しながら運棒。クローサー （４）溶接工の資格 ３.５～４.５×１度打ち １）デッキプレートは梁型枠に釘止めする。 ６～９ｍｍ未満 ３４～３６３００～３２０検　　査 Ａ.Ｐ.Ｗの場合：重ね溶接して補修する。（ＱＬデッキの小口ふさぎに用いる） １.６ｍｍ溶着金属を整え、中央部でそっと溶接棒を引きJIS Z 3801、JIS Z 3841 における基本級の有資格者 ２）デッキプレートの梁型枠へののみ込み代２
８

４.０～４.５×２度打ち９ｍｍ以上 ３４～３６３００～３２０４     整　　形 【そ　の　他】上げる。スラグを除去して仕上がりを確認。 　　が幅方向１０ｍｍ以上、長手方向が３０ （５）手順・要領１８５ 注１.デッキプレート　板厚１.２、１.６ｍｍ　表面条件：Ｚ１２、Ｚ２７、裏面塗装 (1)ＱＬデッキ相互の嵌合状況　(2)ひび割れ拡大防止筋の敷込み状況　(3)開口部の補強状況コンクリート打設  　　ｍｍあることを確認する｡ 溶接時間の目安；電流値２１０Ａ(標準)の場合８秒程度右の１～４の順に行う。 　２.ＣＯ2ガス流量：２０㍑／分以上

QL99-75QL99-50 (単位：ｍ)(単位：ｍ) S造・施工時のスパンの取り方施工時許容スパン表（デッキプレートの検討） ｺﾝｸﾘｰﾄ厚(mm) 100100 60 70 80 9060 70 80 90ｺﾝｸﾘｰﾄ厚(mm)
板厚(mm) 板厚(mm)1.6 1.6 1.6 1.6 1.6 1.6 1.6 1.6 1.6 1.61.2 1.2 1.2 1.2 1.2 1.2 1.2 1.2 1.2 1.2 【単純支持】

注１：普通コンクリート（単位体積重量24.0kN/㎡）、
支
持
条
件

支
持
条
件

3.372.54 3.61 3.55 3.48 3.422.75 2.69 2.64 2.59 3.072.33 3.31 3.24 3.18 3.132.52 2.47 2.42 2.37 単純(内法)単純(内法)
スパン(3.37)(2.54) (3.61) (3.55) (3.48) (3.42)(2.75) (2.69) (2.64) (2.59) (3.07)(2.33) (3.31) (3.24) (3.18) (3.13)(2.52) (2.47) (2.42) (2.37)表面処理が亜鉛めっきの場合

4.073.41 4.30 4.24 4.18 4.133.67 3.61 3.54 3.47 3.733.12 4.02 3.96 3.91 3.833.38 3.31 3.24 3.18注２：（）数値は表面処理がめっきなしまたは塗装品の許容スパンを示す。 【連続支持】２連続２連続
(4.07)(3.41) (4.30) (4.24) (4.18) (4.13)(3.67) (3.61) (3.54) (3.47) (3.49)(3.07) (3.89) (3.78) (3.67) (3.58)(3.38) (3.31) (3.24) (3.15)

注３：表を超える場合は、別途支保工が必要です。 3.833.15 4.05 3.99 3.93 3.883.40 3.33 3.26 3.20 3.582.88 3.78 3.73 3.68 3.633.12 3.05 2.99 2.93 スパン スパン３連続３連続
(3.83)(3.15) (4.05) (3.99) (3.93) (3.88)(3.40) (3.33) (3.26) (3.20) (3.58)(2.88) (3.78) (3.73) (3.68) (3.63)(3.12) (3.05) (2.99) (2.93)

デッキプレートと梁の納まり〔RC･SRC梁〕
標　　準　　納　　ま　　り

耐　火　仕　様
【連続支持合成スラブ】

設　　　　　　計

デッキプレートと梁の納まり〔S梁〕

【単純支持合成スラブ】

開口部補強案

スラブの配筋 耐火仕様の配筋

焼抜き栓溶接
デッキプレート幅方向

デッキプレートスパン方向

デ ッ キ プ レ ー ト と 梁 と の 接 合施工順序 敷　込　み 検　　　　査

施
　
　
　
　
工

アクセサリー

[耐火認定FP60FL-9095,9101,FP120FL-9107,9113用]

［ISO 9001認証取得］材料／デッキプレート

表　面　処　理デッキプレート種類 板厚(mm)

端部加工

*1□裏面防錆処理(一次塗装) ＱＬプライマー(P)□ＱＬ９９-７５

□JFEｴｺｶﾞﾙ(高耐食溶融めっき鋼板) [ □Y18   □Y27 ]□1.6
□その他(　　　　　　　　　　　　　)　□無し

 　材　　質　　　ＪＩＳ Ｇ ３３５２に定めるＳＤＰ１Ｔ、ＳＤＰ２、ＳＤＰ２Ｇ　
*1 現場搬入までの一次防錆（ＪＩＳ Ｋ ５６２１ ２種または３種相当）

材料／コンクリート

 種  　　　     類  □軽量コンクリート [ □１種   □２種 ]
2 設 計 基 準 強 度

 厚さ(QLデッキ山上) □６０ □７０ □８５ □９０ □９５ □１００ □（　　　）ｍｍ

材料／溶接金網・異形鉄筋

□φ６-７５×７５ □φ６-１５０×１５０
 □ 溶 接 金 網  ＪＩＳ Ｇ ３５５１ *2□φ６-１００×１００ □（　　　　　　　　　　）

□Ｄ１０-１５０×１５０
 ＪＩＳ Ｇ ３１１２、３１１７

□（　　　　　　　　　　）

 ＪＩＳ Ｇ ３１１２、３１１７ 　Ｄ１３-＠３００

*2 線形6㎜以上を用いたもの
接　　　合

JIS B 1198 □φ１３ □φ２２
*3（各長さ・ピッチは特記による　）

梁 と の 接 合 □焼抜き栓溶接 下記焼抜き栓溶接の項による

□打込み鋲 接合箇所は特記による
□その他

*3 最小長さはデッキ高さ＋30㎜以上とする

耐　　　火

ﾃﾞｯｷﾌﾟﾚｰﾄ 耐火区分 支持条件 ｺﾝｸﾘｰﾄ種別 耐火補強筋 認定番号

単純 要 □ＦＰ０６０ＦＬ－９１０１
床１時間

QL99-50 連続 不要 □ＦＰ０６０ＦＬ－９０９５
普通/軽量

QL99-75 単純 要 □ＦＰ１２０ＦＬ－９１１３
床２時間

連続 不要 □ＦＰ１２０ＦＬ－９１０７
注）床２時間は床１時間耐火を含む

 □指定なし  □（　　　　　　　　　　　　　　） □（　　　　　　　　　　　　　　）その他

特　　　記
支 保 工 有 無  その他：

上欄内の採用項目に ﾚ を記して下さい。□

 　 耐火補強筋

２０２１／７／０１その他の納まり・参考例等については、ＱＬデッキ施工マニュアルまたは別途『納まり図』(技術資料CADデータ収録)を参照下さい。

■ＱＬ９９-５０
■ｴﾝｸﾛ有り

■無し
■1.2 ■亜鉛めっき [ ■Z12　 □Z27 ]

 ■普通コンクリート
 □１８　　　□２１　　　■２４　　　□（　　　）Ｎ／ｍｍ

■８０

 ■ 異 形 鉄 筋
■Ｄ１０-２００×２００

■頭付きスタッド
■φ１６ ■φ１９

 ■ 無    □ 有 
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ボーリング柱状図

一級建築士 第358654号

愛知県知事登録（い-4）第14095号

敬建築企画（株）

構造設計一級建築士 第10506号 前田 大介 
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ボ ー リ ン グ 名 N o . 1 調 査 位 置 湖 西 市 　 古 見 　 地 内 北 緯 3 4 ° 4 3 ’ 1 2 . 2 ”

東 経 1 3 7 ° 3 1 ’ 5 2 . 4 ”発 注 機 関 静 岡 県 湖 西 市 都 市 整 備 部 建 築 住 宅 課 調 査 期 間 2 0 2 2 年 1 0 月 6日 ～ 2 0 2 2 年 1 0 月 1 2日

調 査 業 者 名
東 邦 地 水 株 式 会 社

電話 ( 0 5 2 - 9 3 7 - 0 1 0 7 )

主 任 技 師 横 山 　 啓 之
現 場

代 理 人
平 井 　 タ ケ ル

コ ア

鑑 定 者
平 井 　 タ ケ ル

ボ リ ン グ

責 任 者
松 永 　 敏 明

孔 口 標 高
KBM

+0.26m

角

度

180°

0°

90°
上

下

0°

方

向

0°

90°

180°

270°

北

東

南

西

地

盤

勾

配
90°

水平
0°

鉛

直

0°

使

用

機

種

試 錐 機 東 邦 地 下 工 機 製 D O - D
ハ ン マ ー

落 下 用 具

エ ン ジ ン ヤ ン マ ー 製 N F D - 1 0 ポ ン プ 東 邦 地 下 工 機 製 　 B G - 4総 掘 進 長
 27.42m

事 ・ 工 事 名業

調　　　査　　　名 令和４年度　（仮称）湖西市消防防災センター建設工事地質調査業務委託

ボ ーリ ン グ 柱 状図

ボ ーリ ン グ No
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KBM
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令和８年度　湖西市消防防災センター第２期建設工事 消防防災訓練塔・消防防災資機材塔Ｒ　８．　４．３０ 1/50
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スカイダー　AR型　屋外螺旋階段　3F

錆止塗装　:　特殊エポキシ樹脂塗装

仕上塗装　:　ウレタン樹脂塗装

アンカーボルト埋設および基礎工事は建築工事とする
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